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第 1章
本マニュアルについて

こ の章では、 7300 シ リ ーズ レ イヤー 3 ス イ ッチ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用
コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェース リ フ ァ レ ン ス について説明し ています。 こ こ
では、 7300 シ リ ーズス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェアの表示や構成で使用する コマン ド ラ
イ ン イ ン ターフ ェース (CLI) コマン ド について説明し ています。 シ リ アルポー ト
から直接接続で、 または リ モー ト ネ ッ ト ワーク接続における telnet を通し て、
CLI にア ク セスする こ と ができ ます。

1.1 読者

本書は 7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアを使用し てシステムを構成および操
作する システム管理者のために作成された ものです。 7300 シ リ ーズス イ ッ チ ソ
フ ト ウ ェアをハード ウ ェ アプラ ッ ト フ ォームに統合する ソ フ ト ウ ェアエンジニア
は、 構成オプシ ョ ンの説明を活用する こ と ができ ます。

本書は、 読者が 7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアの基礎を理解し てお り 、 関
連性のあ るネ ッ ト ワーキングデバイ スプラ ッ ト フ ォームの仕様を確認済みであ る
と想定し ています。 また、 読者に Ethernet やネ ッ ト ワーキングのコ ンセプ ト に
関する知識があ る こ と も想定されています .

1.2 範囲

こ のマニュ アルは、 以下の仕様に基づき、 7300 シ リ ーズス イ ッチ のために作成
された ものです :

表 1- 1。 マニ ュ アルの範囲

製品 7300 Series Layer-3 Managed Switch

製品の最終組立番号  

フ ァーム ウ ェアバージ ョ ン番号  

マニュ アルパー ト 番号 ベータ ド ラ フ ト  1

マニュ アル発行日 2006 年 4 月
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1.3 本マニュ アルで使われている フ ォ ン ト

本ガイ ド では以下のフ ォ ン ト ス タ イルが使われています。

1.4 特殊 メ ッ セージ形式

こ のガイ ド では、 以下の書式で特殊 メ ッ セージを表示し ます : 

メ モ : 製品の更新については、 NETGEAR のウ ェブサイ ト :
http://kbserver.netgear.com/products/ でご覧いただけます。 

表 1- 2。 本マニュ アルで使われている フ ォ ン ト

italics 強調。

bold ユーザー入力。

英文小文字 DOS フ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ 名。

メ モ : 重要な情報などについてはこ の書式が使われます。

ヒ ン ト : 時間や リ ソース を省 く 便利な手順を紹介し ています。

警告 : これらの警告を無視する と、 装置やソ フ ト ウ ェ アの故障につなが
る可能性があ り ます。

危険 : これらの警告を無視する場合、人体に障害を与えたり、死傷する
恐れがあります。



7300 シ リ ーズ レ イヤー 3 ス イ ッチ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

本マニュ アルについて 1-3

発行バージ ョ ン 1.0、 2006 年 4 月

1.5 本マニュ アルの使い方

本マニュ アルの HTML バージ ョ ンには以下が含まれます :

･ マニュ アルを 1 ページずつ前または次へめ く る ために、 ボタ ン、 、
 が用意されています。

･  ボタ ンは目次を表示し ます。  ボタ ンでも目次が表示でき る こ と
があ り ます。 目次の リ ン ク をダブルク リ ッ クするか、 またはイ ンデッ ク スで
直接希望の ト ピ ッ ク まで移動する こ と ができ ます。

･  ボタ ンは、 製品モデルに関する完全な NETGEAR, Inc. オン ラ
イ ンナレ ッ ジベースにア ク セスする際に使用し ます。

･ マニュ アルの PDF バージ ョ ンや個別の章への リ ン ク も含まれます。

1.6 本マニュ アルの印刷方法

本マニュ アルを印刷するには、 必要に応じ て以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択
し て く ださい。

･ HTML 形式でページを印刷する . 

マニュ アルの HTML バージ ョ ンの各ページには 1 つの ト ピ ッ クが掲載されて
います。 ブラ ウザのツールバーにあ る 印刷 ボタ ンを押し てページ内容を印
刷し て く ださい。 

･ 章を印刷する 
各ページの左上にあ る 
こ の章の PDF と い う リ ン ク を使用し ます。

- 印刷し たい章で、 各ページの左上にあ る この章の PDF と い う リ ン ク を ク
リ ッ ク し て く ださい。 表示し ていた章の PDF バージ ョ ンがブラ ウザウ ィ
ン ド ウに表示されます。 

ただし、 PDF フ ァ イルを表示し、 印刷するには、 無料の Adobe Acrobat 
Reader がイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。 Acrobat Reader は、
Adobe のウ ェブサイ ト :
http://www.adobe.com から取得でき ます。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

1-4 本マニ ュ アルについて

発行バージ ョ ン 1.0、 2006 年 4 月

- ウ ィ ン ド ウのツールバーにあ る印刷ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

･ マニュ アルすべてを印刷する 

各ページの左上にあ る 完全な PDF マニュ アル と い う リ ン ク を使用し ます。

- マニュ アルの各ページの左上にあ る 完全な PDF マニュ アル と い う リ ン
ク を使用し ます。 完全なマニュ アルの PDF バージ ョ ンがブラ ウザウ ィ ン
ド ウに表示されます。 

- ウ ィ ン ド ウのツールバーにあ る印刷ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

1.7 改訂履歴

表 1- 3 は、 本マニュ アルの改訂履歴をの示し ます。

ヒ ン ト : ご利用のプ リ ン タが、 1 枚の用紙に 2 ページ以上を印刷する
機能に対応し ていれば、 プ リ ン タの [ プロパテ ィ ] ボタ ンを ク
リ ッ ク し、 1 枚に印刷するページ数を設定し て、 用紙と プ リ ン
タ イ ン ク を節約する こ と ができ ます。

ヒ ン ト : ご利用のプ リ ン タが、 1 枚の用紙に 2 ページ以上を印刷する
機能に対応し ていれば、 プ リ ン タの [ プロパテ ィ ] ボタ ンを ク
リ ッ ク し、 1 枚に印刷するページ数を設定し て、 用紙と プ リ ン
タ イ ン ク を節約する こ と ができ ます。

表 1- 3。 本マニュ アルの改訂履歴

改訂 変更の説明
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第 2 章
概要

7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアには 2 つの目的があ り ます :

･ ス イ ッチングフ レームで、 フ レームに含まれる レ イヤー 2、 3、 または 4 の情
報に基づき、 接続されたハード ウ ェアを支援する こ と。

･ ネ ッ ト ワーク管理者に対し完全なデバイ ス管理ポー ト フ ォ リ オを提供する こ
と。 

2.1 範囲

7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアは、 ハード ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェアサポー ト
の両方を含みます。 ソ フ ト ウ ェ アは以下のプロセ ッ サにおいて実行可能な よ う 区
分化されています。

･ CPU - このコード はネ ッ ト ワーキングデバイ ス管理ポー ト フ ォ リ オを実行
し、 全体的なネ ッ ト ワーキングデバイ スハード ウ ェ アを制御し ます。 また、
必要に応じ てフ レーム転送も支援し ます。 このコー ド は、 プラ ッ ト フ ォーム
間の差異が最も少ないマルチプラ ッ ト フ ォームでの実行に適し ています。

･ ネ ッ ト ワークデバイ スプロセ ッ サ - このコード は、 ほ と んどのパケ ッ ト 切 り
替えを、 通常ワ イヤー速度で行 う こ と ができ ます。 こ のコード はプラ ッ ト
フ ォーム依存型であ り 、 製品間に大き な違いがあ る可能性があ り ます。

2.2 コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェースの使用

コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェース (CLI) は、 システムを管理および監視する ため
の、 テキス ト ベースの方法です。 直接シ リ アル接続、 または telnet や SSH によ
る リ モー ト 論理接続を通し て、 CLI にア ク セスする こ と ができ ます。 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 CLI の構文、 変換、 モード について説明し ています。 次の
ト ピ ッ ク を扱います :

･ 2- 2 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.1 " コマン ド の構文 "

･ 2- 3 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.2 " コマン ド に関する約束事 "
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･ 2- 5 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.3 " ユニ ッ ト - ス ロ ッ ト - ポー ト 命名に関する
約束事 "

･ 2- 5 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.4 " コマン ド の "No" 形式の使用 "

･ 2- 6 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.5 " コマン ド モード "

･ 2- 9 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.6 "CLI コマン ドへのア ク セス "

･ 2- 11 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.7 "CLI ヘルプの使用 "

･ 2- 12 ページのセ ク シ ョ ン 2.2.8 "CLI へのア ク セス "

2.2.1 コマン ド の構文

コマン ド は、 1 つ、 または複数のパラ メ ータが後に続 く 単語の集ま り です。 パラ
メ ータは、 必須またはオプシ ョ ンで追加する値です。

show network や clear vlan など、 一部のコマン ド には、 パラ メ ータ を必要 と し
ないものも あ り ます。 また、 network parms と い う コマン ド などは、 コマン ド の
後に値を追加する必要があ り ます。 パラ メ ータ値は特定の順序で入力する必要が
あ り 、 また必須パラ メ ータの後にオプシ ョ ンパラ メ ータが来ます。 下の例は、
network parms コマン ド の構文を説明し ています : 

形式 network 
parms <ipaddr> 
<netmask> 
[gateway]  ･network parms はコマン ド名です。 

･ <ipaddr> と  <netmask> はパラ メ ータで、 コマン ド キーワード を入力し た後に
必ず入力し なければな ら ない値を示し ます。

･ [gateway] はオプシ ョ ンパラ メ ータです。 パラ メ ータの場所に値を入力し な
く て もかまいません。

CLI コマン ド参照には、 各コマン ド の名前 と簡単な説明が一覧 と なっています。
各コマン ド参照には、 次の情報が含まれます :

･ 形式がコマン ド キーワード と必須またはオプシ ョ ンパラ メ ータ を示し ます。

･ モード は、 コマン ド にア ク セスする ために使用し なければな ら ないコマン ド
モード を示し ます。

･ 既定値は、 デバイ ス上で構成可能な設定の既定の値を示し ます。

show コマン ド にも コマン ド が表示する情報の説明が含まれます。
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2.2.2 コマン ド に関する約束事

本書では、 コマン ド名は太字フ ォ ン ト で記載されています。 パラ メ ータは斜体

フ ォ ン ト で記載されています。 パラ メ ータ名の部分は、 名前や数字など、 適切な
値で置き換えて く ださ い。 パラ メ ータは順序に依存し ています。 

コマン ド のパラ メ ータには、 必須値、 オプシ ョ ン値、 キーワード選択などが含ま
れます。 表 2- 1 では、 本書が値のタ イプを区別する ために使用し ている約束事
を説明し ています。 
表 2- 1。 パラ メ ータに関する約束事

符号 例 説明

<> 山括弧 <value> 山括弧内に文字が記載されている部分は、
値を入力する必要があ り ます。

[ ] 大括弧 [value] 大括弧内に文字が記載されている部分は、
オプシ ョ ンのパラ メ ータ を入力する こ と
ができ ます。

{} 中括弧 {choice1 | choice2} 選択肢からパラ メ ータ を選択し なければ
な ら ないこ と を意味し ます。

| 縦線 choice1 | choice2 相互排他的な選択肢を区別し ています。

[{} ] 大括弧の中に中
括弧

[{choice1} choice2}] オプシ ョ ン要素の中の選択肢を示し ます。
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2.2.2.1  一般的なパラ メ ータ値

パラ メ ータ値は名前 ( 文字列 ) または番号 と な り ます。 名前パラ メ ータの一部と
し てスペース を使用する場合、 二重引用符で囲って く ださい : た と えば、
"System Name with Spaces" と言 う 表現は、 システムがこのスペース を受け入れる
よ う 強制し ます。 空の文字列 (" ") は有効なユーザー定義の文字列ではあ り ませ
ん。 表 2- 2 は一般的なパラ メ ータ値と値形式を説明し ています。 
表 2- 2。 パラ メ ータの説明

パラ メ ータ 説明

ipaddr こ のパラ メ ータは有効な IP ア ド レ スです。 次の形式で IP ア ド レ
ス を入力する こ と ができ ます。
a (32 ビ ッ ト )
a.b (8.24 ビ ッ ト )
a.b.c (8.8.16 ビ ッ ト )
a.b.c.d (8.8.8.8)
これらの形式に加え、 CLI は次の入力形式によ り 、 10 進法、 16 進
法、 8 進法も受け入れる こ と ができ ます (n は有効な 16 進法、 8 進
法、 または 10 進法数値と な り ます )。
0xn (CLI は 16 進法形式を想定し ます )
0n (CLI は先行ゼロの 8 進法形式を想定し ます )
n (CLI は 10 進法形式を想定し ます )

macaddr MAC ア ド レ ス形式は 6 つの 16 進法数字を コ ロ ンで区切った もの
です。 例 : 00:06:29:32:81:40。

areaid ピ リ オ ド で区切られた 10 進法でエ リ ア ID を記入し ます ( 例 : 
0.0.0.1)。 エ リ ア ID 0.0.0.1 はバッ ク ボーン用に予約されています。
エ リ ア ID は IP ア ド レ ス と同じ形式ですが、 IP ア ド レ ス と は明ら
かに異な り ます。 サブネ ッ ト ネ ッ ト ワーク の IP ネ ッ ト ワーク番号
はエ リ ア ID に使用する こ と ができ ます。

routerid ピ リ オ ド で区切られた 10 進法記入で、 <routerid> の値を入力 (
例 : 0.0.0.1)。 ルータ ID 0.0.0.0 は無効です。

イ ン ターフ ェース または
slot/port

有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り ます。 た と
えば、 0/1 は、 ス ロ ッ ト 番号 0、 ポー ト 番号 1 を表し ます。

論理イ ン ターフ ェース 論理ス ロ ッ ト と ポー ト 番号です。 これは、ポー ト チャ ンネル (LAG) 
の場合に適用されます。 論理 slot/port を使用し、 ポー ト チャ ンネ
ルを構成でき ます。

文字列 文字列は二重引用符で識別し ます。 例 : "System Name with 
Spaces"。 空の文字列 (" ") は無効です。
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2.2.3 ユニ ッ ト - ス ロ ッ ト - ポー ト 命名に関する約束事

7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアは、 ユニ ッ ト - ス ロ ッ ト - ポー ト を使用
し、 カードやポー ト などの物理エン ト リ を参照し ます (USP) 命名に関する約束
事。 こ のソ フ ト ウ ェ アは、 こ の約束事に基づいて特定の論理エン ト リ ー ( ポー ト
チャ ンネルイ ン ターフ ェースなど ) を識別し ます。

ス ロ ッ ト 番号には 2 つの用途があ り ます。 物理ポー ト の場合、 ポー ト を含むカー
ド を識別し ます。 論理および CPU ポー ト の場合、 イ ン ターフ ェース またはポー
ト タ イプを識別し ます。   

ポー ト は、 指定のス ロ ッ ト 上で管理されている特定の物理ポー ト または論理イ ン
ターフ ェース を識別し ます｡

2.2.4 コマン ド の "No" 形式の使用

no キーワー ド は既存のコマン ド の特定形式であ り 、 新しい、 または異な る コマ
ン ド を表し ません。 ほ と んどすべての構成コマン ド には no 形式があ り ます。 一
般に、 コマン ド の動作を逆転させた り 、 値を既定値に リ セ ッ ト する場合に no 形
式を使用し ます。 た と えば、 no shutdown  構成コマン ド は、 イ ン ターフ ェースの
シ ャ ッ ト ダウ ンを逆転させます。 キーワード no のないコマン ド を使用する と 、
機能を再有効化または無効化し た り 、 既定で無効になっていた機能を有効にする
こ と ができ ます。

表 2- 3。 ス ロ ッ ト タ イプ

ス ロ ッ ト タ イプ 説明

物理ス ロ ッ ト 番号 物理ス ロ ッ ト 番号はゼロから始ま り 、 物理ス ロ ッ ト の最大数まで
割 り 当て られます。

論理ス ロ ッ ト 番号 論理ス ロ ッ ト は物理ス ロ ッ ト のすぐ後に続き、 ポー ト チャ ンネル 
(LAG) またはルータ イ ン ターフ ェース を識別し ます。 

CPU ス ロ ッ ト 番号 CPU ス ロ ッ ト は、 論理ス ロ ッ ト のすぐ後に続き ます。

表 2- 4。 ポー ト タ イプ

ポー ト タ イプ 説明

物理ポー ト 各ス ロ ッ ト の物理ポー ト には、 ゼロから順に番号がついていま
す。

論理イ ン ターフ ェース ポー ト チャ ンネルまたは Link Aggregation Group (LAG) イ ン ター
フ ェースは、 ブ リ ッ ジ機能に使用される論理イ ン ターフ ェースで
す。 
VLAN ルーテ ィ ング イ ン ターフ ェースは、 ルーテ ィ ング機能にの
み使用されます。

CPU ポー ト CPU ポー ト は ド ラ イバによ り 、 物理ス ロ ッ ト に位置する 1 つ、
または複数の物理エン ト リ と し て処理されます。
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構成コマン ド のみが no 形式で利用可能 と な り ます。

2.2.5 コマン ド モード

CLI は、 コマン ド を コマン ド機能に基づき グループ化し ます。 各コマン ド モード
は特定の 7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェア コマン ド をサポー ト し ています。
1 つのモード のコマン ド は、 別のモー ド に切 り 替わる まで使用でき ません。 ( た
だし、 User Exec モード コマン ド は例外です )。 User EXEC モード コマン ド は、
Privileged EXEC モード で実行でき ます。

コマン ド プロ ンプ ト は各コマン ド モード で変化し、 現在のモード がすぐ分かる よ
う になっています。 表 2- 5 は、 コマン ド モード と そのモード で表示されるプロ
ンプ ト を説明し ています。 
表 2- 5。 CLI コマン ド モード

コマン ド モード プロ ンプ ト モード の説明

User EXEC Switch> 基本的なシステム情報を表示す
るため、 制限された コマン ド
セ ッ ト を含みます。

Privileged EXEC Switch# EXEC コマン ド を発行し、 VLAN 
モード に入るか、 または Global 
Config モード に入 り ます。

Global Config Switch (Config)# 一般のセ ッ ト ア ッ プコマン ド を
グループ化し、 実行中の構成に
変更を加え る こ と ができ ます。

VLAN Config Switch (Vlan) # すべての 　 VLAN コマン ド をグ
ループ化し ます。

Interface Config Switch (Interface <unit/slot/
port>)#

イ ン ターフ ェースの操作を有効
化または変更し、 ルータ イ ン
ターフ ェース構成コマン ドへの
ア ク セス を提供し ます。
このモード は、 特定の論理接続
操作に対し物理ポー ト を設定し
ます。

Line Config Switch (line) # 様々な telnet 設定と コ ン ソール
イ ン ターフ ェースの構成を行い
ます。 

Policy Map Config Switch (Config policy-map)# QoS ポ リ シーマ ッ プ構成モード
にア ク セス し、 QoS ポ リ シー
マ ッ プを構成する こ と ができ ま
す。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

概要 2-7

v1.0, 2006 年 4 月

表 2- 6 は、 各コマン ド モードへのア ク セス と終了方法を説明し ています。

Policy Class Config Switch (Config policy-class-map)# ク ラ ス作成、 削除、 コマン ド一
致が含まれています。 ク ラ ス一
致コマン ド はレ イヤー 2、 レ イ
ヤー 3、 一般一致基準を指定し
ます。 

Class Map Config Switch (Config class-map)# QoS ク ラ スマ ッ プ構成モード に
ア ク セス し、 QoS ク ラ スマ ッ プ
を構成する こ と ができ ます。

Router OSPF Config Switch (Config router)# ルータ OSPF 構成コマン ド にア
ク セス し ます。

Router RIP Config Switch (Config router)# ルータ RIP 構成コマン ド にア ク
セス し ます。

Router BGP Config Switch (Config router)# ルータ GBP4 構成コマン ド にア
ク セス し ます。

MAC Access-list 
Config

Switch (Config mac-access-list)# MAC ア ド レ ス リ ス ト を作成し、
Mac ア ド レ ス リ ス ト 構成コマン
ド を含むモード に入 り ます。

DHCP Pool Config Switch (Config dhcp-pool)# DHCP プール構成にア ク セス し
ます。

Stack Global 
Config Mode

Switch (Config stack)# Stack Global Config モード にア ク
セス し ます。

表 2- 6。 CLI モー ド のア ク セス と 終了

コマン ド モード ア ク セス方法 終了または前のモードへのア ク セス

User EXEC これは、 最初のレベルのア ク セスで
す。 

終了するには、 logout と入力し ま
す。

Privileged EXEC User Exec モード から
enable を入力し ます。

User EXEC モー ド を終了するには、
exit  と入力するか、 Ctrl-Z を押
し ます。

Global Config Privileged EXEC モード から  
configure を入力し ます。

Privileged EXEC モード を終了するに
は、 exit  と入力するか、 Ctrl-Z 
を押し ます。

VLAN Config Privileged EXEC モード から vlan 
database を入力し ます。

Privileged EXEC モード を終了するに
は、 exit  と入力するか、 Ctrl-Z 
を押し ます。

表 2- 5。 CLI コマン ド モード  ( 続き )

コマン ド モード プロ ンプ ト モード の説明
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Interface Config Global Config モード から
interface <slot/port> を入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Line Config Global Config モード から
lineconfig を入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Policy-Map 
Config

Global Config モード から
policy-map を入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Policy-Class-Map 
Config

Policy Map モード から class を入力し
ます。

Policy Map モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged 
EXEC モード に戻るには、 Ctrl-Z 
を入力し ます。

Class-Map 
Config

Global Config モード から
class-map と入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Router OSPF 
Config

Global Config モード から
router ospf と入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Router RIP 
Config

Global Config モード から
router rip と入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Router BGP 
Config

Global Config モード から
router bgp <asnumber> と入力し
ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

MAC Access-list 
Config

Global Config モード から
mac access-list extended 
<name> と入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

表 2- 6。 CLI モー ド のア ク セス と 終了 ( 続き )

コマン ド モード ア ク セス方法 終了または前のモードへのア ク セス
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2.2.6 CLI コマン ドへのア ク セス

7300 シ リ ーズス イ ッチ は、 コマン ド にア ク セスする ための様々な機能に対応し
ています。

2.2.6.1  コマン ド の完全形 と省略形

コマン ド のキーワード を識別でき る よ う 、 十分な コマン ド文字が入力される と、
コマン ド のスペ リ ングが完了し ます。 あ る ていどの文字を入力する と、 スペース
バーまたは TAB キーを押すだけでコマン ド文字が完成されます。 

コマン ド の省略形は、 コマン ド を識別でき るだけの十分な コマン ド文字が入力さ
れる と、 コマン ド を実行する こ と ができ ます。 コマン ド を入力する前に、 要求さ
れるすべてのキーワード と パラ メ ータ を入力する必要があ り ます。

2.2.6.2  CLI エラー メ ッ セージ

コマン ド を入力し た後、 システムがこれを実行でき ない場合、 エラー メ ッ セージ
が表示されます。 表 2- 7 では、 一般的な CLI エラー メ ッ セージを説明し ていま
す。

DHCP Pool 
Config

Global Config モード から
ip dhcp pool name< と入力します。
>

Global Config モード を終了するには、
exit と入力し ます。 Privileged EXEC 
モード に戻るには、 Ctrl-Z を入力
し ます。

Stack Global 
Config Mode

Global Config モード から stack  コマ
ン ド を入力し ます。

Global Config モード を終了するには、
exit コマン ド を入力し ます。
Privileged EXEC モード に戻るには、
Ctrl-Z を入力し ます。

表 2- 7。 CLI エラー メ ッ セージ

メ ッ セージテキス ト 説明

% Invalid input detected at '^' 
marker.

不当な、 または利用でき ないコマン ド が入力さ
れた こ と を意味し ます。 キ ャ ラ ッ ト 記号 (^) は、
無効なテキス ト が検出された部分を示し ます。
こ の メ ッ セージは、 パラ メ ータや値が認識され
なかった場合にも表示されます。 

Command not found / Incomplete 
command.Use ? to list commands.

必要なキーワードや値を入力し なかった こ と を
意味し ます。

Ambiguous command コマン ド を判別する ための充分な文字が入力さ
れなかった こ と を意味し ます。

表 2- 6。 CLI モー ド のア ク セス と 終了 ( 続き )

コマン ド モード ア ク セス方法 終了または前のモードへのア ク セス
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2.2.6.3  CLI 行編集に関する約束事

表 2- 8 は、 コマン ド の編集やコマン ド入力の速度を高める ために使用する キー
の組み合わせを説明し ています。 こ の リ ス ト には、 User または Privileged EXEC 
モード で help を入力し、 ア ク セスする こ と ができ ます。
表 2- 8。 CLI 編集に関する約束事

キーシーケン ス 説明

DEL または後退 前の文字を削除し ます。

Ctrl-A 行の最初に移動し ます。

Ctrl-E 行の最後に移動し ます。

Ctrl-F 前の文字へ移動し ます。

Ctrl-B 後ろの文字へ移動し ます。

Ctrl-D 現在の文字を削除し ます。

Ctrl-U、 X 行の最初を削除し ます。

Ctrl-K 行の最後を削除し ます。

Ctrl-W 前の単語を削除し ます。

Ctrl-T 前の文字を置き換えます。

Ctrl-P 履歴バッ フ ァで前の行へ移動し ます。

Ctrl-R 行を書き換え、 または貼 り 付けます。

Ctrl-N 履歴バッ フ ァで次の行へ移動し ます。

Ctrl-Y 最後に削除された文字を印刷し ます。

Ctrl-Q シ リ アルフ ローを有効化し ます。

Ctrl-S シ リ アルフ ローを無効化し ます。

Ctrl-Z ルー ト コマン ド プロ ンプ ト へ戻 り ます。

Tab、 <SPACE> コマン ド ラ イ ンを完成させます。

Exit 次のコマン ド プロ ンプ ト へ移動し ます。

? 利用可能な コマン ド、 キーワード、 パラ メ ータ を表示し ま
す。
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2.2.7 CLI ヘルプの使用

CLI プロ ンプ ト に疑問符 (?) を入力する と、 現在のモード で使用可能な コマン ド
が表示されます。 
(switch) >?

enable                   Enter into user privilege mode.
help                     Display help for various special keys.
logout                   Exit this session.Any unsaved changes are lost.
ping                     Send ICMP echo packets to a specified IP address.
show                     Display switch options and settings.

各単語の後に疑問符 (?) を入力する と、 利用可能な コマン ド キーワードやパラ
メ ータ を表示し ます。
(switch) #network ?

javamode                 Enable/Disable.
parms                    Configure Network Parameters of the router.
protocol                 Select DHCP, BootP, or None as the network config
                         protocol.
mgmt_vlan                Configure the Management VLAN ID of the switch.

ヘルプが括弧内にパラ メ ータ を表示し た場合、 このパラ メ ータ を値に置き換え る
必要があ り ます。
(switch) #network parms ?

<ipaddr>                 Enter the IP Address.

追加コマン ド キーワードやパラ メ ータがない場合、 または追加パラ メ ータがオプ
シ ョ ンの場合、 次の メ ッ セージが表示されます :
<cr>                     Press Enter to execute the command

単語の中の 1 つ、 または複数の文字の後に疑問符 (?) を入力し、 その文字で始ま
る コマン ドやパラ メ ータ を表示する こ と ができ ま る ( 以下の例を参照 ):
(switch) #show m?

mac-addr-table           mac-address-table        monitor
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2.2.8 CLI へのア ク セス

リ モー ト 管理ホス ト から、 直接コ ン ソール接続または telnet や SSH 接続を通し
て、 CLI にア ク セスする こ と ができ ます。 

初期接続については、 コ ン ソールポー ト への直接接続を使 う 必要があ り ます。 シ
ステムに IP ア ド レ ス と サブネ ッ ト マス ク がなければ、 システムに リ モー ト ア ク
セスする こ と はでき ません。 ネ ッ ト ワーク構成情報を手動で設定するか、 または
これらの設定をネ ッ ト ワーク上の BOOTP または DHCP サーバから受け入れる
よ う システムを構成する こ と ができ ます。詳し く は 3- 1 ページのセ ク シ ョ ン 3.1 
" ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース コマン ド " をご覧 く だ さい。
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第 3 章
管理ア ク セス コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な管理ア ク セス と
基本ポー ト の構成コマン ド について説明し ています。 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 3- 1 ページのセ ク シ ョ ン 3.1 " ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース コマン ド "

･ 3- 5 ページのセ ク シ ョ ン 3.2 " コ ン ソールポー ト ア ク セス コマン ド "

･ 3- 8 ページのセ ク シ ョ ン 3.3 "Telnet コマン ド "

･ 3- 12 ページのセ ク シ ョ ン 3.4 "Secure Shell (SSH) コマン ド "

･ 3- 14 ページのセ ク シ ョ ン 3.5 "Hypertext Transfer Protocol (HTTP) コマン ド "

･ 3- 17 ページのセ ク シ ョ ン 3.5.7 " ユーザーアカ ウ ン ト コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド は、 2 つの機能性グループに分け られます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

SNMP を使用し てデバイ ス を管理するには、 第 10 章の "SNMP コマン ド "  を参
照し て く ださい。

3.1 ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 管理ア ク セスの論理イ ン ターフ ェース を構成する ために使
用する コマン ド について説明し ています。

メ モ : こ のサービ スポー ト コマン ド は、 プラ ッ ト フ ォームで専用サービ
スポー ト を使用し ている ア ウ ト バン ド ネ ッ ト ワーク管理用です。
ネ ッ ト ワーク コマン ド は、 データポー ト を使用し ている イ ンバン
ド管理で使用されます。
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3.1.1 enable
こ のコマン ド は Privileged EXEC モードへのア ク セス を許可し ます。 Privileged 
Exec モード から ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース を構成でき ます。

形式  enable

モード  User EXEC

3.1.2 serviceport ip
こ のコマン ド は、 ネ ッ ト ワーク管理ポー ト の IP ア ド レ ス、 ネ ッ ト マス ク、 ゲー
ト ウ ェ イ を設定し ます。 

形式  serviceport ip <ipaddr> <netmask> [gateway]

モード  Privileged EXEC

3.1.3 serviceport protocol
こ のコマン ド はネ ッ ト ワーク管理ポー ト 構成プロ ト コルを指定し ます。 こ の値を
変更する と 、 その変更はすぐに有効と な り ます。 bootp パラ メ ータが使用されて
いる場合、 ス イ ッチは、 レ スポン スが受信される まで、 BootP サーバに定期的に
リ ク エス ト を送信し ます。 dhcp パラ メ ータが使用されている場合、 ス イ ッチは、
レ スポン スが受信される まで、 DHCP サーバに定期的に リ ク エス ト を送信し ま
す。 none パラ メ ータが使用されている場合、 ス イ ッチのネ ッ ト ワーク情報を手
動で構成する必要があ り ます。

形式  serviceport protocol {none | bootp | dhcp}

モード  Privileged EXEC

3.1.4 network parms 
こ のコマン ド は、 デバイ スの IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト マス ク、 ゲー ト ウ ェ イ を
設定し ます。 IP ア ド レ ス と ゲー ト ウ ェ イは同じサブネ ッ ト 上になければな り ま
せん。 

形式  network parms <ipaddr> <netmask> [<gateway>]

モード  Privileged EXEC
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3.1.5 network mgmt_vlan
こ のコマン ド は、 管理 VLAN ID を構成し ます。

既定値  1

形式  network mgmt_vlan <1-4069>

モード  Privileged EXEC

3.1.5.1  no network mgmt_vlan

こ のコマン ド は、 管理 VLAN ID を既定値に設定し ます。 

形式  no network mgmt_vlan

モード  Privileged EXEC

3.1.6 network protocol
こ のコマン ド は、 使用されるネ ッ ト ワーク構成プロ ト コルを指定し ます。 この値
を変更する と、 その変更はすぐに有効 と な り ます。 こ の値を変更する と、 その変
更はすぐに有効と な り ます。 bootp パラ メ ータが使用されている場合、 ス イ ッ チ
は、 レ スポン スが受信される まで、 BootP サーバに定期的に リ ク エス ト を送信し
ます。 dhcp パラ メ ータが使用されている場合、 ス イ ッチは、 レ スポン スが受信
される まで、 DHCP サーバに定期的に リ ク エス ト を送信し ます。 none パラ メ ー
タが使用されている場合、 ス イ ッチのネ ッ ト ワーク情報を手動で構成する必要が
あ り ます。

既定値  な し

形式  network protocol {none | bootp | dhcp}

モード  Privileged EXEC

3.1.7 show network
こ のコマン ド はス イ ッチのネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェースに関連し た構成設定が
表示されます。 ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェースは、 ス イ ッチのフ ロ ン ト パネル
ポー ト を通し て、 ス イ ッチのイ ンバン ド接続で使用されている論理イ ン ター
フ ェースです。 ス イ ッチのネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェースに関連する構成パラ
メ ータは、 ト ラ フ ィ ッ ク を切 り 替えた り 、 経路変更する フ ロ ン ト パネルポー ト の
構成に影響を及ぼし ません。

形式  show network

モード  Privileged EXEC
User EXEC
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IP Address  イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スです。 工場出荷時の既
定値は 0.0.0.0 です。

Subnet Mask  こ のイ ン ターフ ェースの IP サブネ ッ ト マス ク です。 工
場出荷時の既定値は 0.0.0.0 です。

Default Gateway  こ の IP イ ン ターフ ェースのデフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イで
す。 工場出荷時の既定値は 0.0.0.0 です。

Burned In MAC 
Address  イ ンバン ド接続で使用されている Burned in MAC ア ド

レ スです。 

Locally Administered 
MAC Address  希望に応じ て、 ローカル管理 MAC ア ド レ ス を イ ンバ

ン ド接続に構成する こ と ができ ます。 これを有効にす
る ためには、 'MAC Address Type' を 'Locally 
Administered' に設定する必要があ り ます。 ア ド レ ス を
12 の 16 進法数字 (6 バイ ト ) で入力し、 各バイ ト を コ
ロ ンで区切 り ます。 バイ ト 0 のビ ッ ト 1 は 1 と設定し、
ビ ッ ト 0 は 0 に設定し ます。 た と えば、 バイ ト 0 には
次のマス ク 'xxxx xx10' があ り ます。 このブ リ ッ ジで使
用される MAC ア ド レ スはユニーク なフ ァ ッ シ ョ ンに
付託される必要があ り ます。 このブ リ ッ ジに属するす
べてのポー ト の中で、 これが数字的に最小の MAC ア
ド レ スであ る こ と を推奨し ます。 ただし、 この数値は
一意であ る こ と だけが要求されています。
dot1dStpPriority と 連結される と 、 一意のブ リ ッ ジ識別
子が形成され、 これがスパンニングツ リ ープロ ト コル
で使用されます。 

MAC Address Type  イ ンバン ド接続にどの MAC ア ド レ ス を使用するかを
指定し ます。 選択しは、 Burned in またはローカル管理
ア ド レ スです。 工場出荷時の既定値は Burned in MAC 
ア ド レ スです。

Network 
Configuration 
Protocol Current  使用中のネ ッ ト ワーク プロ ト コルを示し ます。 オプ

シ ョ ンは bootp | dhcp | none です。 

Java Mode  ス イ ッチがヘッ ダフ レームで Java アプレ ッ ト にア ク セ
スする こ と を許可するかど う かを指定し ます。 有効に
設定する と 、 アプレ ッ ト を表示する こ と ができ ます。
工場出荷時は無効です。
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Web Mode    ス イ ッチが Web イ ン ターフ ェースにア ク セスする こ と
を許可するかど う かを指定し ます。

3.1.8 show serviceport
こ のコマン ド はサービ スポー ト 構成情報を表示し ます。

形式  show serviceport

モード  Privileged EXEC

IP Address  イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スです。 工場出荷時の既
定値は 0.0.0.0 です。

Subnet Mask  こ のイ ン ターフ ェースの IP サブネ ッ ト マス ク です。 工
場出荷時の既定値は 0.0.0.0 です。

Default Gateway  こ の IP イ ン ターフ ェースのデフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イで
す。 工場出荷時の既定値は 0.0.0.0 です。

ServPort 
Configuration 
Protocol Current  前回、 または現在の電源サイ クルでどのネ ッ ト ワーク

プロ ト コルが使用されたかを示し ます。 

Burned in MAC 
Address  イ ンバン ド接続で使用されている Burned in MAC ア ド

レ スです。

3.2 コ ン ソールポー ト ア ク セス コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 コ ン ソールポー ト を構成する ために使用する コマン ド につ
いて説明し ています。 シ リ アルケーブルを使用し て、 管理ホ ス ト を直接ス イ ッチ
のコ ン ソールポー ト と接続する こ と ができ ます。

3.2.1 configuration
こ のコマン ド は Global Config モードへのア ク セス を許可し ます。 Global Config 
モード から、 ユーザーアカ ウ ン ト を含む様々なシステム設定を構成する こ と がで
き ます。 Global Config モード から、 Line Config モード を含むその他のモード に入
る こ と ができ ます。

形式  configuration

モード  Privileged EXEC
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3.2.2 lineconfig
こ のコマン ド を使って Line Config モー ド にア ク セス し ます。 こ こ では、 様々な 
telnet 設定 と コ ン ソールポー ト を構成する こ と ができ ます。 

形式  lineconfig

モード  Global Config

3.2.3 serial baudrate
こ のコマン ド は、 ター ミ ナルイ ン ターフ ェースの通信速度を指定し ます。 対応可
能な速度は 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200 です。

既定値  9600

形式  serial baudrate {1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 19200 
| 38400 | 57600 | 115200}

モード  Line Config

3.2.3.1  no serial baudrate

こ のコマン ド は、 ター ミ ナルイ ン ターフ ェースの通信速度を設定し ます。 

形式  no serial baudrate 

モード  Line Config

3.2.4 serial timeout
こ のコマン ド は、 コ ン ソール動作な しで最大接続時間 ( 分 ) を指定し ます。 0 の
値は、 コ ン ソールが永久的に接続されたま まであ る こ と を意味し ます。 時間の範
囲は 0 ～ 160 です。

既定値  5

形式  serial timeout <0-160>

モード  Line Config

3.2.4.1  no serial timeout

こ のコマン ド は、 コ ン ソール動作な しで最大接続時間 ( 分 ) を設定し ます。 

形式  no serial timeout 

モード  Line Config
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3.2.5 show serial
こ のコマン ド は、 ス イ ッチのシ リ アル通信設定を表示し ます。

形式  show serial

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Serial Port Login 
Timeout(minutes)  ス イ ッチが接続を終了し た後のシ リ アルポー ト 接続の

不活動時間を分で指定し ます。 0 ～ 160 の数字で入力
可能です。 既定値は 5 です。 0 を入力する と、 タ イ ム
ア ウ ト を無効化し ます。 

Baud Rate (bps)  シ リ アルポー ト が接続を試みる既定のビ ッ ト / 秒です。
可能な値は 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、
57600、 115200 ビ ッ ト / 秒です。 工場出荷時は 9600 で
す。 

Character Size 
(bits)  文字のビ ッ ト 数です。 ビ ッ ト 数は常に 8 です。

Flow Control  ハード ウ ェ アフ ロー制御が有効であ るか､無効であ るか
を確認し ます。 ハード ウ ェアフ ロー制御は常に無効で
す。

Stop Bits  文字ご と の停止ビ ッ ト 数です。 停止ビ ッ ト 数は常に 1
です。

Parity Type  シ リ アルポー ト で使用されるパ リ テ ィ 方法です。 パ リ
テ ィ 方法は常にな しです。
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3.3 Telnet コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 telnet 設定を構成し、 表示する ために使用する コマン ド に
ついて説明し ています。 tenlet を使用し、 リ モー ト 管理ホス ト からデバイ ス を管
理する こ と ができ ます。

3.3.1 telnet
こ のコマン ド は、 リ モー ト ホス ト に対し新しい送信 telnet 接続を確立し ます。
host の値は有効な IP ア ド レ スでなければな り ません。 port の有効値は 0 ～
65535 の範囲内の有効な 10 進法整数であ り 、 既定値は 23 です。 [debug] が使用
されている場合、 現在有効な telnet オプシ ョ ンが表示されます。 オプシ ョ ナルの 
line パラ メ ータは、 送信 telnet オペレーシ ョ ンモード を "linemode" に設定し ま
す。 既定では、 オペレーシ ョ ンモード は "character mode" と なっています。
noecho オプシ ョ ンはローカルエコーを無効化し ます。

形式  telnet <host> <port> [debug] [line] [noecho]

モード  Privileged EXEC
User EXEC

3.3.2 transport input telnet
こ のコマン ド は新しい telnet セ ッ シ ョ ンを規制し ます。 セ ッ シ ョ ンが有効な場
合、 これ以上セ ッ シ ョ ンがな く な る まで、 新しい telnet セ ッ シ ョ ンを確立する こ
と ができ ます。 セ ッ シ ョ ンが無効な場合、 新しい telnet セ ッ シ ョ ンは確立されま
せん。 確立されたセ ッ シ ョ ンは、 セ ッ シ ョ ンが終了するか、 または異常なネ ッ ト
ワーク エラーがセ ッ シ ョ ンを終了する まで維持されます。

既定値  enabled

形式  transport input telnet

モード    Line Config

3.3.2.1  no transport input telnet

こ のコマン ド は telnet セ ッ シ ョ ンを無効化し ます。 セ ッ シ ョ ンが無効な場合、 新
しい telnet セ ッ シ ョ ンは確立されません。

形式  no transport input telnet

モード  Line Config
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3.3.3 transport output telnet
こ のコマン ド は新しい送信 telnet 接続を規制し ます。 有効な場合、 許可されてい
る同時送信 tenlet セ ッ シ ョ ンの最大数に達する まで、 新しい送信 telnet セ ッ シ ョ
ンを確立する こ と ができ ます。 無効になっている と、 新しい送信 telnet セ ッ シ ョ
ンは確立でき ません。 確立されたセ ッ シ ョ ンは、 セ ッ シ ョ ンが終了するか、 また
は異常なネ ッ ト ワーク エラーがセ ッ シ ョ ンを終了する まで維持されます。

既定値  enabled

形式  transport output telnet

モード  Line Config

3.3.3.1  no transport output telnet

こ のコマン ド は新しい送信 telnet 接続を無効化し ます。 無効になっている と、 新
しい送信 telnet 接続は確立でき ません。

形式  no transport output telnet

モード  Line Config

3.3.4 session-limit
こ のコマン ド は同時送信 telnet セ ッ シ ョ ンの最大数を指定し ます。 0 の値は、 送
信 telnet セ ッ シ ョ ンが確立でき ないこ と を意味し ます。

既定値  5

形式  session-limit <0-5>

モード  Line Config

3.3.4.1  no session-limit

こ のコマン ド は、 同時送信 telnet セ ッ シ ョ ンの最大数を既定値に設定し ます。

形式  no session-limit

モード  Line Config
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3.3.5 session-timeout
こ のコマン ド は、 telnet セ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を設定し ます。 タ イ ムア ウ
ト 値の単位は分です。 0 の値は、 セ ッ シ ョ ンが永久的に有効のま まであ る こ と を
意味し ます。

既定値  0

形式  session-timeout <0-160>

モード  Line Config

3.3.5.1  no session-timeout

こ のコマン ド は、 telnet セ ッ シ ョ ン タ イ ムア ウ ト 値を既定値に設定し ます。 タ イ
ムア ウ ト 値の単位は分です。

形式  no session-timeout

モード     Line Config

3.3.6 telnetcon maxsessions
こ のコマン ド は、 確立可能な telnet 接続セ ッ シ ョ ンの最大数を指定し ます。 0 の
値は、 telnet 接続ンが確立でき ないこ と を意味し ます。 範囲は 0 ～ 5 です。

既定値  5 

形式  telnetcon maxsessions <0-5> 

モード  Privileged EXEC

3.3.6.1  no telnetcon maxsessions

こ のコマン ド は、 確立可能な telnet 接続セ ッ シ ョ ンの最大数を既定値に設定し ま
す。

形式  no telnetcon maxsessions

モード  Privileged EXEC
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3.3.7 telnetcon timeout
こ のコマン ド は、 telnet 接続セ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を分で設定し ます。 こ
こ で設定された値 (1 ～ 160 分 ) の間、 セ ッ シ ョ ンがア イ ド ル と な ら なければ、
セ ッ シ ョ ンは有効です。 

既定値  5 

形式  telnetcon timeout <1-160>

モード  Privileged EXEC

3.3.7.1  no telnetcon timeout

こ のコマン ド は、 telnet 接続セ ッ シ ョ ン タ イ ムア ウ ト 値を既定値に設定し ます。 

形式  no telnetcon timeout 

モード  Privileged EXEC

3.3.8 show telnet
こ のコマン ド は、 現在の送信 telnet 設定を表示し ます。

形式  show telnet

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Outbound Telnet 
Login Timeout  ロ グオフ までにア ウ ト バン ド telnet セ ッ シ ョ ンが不活

動のま までいられる時間を分で示し ます。 

Maximum Number of 
Outbound Telnet 
Sessions  同時に許可される ア ウ ト バン ド telnet 接続セ ッ シ ョ ン

の数を示し ます。

メ モ : 現在有効なセ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を変更し て も、 このセ ッ
シ ョ ンが再度ア ク セス される までは有効にな り ません。 また、 何
かキーを押すと、 新しいタ イ ムア ウ ト の長さが有効 と な り ます。

メ モ : 現在有効なセ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を変更し て も、 このセ ッ
シ ョ ンが再度ア ク セス される までは有効にな り ません。 また、 何
かキーを押すと、 新しいタ イ ムア ウ ト の長さが有効 と な り ます。
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Allow New Outbound 
Telnet Sessions  ア ウ ト バン ド telnet セ ッ シ ョ ンが許可されるかど う か

を示し ます。

3.3.9 show telnetcon
こ のコマン ド は telnet 設定を表示し ます。

形式  show telnetcon 

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Remote Connection 
LoginTimeout(minute
s)  こ のオブジェ ク ト は、 ロ グオフ までに リ モー ト 接続

セ ッ シ ョ ンが不活動のま までいられる時間を分で示し
ます。 1 ～ 160 の数値で指定可能です。 工場出荷時の
設定は 5 です。 

Maximum Number of 
Remote Connection  こ のオブジェ ク ト は、 同時に許可される リ モー ト 接続

セ ッ シ ョ ンの数を示し ます。 工場出荷時は 5 です。

Allow New Telnet 
Sessions  no と設定されている場合、 新規 telnet セ ッ シ ョ ンは許

可されません。 工場出荷時の設定は yes です。

3.4 Secure Shell (SSH) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチへの SSH ア ク セス を構成する ために使用する コ
マン ド について説明し ています。 SSH を使用し、 リ モー ト 管理ホス ト から ス
イ ッチへア ク セス し ます。

3.4.1 ip ssh
こ のコマン ド は、 SSH を有効化する ために使われます。 

既定値  disabled

メ モ : システムでは、 最大 5 つまでの SSH セ ッ シ ョ ンが許可されていま
す。
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形式  ip ssh

モード  Privileged EXEC

3.4.1.1  no ip ssh

こ のコマン ド は、 SSH を無効化する ために使われます。

形式  no ip ssh

モード  Privileged EXEC

3.4.2 ip ssh protocol
こ のコマン ド は、 SSH のプロ ト コルレベル ( またはバージ ョ ン ) を設定または削
除する ために使われます。 SSH1 (1)、 SSH2 (2)、 または SSH 1 と  SSH 2 の両方 (1 
と  2) を設定する こ と ができ ます。

既定値  1 と  2

形式  ip ssh protocol [1] [2]

モード  Privileged EXEC

3.4.3 sshcon maxsessions
こ のコマン ド は、 確立可能な SSH 接続セ ッ シ ョ ンの最大数を指定し ます。 0 の
値は、 ssh 接続が確立でき ないこ と を意味し ます。 範囲は 0 ～ 5 です。

既定値  5 

形式  sshcon maxsessions <0-5> 

モード  Privileged EXEC

3.4.3.1  no sshcon maxsessions

こ のコマン ド は、 許可される SSH 接続セ ッ シ ョ ンの最大数を既定値に設定し ま
す。

形式  no sshcon maxsessions

モード  Privileged EXEC

3.4.4 sshcon timeout
こ のコマン ド は、 SSH 接続セ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を分で設定し ます。 こ
こ で設定された値の間、 セ ッ シ ョ ンがア イ ド ル と なって も、 セ ッ シ ョ ンは有効で
す。 時間は 10 進法数値で、 1 ～ 10 の範囲です。
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現在有効なセ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を変更し て も、 このセ ッ シ ョ ンが再度ア
ク セス される までは有効にな り ません。 また、 何かキーを押す と、 新しいタ イ ム
ア ウ ト の長さ が有効と な り ます。

既定値  5 

形式  sshcon timeout <1-160>

モード  Privileged EXEC

3.4.4.1  no sshcon timeout

こ のコマン ド は、 SSH 接続セ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を分で既定値に設定し
ます。 

現在有効なセ ッ シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を変更し て も、 このセ ッ シ ョ ンが再度ア
ク セス される までは有効にな り ません。 また、 何かキーを押す と、 新しいタ イ ム
ア ウ ト の長さ が有効と な り ます。

形式  no sshcon timeout 

モード  Privileged EXEC

3.4.5 show ip ssh
こ のコマン ド は SSH 設定を表示し ます。

形式  show ip ssh

モード  Privileged EXEC

Administrative 
Mode  こ のフ ィ ール ド は、 SSH の管理モード が有効になって

いるか、 無効になっているかを示し ます。

Protocol Level  プロ ト コルレベルにはバージ ョ ン 1、 バージ ョ ン 2、 ま
たはバージ ョ ン 1 と バージ ョ ン 2 の両方の値があ り ま
す。

Connections  このフ ィ ール ド は、 現在の SSH 接続を指定し ます。

3.5 Hypertext Transfer Protocol (HTTP) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチへの HTTP ア ク セス を構成する ために使用する
コマン ド について説明し ています。 Web ブラ ウザを使ったス イ ッチへのア ク セ
スは、 既定では有効と なっています。 CLI を使用し て表示および構成可能なすべ
てのア イ テムは、 Web で も利用可能です。 
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3.5.1 ip http secure-port
こ のコマン ド は、 SSL ポー ト の設定に使われます。 ポー ト は 1 ～ 65535 の範囲内
と し、 既定値はポー ト 443 です。

既定値  443

形式  ip http secure-port <portid>

モード  Privileged EXEC

3.5.1.1  no ip http secure-port

こ のコマン ド は SSL ポー ト を既定値に リ セ ッ ト する ために使われます。

形式  no ip http secure-port 

モード  Privileged EXEC

3.5.2 ip http secure-protocol
こ のコマン ド は、 プロ ト コルレベル ( バージ ョ ン ) を設定する ために使われま
す。 プロ ト コルレベルは TLS1、 SSL3、 または TLS1 と  SSL3 の両方に設定する こ
と ができ ます。

既定値  SSL3 と  TLS1

形式  ip http secure-protocol [SSL3] [TLS1]

モード  Privileged EXEC

3.5.3 ip http secure-server
こ のコマン ド は、 セキ ュ アな HTTP のための安全ソ ケ ッ ト を有効化する ために
使われます。 

既定値  disabled

形式  ip http secure-server

モード  Privileged EXEC

3.5.3.1  no ip http secure-server

こ のコマン ド は、 セキ ュ アな HTTP のための安全ソ ケ ッ ト を無効化する ために
使われます。 

形式  no ip http secure-server

モード  Privileged EXEC
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3.5.4 ip http server
こ のコマン ド は、 Web イ ン ターフ ェース を通じ たス イ ッチへのア ク セス を有効
化し ます。 ア ク セスが有効な場合、 Web イ ン ターフ ェースから ス イ ッチにロ グ
イ ンする こ と ができ ます。 ア ク セスが無効な場合、 ス イ ッチの Web サーバにロ
グ イ ンする こ と ができ ません。 Web イ ン ターフ ェースの無効化はすぐに反映さ
れ、 すべてのイ ン ターフ ェースに影響し ます。

既定値  enabled

形式  ip http server 

モード  Privileged EXEC 

3.5.4.1  no ip http server

こ のコマン ド は、 Web イ ン ターフ ェース を通じ たス イ ッチへのア ク セス を無効
化し ます。 ア ク セスが無効な場合、 ス イ ッ チの Web サーバにロ グ イ ンする こ と
ができ ません。

形式  no ip http server

モード  Privileged EXEC

3.5.5 network javamode
こ のコマン ド は、 ウ ェブイ ン ターフ ェースのヘッ ダフ レームで、 システムが 
Java アプレ ッ ト へのア ク セス を許可するかど う かを指定し ます。 ア ク セスが有
効に設定される と 、 ウ ェブイ ン ターフ ェースで Java アプレ ッ ト を表示する こ と
ができ ます。 ア ク セスが無効に設定される と、 Java アプレ ッ ト は表示されませ
ん。 

既定値  enabled

形式  network javamode 

モード  Privileged EXEC

3.5.5.1  no network javamode

こ のコマン ド は、 ウ ェブイ ン ターフ ェースのヘッ ダフ レームでの Java アプレ ッ
ト ア ク セス を拒否し ます。 ア ク セスが無効に設定される と、 Java アプレ ッ ト は
表示されません。 

形式  no network javamode 

モード  Privileged EXEC
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3.5.6 show Ip http
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チの http 設定を表示し ます。

形式  show ip http

モード  Privileged EXEC

Secure-Server 
Administrative 
Mode  セキ ュ アな HTTP の管理モード が有効になっている

か、 無効になっているかを示し ます。

Secure Protocol 
Level  可能な値は SSL3、 TSL1、 または SSL3 と  TSL1 の両方

です .

Secure Port  こ のフ ィ ール ド は、 SSLT に対し て構成されたポー ト を
指定し ます。

HTTP Mode  こ のフ ィ ール ド は、 HTTP モード が有効になっている
か、 無効になっているかを示し ます。

3.5.7 ユーザーアカウントコマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 システムユーザーを追加、 管理、 削除する ために使用する
コマン ド について説明し ています。 7300 シ リ ーズス イ ッ チ には、 admin と  guest 
の 2 種類のユーザーがあ り ます。 admin ユーザーはシステム設定を表示および構
成する こ と ができ、 guest ユーザーは設定を表示する こ と のみ可能です。 

3.5.8 users name
こ のコマン ド は、 スペースが許す限 り 、 新規ユーザーアカ ウ ン ト を追加し ます。
アカ ウ ン ト  <username> は、 最大 8 文字で設定し ます。 名前には英数字およびハ
イ フン ("-") やアンダース コ ア ("_") などを使用する こ と ができ ます。<username> 
は大文字と 小文字を区別し ません。

最大 6 つまでのユーザー名を定義する こ と ができ ます。

形式  users name <username>

モード  Global Config

メ モ : admin ユーザーは削除でき ません。 1 人のユーザーのみが読み書き
権限を与え られます。 最大 5 人までの読取専用ユーザーをシステ
ムで構成する こ と ができ ます。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

3-18 管理ア ク セス コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月

3.5.8.1  no users name

こ のコマン ド はユーザーアカ ウ ン ト を削除し ます。

形式  no users name <username>

モード  Global Config

3.5.9 users passwd
こ のコマン ド はパス ワード の変更に使用し ます。 パス ワー ド は最大 8 文字の英数
字です。 ユーザー認証や暗号化が有効な場合、 パス ワード は少な く と も 8 文字の
英数字であ る必要があ り ます。 ユーザー名 と パス ワード は大文字 と小文字を区別
し ません。 パス ワード を変更し た場合、 プロ ンプ ト が古いパス ワード を尋ねま
す。 古いパス ワード がない場合は、 「Enter」 キーを押し て く ださい。 

既定値  パス ワード な し

形式  users passwd <username> 

モード  Global Config

3.5.9.1  no users passwd

こ のコマン ド は、 既存のユーザーのパス ワード を空白に設定し ます。 パス ワー ド
を変更し た場合、 プロ ンプ ト が古いパス ワード を尋ねます。 古いパス ワード がな
い場合は、 「Enter」 キーを押し て く ださい。

形式  no users passwd <username> 

モード  Global Config

3.5.10 users snmpv3 accessmode
こ のコマン ド は、 指定された ロ グ イ ンユーザーの SNMPv3 ア ク セス権限を決定
し ます。 有効なア ク セスモード値は readonly または readwrite です。
<username>  は指定されたア ク セスモード が適用される ロ グ イ ンユーザー名です。
既定値は "admin" ユーザーに対し て readwrite、 その他のすべてのユーザーに対
し て readonly と なっています。

既定値  admin - readwrite; other - readonly

メ モ : "admin" ユーザーアカ ウ ン ト は削除でき ません。
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形式  users snmpv3 accessmode <username> {readonly | 
readwrite}

モード  Global Config

3.5.10.1  no users snmpv3 accessmode

こ のコマン ド は、 指定された ロ グ イ ンユーザーの snmpv3 ア ク セス権限を、
"admin" については readwrite、 その他のユーザーについては readonly に設定し ま
す。 <username> は指定されたア ク セスモード を適用するユーザー名です。

形式  no users snmpv3 accessmode <username> 

モード  Global Config

3.5.11 users snmpv3 authentication
こ のコマン ド は、 指定されたユーザーに対し て使用される認証プロ ト コルを指定し ます。 有効な認

証プロ ト コルは none、 md5、 または sha です。 md5 または sha が指定されている場
合、 ユーザーロ グ イ ンパス ワード も SNMPv3 認証パス ワード と し て使われる た
め、 少な く と も 8 文字のパス ワー ド が必要です。 <username>  は認証プロ ト コル
に関連付け られたユーザー名です。 

既定値  認証な し

形式  users snmpv3 authentication <username> {none | md5 
| sha}

モード  Global Config



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

3-20 管理ア ク セス コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月

3.5.11.1  no users snmpv3 authentication

こ のコマン ド は、 指定されたユーザーに対し て使用される認証プロ ト コルを 
none に設定し ます。 <username> は指定された認証プロ ト コルを使用するユー
ザー名です。 

形式  users snmpv3 authentication <username> 

モード  Global Config

3.5.12 users snmpv3 encryption
こ のコマン ド は、 指定されたユーザーに対し て使用される暗号化プロ ト コルを指
定し ます。 有効な暗号化プロ ト コルは des または none です。 

des を選択し た場合、 コマン ド ラ イ ンで必要なキーを指定する こ と ができ ます。
暗号化キー  は 8 ～ 64 文字の長さ です。 des プロ ト コルを選択し た ものの、 キー
が提供されない場合、 ユーザーがキーを入力する よ う 求められます。 des プロ ト
コルを使用し ている場合、 ロ グ イ ンパス ワード も snmpv3 暗号化パス ワード と し
て使われる ため、 少な く と も 8 文字のパス ワード が必要です。 none を選択し た
場合、 キーを提供する必要はあ り ません。 

<username> 値は指定された暗号化に関連付け られた ロ グ イ ンユーザー名です。 

既定値  no encryption

形式  users snmpv3 encryption <username> {none | 
des[key]}

モード  Global Config 

3.5.12.1  no users snmpv3 encryption

こ のコマン ド は、 暗号化プロ ト コルを none に指定し ます。 <username> は指定さ
れた暗号化プロ ト コルを使用する ロ グ イ ンユーザー名です。 

形式  no users snmpv3 encryption <username> 

モード  Global Config 

3.5.13 show loginsession
こ のコマン ド は、 現在ス イ ッチに接続されている telnet と シ リ アルポー ト を表示
し ます。 

形式  show loginsession 

モード  Privileged EXEC
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ID  ロ グ イ ンセ ッ シ ョ ン ID です。

User Name  ユーザーがシ リ アルポー ト または Telnet にロ グ イ ンす
る ために使用する名前です。

Connection From  Telnet ク ラ イ アン ト マシンの IP ア ド レ ス、 またはシ リ
アルポー ト 接続の EIA-232 です。

Idle Time  セ ッ シ ョ ンがア イ ド ルになっている時間です。

Session Time  こ のセ ッ シ ョ ンが接続を維持し ている合計時間です。

3.5.14 show users
こ のコマン ド は構成されたユーザー名 と その設定を表示し ます。 こ のコマン ド
は、 読取 / 書込権限のあ るユーザーのみ使用可能です。 SNMPv3 フ ィ ール ド は、 SNMP 

がシステムで利用可能な場合のみ表示されます。

形式  show users

モード  Privileged EXEC

User Name  ユーザーがシ リ アルポー ト または Telnet または Web 
にロ グ イ ンする ために入力する名前です。

Access Mode  ユーザーがス イ ッチのパラ メ ータ を変更可能かど う か 
( 読取 / 書込 )、 または読み取 り のみ可能であ るか ( 読
取専用 ) を示し ます。 工場出荷時の初期設定では、
"admin" ユーザーは読取 / 書込権限があ り 、 "guest" は
読取専用権限があ り ます。 読取 / 書込ユーザーは 1 名
のみ、 読取専用ユーザーは 5 名までです。 

SNMPv3 Access 
Mode  こ のフ ィ ール ド は SNMPv3 ア ク セスモード を表示し ま

す。 値が ReadWrite に設定されている場合、 SNMPv3 
ユーザーはシステム上でパラ メ ータの設定や読取が可
能と な り ます。 値が ReadOnly に設定されている場合、
SNMPv3 ユーザーがパラ メ ータ情報を読み取る こ と し
かでき ません。 SNMPv3 ア ク セスモー ド は CLI および 
Web ア ク セスモード と は異な る場合があ り ます。

SNMPv3 
Authentication  こ のフ ィ ール ド には、 指定された ロ グ イ ンユーザーに

対し て使用される認証プロ ト コルが表示されます。

SNMPv3 
Encryption  こ のフ ィ ール ド には、 指定された ロ グ イ ンユーザーに

対し て使用される暗号化プロ ト コルが表示されます。
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3.5.15 disconnect
こ のコマン ド は telnet セ ッ シ ョ ンを終了し ます。

形式  disconnect {<sessionID> | all}

モード  Privileged EXEC

3.5.16 clear logging buffered
こ のコマン ド は、 システム ロ グに保存されている メ ッ セージ ロ グを消去し ます。
対応する コマン ド は "show logging buffered" です。
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第 4 章
ポー ト と システムのセ ッ ト ア ッ プコマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能なポー ト と システ
ムのセ ッ ト ア ッ プコマン ド について説明し ています。 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 4- 1 ページのセ ク シ ョ ン 4.1 " ポー ト 構成コマン ド "

･ 4- 8 ページのセ ク シ ョ ン 4.2 " プレ ロ グ イ ンバナーと システムプロ ンプ ト コ
マン ド "

･ 4- 9 ページのセ ク シ ョ ン 4.3 "Simple Network Time Protocol (SNTP) コマン ド "

･ 4- 14 ページのセ ク シ ョ ン 4.4 "MAC ア ド レ ス と MAC データベース コマン ド
"

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 3 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ コ ピーコマン ド は構成や情報フ ァ イルを ス イ ッチへ、 またはス イ ッチから コ
ピーし た り 、 保存し た り し ます。 

4.1 ポー ト 構成コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ポー ト 設定を構成し、 表示する ために使用する コマン ド に
ついて説明し ています。 

4.1.1 interface
こ のコマン ド を使って Interface Config モード にア ク セス し ます。 こ こ では、 イ
ン ターフ ェースの操作を有効化し た り 、 変更し た り する こ と ができ ます。

形式  interface <slot/port>

モード  Global Config
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4.1.2 cablestatus
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースに接続されたケーブルの状態をテス ト し ま
す。 

形式  cablestatus <slot/port>

モード  Privileged EXEC

4.1.3 auto-negotiate
こ のコマン ド は、 ポー ト におけるオー ト ネゴシエーシ ョ ンを有効にし ます。

既定値  enabled

形式  auto-negotiate

モード  Interface Config

4.1.3.1  no auto-negotiate

こ のコマン ド は、 ポー ト におけるオー ト ネゴシエーシ ョ ンを無効にし ます。

形式  no auto-negotiate

モード  Interface Config

4.1.4 auto-negotiate all
こ のコマン ド は、 すべてのポー ト におけるオー ト ネゴシエーシ ョ ンを有効にし ま
す。 既定値は enable です。

形式  auto-negotiate all

モード  Global Config

4.1.4.1  no auto-negotiate all

こ のコマン ド は、 すべてのポー ト におけるオー ト ネゴシエーシ ョ ンを無効にし ま
す。 

形式  no auto-negotiate all

モード  Global Config

メ モ : オー ト ネゴシエーシ ョ ンが無効化されている場合、 自動検出は無
効です。
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4.1.5 mtu 
こ のコマン ド は、 物理およびポー ト チャ ンネル (LAG) イ ン ターフ ェースに対し、
最大送信ユニ ッ ト  (MTU) サイ ズ ( バイ ト ) を設定し ます。 標準的な導入の場合、
MTU サイ ズはタ グ付パケ ッ ト で 1522 ～ 9216 の間の有効整数、 タ グな しパケ ッ
ト で 1518 ～ 9216 の有効整数 と な り ます。

既定値  1518 ( タ グな し )

形式  mtu <1518-9216>

モード  Interface Config

4.1.5.1  no mtu 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースの既定の MTU サイ ズ ( バイ ト ) を設定し ま
す。 

形式  no mtu 

モード  Interface Config

4.1.6 shutdown
こ のコマン ド はポー ト を無効化し ます。

既定値  enabled

形式  shutdown 

モード  Interface Config

メ モ : パケ ッ ト を受信し、 処理するには、 Ethernet MTU がレ イヤー 2
ヘッ ダで要求される可能性のあ る余分なバイ ト を含んでいる必要
があ り ます。 IP パケ ッ ト の最大サイ ズであ る IP MTU サイ ズを構
成するには (IP ヘッ ダ + IP ペイ ロー ド )、14- 12 ページのセ ク シ ョ
ン 14.2.9 "ip mtu" を参照し て く ださい。 

メ モ : 物理およびポー ト チャ ンネル (LAG) イ ン ターフ ェースで shutdown 
コマン ド を使用する こ と はでき ますが、 VLAN ルーテ ィ ング イ ン
ターフ ェースでは使用でき ません。
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4.1.6.1  no shutdown

こ のコマン ド はポー ト を有効化し ます。

形式  no shutdown 

モード  Interface Config

4.1.7 shutdown all
こ のコマン ド はすべてのポー ト を無効化し ます。

既定値  enabled

形式  shutdown all

モード  Global Config

4.1.7.1  no shutdown all

こ のコマン ド はすべてのポー ト を有効化し ます。

形式  no shutdown all

モード  Global Config

4.1.8 speed 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースの速度 と二重設定を行います。 

形式  speed {<100 | 10> <half-duplex | full-duplex>} 

メ モ : 物理およびポー ト チャ ンネル (LAG) イ ン ターフ ェースで no 
shutdown コマン ド を使用する こ と はでき ますが、 VLAN ルーテ ィ
ング イ ン ターフ ェースでは使用でき ません。

メ モ : 物理およびポー ト チャ ンネル (LAG) イ ン ターフ ェースで shutdown 
コマン ド を使用する こ と はでき ますが、 VLAN ルーテ ィ ング イ ン
ターフ ェースでは使用でき ません。

メ モ : 物理およびポー ト チャ ンネル (LAG) イ ン ターフ ェースで shutdown 
コマン ド を使用する こ と はでき ますが、 VLAN ルーテ ィ ング イ ン
ターフ ェースでは使用でき ません。
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モード  Interface Config

許容値 :

100h  100BASE-T 半二重 

100f  100BASE-T 全二重 

10h  10BASE-T 半二重 

10f  10BASE-T 全二重 

4.1.9 speed all
こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースの速度 と二重設定を行います。 

形式  speed all {<100 | 10> <half-duplex | full-duplex>} 

モード  Global Config

許容値 :

100h  100BASE-T 半二重 

100f  100BASE-T 全二重 

10h  10BASE-T 半二重 

10f  10BASE-T 全二重 

4.1.10 monitor session
こ のコマン ド は、 モニ タセ ッ シ ョ ン ( ポー ト モニ タ リ ング ) の調査ポー ト と モニ
タポー ト を構成し ます。 ポー ト モニ タ リ ングを有効にするには、 ソース イ ン ター
フ ェース と ターゲ ッ ト イ ン ターフ ェース を追加し、 モード を有効化する必要があ
り ます。 すでに有効に設定されている場合、 調査ポー ト は物理モニ タポー ト 上の
すべての送受信 ト ラ フ ィ ッ ク を監視し ます。

形式  monitor session <session-id> {source interface <slot/
port> | destination interface <slot/port> | mode}

モード  Global Config
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4.1.10.1  no monitor session

こ のコマン ド は、 ソース調査ポー ト 、 ターゲ ッ ト モニタポー ト 、 およびすべての 
VLAN からモニ タセ ッ シ ョ ン ( ポー ト モニ タ リ ング ) のターゲ ッ ト を削除し ま
す。 ポー ト が VLAN から削除される と、 ユーザーは手動でポー ト を希望の 　
VLAN に追加し なければな り ません。

形式  no monitor session <session-id>

モード  Global Config 

4.1.11 no monitor 
こ のコマン ド は、 すべてのソースポー ト と ターゲ ッ ト ポー ト を削除し、 すべての
構成済みセ ッ シ ョ ンの ミ ラー リ ングセ ッ シ ョ ンを既定値に戻し ます。

既定値  enabled

形式  no monitor  

モード  Global config

4.1.12 show monitor session
こ のコマン ド は、 システムのポー ト モニ タ リ ング情報を表示し ます。
<sessionid> パラ メ ータは整数です。

形式  show monitor session <sessionid>

モード  Privileged EXEC

Session ID  セ ッ シ ョ ン識別番号です。

Admin Mode  ポー ト モニタ リ ング機能が有効になっているか､無効に
なっているかを示し ます。 可能な値は "enable" または 
"disable" です。

Probe Port  調査ポー ト と し て構成された イ ン ターフ ェースです。

メ モ : こ のコマン ド は、 モニタセ ッ シ ョ ン ( ポー ト モニ タ リ ング ) モード
を無効に設定し、 ソース と ターゲ ッ ト イ ン ターフ ェース を削除し
ます。

メ モ : これはス タ ン ド ア ロ ンの "no" コマン ド です。 このコマン ド には 
"normal" 形式はあ り ません。
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Mirrored Port   ミ ラーポー ト と し て構成された イ ン ターフ ェースです。 

4.1.13 show port
こ のコマン ド はポー ト の情報を表示し ます。

形式  show port {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC

イ ン ターフ ェース  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

Type  空白でない場合、 こ のフ ィ ール ド は、 こ のポー ト が特
殊タ イプのポー ト であ る こ と を意味し ます。 可能な値
: 

Mon - こ のポー ト はモニタ リ ングポー ト です。 ポー ト
モニ タ リ ング画面で、 詳しい情報をご覧 く ださい。 

Lag - このポー ト はポー ト チャ ンネル (LAG) の メ ン
バーです。 

  Probe - このポー ト は調査ポー ト です。

Admin Mode  ポー ト 制御管理状態を選択し ます。 ポー ト がネ ッ ト
ワーク で許可されるには、 ポー ト を有効にし てお く 必
要があ り ます。 - 有効または無効にし ます。 工場出荷
時は有効です。 

Physical Mode  希望のポー ト 速度 と二重モード を選択し ます。 オー ト
ネゴシエーシ ョ ンサポー ト が選択されている場合、 二
重モード と 速度はオー ト ネゴシエーシ ョ ンプロセスか
ら設定されます。 ポー ト の最大容量 ( 全二重 ・ 100M) 
は広告されます。 その他の場合、 このオブジ ェ ク ト が
ポー ト の二重モード と送信速度を決定し ます。 工場出
荷時の設定はオー ト です。 

Physical Status  ポー ト 速度 と二重モード を示し ます。 

Link Status  リ ン ク がア ッ プか、 ダウ ンかを示し ます。 

Link Trap  リ ン ク オブジェ ク ト は、 リ ン ク状態が変化し た と きに
ト ラ ッ プを送信するかど う かを決定し ます。 工場出荷
時は有効です。 

LACP Mode  こ のポー ト で LACP が有効であ るか、 無効であ るかを
表示し ます。
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4.1.14 show port protocol 
こ のコマン ド は、 システム全体、 または指定されたグループについて、 Protocol-
Based VLAN 情報を表示し ます。

形式  show port protocol {<groupid> | all}

モード  Privileged EXEC

Group Name  こ のフ ィ ール ド には、 Protocol-based VLAN テーブルの
エン ト リ のグループ名が表示されます。

Group ID  こ のフ ィ ール ド はプロ ト コルグループのグループ識別
子を表示し ます。

Protocol(s)  こ のフ ィ ール ド は、 このグループのプロ ト コルタ イプ
を示し ます。 

VLAN   こ のフ ィ ール ド は、 このプロ ト コルグループに関連付
け られた VLAN を示し ます。

Interface(s)  こ のフ ィ ール ド は、 このプロ ト コルグループに関連付
け られた slot/port イ ン ターフ ェース を表示し ます。

4.2 プレ ロ グ イ ンバナーと システムプロ ンプ ト コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 プレ ロ グ イ ンバナー と システムプロ ンプ ト を構成する ため
に使用する コマン ド について説明し ています。 プレ ロ グ イ ンバナーは、 ロ グ イ ン
前に User: プロ ンプ ト に表示される テキス ト です。

4.2.1 copy 
copy コマン ド には、 CLI バナーを ス イ ッチへア ッ プロード またはダウ ン ロード
するオプシ ョ ンが含まれます。 TFTP、 Xmodem、 Ymodem、 または Zmodem を使
用し、 ローカル URL を指定する こ と ができ ます。 

既定値  none 

形式  copy <tftp://<ipaddr>/<filepath>/<filename>><Code 
Sample Variable> nvram:clibanner

  copy nvram:clibanner <tftp://<ipaddr>/<filepath>/
<filename>><Code Sample Variable>

モード  Privileged EXEC
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4.2.2 set prompt
こ のコマン ド はプロ ンプ ト の名前を変更し ます。 名前の長さは最大 64 文字の英
数字です。

形式  set prompt <prompt_string>

モード  Privileged EXEC

4.3 Simple Network Time Protocol (SNTP) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 SNTP を使用し て自動的にシステムの時刻や日付を構成す
る ためのコマン ド について説明し ています。

4.3.1 sntp broadcast client poll-interval
こ のコマン ド は、 SNTP ブロー ド キ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール間隔を秒で設定
し ます。 2 の累乗で計算し、 <poll-interval> は 6 ～ 16 の値 と な り ます。

既定値  6

形式  sntp broadcast client poll-interval <poll-interval>

モード  Global Config

4.3.1.1  no sntp broadcast client poll-interval

こ のコマン ド は、 SNTP ブロー ド キ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール間隔を既定値に
リ セ ッ ト し ます。

形式  no sntp broadcast client poll-interval

モード  Global Config

4.3.2 sntp client mode
こ のコマン ド は、 Simple Network Time Protocol (SNTP) ク ラ イ アン ト モー ド を有効
化し、 モード をブロード キ ャ ス ト またはユニキ ャ ス ト のいずれかに設定し ます。

既定値  disabled

形式  sntp client mode [broadcast | unicast]

モード  Global Config
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4.3.2.1  sntp client mode

こ のコマン ド は Simple Network Time Protocol (SNTP) ク ラ イ アン ト モー ド を無効
化し ます。

形式  no sntp client mode

モード  Global Config

4.3.3 sntp client port
こ のコマン ド は SNTP ク ラ イ アン ト ポー ト  ID の値を 1 ～ 65535 に設定し ます。

既定値  123

形式  sntp client port <portid>

モード  Global Config

4.3.3.1  no sntp client port

こ のコマン ド は、 SNTP ク ラ イ アン ト ポー ト を既定値に リ セ ッ ト し ます。

形式  no sntp client port

モード  Global Config

4.3.4 sntp unicast client poll-interval
こ のコマン ド は、 SNTP ユニキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール間隔を秒で設定し ま
す。 2 の累乗で計算し、 <poll-interval> は 6 ～ 16 の値 と な り ます。 

既定値  6

形式  sntp unicast client poll-interval <poll-interval>

モード  Global Config

4.3.4.1  no sntp unicast client poll-interval

こ のコマン ド は、 SNTP ユニキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール間隔を既定値に リ
セ ッ ト し ます。 

形式  no sntp unicast client poll-interval

モード  Global Config
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4.3.5 sntp unicast client poll-timeout
こ のコマン ド は、 SNTP ユニキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポールタ イ ムア ウ ト を、 1
～ 30 の値で、 秒で設定し ます。

既定値  5

形式  sntp unicast client poll-timeout <poll-timeout>

モード  Global Config

4.3.5.1  no sntp unicast client poll-timeout

こ のコマン ド は、 SNTP ユニキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポールタ イ ムア ウ ト を既定
値に リ セ ッ ト し ます。 

形式  no sntp unicast client poll-timeout

モード  Global Config

4.3.6 sntp unicast client poll-retry
こ のコマン ド は、 SNTP ユニキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール再試行を、 0 ～ 10 の
値で設定し ます。

既定値  1

形式  sntp unicast client poll-retry <poll-retry>

モード  Global Config

4.3.6.1  no sntp unicast client poll-retry

こ のコマン ド は、 SNTP ユニキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール再試行を既定値に リ
セ ッ ト し ます。 

形式  no sntp unicast client poll-retry

モード  Global Config

4.3.7 sntp multicast client poll-interval
こ のコマン ド は、 SNTP マルチキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール間隔を秒で設定し
ます。 2 の累乗で計算し、 <poll-interval> は 6 ～ 16 の値 と な り ます。 

既定値  6

形式  sntp multicast client poll-interval <poll-interval>

モード  Global Config
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4.3.7.1  no sntp multicast client poll-interval

こ のコマン ド は、 SNTP マルチキ ャ ス ト ク ラ イ アン ト のポール間隔を既定値に リ
セ ッ ト し ます。 

形式  no sntp multicast client poll-interval

モード  Global Config

4.3.8 sntp server
こ のコマン ド は、 SNTP サーバを構成し ます ( 最大 3 台 )。 オプシ ョ ンの優先順
位は 1 ～ 3 の値、 バージ ョ ンは 1 ～ 4 の値、 ポー ト  ID は 1 ～ 65535 の間で設定
でき ます。

形式  sntp server <ipaddress> [<priority> [<version> 
[<portid>]]]

モード  Global Config

4.3.8.1  no sntp server

こ のコマン ド は、 構成済み SNTP サーバからサーバを削除し ます。

形式  no sntp server remove <ipaddress>

モード  Global Config

4.3.9 show sntp 
こ のコマン ド は、 SNTP 設定 と ステータ ス を表示し ます。

形式  show sntp 

モード  Privileged EXEC

Last Update Time  前回ク ロ ッ ク を更新し た時間です。

Last Attempt Time  前回の送信ク エ リ 時間です ( ユニキ ャ ス ト モード )。

Last Attempt 
Status   前回の SNTP 要求 ( ユニキ ャ ス ト モード ) または要求

されていない メ ッ セージ ( ブロード キ ャ ス ト モード ) 
のステータ スです。

Broadcast Count  前回の再起動以降、 SNTP ク ラ イ アン ト によ り 受信さ
れ、 処理された、 要求されていないブロード キ ャ ス ト
メ ッ セージの現在の数です。
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Multicast Count  前回の再起動以降、 SNTP ク ラ イ アン ト によ り 受信さ
れ、 処理された、 要求されていないマルチキ ャ ス ト
メ ッ セージの現在の数です。

4.3.10 show sntp client
こ のコマン ド は、 SNTP ク ラ イ アン ト 設定を表示し ます。

形式  show sntp client

モード  Privileged EXEC

Client Supported 
Modes  サポー ト されている 　 SNTP モード です ( ブロー ド キ ャ

ス ト 、 ユニキ ャ ス ト 、 マルチキ ャ ス ト )。

SNTP Version  ク ラ イ アン ト がサポー ト し ている最高の SNTP バー
ジ ョ ンです。

Port   SNTP ク ラ イ アン ト ポー ト です。

Client Mode  構成済みの SNTP ク ラ イ アン ト モード。

Poll Interval  SNTP ク ラ イ アン ト のポール間隔値を 2 の累乗で、 秒
で示し ます。

Poll Timeout  SNTP ク ラ イ アン ト のポールタ イ ムア ウ ト 値を秒で示
し ます。

Poll Retry  SNTP ク ラ イ アン ト のポール再試行値です。

4.3.11 show sntp server
こ のコマン ド は、 SNTP サーバ設定 と構成済みサーバを表示し ます。

形式  show sntp server 

モード  Privileged EXEC

Server IP Address  構成済み SNTP サーバの IP ア ド レ スです。

Server Type  サーバのア ド レ ス タ イプです。

Server Stratum  最後に受信された有効パケ ッ ト に対するサーバの階層
です。

Server Reference 
ID  最後に受信された有効パケ ッ ト に対するサーバの リ

フ ァ レン ス ク ロ ッ ク識別子です。

Server Mode  SNTP サーバモード です。
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Server Max Entries  許可されている SNTP サーバの合計数です。

Server Current 
Entries  構成されている SNTP の合計数です。

各構成済みサーバについて :

IP Address  構成済み SNTP サーバの IP ア ド レ スです。

Address Type  構成済み SNTP サーバのア ド レ ス タ イプです。

Priority  構成済みサーバの IP 優先タ イプです。

Version  サーバの SNTP バージ ョ ン番号です。 ユニキ ャ ス ト
モード のサーバに質問する際に使われるプロ ト コル
バージ ョ ンです。

Port   サーバのポー ト 番号です。

Last Attempt Time  指定し たサーバに対する前回のサーバ試行時間です。

Last Attempt 
Status   サーバに対する前回のサーバ試行状態です。

Total Unicast 
Requests  サーバに対する要求の数です。

Failed Unicast 
Requests  サーバからの要求のエラー回数です。

4.4 MAC ア ド レ ス と MAC データベース コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 システム MAC ア ド レ ス と MAC ア ド レ ステーブルに関す
る情報を構成および表示する ためのコマン ド について説明し ています。

4.4.1 network mac-address
こ のコマン ド は、 ローカル管理の MAC ア ド レ ス を設定し ます。 次の規定が適用
されます :

･ バイ ト 0 のビ ッ ト 6 (U/L ビ ッ ト ) は、ア ド レ スが一般的に管理されているか 
(b'0') またはローカルで管理されているか (b'1') を示し ます。 

･ バイ ト 0 のビ ッ ト 7 (I/G ビ ッ ト ) は、 ターゲ ッ ト ア ド レ スが個別ア ド レ スか 
(b'0') またはグループア ド レ スか (b'1') を示し ます。 

･ 12 文字の MAC ア ド レ スの 2 つ目の文字は 2、 6、 A または E でなければな り
ません。
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ローカルで管理されている ア ド レ スは、ビ ッ ト  6 オン (b'1') およびビ ッ ト  7 オフ 
(b'0') が必要です。

形式  network mac-address <macaddr>

モード  Privileged EXEC

4.4.2 network mac-type
こ のコマン ド は、 Burned in MAC ア ド レ ス またはローカルで管理されている 
MAC ア ド レ スがス イ ッチで使用されているかど う かを指定し ます。 

既定値  burnedin

形式  network mac-type {local | burnedin}

モード  Privileged EXEC

4.4.2.1  no network mac-type

こ のコマン ド は、 MAC ア ド レ スの値を既定値に リ セ ッ ト し ます。 

形式  no network mac-type 

モード  Privileged EXE

4.4.3 macfilter 
こ のコマン ド は、 VLAN <vlanid> の MAC ア ド レ ス <macaddr> に対し、 静的 
MAC フ ィ ルタエン ト リ を追加し ます。 <macaddr> パラ メ ータは 6 バイ ト 16 進法
数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定する必要があ り ます。 

制限される MAC ア ド レ ス :00:00:00:00:00:00、 01:80:C2:00:00:00 ～
01:80:C2:00:00:0F、 01:80:C2:00:00:20 ～ 01:80:C2:00:00:21、 FF:FF:FF:FF:FF:FF。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

最大 100 の静的 MAC フ ィ ルタが作成されます。

形式  macfilter <macaddr> <vlanid> 

モード  Global Config

4.4.3.1  no macfilter 

こ のコマン ド は、 VLAN <vlanid> の MAC ア ド レ ス <macaddr> のフ ィ ルタ リ ング
制限および静的 MAC フ ィ ルタエン ト リ をすべて削除し ます。 <macaddr> パラ
メ ータは 6 バイ ト 16 進法数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定する必要があ
り ます。 
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<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。

形式  no macfilter <macaddr> <vlanid>

モード  Global Config

4.4.4 macfilter adddest
こ のコマン ド は、 所定の <macaddr> を持つ MAC フ ィ ルタ と <vlanid> の VLAN 
について、 ターゲ ッ ト フ ィ ルタセ ッ ト にイ ン ターフ ェース を追加し ます。
<macaddr> パラ メ ータは6バイ ト 16進法数値で、b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定す
る必要があ り ます。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

形式  macfilter adddest <macaddr> <vlanid> 

モード  Interface Config

4.4.4.1  no macfilter adddest

こ のコマン ド は、 所定の <macaddr> を持つ MAC フ ィ ルタ と <vlanid> の VLAN 
について、 ターゲ ッ ト フ ィ ルタセ ッ ト から ポー ト を削除し ます。 <macaddr> パラ
メ ータは 6 バイ ト 16 進法数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定する必要があ
り ます。

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。

形式  no macfilter adddest <macaddr> <vlanid> 

モード  Interface Config

4.4.5 macfilter adddest all
こ のコマン ド は、 所定の <macaddr> を持つ MAC フ ィ ルタ と <vlanid> の VLAN 
について、 ターゲ ッ ト フ ィ ルタセ ッ ト にすべてのイ ン ターフ ェース を追加し ま
す。 <macaddr> パラ メ ータは 6 バイ ト 16 進法数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で
指定する必要があ り ます。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

形式  macfilter adddest {all | <macaddr> <vlanid>}

モード  Global Config
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4.4.5.1  no macfilter adddest all

こ のコマン ド は、 所定の <macaddr> を持つ MAC フ ィ ルタ と <vlanid> の VLAN 
について、 ターゲ ッ ト フ ィ ルタセ ッ ト からすべてのポー ト を削除し ます。
<macaddr> パラ メ ータは6バイ ト 16進法数値で、b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定す
る必要があ り ます。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

形式  no macfilter adddest {all | <macaddr> <vlanid>} 

モード  Global Config

4.4.6 macfilter addsrc
こ のコマン ド は、 <macaddr> の MAC ア ド レ ス と  <vlanid> の VLAN について、
ソース フ ィ ルタセ ッ ト にイ ン ターフ ェース を追加し ます。 <macaddr> パラ メ ータ
は 6 バイ ト 16 進法数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定する必要があ り ます。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

形式  macfilter addsrc <macaddr> <vlanid> 

モード  Interface Config

4.4.6.1  no macfilter addsrc

こ のコマン ド は、 <macaddr>  の MAC ア ド レ ス と <vlanid> の VLAN について、
ソース フ ィ ルタセ ッ ト から ポー ト を削除し ます。 <macaddr> パラ メ ータは 6 バイ
ト 16 進法数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定する必要があ り ます。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

形式  no macfilter addsrc <macaddr> <vlanid> 

モード  Interface Config

4.4.7 macfilter addsrc all
こ のコマン ド は、 <macaddr> と  <vlanid> の MAC ア ド レ ス を持つ MAC フ ィ ルタ
について、 ソース フ ィ ルタセ ッ ト にすべてのイ ン ターフ ェース を追加し ます。 
<macaddr> パラ メ ータは6バイ ト 16進法数値で、b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定す
る必要があ り ます。 <vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り
ます。 

形式  macfilter addsrc {all | <macaddr> <vlanid>}

モード  Global Config
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4.4.7.1  no macfilter addsrc all

こ のコマン ド は、 <macaddr> の MAC ア ド レ ス と  <vlanid> の VLAN について、
ソース フ ィ ルタセ ッ ト からすべてのイ ン ターフ ェース を削除し ます。 <macaddr> 
パラ メ ータは 6 バイ ト 16 進法数値で、 b1:b2:b3:b4:b5:b6 の形式で指定する必要
があ り ます。 

<vlanid> パラ メ ータは有効な VLAN を識別する必要があ り ます。 

形式  no macfilter addsrc {all | <macaddr> <vlanid>} 

モード  Global Config

4.4.8 bridge aging-time
こ のコマン ド は、 転送データベースア ド レ スのエイ ジング タ イ ムア ウ ト を秒で構
成し ます。 IVL システムでは、 [fdbid | all] パラ メ ータが必要です。 

既定値  300

形式  bridge aging-time <10-1,000,000> [fdbid | all] 

モード  Global Config

Seconds  <seconds> のパラ メ ータは 10 ～ 1,000,000 秒の範囲で設
定し ます。 

Forwarding Database 
ID  転送データベース ID (fdbid) は、 どの転送データベー

スのエイ ジング タ イ ムア ウ ト が構成されているかを示
し ます。 すべての転送データベースのエイ ジングを構
成する場合は、 all オプシ ョ ンを使用し ます。 

4.4.8.1  no bridge aging-time

こ のコマン ド は、 転送データベースア ド レ スのエイ ジング タ イ ムア ウ ト を 300 秒
に設定し ます。 IVL システムでは、 [fdbid | all] パラ メ ータが必要です。 

形式  no bridge aging-time [fdbid | all]

モード  Global Config

Forwarding Database 
ID  Fdbid (Forwarding database ID) は、 どの転送データベー

スのエイ ジング タ イ ムア ウ ト が構成されているかを示
し ます。 すべての転送データベースのエイ ジングを構
成する場合は、 All を使用し ます。 
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4.4.9 show forwardingdb agetime 
こ のコマン ド は、 ア ド レ スエイ ジングのタ イ ムア ウ ト を表示し ます。 IVL システ
ムでは、 [fdbid | all] パラ メ ータが必要です。 

既定値  all 

形式  show forwardingdb agetime [fdbid | all]

モード  Privileged EXEC

Forwarding DB ID  転送データベース ID は、 エイ ジング タ イ ムア ウ ト が表
示される転送データベース を示し ます。 すべての転送
データベースに関するエイ ジング タ イ ムア ウ ト を表示
する ため、 すべてのオプシ ョ ンが使用されます。 

Agetime  IVL システムでは、 こ のパラ メ ータは関連付け られた
転送データベースに対する ア ド レ スエイ ジング タ イ ム
ア ウ ト を表示し ます。
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4.4.10 show mac-address-table multicast
こ のコマン ド は、 Multicast Forwarding Database (MFDB) 情報を表示し ます。 パラ
メ ータ な しでコマン ド を入力し た場合、 テーブル全体が表示されます。 オプシ ョ
ナルパラ メ ータ と し て MAC ア ド レ ス を指定し、 1 つの MAC ア ド レ スのテーブ
ルエン ト リ を表示する こ と ができ ます。 

形式  show mac-address-table multicast <macaddr>

モード  Privileged EXEC 

MAC Address  ス イ ッチが転送またはフ ィ ルタ リ ング情報を持つ、 マ
ルチキ ャ ス ト の MAC ア ド レ スです。 形式は 2 桁 16 進
法数字を コ ロ ンで区切った もので、 01:23:45:67:89:AB 
のよ う にな り ます。 IVL システムでは、 MAC ア ド レ ス
は MAC ア ド レ ス と VLAN ID の組み合わせで、 8 バイ
ト で表示されます。 

Type  エン ト リ のタ イプを表示し ます。 静的エン ト リ は、 エ
ン ド ユーザーによ り 構成された ものです。 動的エン ト
リ は、 学習プロセスの結果、 またはプロ ト コル と し て
テーブルに追加された ものです。

Component  Multicast Forwarding Database で このエン ト リ を担当す
る コ ンポーネン ト です。 可能な値は IGMP Snooping、
GMRP、 Static Filtering です。

Description  こ のマルチキ ャ ス ト テーブルエン ト リ の説明テキス ト
です。 

Interfaces  転送 (Fwd) 用、 およびフ ィ ルタ リ ング (Flt:) 用のイ ン
ターフ ェース リ ス ト です。

Forwarding 
Interfaces  結果 と し て、 転送 リ ス ト はすべてのコ ンポーネン ト の

転送イ ン ターフ ェース と、 静的フ ィ ルタ リ ング イ ン
ターフ ェース と し て リ ス ト された イ ン ターフ ェース を
削除する こ と によ り 算出されます。

4.4.11 show mac-address-table static 
こ のコマン ド は、 すべての静的 MAC フ ィ ルタについて、 静的 MAC フ ィ ルタ リ
ング情報を表示し ます。 <all> が選択されている場合、 システムのすべての静的 
MAC フ ィ ルタが表示されます。 <macaddr> の値を提供すると、<vlanid> の値も入力
し なければな り ません。 システムは、 MAC ア ド レ ス と VLAN のみの静的 MAC 
フ ィ ルタ情報を表示し ます。    
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形式  show mac-address-table static {<macaddr> <vlanid> | 
all}

モード  Privileged EXEC

MAC Address  静的 MAC フ ィ ルタエン ト リ の MAC ア ド レ スです。

VLAN ID  静的 MAC フ ィ ルタエン ト リ の VLAN ID です。

Source Port(s)  ソースポー ト フ ィ ルタセ ッ ト のス ロ ッ ト と ポー ト を示
し ます。

Destination Port(s)  ターゲ ッ ト ポー ト フ ィ ルタセ ッ ト のス ロ ッ ト と ポー ト
を示し ます。

4.4.12 show mac-address-table staticfiltering
こ のコマン ド は、 Multicast Forwarding Database (MFDB) テーブルの静的フ ィ ルタ
リ ングエン ト リ を表示し ます。 

形式  show mac-address-table staticfiltering

モード  Privileged EXEC 

Mac Address  ス イ ッチが転送またはフ ィ ルタ リ ング情報を持つ、 ユ
ニキ ャ ス ト の MAC ア ド レ スです。 形式は 6 つ、 また
は 8 つの 2 桁 16 進法数字を コ ロ ンで区切った もので、
01:23:45:67:89:AB のよ う にな り ます。 IVL システムで
は、 MAC ア ド レ スは 8 バイ ト と し て表示されます。 

Type  エン ト リ のタ イプを表示し ます。 静的エン ト リ は、 エ
ン ド ユーザーによ り 構成された ものです。 動的エン ト
リ は、 学習プロセスの結果、 またはプロ ト コル と し て
テーブルに追加された ものです。

Description  こ のマルチキ ャ ス ト テーブルエン ト リ の説明テキス ト
です。 

Interfaces  転送 (Fwd) 用、 およびフ ィ ルタ リ ング (Flt:) 用のイ ン
ターフ ェース リ ス ト です。
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4.4.13 show mac-address-table stats
こ のコマン ド は、 Multicast Forwarding Database (MFDB) の統計を表示し ます。 

形式  show mac-address-table stats

モード  Privileged EXEC 

Total Entries  Multicast Forwarding Database テーブルに含まれる可能
性のあ るエン ト リ の合計数が表示されます。

Most MFDB Entries 
Used  Multicast Forwarding Database テーブルに含まれていた

エン ト リ の最大数が表示されます。 この値は、 MFDB 
ハイ ウ ォーターマーク と し て も知られます。

Current Entries  ARP テーブルの最大エン ト リ 数が表示されます。
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第 5 章 Spanning Tree Protocol コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な Spanning Tree 
Protocol (STP) コマン ド について説明し ています。 STP は、 ネ ッ ト ワークループ
の発生、 メ ッ セージの重複、 ネ ッ ト ワーク の不安定率などを改善し ます。 

STP コマン ド セ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います : 

･ 5- 1 ページのセ ク シ ョ ン 5.1 "STP 構成コマン ド "

･ 5- 10 ページのセ ク シ ョ ン 5.2 "STP Show コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

5.1 STP 構成コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチで Spanning Tree Protocol (STP) を構成する ために
使用する コマン ド について説明し ています。

5.1.1 spanning-tree
こ のコマン ド は、 スパニングツ リ ーの操作モード を有効に設定し ます。

既定値  disabled

形式  spanning-tree

モード  Global Config

メ モ : STP の既定値は有効 です。

STP が無効な場合、 システムは BPDU メ ッ セージを転送し ません。
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5.1.1.1  no spanning-tree

こ のコマン ド は、 スパニングツ リ ーの操作モード を無効に設定し ます。 無効化さ
れている場合、 スパニングツ リ ー構成は保留され、 変更する こ と ができ ますが、
ア ク テ ィ ブではあ り ません。

形式  no spanning-tree

モード  Global Config

5.1.2 spanning-tree bpdumigrationcheck
こ のコマン ド は、 指定のイ ン ターフ ェースにおける BPDU 移行チェ ッ ク を有効
化し ます。 all オプシ ョ ンは、 すべてのイ ン ターフ ェースにおける BPDU 移行を
有効にし ます。 

形式  spanning-tree bpdumigrationcheck {<slot/port> | 
all}

モード  Global Config

5.1.2.1  no spanning-tree bpdumigrationcheck

こ のコマン ド は、 指定のイ ン ターフ ェースにおける BPDU 移行チェ ッ ク を無効
化し ます。 all オプシ ョ ンは、 すべてのイ ン ターフ ェースにおける BPDU 移行を
無効にし ます。 

形式  no spanning-tree bpdumigrationcheck {<slot/port> | 
all}

モード  Global Config

5.1.3 spanning-tree configuration name
こ のコマン ド は、 こ のス イ ッ チが現在使用し ている構成の識別に使われる 
Configuration Identifier Name を設定し ます。 <name> は最大 32 文字の文字列です。

既定値  ベースの MAC ア ド レ ス、 16 進法

形式  spanning-tree configuration name <name>

モード  Global Config

5.1.3.1  no spanning-tree configuration name

こ のコマン ド は Configuration Identifier Name を初期設定に リ セ ッ ト し ます。 

形式  no spanning-tree configuration name

モード  Global Config
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5.1.4 spanning-tree configuration revision
こ のコマン ド は、 こ のス イ ッ チが現在使用し ている構成の識別に使われる 
Configuration Identifier Revision Level を設定し ます。 Configuration Identifier 
Revision Level は 0 ～ 65535 の範囲内の数字です。

既定値  0

形式  spanning-tree configuration revision <0-65535>

モード  Global Config

5.1.4.1  no spanning-tree configuration revision

こ のコマン ド は、 こ のス イ ッ チが現在使用し ている構成の識別に使われる 
Configuration Identifier Revision Level を、 既定値 (0 など ) に設定し ます。

形式  no spanning-tree configuration revision

モード  Global Config

5.1.5 spanning-tree edgeport
こ のコマン ド は、 こ のポー ト が共通および内部スパニングツ リ ーのエ ッ ジポー ト
であ る こ と を指定し ます。 これによ り 、 こ のポー ト の Forwarding State への移行
を遅延な く 行 う こ と ができ ます。 

形式  spanning-tree edgeport

モード  Interface Config

5.1.5.1  no spanning-tree edgeport

こ のコマン ド は、 こ のポー ト が共通および内部スパニングツ リ ーのエ ッ ジポー ト
ではないこ と を指定し ます。

形式  no spanning-tree edgeport

モード  Interface Config
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5.1.6 spanning-tree forceversion
こ のコマン ド は、 Force Protocol Version のパラ メ ータ を新しい値に設定し ます。
Force Protocol Version は以下のいずれか と な り ます :

･ 802.1d - MST BPDU ではな く 、 ST BPDU が送信されます (IEEE 802.1d 機能対
応 )。

･ 802.1w - MST BPDU ではな く 、 RST BPDU が送信されます (IEEE 802.1w 機能
対応 )。

･ 802.1s - MST BPDU が送信されます (IEEE 802.1s 機能対応 )。

既定値  802.1s

形式  spanning-tree forceversion <802.1d | 802.1w | 
802.1s>

モード  Global Config

5.1.6.1  no spanning-tree forceversion

こ のコマン ド は、 Force Protocol Version パラ メ ータ を既定値 (802.1s など ) に設
定し ます。

形式  no spanning-tree forceversion

モード  Global Config

5.1.7 spanning-tree forward-time
こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの Bridge Forward Delay パラ
メ ータ を新しい値に設定し ます。 転送時間の値は、 4 ～ 30 の範囲内の秒数です。
値は "(Bridge Max Age / 2) + 1" と同様、 またはそれ以上です。

既定値  15

形式  spanning-tree forward-time <4-30>

モード  Global Config

5.1.7.1  no spanning-tree forward-time

こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの Bridge Forward Delay パラ
メ ータ を既定値の 15 に設定し ます。

形式  no spanning-tree forward-time

モード  Global Config
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5.1.8 spanning-tree hello-time
こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの Admin Hello Time パラ メ ー
タ を新しい値に設定し ます。 hello time <value> は、 1 ～ 10 の範囲内の整数秒で
す。 値は (Bridge Max Age / 2) -1 と同様、 またはそれ以下です。 

既定値  2

形式  spanning-tree hello-time <1-10>

モード  Interface Config

5.1.8.1  no spanning-tree hello-time

こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの admin Hello Time パラ メ ー
タ を既定値に設定し ます。

形式  no spanning-tree hello-time

モード  Interface Config

5.1.9 spanning-tree max-age
こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの Bridge Max Age パラ メ ー
タ を新しい値に設定し ます。 Max-age の値は、 6 ～ 40 の範囲内の秒数です。 値
は 2 x (Bridge Forward Delay - 1) と 同様、 またはそれ以下です。

既定値  20

形式  spanning-tree max-age <6-40>

モード  Global Config

5.1.9.1  no spanning-tree max-age

こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの Bridge Max Age パラ メ ー
タ を既定値の 20 に設定し ます。

形式  no spanning-tree max-age

モード  Global Config
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5.1.10 spanning-tree max-hops
こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーの MSTP 最大ホ ッ プパラ
メ ータ を新しい値に設定し ます。 最大ホ ッ プ値は 1 ～ 127 の範囲です。

既定値  20

形式  spanning-tree max-hops <1-127>

モード  Global Config

5.1.10.1  no spanning-tree max-hops

こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ーのブ リ ッ ジ最大ホ ッ プパラ
メ ータ を既定値に設定し ます。

形式  no spanning-tree max-hops

モード  Global Config

5.1.11 spanning-tree mst
こ のコマン ド は、 こ のポー ト のパス コ ス ト またはポー ト 優先順位を、 マルチプル
スパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または共通および内部スパニングツ リ ー内で設
定し ます。既存のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スに対応する mstid<>  
パラ メ ータ を指定する と 、 構成はこ のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン
スに対し実行されます。<mstid> と し て 0 ( 既定の CIST ID と し て設定 ) を指定す
る と、 構成は共通および内部スパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス と し て実行されま
す。

cost  オプシ ョ ンを指定し た場合、 こ のコマン ド は、 <mstid> パラ メ ータに基づ
き、 マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または共通および内部スパニン
グツ リ ー･イ ン ス タ ン ス内にあ るパス コ ス ト を設定し ます。 パス コ ス ト は 1 ～
200000000 の範囲内、 または auto と設定する こ と ができ ます。 auto を選択し た
場合、 パス コ ス ト 値は リ ン ク速度に基づき設定されます。

external-cost  オプシ ョ ンを指定し た場合、 このコマン ド は MST イ ン ス タ ン スの 
"0" の外部パス コ ス ト を CIST イ ン ス タ ン スなどに設定し ます。 外部コ ス ト は 1
～ 200000000 の範囲内、 または auto と設定する こ と ができ ます。 auto を指定し
た場合、 パス コ ス ト 値は リ ン ク速度に基づき設定されます。

port-priority オプシ ョ ンを指定し た場合、 こ のコマン ド は、 <mstid> パラ メ ータ
に基づき、 特定のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または共通および
内部スパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス内にあ る優先順位を設定し ます。 ポー ト 優
先順位は、 0 ～ 24 の範囲の、 16 ずつの数字です。
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既定値  cost :auto; external-cost :auto; port-priority: 128

形式  spanning-tree mst <mstid> {{cost <1-200000000> | 
auto} |

{external-cost <1-200000000> | auto}| port-
priority <0-240>}

モード  Interface Config

5.1.11.1  no spanning-tree mst

こ のコマン ド は、 こ のポー ト のパス コ ス ト またはポー ト 優先順位を、 マルチプル
スパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または共通および内部スパニングツ リ ー内でそ
れぞれの既定値に設定し ます。 既存のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン
スに対応する <mstid> パラ メ ータ を指定する と、 こ のマルチプルスパニングツ
リ ー･イ ン ス タ ン ス を構成する こ と にな り ます。 <mstid> と し て 0 ( 既定の CIST 
ID と し て設定 ) を指定する と、 共通および内部スパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス
を構成する こ と にな り ます。

cost を指定する と、 こ のコマン ド は、 <mstid> パラ メ ータに基づき、 マルチプル
スパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または共通および内部スパニングツ リ ー･イ ン ス
タ ン ス内にあ るパス コ ス ト を既定値 ( リ ン ク速度に基づ く パス コ ス ト 値など ) に
設定し ます。

external-cost を指定し た場合、 こ のコマン ド は、 mst "0" イ ン ス タ ン スに対する
こ のポー ト の外部パス コ ス ト を既定値 ( リ ン ク速度に基づ く パス コ ス ト 値など ) 
に設定し ます。 

port-priority を指定し た場合、 このコマン ド は、 <mstid> パラ メ ータに基づき、
特定のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または共通および内部スパニ
ングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス内にあ る優先順位を既定値 (128 など ) に設定し ます。

形式  no spanning-tree mst <mstid> <cost | external-cost 
| port-priority>

モード  Interface Config

5.1.12 spanning-tree mst instance
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チにマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス を追加
し ます。 パラ メ ータ <mstid> は 1 ～ 4094 の範囲内の数値で、 追加される新規イ
ン ス タ ン ス ID に対応し ています。 ス イ ッチ によ り サポー ト されているマルチイ
ン ス タ ン スの最大数は 4 です。

形式  spanning-tree mst instance <mstid>

モード  Global Config
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5.1.12.1  no spanning-tree mst instance

こ のコマン ド は、 ス イ ッチから マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス を削
除し、 削除された イ ン ス タ ン スに割 り 当て られていたすべての VLAN を、 共通
および内部スパニングツ リ ーに再割 り 当て し ます。 パラ メ ータ <mstid> は、 削除
対象であ る任意の既存マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スの番号です。 

形式  no spanning-tree mst instance <mstid>

モード  Global Config

5.1.13 spanning-tree mst priority
こ のコマン ド は、 特定のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スに対し、 ブ
リ ッ ジ優先順位を設定し ます。 パラ メ ータ <mstid> は、 任意の既存マルチプルス
パニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スに対応する番号です。 優先順位の値は、 0 ～ 61440
の範囲の、 4096 ずつの数字です。

<mstid> と し て 0 ( 既定の CIST ID と し て定義 ) を指定し た場合、このコマン ド は 
Bridge Priority パラ メ ータ を共通および内部スパニングツ リ ーの新しい値に設定
し ます。 ブ リ ッ ジ優先順位の値は 0 ～ 61440 の範囲内の数字です。 802.1s の仕様
に基づき、 最低 12 の重要ビ ッ ト がマス ク されます。 このため、 優先順位は次に
低い有効な優先順位に切 り 捨て られます。

既定値  32768

形式  spanning-tree mst priority <mstid> <0-61440>

モード  Global Config

5.1.13.1  no spanning-tree mst priority

こ のコマン ド は、 特定のマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スのブ リ ッ ジ
優先順位を既定値 (32768 など ) に設定し ます。 パラ メ ータ <mstid> は任意の既
存マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スに対応する数字です。

<mstid> と し て 0 ( 既定の CIST ID と し て定義 ) が転送された場合、 このコマン ド
は共通および内部スパニングツ リ ーのブ リ ッ ジ優先順位パラ メ ータ を、 既定値 
(32768 など ) に設定し ます。 

形式  spanning-tree mst priority <mstid>

モード  Global Config
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5.1.14 spanning-tree mst vlan
こ のコマン ド は、 マルチプルスパンニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス と VLAN の間の
関連性を追加し、 VLAN が共通および内部スパンニングツ リ ーと の関連性を持た
ないよ う にし ます。 

パラ メ ータ <mstid> は、 任意の既存マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス
に対応する番号です。 <vlanid> は既存の VLAN ID に対応し ています。 

形式  spanning-tree mst vlan <mstid> <vlanid>

モード  Global Config

5.1.14.1  no spanning-tree mst vlan

こ のコマン ド は、 マルチプルスパンニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス と VLAN の間の
関連性を削除し、 VLAN が再度共通および内部スパンニングツ リ ーと の関連性を
持つよ う にし ます。 パラ メ ータ <mstid> は、 任意の既存マルチプルスパニングツ
リ ー･イ ン ス タ ン スに対応する番号です。 <vlanid> は既存の VLAN ID に対応し て
います。 

形式  no spanning-tree mst vlan <mstid> <vlanid>

モード  Global Config

5.1.15 spanning-tree port mode
こ のコマン ド は、 こ のポー ト の管理ス イ ッ チポー ト 状態を有効化し ます。 

既定値  disabled

形式  spanning-tree port mode

モード  Interface Config

5.1.15.1  no spanning-tree port mode

こ のコマン ド は、 こ のポー ト の管理ス イ ッ チポー ト 状態を無効化し ます。 

形式  no spanning-tree port mode

モード  Interface Config

5.1.16 spanning-tree port mode all
こ のコマン ド は、 すべてのポー ト の管理ス イ ッチポー ト 状態を有効化し ます。 

既定値  disabled
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形式  spanning-tree port mode all

モード  Global Config

5.1.16.1  no spanning-tree port mode all

こ のコマン ド は、 すべてのポー ト の管理ス イ ッチポー ト 状態を無効化し ます。 

形式  no spanning-tree port mode all

モード  Global Config

5.2 STP Show コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 STP 構成やステータ スに関する情報を表示する ためのコマ
ン ド について説明し ています。 

5.2.1 show spanning-tree
こ のコマン ド は、 オプシ ョ ナルの "brief" パラ メ ータがコマン ド に含まれていな
い時、 共通および内部スパニングツ リ ーのスパニングツ リ ー設定を表示し ます。
以下の詳細が表示されます。

形式  show spanning-tree <brief>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Bridge Priority  共通および内部スパンニングツ リ ー (CST) のブ リ ッ ジ
優先順位を指定し ます。 値は 0 ～ 61440 と な り ます。
4096 の倍数で表示されます。

Bridge Identifier  CST のブ リ ッ ジ識別子です。 ブ リ ッ ジ優先順位と ブ
リ ッ ジのベース MAC ア ド レ スから構成されます。

Time Since Topology 
Change  時間を秒で示し ます。

Topology Change 
Count  変更された回数です。

Topology Change  ス イ ッチの ト ポロ ジー変更パラ メ ータのブール値で、
共通および内部スパニングツ リ ーに割 り 当て られた
ポー ト で進行中の ト ポロ ジー変更があ るかど う かを示
し ます。
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Designated Root  ルー ト ブ リ ッ ジのブ リ ッ ジ識別子です。 ブ リ ッ ジ優先
順位 と ブ リ ッ ジのベース MAC ア ド レ スから構成され
ます。

Root Path Cost  共通および内部スパニングツ リ ーのルー ト パス コ ス ト
パラ メ ータの値です。 

Root Port Identifier  CST の Designated Root にア ク セスする ためのポー ト 識
別子です。

Root Port Max Age  生成値です。

Root Port Bridge 
Forward Delay  生成値です。

Hello Time  CST のパラ メ ータの構成値です。

Bridge Hold Time  Configuration Bridge Protocol Data Unit (BPDU) の通信間
の最低時間です。

Bridge Max Hops  デバイ スのブ リ ッ ジ最大ホ ッ プカ ウ ン ト です。

CST Regional Root  CST リ ージ ョ ナルルー ト のブ リ ッ ジ識別子です。 ブ
リ ッ ジ優先順位と ブ リ ッ ジのベース MAC ア ド レ スか
ら構成されます。

Regional Root Path 
Cost  CST リ ージ ョ ナルルー ト のパス コ ス ト です。

Associated FIDs  現在こ のイ ン ス タ ン スに関連付け られている転送デー
タベース識別子の リ ス ト です。

Associated VLANs  現在こ のイ ン ス タ ン スに関連付け られている VLAN ID 
の リ ス ト です。

brief キーワード が含まれている場合、 このコマン ド はブ リ ッ ジのスパニングツ
リ ー設定を表示し、 次の情報が表示されます。

Bridge Priority  構成済みの値です。

Bridge Identifier  選択された MST イ ン ス タ ン スのブ リ ッ ジ識別子です。
ブ リ ッ ジ優先順位 と ブ リ ッ ジのベース MAC ア ド レ ス
から構成されます。 

Bridge Max Age  構成済みの値です。

Bridge Max Hops  デバイ スのブ リ ッ ジ最大ホ ッ プカ ウ ン ト です。

Bridge Hello Time  構成済みの値です。

Bridge Forward 
Delay  構成済みの値です。
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Bridge Hold Time  Configuration Bridge Protocol Data Unit (BPDU) の通信間
の最低時間です。

5.2.2 show spanning-tree summary
こ のコマン ド は、 ス イ ッチのスパニングツ リ ー設定 と パラ メ ータ を表示し ます。
コマン ド実行時には以下の詳細が表示されます。

形式  show spanning-tree summary

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Spanning Tree 
Adminmode  有効または無効。

Spanning Tree 
Version  Force Protocol Version のパラ メ ータに基づき、 現在 

802.1 バージ ョ ンがサポー ト されています (IEEE 
802.1s、 IEEE 802.1w、 または IEEE 802.1d)。

Configuration Name  現在使用中の構成を識別する ために使われる識別子で
す。

Configuration 
Revision Level  現在使用中の構成を識別する ために使われる識別子で

す。

Configuration Digest 
Key  現在使用中の構成を識別する ために使われる識別子で

す。

MST Instances  ス イ ッチで構成されているすべてのマルチプルスパニ
ングツ リ ー･イ ン ス タ ン スの リ ス ト です。

5.2.3 show spanning-tree interface
こ のコマン ド は、 共通および内部スパニングツ リ ー内の特定ス イ ッチポー ト の設
定と パラ メ ータ を表示し ます。 <slot/port> は任意のス イ ッチポー ト です。 コマ
ン ド実行時には以下の詳細が表示されます。

形式  show spanning-tree interface <slot/port>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Hello Time  こ のポー ト の管理 hello time です。

Port mode  有効または無効。
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Port Up Time Since 
Counters Last 
Cleared  ポー ト が リ セ ッ ト され、 表示されてからの時間を日数、

時間、 分、 秒で表示し ます。

STP BPDUs 
Transmitted  送信された Spanning Tree Protocol Bridge Protocol Data 

Unit です。

STP BPDUs 
Received  受信された Spanning Tree Protocol Bridge Protocol Data 

Unit です。

RST BPDUs 
Transmitted  送信された Rapid Spanning Tree Protocol Bridge Protocol 

Data Unit です。

RST BPDUs 
Received  受信された Rapid Spanning Tree Protocol Bridge Protocol 

Data Unit です。

MSTP BPDUs 
Transmitted  送信された Multiple Spanning Tree Protocol Bridge 

Protocol Data Unit です。

MSTP BPDUs 
Received  受信された Multiple Spanning Tree Protocol Bridge 

Protocol Data Unit です。

5.2.4 show spanning-tree mst port detailed
こ のコマン ド は、 特定マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス内で指定され
たス イ ッチポー ト の詳細設定と パラ メ ータ を表示し ます。 パラ メ ータ <mstid> 
は、 任意の既存マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スに対応する番号です。
<slot/port> は任意のス イ ッチポー ト です。 

形式  show spanning-tree mst port detailed <mstid> 
<slot/port>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

MST Instance ID  既存の MST イ ン ス タ ン スの ID です。

Port Identifier  選択された MST イ ン ス タ ン ス内で指定されたポー ト に
対するポー ト 識別子です。 ポー ト 優先順位 と ポー ト の
イ ン ターフ ェース番号で構成されています。
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Port Priority  選択された MST イ ン ス タ ン ス内でし低されたポー ト の
優先順位です。 ポー ト 優先順位は 16 の倍数で表示され
ます。

Port Forwarding 
State  こ のポー ト の現在のスパニングツ リ ー状態です。

Port Role  有効に設定された各 MST ブ リ ッ ジポー ト が、 各スパニ
ングツ リ ーのポー ト ロールを受信し ます。 ポー ト ロー
ルは以下のいずれかの値です :Root Port、 Designated 
Port、 Alternate Port、 Backup Port、 Master Port、
Disabled Port

Auto-Calculate Port 
Path Cost  ポー ト パス コ ス ト の自動計算が有効かど う かを示し ま

す。

Port Path Cost  内部ポー ト パス コ ス ト パラ メ ータの構成された値です。

Auto-Calculate 
External Port Path 
Cost  外部ポー ト パス コ ス ト の自動計算が有効かど う かを示

し ます。

External Port Path 
Cost  外部ポー ト パス コ ス ト パラ メ ータの構成された値です。

Designated Root  こ のポー ト の指定ルー ト の識別子です。 

Designated Port 
Cost  指定ポー ト によ り  LAN に提供されたパス コ ス ト です。

Designated Bridge  指定ポー ト のあ るブ リ ッ ジのブ リ ッ ジ識別子です。 

Designated Port 
Identifier  LAN に対し最低コ ス ト を提供する指定ブ リ ッ ジのポー

ト です。

<mstid> を 0 ( 既定の CIST ID と指定し た場合、このコマン ド は共通および内部ス
パニングツ リ ー 内の特定ス イ ッ チポー ト の設定 と パラ メ ータ を表示し ます。
<slot/port> は任意のス イ ッチポー ト です。 この場合、 以下が表示されます。

Port Identifier  CST 内における このポー ト のポー ト 識別子です。

Port Priority  CST 内におけるポー ト の優先順位です。

Port Forwarding 
State  CST 内におけるポー ト の転送状態です。
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Port Role  CST 内における指定された イ ン ターフ ェースのロール
です。

Port Path Cost  指定された イ ン ターフ ェースに対する構成済みパス コ
ス ト です。

Designated Root  CST 内における このポー ト の指定ルー ト の識別子で
す。

Designated Port 
Cost  指定ポー ト によ り  LAN に提供されたパス コ ス ト です。

Designated Bridge  指定ポー ト を含むブ リ ッ ジです。

Designated Port 
Identifier  LAN に対し最低コ ス ト を提供する指定ブ リ ッ ジのポー

ト です。

Topology Change 
Acknowledgement  次の Configuration Bridge Protocol Data Unit (BPDU) 通

信のフ ラ グの値で、 このポー ト で ト ポロ ジー変更が進
行中であ るかど う かを示し ます。

Hello Time  こ のポー ト で使用中の hello time です。

Edge Port  こ のポー ト がエ ッ ジポー ト であ るかど う かを示す構成
値です。

Edge Port Status  エ ッ ジポー ト ステータ スの生成値です。 エ ッ ジポー ト
と し て操作し ている場合は正で、 その他の場合は誤で
す。

Point To Point MAC 
Status  こ のポー ト が 2 地点間 リ ン ク の一部であ るかど う かを

示す生成値です。

CST Regional Root  こ のポー ト で使用中の リ ージ ョ ナルルー ト 識別子です。

CST Port Cost  こ のポー ト に対する構成済みパス コ ス ト です。

5.2.5 show spanning-tree mst port summary
こ のコマン ド は、 指定されたマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス内の 1
つ、 またはすべてのポー ト の設定を表示し ます。 パラ メ ータ <mstid> は特定の 
MST イ ン ス タ ン ス を示し ます。 パラ メ ータ {<slot/port> | all} は任意のス イ ッ
チポー ト またはすべてのポー ト を示し ます。 
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<mstid> を 0 ( 既定の CIST ID と し て定義 ) 指定し た場合、共通および内部スパニ
ングツ リ ー内の 1 つ、 またはすべてのポー ト に対し、 ステータ ス概要が表示され
ます。

形式  show spanning-tree mst port summary <mstid> {<slot/
port> | all}

モード  Privileged EXEC
User EXEC

MST Instance ID  こ のポー ト に関連し た MST イ ン ス タ ン スです。

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

Type  現在未使用。

STP State  指定されたスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン スのポー ト の
転送状態です。

Port Role  スパニングツ リ ー内における指定されたポー ト のロー
ルです。

Link Status  リ ン ク の操作ステータ スです。 可能な値は "Up" また
は "Down" です。

Link Trap  指定された イ ン ターフ ェースに対する リ ン ク ト ラ ッ プ
構成です。

5.2.6 show spanning-tree mst summary
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チのすべてのマルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン
スに関する概要情報を表示し ます。 実行時には、 以下の詳細が表示されます。

形式  show spanning-tree mst summary

モード  Privileged EXEC

User EXEC

MST Instance ID 
List  現在構成されているマルチスパンニングツ リ ー ID の リ

ス ト です。

For each MSTID:  

Associated FIDs  こ のイ ン ス タ ン スに関連付け られている転送データ
ベース識別子の リ ス ト です。

Associated VLANs  こ のイ ン ス タ ン スに関連付け られている VLAN ID の リ
ス ト です。
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5.2.7 show spanning-tree vlan
こ のコマン ド は、 VLAN と マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス と の間の
関連性を表示し ます。 <vlanid> は既存の VLAN ID に対応し ています。 

形式  show spanning-tree vlan <vlanid>

モード  Privileged EXEC

User EXEC

VLAN Identifier  選択された MST イ ン ス タ ン スに関連付け られた VLAN 
です。

Associated Instance  マルチプルスパニングツ リ ー･イ ン ス タ ン ス または 
"CST" が共通および内部スパニングツ リ ーに関連し て
いるかど う かを判断する識別子です。
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第 6 章
VLAN コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な VLAN コマン ド
について説明し ています。 VLAN によ り 、 物理的に異な るネ ッ ト ワーク上に位置
するユーザーが同じ論理ネ ッ ト ワークに存在でき る よ う にな り ます。 

VLAN コマン ド セ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います : 

･ 6- 1 ページのセ ク シ ョ ン 6.1 "VLAN 構成コマン ド "

･ 6- 11 ページのセ ク シ ョ ン 6.2 "VLAN Show コマン ド "

･ 6- 14 ページのセ ク シ ョ ン 6.3 " プロ ビジ ョ ニング (IEEE 802.1p) コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

6.1 VLAN 構成コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 VLAN 設定を構成する ために使用する コマン ド について説
明し ています。

6.1.1 vlan database
こ のコマン ド を使って VLAN Config モード にア ク セス し ます。 こ こ では、 VLAN 
の特性を構成する こ と ができ ます。

形式  vlan database

モード  Privileged EXEC
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6.1.2 network mgmt_vlan
こ のコマン ド は、 管理 VLAN ID を構成し ます。

既定値  1

形式  network mgmt_vlan <1-4069>

モード  Privileged EXEC

6.1.2.1  no network mgmt_vlan

こ のコマン ド は、 管理 VLAN ID を既定値に設定し ます。 

形式  no network mgmt_vlan

モード  Privileged EXEC

6.1.3 vlan 
こ のコマン ド は、 新規 VLAN を作成し、 ID を割 り 当てます。 ID は有効な VLAN 
ID 番号です (ID 1 は既定の VLAN 用に予約されています )。 VLAN の範囲は 2 ～
4094 です。

形式  vlan <2-4094>

モード  VLAN Config

6.1.3.1  no vlan 

こ のコマン ド は既存の VLAN を削除し ます。 ID は有効な VLAN ID 番号です (ID 
1 は既定の VLAN 用に予約されています )。 VLAN の範囲は 2 ～ 4094 です。

形式  no vlan <2-4094>

モード  VLAN Config

6.1.4 vlan acceptframe
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース ご と にフ レーム許容モード を設定し ます。
"VLAN Only" モード については、 こ のイ ン ターフ ェースで受信された タ グな し
フ レーム または優先フ レームは廃棄されます。 "Admit All" モード については、
こ のイ ン ターフ ェースで受信された タ グな し フ レーム または優先フ レームは許可
され、 こ のポー ト にイ ン ターフ ェース VLAN ID の値が割 り 当て られます。 いず
れのオプシ ョ ンでも、 VLAN タ グ付フ レームは IEEE 802.1Q VLAN 仕様に基づき
転送されます。

既定値  all 
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形式  vlan acceptframe {vlanonly | all} 

モード  Interface Config

6.1.4.1  no vlan acceptframe

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース ご と のフ レーム許容モード を Admit All に設
定し ます。 "Admit All" モード については、 このイ ン ターフ ェースで受信された
タ グな し フ レーム または優先フ レームは許可され、 こ のポー ト にイ ン ターフ ェー
ス VLAN ID の値が割 り 当て られます。 いずれのオプシ ョ ンでも、 VLAN タ グ付
フ レームは IEEE 802.1Q VLAN 仕様に基づき転送されます。

形式  vlan acceptframe {vlanonly | all} 

モード  Interface Config

6.1.5 vlan ingressfilter
こ のコマン ド は入口フ ィ ルタ リ ングを有効化し ます。 入口フ ィ ルタ リ ングが無効
になっている場合、 VLAN ID で受信された、 受信イ ン ターフ ェースの VLAN メ
ンバーシ ッ プ と一致し ないフ レームは、 許可された後、 VLAN メ ンバーであ る
ポー ト に転送されます。

既定値  disabled

形式  vlan ingressfilter 

モード  Interface Config

6.1.5.1  no vlan ingressfilter

こ のコマン ド は入口フ ィ ルタ リ ングを無効化し ます。 入口フ ィ ルタ リ ングが無効
になっている場合、 VLAN ID で受信された、 受信イ ン ターフ ェースの VLAN メ
ンバーシ ッ プ と一致し ないフ レームは、 許可された後、 VLAN メ ンバーであ る
ポー ト に転送されます。

形式  no vlan ingressfilter 

モード  Interface Config

6.1.6 vlan makestatic
こ のコマン ド は動的に作成された VLAN (GVRP 登録によ り 作成された もの ) を
静的 VLAN ( 永久的に構成され、 定義された もの ) に変更し ます。 ID は有効な 
VLAN ID 番号です。 VLAN の範囲は 2 ～ 4094 です。

形式  vlan makestatic <2-4094>
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モード  VLAN Config

6.1.7 vlan name
こ のコマン ド は VLALN の名前を変更し ます。 名前は英数字の文字列で、 最大 32
文字です。 ID は有効な VLAN ID 番号です。 ID の範囲は 1 ～ 4094 です。

既定値  VLAN ID 1 ・ 既定値、 その他の VLANS ・ 空白の文字列

形式  vlan name <2-4094> <name>

モード  VLAN Config

6.1.7.1  no vlan name

こ のコマン ド は VLAN の名前を空白の文字列に設定し ます。

形式  no vlan name <2-4094>

モード  VLAN Config

6.1.8 vlan participation
こ のコマン ド は VLAN における特定のイ ン ターフ ェースに対する参加の程度を
構成し ます。 ID は有効な VLAN ID 識別番号であ り 、 イ ン ターフ ェースは有効な
イ ン ターフ ェース番号です。

形式  vlan participation {exclude | include | auto} <1-4094>

モード  Interface Config

参加オプシ ョ ンは以下の通 り : 

include  イ ン ターフ ェースは常にこ の VLAN の メ ンバーです。
これは、 固定された登録 と同等です。

exclude  イ ン ターフ ェースはこの VLAN の メ ンバーではあ り ま
せん。 これは、 禁止された登録 と同等です。

auto  イ ン ターフ ェースは GVRP によ り 、 この VLAN に自動
的に登録されます。 このイ ン ターフ ェースから参加要
求を受信し ない限 り 、 イ ン ターフ ェースはこの VLAN 
に参加し ません。 これは、 標準の登録 と同等です。
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6.1.9 vlan participation all
こ のコマン ド は VLAN におけるすべてのイ ン ターフ ェースに対する参加の程度
を構成し ます。 ID は有効な VLAN ID 番号です。

形式  vlan participation all {exclude | include | auto} <1-
4094>

モード  Global Config

参加オプシ ョ ンは以下の通 り : 

include  イ ン ターフ ェースは常にこ の VLAN の メ ンバーです。
これは、 固定された登録 と同等です。

exclude  イ ン ターフ ェースはこの VLAN の メ ンバーではあ り ま
せん。 これは、 禁止された登録 と同等です。

auto  イ ン ターフ ェースは GVRP によ り 、 この VLAN に自動
的に登録されます。 このイ ン ターフ ェースから参加要
求を受信し ない限 り 、 イ ン ターフ ェースはこの VLAN 
に参加し ません。 これは、 標準の登録 と同等です。

6.1.10 vlan port acceptframe all
こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースに対し てフ レーム許容モー ド を設定
し ます。 定義されたモード は次の とお り です :

･ VLAN Only モー ド - このイ ン ターフ ェースで受信された タ グな し フ レーム ま
たは優先フ レームは廃棄されます。 

･ Admit All モード - こ のイ ン ターフ ェースで受信された タ グな し フ レーム また
は優先フ レームは許可され、 このポー ト にイ ン ターフ ェース VLAN ID の値
が割 り 当て られます。 

いずれのオプシ ョ ンでも、 VLAN タ グ付フ レームは IEEE 802.1Q VLAN 仕様に基
づき転送されます。

既定値  all 

形式  vlan port acceptframe all {vlanonly | all} 

モード  Global Config
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6.1.10.1  no vlan port acceptframe all

こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースのフ レーム許容モー ド を Admit All 
に設定し ます。 Admit All モード については、 こ のイ ン ターフ ェースで受信され
た タ グな し フ レーム または優先フ レームは許可され、 このポー ト にイ ン ター
フ ェース VLAN ID の値が割 り 当て られます。 いずれのオプシ ョ ンでも、 VLAN 
タ グ付フ レームは IEEE 802.1Q VLAN 仕様に基づき転送されます。

形式  no vlan port acceptframe all 

モード  Global Config

6.1.11 vlan port pvid all
こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースについて VLAN ID を変更し ます。

既定値  1

形式  vlan port pvid all <1-4094>

モード  Global Config

6.1.11.1  no vlan port pvid all

こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースについて VLAN ID を 1 に設定し ま
す。

形式  no vlan port pvid all 

モード  Global Config

6.1.12 vlan port tagging all
こ のコマン ド は、 VLAN のすべてのイ ン ターフ ェースのタ グ付け動作を有効に構
成し ます。 タ グ付けが有効にな る と、 ト ラ フ ィ ッ クはタ グ付フ レーム と し て送信
されます。 タ グ付けが無効にな る と、 ト ラ フ ィ ッ クはタ グな し フ レーム と し て送
信されます。 ID は有効な VLAN ID 番号です。 

形式  vlan port tagging all <1-4094>

モード  Global Config

6.1.12.1  no vlan port tagging all

こ のコマン ド は、 VLAN のすべてのイ ン ターフ ェースのタ グ付け動作を無効に構
成し ます。 タ グ付けが無効にな る と、 ト ラ フ ィ ッ クはタ グな し フ レーム と し て送
信されます。 ID は有効な VLAN ID 番号です。 

形式  no vlan port tagging all 
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モード  Global Config

6.1.13 vlan port ingressfilter all
こ のコマン ド はすべてのポー ト に対し入口フ ィ ルタ リ ングを有効化し ます。 入口
フ ィ ルタ リ ングが無効になっている場合、 VLAN ID で受信された、 受信イ ン
ターフ ェースの VLAN メ ンバーシ ッ プ と一致し ないフ レームは、 許可された後、
VLAN メ ンバーであ るポー ト に転送されます。

既定値  disabled

形式  vlan port ingressfilter all

モード  Global Config

6.1.13.1  no vlan port ingressfilter all

こ のコマン ド はすべてのポー ト に対し入口フ ィ ルタ リ ングを無効化し ます。 入口
フ ィ ルタ リ ングが無効になっている場合、 VLAN ID で受信された、 受信イ ン
ターフ ェースの VLAN メ ンバーシ ッ プ と一致し ないフ レームは、 許可された後、
VLAN メ ンバーであ るポー ト に転送されます。

形式  no vlan port ingressfilter all

モード  

6.1.14 Global Config

6.1.15 vlan protocol group
こ のコマン ド は、 プロ ト コルベースの VLAN グループをシステムに追加し ます。
<groupName> は 1 ～ 16 文字の文字列です。 作成された と き、 プロ ト コルグルー
プには一意の番号が割 り 当て られ、 これが後続のコマン ド でグループを識別する
ために利用されます。

形式  vlan protocol group <groupname>

モード  Global Config
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6.1.16 vlan protocol group add protocol 
こ のコマン ド は、 <groupid> によ って識別されたプロ ト コルベースの VLAN に 
<protocol> を追加し ます。 グループには、 複数のプロ ト コルが関連付け られて
いる こ と があ り ます。 各イ ン ターフ ェース と プロ ト コルの組み合わせは 1 つのグ
ループにのみ関連付ける こ と ができ ます。 プロ ト コルをグループに追加する と、
現在グループに関連付け られている イ ン ターフ ェース と の間で競合が発生する た
め、 こ のコマン ド は失敗し、 プロ ト コルはグループに追加されません。 プロ ト コ
ルの可能な値は ip、arp、ipx です。

既定値  none 

形式  vlan protocol group add protocol <groupid> 
<protocol>

モード  Global Config

6.1.16.1  no vlan protocol group add protocol 

こ のコマン ド は、 <groupid> によ り 識別された、 このプロ ト コルベースの VLAN 
グループから、 <protocol> を削除し ます。 プロ ト コルの可能な値は  ip、arp、ipx 
です。

形式  no vlan protocol group add protocol <groupid> 
<protocol>

モード  Global Config

6.1.17 vlan protocol group remove
こ のコマン ド は、 <groupid> によ り 識別されたプロ ト コルベースの VLAN グルー
プを削除し ます。

形式  vlan protocol group remove <groupid>

モード  Global Config

6.1.18 protocol group
こ のコマン ド は、 <groupid> によ って識別されたプロ ト コルベースの VLAN に 
<vlanid> を追加し ます。 グループは 1 回につき、 1 つの VLAN と のみ関連付ける
こ と ができ ますが、 VLAN の関連は変更する こ と ができ ます。 

GVRP が VLAN を作成する こ と が決ま っている場合を除き、プロ ト コルベースの 
VLAN を作成する前に、 参照 VLAN を作成する必要があ り ます。

既定値  none 
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形式  protocol group <groupid> <vlanid>

モード  VLAN Config

6.1.18.1  no protocol group

こ のコマン ド は、 こ の <groupid> によ り 識別されたプロ ト コルベースの VLAN 
グループから、 <vlanid>  を削除し ます。

形式  no protocol group <groupid> <vlanid>

モード  VLAN Config

6.1.19 protocol vlan group
こ のコマン ド は、 <groupid> によ って識別されたプロ ト コルベースの VLAN に、
物理イ ン ターフ ェース を追加し ます。 複数のイ ン ターフ ェース を 1 つのグループ
と関連付ける こ と ができ ますが、 各イ ン ターフ ェース と プロ ト コルの組み合わせ
は 1 つのグループ と のみ関連付ける こ と ができ ます。 イ ン ターフ ェース をグルー
プに追加する と、 現在グループに関連付け られているプロ ト コル と の間で競合が
発生する ため、 このコマン ド は失敗し、 イ ン ターフ ェースはグループに追加され
ません。 

GVRP を構成し て VLAN を作成する場合を除き、 プロ ト コルベースの VLAN を
作成する前に参照 　 VLAN を作成し て く ださい。

形式  protocol vlan group <groupid> 

モード  Interface Config

6.1.19.1  no protocol vlan group

こ のコマン ド は、 <groupid> によ り 識別された このプロ ト コルベースの VLAN グ
ループから、 イ ン ターフ ェース を削除し ます。 

形式  no protocol vlan group <groupid> 

モード  Interface Config
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6.1.20 protocol vlan group all
こ のコマン ド は、 <groupid> によ って識別されたプロ ト コルベースの VLAN に、
すべての物理イ ン ターフ ェース を追加し ます。 複数のイ ン ターフ ェース を 1 つの
グループ と 関連付ける こ と ができ ますが、 各イ ン ターフ ェース と プロ ト コルの組
み合わせは 1 つのグループ と のみ関連付ける こ と ができ ます。 イ ン ターフ ェース
をグループに追加する と 、 現在グループに関連付け られているプロ ト コル と の間
で競合が発生する ため、 こ のコマン ド は失敗し、 イ ン ターフ ェースはグループに
追加されません。 

GVRP を構成し て VLAN を作成する場合を除き、 プロ ト コルベースの VLAN を
作成する前に参照 　 VLAN を作成し て く ださい。

形式  protocol vlan group all <groupid> 

モード  Global Config

6.1.20.1  no protocol vlan group all

こ のコマン ド は、 <groupid> によ り 識別されたプロ ト コルベースの VLAN グルー
プから、 すべてのイ ン ターフ ェース を削除し ます。 

形式  no protocol vlan group all <groupid> 

モード  Global Config

6.1.21 vlan pvid
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース ご と に VLAN ID を変更し ます。

既定値  1

形式  vlan pvid <1-4094>

モード  Interface Config

6.1.21.1  no vlan pvid

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース ご と に VLAN ID を 1 に設定し ます。

形式  no vlan pvid 

モード  Interface Config
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6.1.22 vlan tagging
こ のコマン ド は、 VLAN の特定イ ン ターフ ェースのタ グ付け動作を有効に構成し
ます。 タ グ付けが有効にな る と 、 ト ラ フ ィ ッ クはタ グ付フ レーム と し て送信され
ます。 タ グ付けが無効にな る と 、 ト ラ フ ィ ッ クはタ グな し フ レーム と し て送信さ
れます。 ID は有効な VLAN ID 番号です。 

形式  vlan tagging <1-4094>

モード  Interface Config

6.1.22.1  no vlan tagging

こ のコマン ド は、 VLAN の特定イ ン ターフ ェースのタ グ付け動作を無効に構成し
ます。 タ グ付けが無効にな る と 、 ト ラ フ ィ ッ クはタ グな し フ レーム と し て送信さ
れます。 ID は有効な VLAN ID 番号です。

形式  no vlan tagging <1-4094>

モード  Interface Config

6.2 VLAN Show コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 VLAN 設定を表示する ために使用する コマン ド について説
明し ています。

6.2.1 show vlan 
こ のコマン ド は、 特定の VLAN について、 イ ン ターフ ェース情報を含む詳細情
報を表示し ます。 ID は有効な VLAN ID 番号です。

形式  show vlan <vlanid>

モード  Privileged EXEC

User EXEC

VLAN ID  各 VLAN には関連付け られている VLAN 識別子 (VID) 
があ り ます。 VLAN ID の範囲は 1 ～ 4094 です。

VLAN Name  便宜を図る ため、 こ の VLAN に関連付け られた文字列
です。 空白も含め、 最大 32 文字の英数字です。 既定値
は空白です。 VLAN ID 1 は常に 'Default' の名前があ り
ます。 こ のフ ィ ール ド はオプシ ョ ンです。 
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VLAN Type  VLAN タ イプは既定値 (VLAN ID = 1)、 静的 ( 構成され、
永久的に定義された もの )、 または動的 (GVRP 登録に
よ り 作成された もの ) と な り ます。 

イ ン ターフ ェース  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。 最上行のセレ ク ターを使って、 すべてのポー ト
についてパラ メ ータ を設定する こ と ができ ます。 

Current  こ の VLAN における、 このポー ト の参加の程度を決定
し ます。 可能な値 : 

Include - こ のポー ト は常にこ の VLAN の メ ンバーで
す。 これは、 IEEE 802.1Q 標準に固定された登録 と同
じです。 

Exclude - こ のポー ト はこ の VLAN の メ ンバーではあ り
ません。 これは、 IEEE 802.1Q 標準で禁止された登録
と同じです。 

Autodetect  - GVRP を通し て、 こ の VLAN でポー ト を
動的に登録する方法です。 このポー ト から参加要求を
受信し ない限 り 、 ポー ト はこの VLAN に参加し ませ
ん。 これは、 IEEE 802.1Q 標準で標準登録 と同じです。

Configured  こ の VLAN における、 このポー ト の参加の構成済み程
度を決定し ます。 可能な値 : 

Include - こ のポー ト は常にこ の VLAN の メ ンバーで
す。 これは、 IEEE 802.1Q 標準に固定された登録 と同
じです。 

Exclude - こ のポー ト はこ の VLAN の メ ンバーではあ り
ません。 これは、 IEEE 802.1Q 標準で禁止された登録
と同じです。 

Autodetect  - GVRP を通し て、 こ の VLAN でポー ト を
動的に登録する方法です。 このポー ト から参加要求を
受信し ない限 り 、 ポー ト はこの VLAN に参加し ませ
ん。 これは、 IEEE 802.1Q 標準で標準登録と同じです。 

Tagging  こ の VLAN のこ のポー ト について、 タ グ付けの動作を
選択し ます。 

Tagged - こ の VLAN の ト ラ フ ィ ッ ク を タ グ付フ レーム
と し て送信する よ う 指定し ます。 

Untagged - この VLAN の ト ラ フ ィ ッ ク を タ グな し フ
レーム と し て送信する よ う 指定し ます。
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6.2.2 show vlan brief
こ のコマン ド は、 すべての構成済み VLAN の リ ス ト を表示し ます。

形式  show vlan brief

モード  Privileged EXEC

User EXEC

VLAN ID  各 VLAN には関連付け られている VLAN 識別子 (vlanid) 
があ り ます。 VLAN ID の範囲は 1 ～ 4094 です。

VLAN Name  便宜を図る ため、 こ の VLAN に関連付け られた文字列
です。 空白も含め、 最大 32 文字の英数字です。 既定値
は空白です。 VLAN ID 1 は常に 'Default' の名前があ り
ます。 こ のフ ィ ール ド はオプシ ョ ンです。 

VLAN Type  VLAN タ イプは既定値 (VLAN ID = 1)、 静的 ( 構成され、
永久的に定義された もの )、 または動的 (GVRP 登録に
よ り 作成された もの ) と な り ます。 

6.2.3 show vlan port
こ のコマン ド は VLAN ポー ト の情報を表示し ます。 

形式  show vlan port {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC
User EXEC

イ ン ターフ ェース  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。 最上行のセレ ク ターを使って、 すべてのポー ト
についてパラ メ ータ を設定する こ と ができ ます。 

Port VLAN ID  こ のポー ト がタ グな し フ レーム、 またはこのポー ト で
受信された優先タ グ付フ レームに割 り 当て る VLAN ID 
です。 値は既存の VLAN 向けであ る必要があ り ます。
工場出荷時は 1 です。

Acceptable Frame 
Types  こ のポー ト で受信可能なフ レームのタ イプを指定し ま

す。 オプシ ョ ンは 'VLAN only' または 'Admit All' です。
'VLAN only' に設定される と 、 タ グな し フ レーム または
こ のポー ト で受信された優先タ グ付フ レームは廃棄さ
れます。 'Admit All' に設定される と、 このポー ト で受
信された タ グな し フ レーム または優先フ レームは許可
され、 こ のポー ト にポー ト  VLAN ID の値が割 り 当て ら
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れます。 いずれのオプシ ョ ンでも、 VLAN タ グ付フ
レームは IEEE 802.1Q VLAN 仕様に基づき転送されま
す。 

Ingress Filtering  有効または無効にし ます。 有効に設定される と、 この
ポー ト がフ レームに関連付け られた VLAN の メ ンバー
でない場合、 フ レームは廃棄されます。 タ グ付フ レー
ムでは、 VLAN はタ グの VLAN ID によ り 識別されま
す。 タ グな し フ レームでは、 VLAN はこ のフ レームを
受信し たポー ト に対し て指定されたポー ト  VLAN ID と
な り ます。 無効に設定されている と、 すべてのフ レー
ムは 802.1Q VLAN ブ リ ッ ジ仕様に基づき、 転送されま
す。 工場出荷時は無効です。 

GVRP  有効または無効にする こ と ができ ます。

Default Priority  802.1p 優先順位は、 ポー ト に到着し た タ グ付パケ ッ ト
に割 り 当て られます。

  

6.3 プロ ビジ ョ ニング (IEEE 802.1p) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ポー ト の優先順位付けを行 う プロ ビジ ョ ニングを構成する
ためのコマン ド について説明し ています。

6.3.1 vlan port priority all
こ のコマン ド は、 現在デバイ スに接続されているすべてのポー ト のタ グな しパ
ケ ッ ト に対し て割 り 当て られたポー ト 優先順位を構成し ます。 優先順位の範囲は
0 ～ 7 です。 後続のポー ト ご と の構成は、 この構成を上書き し ます。 

形式  vlan port priority all <priority>

モード  Global Config
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6.3.2 vlan priority
こ のコマン ド は、 特定のイ ン ターフ ェースのタ グな しパケ ッ ト に対し て割 り 当て
られた既定の 802.1p ポー ト 優先順位を構成し ます。 優先順位の範囲は 0 ～ 7 で
す。

既定値  0

形式  vlan priority <priority>

モード  Interface Config



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

6-16 VLAN コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月



DHCP コマン ド 7-1

v1.0, 2006 年 4 月

第 7 章
DHCP コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な DHCP コマン ド
について説明し ています。 DHCP はク ラ イ アン ト の TCP/IP 構成を自動的に割 り
当て、 管理し ます。 DHCP は UDP を転送プロ ト コル と し て使用し、 管理ア ド レ
ス割当を容易にする さ まざまな機能をサポー ト し ます。

DHCP サーバコマン ド のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 7- 2 ページのセ ク シ ョ ン 7.1 "DHCP サーバコマン ド (DHCP Config Pool 
Mode)"

･ 7- 9 ページのセ ク シ ョ ン 7.2 "DHCP サーバコマン ド (Global Config Mode)"

･ 7- 12 ページのセ ク シ ョ ン 7.3 "DHCP サーバの消去および表示コマン ド "

･ 7- 16 ページのセ ク シ ョ ン 7.4 "DHCP および BOOTP Relay コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 3 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。

･ 消去コマン ド は一部またはすべての設定を工場出荷時の初期設定に戻し ま
す。 
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7.1 DHCP サーバコマンド (DHCP Config Pool Mode)

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチの DHCP サーバ設定を構成する ためのコマン ド
について説明し ています。

7.1.1 ip dhcp pool
こ のコマン ド は、 DHCP サーバ上の DHCP ア ド レ スプール名を構成し、 DHCP 
プール構成モード に入 り ます。 

既定値  な し

形式  ip dhcp pool <name>

モード  Global Config

7.1.1.1  no ip dhcp pool

こ のコマン ド は、 DHCP ア ド レ スプールを削除し ます。 名前は以前に構成された
プール名です。 

形式  no ip dhcp pool <name>

モード  Global Config

7.1.2 client-identifier
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の唯一の識別子を指定し ます。 唯一の識別
子は、 16 進法形式の有効な標記です。 Microsoft DHCP ク ラ イ アン ト など一部の
システムでは、 ハード ウ ェ アア ド レ スに代わ り に ク ラ イ アン ト 識別子が必要 と さ
れます。 唯一の識別子は、 メ デ ィ ア タ イプ と MAC ア ド レ スの連続です。 た と え
ば、 Ethernet ア ド レ ス c819.2488.f177 に対する Microsoft ク ラ イ アン ト 識別子は 
01c8.1924.88f1.77 であ り 、 01 は Ethernet メ デ ィ ア タ イプを表し ます。 メ デ ィ ア
タ イプコード の一覧に関する詳細は、 RFC 1700 Assigned Number の "Address 
Resolution Protocol Parameters" セ ク シ ョ ンをご覧 く ださい。

既定値  な し

形式  client-identifier <uniqueidentifier>

モード  DHCP Pool Config

メ モ : CLI モード は、 コマン ド が正常に実行される と DHCP Pool Config 
モー ド に変わ り ます。
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7.1.2.1  no client-identifier

こ のコマン ド はク ラ イ アン ト 識別子を削除し ます。

形式  no client-identifier

モード  DHCP Pool Config 

7.1.3 client-name
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の名前を指定し ます。 名前は標準 ASCII 文
字から成る文字列です。

既定値  な し

形式  client-name <name>

モード  DHCP Pool Config

7.1.3.1  no client-name

こ のコマン ド はク ラ イ アン ト 名を削除し ます。 

形式  no client-name

モード  DHCP Pool Config

7.1.4 default-router
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の既定ルータ リ ス ト を指定し ます。
{address1, address2 ・ address8} は有効な IP ア ド レ スであ り 、 それぞれが 4 つの 10 進
法バイ ト 0 ～ 255 で構成されています。 IP ア ド レ ス 0.0.0.0 は無効です。

既定値  な し

形式  default-router <address1> 
[<address2>....<address8>]

モード  DHCP Pool Config

7.1.4.1  no default-router

こ のコマン ド は既定のルータ リ ス ト を削除し ます。 

形式  no default-router

モード  DHCP Pool Config
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7.1.5 dns-server
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト で利用可能な IP サーバを指定し ます。 ア
ド レ スパラ メ ータは有効な IP ア ド レ スであ り 、 それぞれが 4 つの 10 進法バイ ト
0 ～ 255 で構成されています。 IP ア ド レ ス 0.0.0.0 は無効です。

既定値  な し

形式  dns-server <address1> [<address2>....<address8>]

モード  DHCP Pool Config

7.1.5.1  no dns-server

こ のコマン ド は DNS サーバ リ ス ト を削除し ます。 

形式  no dns-server

モード  DHCP Pool Config

7.1.6 hardware-address
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト のハード ウ ェ アア ド レ ス を指定し ます。
ハード ウ ェ アア ド レ スは、 ク ラ イ アン ト のハード ウ ェアプラ ッ ト フ ォームの 
MAC ア ド レ スであ り 、 6 バイ ト のピ リ オ ド で区切られた 16 進法形式で構成され
ます。 タ イプ と は、 ハード ウ ェ アプラ ッ ト フ ォームのプロ ト コルを意味し ます。
10 MB Ethernet の場合は 1、 IEEE 802 の場合は 6 です。

既定値  ethernet

形式  hardware-address <hardwareaddress> [type]

モード  DHCP Pool Config

7.1.6.1  no hardware-address

こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト のハード ウ ェ アア ド レ ス を削除し ます。 

形式  no hardware-address

モード  DHCP Pool Config
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7.1.7 host
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト へのマニ ュ アルバイ ンデ ィ ングのための 
IP ア ド レ ス と ネ ッ ト ワーク マス ク を指定し ます。 ア ド レ ス と マス クは有効な IP 
ア ド レ スであ り 、 それぞれが 4 つの 10 進法バイ ト 0 ～ 255 で構成されています。
IP ア ド レ ス 0.0.0.0 は無効です。 プ リ フ ィ ッ ク スの長さは 0 ～ 32 文字の整数で
す。

既定値  な し

形式  host <address> [mask | prefix-length]

モード  DHCP Pool Config

7.1.7.1  no host

こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の IP ア ド レ ス を削除し ます。 

形式  no host

モード  DHCP Pool Config

7.1.8 lease
こ のコマン ド は、 IP ア ド レ スが DHCP サーバから DHCP ク ラ イ アン ト に割 り 当
て られる リ ース時間を構成し ます。 全体の リ ース時間は 1 ～ 86400 分です。
infinite と指定する と、 リ ースは 60 日に設定されます。 Days は 0 ～ 59 の整数で
す。 Hours は 0 ～ 1439 の整数です。 Minutes は 0 ～ 86399 の整数です。

既定値  1( 日 )

形式  lease {[<days> [hours] [minutes]] | [infinite]}

モード  DHCP Pool Config

7.1.8.1  no lease

こ のコマン ド は、 DHCP サーバの リ ース時間を既定値に戻し ます。 

形式  no lease

モード  DHCP Pool Config
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7.1.9 network
こ のコマン ド を使用し、 サーバ上の DHCP ア ド レ スプールに対し、 サブネ ッ ト
数と マス ク を構成し ます。 ネ ッ ト ワーク番号は有効な IP ア ド レ スであ り 、 4 つ
の 10 進法バイ ト 、 0 ～ 255 で構成されます。 IP ア ド レ ス 0.0.0.0 は無効です。 マ
ス クは指定されたア ド レ スプールの IP サブネ ッ ト マス ク です。 プ リ フ ィ ッ ク ス
の長さは 0 ～ 32 文字の整数です。

既定値  な し

形式  network <networknumber> [mask | prefixlength]

モード  DHCP Pool Config

7.1.9.1  no network

こ のコマン ド はサブネ ッ ト 番号 と マス ク を削除し ます。 

形式  no network

モード  DHCP Pool Config

7.1.10 bootfile
こ のコマン ド は DHCP ク ラ イ アン ト に対する既定の起動イ メ ージの名前を指定
し ます。 <filename> は起動イ メ ージフ ァ イルを指定し ます。

既定値  な し

形式  bootfile <filename>

モード  DHCP Pool Config

7.1.10.1  no bootfile

こ のコマン ド は起動イ メ ージ名を削除し ます。

形式  no bootfile

モード  DHCP Pool Config

7.1.11 domain-name
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の ド メ イ ン名を指定し ます。 <domain> は
ク ラ イ アン ト の ド メ イ ン名文字列を指定し ます。

既定値  な し

形式  domain-name <domain>
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モード  DHCP Pool Config 

7.1.11.1  no domain-name

こ のコマン ド は ド メ イ ン名を削除し ます。 

形式  no domain-name

モード  DHCP Pool Config

7.1.12 netbios-name-server
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト で利用可能な NetBIOS Windows Internet 
Naming Service (WINS) ネームサーバを構成し ます。

1 つの IP ア ド レ スが必要ですが、 1 行のコマン ド ラ イ ンには最大 8 つのア ド レ ス
を指定する こ と ができ ます。 サーバは優先順に リ ス ト されています ( ア ド レ ス 1
は最も優先順位の高いサーバ、 ア ド レ ス 2 は次に優先順位の高いサーバ…など
)。

既定値  な し

形式  netbios-name-server <address> 
[<address2>...<address8>]

モード  DHCP Pool Config

7.1.12.1  no netbios-name-server

こ のコマン ド は NetBIOS サーバ リ ス ト を削除し ます。

形式  no netbios-name-server

モード  DHCP Pool Config

7.1.13 netbios-node-type
コマン ド は Microsoft Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) ク ラ イ ア ン ト タ
イプを構成し、 NetBIOS ノ ード タ イプを指定し ます。 有効な タ イプは以下の通 り
:

･ b-node ― ブロード キ ャ ス ト

･ p-node ― ピア･ツーピア

･ m-node ― 混合

･ h-node ― ハイブ リ ッ ド ( 推奨 )
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既定値  な し

形式  netbios-node-type <type>

モード  DHCP Pool Config

7.1.13.1  no netbios-node-type

こ のコマン ド は NetBIOS タ イプを削除し ます。 

形式  no netbios-node-type

モード  DHCP Pool Config

7.1.14 next-server
こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の起動プロセスの次のサーバを構成し ま
す。

ア ド レ スは起動プロセスの次のサーバの IP ア ド レ スであ り 、 通常は TFTP サー
バです。

既定値  受信イ ン ターフ ェースヘルパーア ド レ ス

形式  next-server <address>

モード  DHCP Pool Config

7.1.14.1  no next-server

こ のコマン ド は起動サーバ リ ス ト を削除し ます。 

形式  no next-server

モード  DHCP Pool Config

7.1.15 option
こ のコマン ド は DHCP サーバオプシ ョ ンを構成し ます。 <code> パラ メ ータは 
DHCP オプシ ョ ン コード を指定し ます。 Ascii 文字列は NVT ASCII 文字列を指定
し ます。 スペース を含む ASCII 文字列は、 引用符で囲 う 必要があ り ます。 Hex 文
字列は 16 進法データ を指定し ます。 16 進法文字列には 2 つの 16 進法数字が含
まれ、 各バイ ト はピ リ オ ド、 コ ロ ン、 スペースなどで区切る こ と ができ ます。

例 :a3:4f:22:0c / a3 4f 22 0c / a34f.220c.9fed
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既定値  な し

形式  option <code> {ascii string | hex <string1> 
[<string2>...<string8>] | ip <address1> 
[<address2>...<address8>]}

モード  DHCP Pool Config

7.1.15.1  no option

こ のコマン ド はオプシ ョ ンを削除し ます。

形式  no option <code>

モード  DHCP Pool Config

7.2 DHCP サーバコマンド (Global Config Mode)

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチの DHCP サーバ設定を構成する ためのコマン ド
について説明し ています。 これらのコマン ド を実行するには、 Global Config モー
ド でなければな り ません。

7.2.1 ip dhcp excluded-address
こ のコマン ド は、 DHCP サーバが DHCP ク ラ イ アン ト に割 り 当て るべきではな
い IP ア ド レ ス を指定し ます。 低ア ド レ ス と高ア ド レ スは有効な IP ア ド レ スであ
り 、 それぞれが 4 つの 10 進法バイ ト 0 ～ 255 で構成されています。 IP ア ド レ ス 
0.0.0.0 は無効です。

既定値  な し

形式  ip dhcp excluded-address <lowaddress> 
[highaddress]

モード  Global Config 

7.2.1.1  no ip dhcp excluded-address

こ のコマン ド は、 DHCP ク ラ イ アン ト の除外された IP ア ド レ ス を削除し ます。
低ア ド レ ス と高ア ド レ スは有効な IP ア ド レ スであ り 、 それぞれが 4 つの 10 進法
バイ ト 0 ～ 255 で構成されています。 IP ア ド レ ス 0.0.0.0 は無効です。

形式  no ip dhcp excluded-address <lowaddress> 
[highaddress]

モード  Global Config 
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7.2.2 ip dhcp ping packets
こ のコマン ド は、 DHCP サーバが ping 操作の一部と し てプールア ド レ スに送信
するパケ ッ ト の数字 (2 ～ 10 の範囲 ) を指定する ために使われます。 既定では、
プールア ド レ スに送信されるパケ ッ ト 数は 2 です ( パケ ッ ト 送信時に許可される
最小数 )。 パケ ッ ト 数を 0 に設定する と、 こ のコマン ド は無効 と な り ます。 

既定値  2

形式  ip dhcp ping packets <0,2-10>

モード  Global Config

7.2.2.1  no ip dhcp ping packets

こ のコマン ド は、 サーバからプールア ド レ スへの ping を防止し、 パケ ッ ト 数を
0 に設定し ます。

既定値  0

形式  no ip dhcp ping packets

モード  Global Config

7.2.3 service dhcp
こ のコマン ド は DHCP サーバを有効化し ます。

既定値  disabled

形式  service dhcp

モード  Global Config

7.2.3.1  no service dhcp

こ のコマン ド は DHCP サーバを無効化し ます。 

形式  no service dhcp

モード  Global Config

メ モ : こ のコマン ド の "NO" 形式は、 プールア ド レ スに送信されるパ
ケ ッ ト 数を 0 に設定する ため、 サーバがプールア ド レ ス を ping で
き な く な り ます。
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7.2.4 ip dhcp bootp automatic
こ のコマン ド は起動ク ラ イ アン ト へのア ド レ ス割 り 当てを有効化し ます。 ア ド レ
スは自動ア ド レ スプールから です。

既定値  disabled

形式  ip dhcp bootp automatic

モード  Global Config 

7.2.4.1  no ip dhcp bootp automatic

こ のコマン ド は起動ク ラ イ アン ト へのア ド レ ス割 り 当てを無効化し ます。 ア ド レ
スは自動ア ド レ スプールから です。 

形式  no ip dhcp bootp automatic

モード  Global Config 

7.2.5 ip dhcp conflict logging
こ のコマン ド は、 DHCP サーバ重複ア ド レ スのロ ギングを有効化し ます。 

既定値  enabled

形式  ip dhcp conflict logging

モード  Global Config 

7.2.5.1  no ip dhcp conflict logging

こ のコマン ド は、 DHCP サーバ重複ア ド レ スのロ ギングを無効化し ます。 

形式  no ip dhcp conflict logging

モード  Global Config
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7.3 DHCP サーバの消去および表示コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 様々な DHCP 情報を削除する コマン ド と、 DHCP 構成情
報や統計を表示する ためのコマン ド について説明し ています。 

7.3.1 clear ip dhcp binding
こ のコマン ド は DHCP サーバデータベースから自動ア ド レ スバイ ンデ ィ ングを
削除し ます。 "*" が指定されている場合、 すべてのア ド レ スに対応するバイ ン
デ ィ ングが削除されます。 <address> は有効な IP ア ド レ スで、 4 つの 10 進法バ
イ ト で 0 ～ 255 の数字で形成されています。 IP ア ド レ ス 0.0.0.0 は無効です。

既定値  な し

形式  clear ip dhcp binding {address | *}

モード  Privileged EXEC

7.3.2 clear ip dhcp server statistics
こ のコマン ド は DHCP サーバ統計カ ウ ン タ を消去し ます。 

形式  clear ip dhcp server statistics

モード  Privileged EXEC

7.3.3 clear ip dhcp conflict
こ のコマン ド は、 DHCP サーバデータベースからのア ド レ ス重複を消去する ため
に使われます。 サーバは ping を使って重複を検出し ます。 ア ド レ スパラ メ ータ
と し てアス タ リ ス ク (*) が使われている場合、 DHCP サーバはすべての重複を消
去し ます。

既定値  な し

形式  clear ip dhcp conflict {<address> | *}

モード  Privileged EXEC



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

DHCP コマン ド 7-13

v1.0, 2006 年 4 月

7.3.4 show ip dhcp binding
こ のコマン ド は、 DHCP サーバにおける特定の IP ア ド レ スのア ド レ スバイ ン
デ ィ ングを表示し ます。 IP ア ド レ スが指定されていない場合、 すべてのア ド レ
スに対応するバイ ンデ ィ ングが表示されます。 

形式  show ip dhcp binding [address]

モード  Privileged EXEC
User EXEC

IP address   ク ラ イ アン ト の IP ア ド レ スです。 

Hardware Address  MAC ア ド レ ス またはク ラ イ アン ト 識別子です。

Lease expiration  ク ラ イ アン ト に割 り 当て られた IP ア ド レ スの リ ース期
限です。 

Type  IP ア ド レ スが ク ラ イ アン ト に割 り 当て られた方法で
す。 

7.3.5 show ip dhcp global configuration
こ のコマン ド は、 DHCP サーバにおける特定の IP ア ド レ スのア ド レ スバイ ン
デ ィ ングを表示し ます。 IP ア ド レ スが指定されていない場合、 すべてのア ド レ
スに対応するバイ ンデ ィ ングが表示されます。 

形式  show ip dhcp global configuration

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Service DHCP  DHCP プロ ト コルのステータ ス を表示する フ ィ ール ド
です。

Number of Ping 
Packets  IP ア ド レ ス ID がまだ割 り 当て られていないこ と を確

認する ために送信される Ping パケ ッ ト の最大数です。

Conflict Logging  重複ロ ギングが有効か、 無効化を表示し ます。

BootP Automatic  動的プールのルーテ ィ ングモー ド が有効か、 無効化を
示し ます。
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7.3.6 show ip dhcp pool configuration
こ のコマン ド はプール構成を表示し ます。 all に指定されている場合、 すべての
プールに対する構成が表示されます。

形式  show ip dhcp pool configuration {<name> | all}

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Pool Name  構成済みプールの名前です。 

Pool Type  プールタ イプです。

Lease Time  ク ラ イ アン ト に割 り 当て られた IP ア ド レ スの リ ース期
限です。 

DNS Servers  DHCP ク ラ イ アン ト で使用可能な DNS サーバの リ ス ト
です。

Default Routers  DHCP ク ラ イ アン ト で使用可能な既定ルータの リ ス ト
です。

動的プールタ イプについては、 次の追加フ ィ ール ド が表示されます :

Network  DHCP ア ド レ スプールのネ ッ ト ワーク番号と マス ク で
す。

マニュ アルプールタ イプについては、 次の追加フ ィ ール ド が表示されます :

Client Name  DHCP ク ラ イ アン ト の名前です。

Client Identifier  DHCP ク ラ イ アン ト の唯一の識別子です。

Hardware Address  DHCP ク ラ イ アン ト のハー ド ウ ェ アア ド レ スです。 

Hardware Address 
Type  ハード ウ ェ アプラ ッ ト フ ォームのプロ ト コルです。 

Host  DHCP ク ラ イ アン ト へのマニュ アルバイ ンデ ィ ングの 
IP ア ド レ ス と マス ク です。 
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7.3.7 show ip dhcp server statistics
こ のコマン ド は DHCP サーバ統計を表示し ます。 

形式  show ip dhcp server statistics

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Automatic Bindings  DHCP データベースで検出されたホス ト の MAC ア ド
レ スに自動的にマ ッ プ された IP ア ド レ スの数です。 

Expired Bindings  期限切れ リ ースの数です。 

Malformed Bindings  DHCP サーバによ り 受信された不完全または破損し た
メ ッ セージの数です。

受信された メ ッ セージ :

DHCP DISCOVER  サーバが受信し た DHCPDISCOVER メ ッ セージ数です。

DHCP REQUEST  サーバが受信し た DHCPREQUEST メ ッ セージ数です。

DHCP DECLINE  サーバが受信し た DHCPDECLINE メ ッ セージ数です。

DHCP RELEASE  サーバが受信し た DHCPRELEASE メ ッ セージ数です。

DHCP INFORM  サーバが受信し た DHCPINFORM メ ッ セージ数です。

送信された メ ッ セージ :

DHCP OFFER  サーバが送信し た DHCPOFFER メ ッ セージ数です。

DHCP ACK  サーバが送信し た DHCPACK メ ッ セージ数です。

DHCP NACK  サーバが送信し た DHCPNACK メ ッ セージ数です。
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7.3.8 show ip dhcp conflict
こ のコマン ド は DHCP サーバによ る ロ グ されたア ド レ ス重複を表示し ます。 IP 
ア ド レ スが指定されていない場合、 重複し たすべてのア ド レ スが表示されます。

形式  show ip dhcp conflict [ip-address]

モード  Privileged EXEC 

User EXEC

IP address   DHCP サーバに記録されたホス ト の IP ア ド レ スです。

Detection Method  DHCP サーバでホス ト の IP ア ド レ スが検出された方法
です。

Detection time  重複が検出された時間です。

7.4 DHCP および BOOTP Relay コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチへの BootP/DHCP Relay を構成する ために使用す
る コマン ド について説明し ています。 DHCP リ レーエージェ ン ト はレ イヤー 3 で
作動し、 DHCP 要求を転送し、 ク ラ イ アン ト と サーバが同じ物理サブネ ッ ト 上に
ない と きにその通信を行います。 

7.4.1 bootpdhcprelay cidoptmode
こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対するサーキ ッ ト  ID オプ
シ ョ ンを有効化し ます。 

既定値  disabled

形式  bootpdhcprelay cidoptmode 

モード  Global Config

7.4.1.1  no bootpdhcprelay cidoptmode

こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対するサーキ ッ ト  ID オプ
シ ョ ンを無効化し ます。 

形式  no bootpdhcprelay cidoptmode 

モード  Global Config
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7.4.2 bootpdhcprelay enable
こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する リ レー要求の転送を有
効化し ます。

既定値  disabled

形式  bootpdhcprelay enable

モード  Global Config

7.4.2.1  no bootpdhcprelay enable

こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する リ レー要求の転送を無
効化し ます。

形式  no bootpdhcprelay enable

モード  Global Config

7.4.3 bootpdhcprelay maxhopcount 
こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する許容可能な最大 リ レー
エージ ェ ン ト ホ ッ プを構成し ます。 <hops> のパラ メ ータは 1 ～ 16 の範囲です。 

既定値  4

形式  bootpdhcprelay maxhopcount <1-16>

モード  Global Config

7.4.3.1  no bootpdhcprelay maxhopcount 

こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する既定の許容可能な最大
リ レーエージェ ン ト ホ ッ プを構成し ます。

形式  no bootpdhcprelay maxhopcount

モード  Global Config
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7.4.4 bootpdhcprelay minwaittime
こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する最短待機時間を秒で構
成し ます。 BOOTP リ レーエージェ ン ト が BOOTREQUEST メ ッ セージを受信す
る と、 要求の seconds-since-client-began-booting ( ク ラ イ アン ト が起動を開始し
てからの秒数 ) フ ィ ール ド を、 要求を リ レーするかど う かを決定する要因と し て
使用する可能性があ り ます。 パラ メ ータは 0 ～ 100 秒の範囲です。 

既定値  0

形式  bootpdhcprelay minwaittime <0-100>

モード  Global Config

7.4.4.1  no bootpdhcprelay minwaittime

こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する既定の最短待機時間を
秒で構成し ます。 

形式  no bootpdhcprelay minwaittime

モード  Global Config

7.4.5 bootpdhcprelay serverip
こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対するサーバ IP ア ド レ ス を
構成し ます。 <ipaddr> パラ メ ータは 4 桁のピ リ オ ド で区切られた 10 進法数字形
式の IP ア ド レ スです。 

既定値  0.0.0.0

形式  bootpdhcprelay serverip <ipaddr>

モード  Global Config

7.4.5.1  no bootpdhcprelay serverip

こ のコマン ド は、 システムの BootP/DHCP Relay に対する既定のサーバ IP ア ド
レ ス を構成し ます。

形式  no bootpdhcprelay serverip

モード  Global Config
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7.4.6 show bootpdhcprelay
こ のコマン ド は、 BootP/DHCP Relay 情報を表示し ます。

形式  show bootpdhcprelay

モード  Privileged EXEC

User EXEC

Maximum Hop 
Count  許可される最大 リ レーエージェ ン ト ホ ッ プです。

Minimum Wait Time 
(seconds)  最短の待機時間です。

Admin Mode  要求の リ レーが有効か、 無効化を示し ます。

Server IP Address  BootP/DHCP Relay サーバの IP ア ド レ スです。

Circuit Id Option 
Mode  有効、 または無効 と される DHCP サーキ ッ ト  ID オプ

シ ョ ンです。

Requests Received  受信された要求の数です。

Requests Relayed  リ レーされた要求の数です。

Packets Discarded  廃棄されたパケ ッ ト の数です。
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第 8 章
GARP、 GVRP、 GMRP コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、7300 シ リ ーズス イ ッ チ CLI で利用可能な Generic Attribute 
Registration Protocol (GARP)、 GARP VLAN Registration Protocol (GVRP)、 および 
Garp Multicast Registration Protocol (GVMP) コマン ド について説明し ています。
GARP は、 VLANS (GVMP を使用 ) またはマルチキ ャ ス ト グループ (GMRP を使用
) での メ ンバーシ ッ プのために、 ク ラ イ アン ト ステーシ ョ ンを ス イ ッチに登録す
る ためのプロ ト コルです。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 8- 2 ページのセ ク シ ョ ン 8.1 "GARP コマン ド "

･ 8- 5 ページのセ ク シ ョ ン 8.2 "GVRP コマン ド "

･ 8- 7 ページのセ ク シ ョ ン 8.3 "GMRP コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。
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8.1 GARP コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 GARP の構成および GARP ステータ スの表示に使用する コ
マン ド について説明し ています。 このセ ク シ ョ ンのコマン ド は、 GVMP と  GMRP 
にも影響し ます。 

8.1.1 set garp timer join 
こ のコマン ド は、 1 つ、 またはすべてのポー ト および GARP ご と の GVRP Join-
time を設定し ます。 結合時間 と は、 VLAN またはマルチキ ャ ス ト グループに メ ン
バーシ ッ プ登録 ( または再登録 ) し ている GARP Protocol Data Units (PDU) の送
信間隔です。 

こ のコマン ド は、 GVRP が有効な場合のみ効果があ り ます。 時間は 10 ～ 100 ( セ
ンチセカン ド ) です。 20 センチセカン ド は 0.2 秒です。

既定値  20 

形式  set garp timer join <10-100>

モード  Interface Config
Global Config

8.1.1.1  no set garp timer join

こ のコマン ド は、 1 つ、 またはすべてのポー ト および GARP ご と の GVRP Join-
time を既定値に設定し ます。 

形式  no set garp timer join

モード  Interface Config
Global Config

メ モ : こ のコマン ド は、 GVRP が有効な場合のみ効果があ り ます。
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8.1.2 set garp timer leave
こ のコマン ド は GVRP Leave-time を設定し ます。 放置時間と は、 VLAN またはマ
ルチキ ャ ス ト グループの登録解除要求が受信されてから、 VLAN エン ト リ を削除
する までの待ち時間です。 こ の時間は、 サービ スの中断を防ぐため、 同じ属性に
対し て他のステーシ ョ ンが登録を主張する ためのバッ フ ァ時間 と考え る こ と がで
き ます。 時間は 20 ～ 600 ( センチセカン ド ) です。 60 センチセカン ド は 0.6 秒で
す。

既定値  60 

形式  set garp timer leave <20-600>

モード  Interface Config
Global Config

8.1.2.1  no set garp timer leave

こ のコマン ド は GVRP Leave-time を既定値に設定し ます。 

形式  no set garp timer leave 

モード  Interface Config
Global Config

メ モ : こ のコマン ド は、 GVRP が有効な場合のみ効果があ り ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 GVRP が有効な場合のみ効果があ り ます。
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8.1.3 set garp timer leaveall
こ のコマン ド は、 Leave All PDUs が生成される頻度を設定し ます。 Leave All PDU 
は、 すべての登録が解除される こ と を意味し ます。 参加者が登録を維持するに
は、 再度登録し なおす必要があ り ます。 値はポー ト および GARP ご と の参加者
に適用されます。 時間は 200 ～ 6000 ( センチセカン ド ) の範囲です。 1000 セン
チセカン ド は 10 秒です。

既定値  1000 

形式  set garp timer leaveall <200-6000>

モード  Interface Config
Global Config

8.1.3.1  no set garp timer leaveall

こ のコマン ド は、 Leave All PDUs が生成される頻度を設定し ます。

形式  no set garp timer leaveall 

モード  Interface Config
Global Config

8.1.4 show garp
こ のコマン ド は GARP 情報を表示し ます。

形式  show garp

モード  Privileged EXEC
User EXEC

GMRP Admin Mode  システムの GMRP 管理モード を表示し ます。

GVRP Admin Mode  システムの GVRP 管理モー ド を表示し ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 GVRP が有効な場合のみ効果があ り ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 GVRP が有効な場合のみ効果があ り ます。
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8.2 GVRP コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 GARP VLAN Registration Protocol (GVRP) を構成および表
示する コマン ド について説明し ています。 GVRP 有効ス イ ッチは VLAN 構成情報
を交換し、 GVRP によ る ト ラ ッ ク ポー ト での動的 VLAN 作成 と自動 VLAN 切断
の提供を実現し ます。

8.2.1 set gvrp adminmode
こ のコマン ド は GVRP を有効にし ます。 

既定値  disabled

形式  set gvrp adminmode 

モード  Privileged EXEC

8.2.1.1  no set gvrp adminmode

こ のコマン ド は GVRP を無効にし ます。 

形式  no set gvrp adminmode 

モード  Privileged EXEC

8.2.2 set gvrp interfacemode
こ のコマン ド は GVRP を有効にし ます。 

既定値  disabled

形式  set gvrp interfacemode 

モード  Interface Config
Global Config

8.2.2.1  no set gvrp interfacemode

こ のコマン ド は GVRP を無効にし ます。 GVRP が無効に設定されている場合、
Join Time、 Leave Time、 Leave All Time はすべて効力を持ちません。

形式  no set gvrp interfacemode 

メ モ : GVRP が無効な場合、 システムは GVRP メ ッ セージを転送し ませ
ん。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

8-6 GARP、 GVRP、 GMRP コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月

モード  Interface Config
Global Config

8.2.3 show gvrp configuration
こ のコマン ド は、 1 つ、 またはすべてのイ ン ターフ ェースの Generic Attributes 
Registration Protocol (GARP) 情報を表示し ます。

形式  show gvrp configuration {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC 

User EXEC

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

Join Timer   属性の メ ンバーシ ッ プ登録 ( または再登録 ) を し てい
る GARP PDU の送信間隔を指定し ます。 現在の属性は 
VLAN またはマルチキ ャ ス ト グループです。 こ のタ イ
マーには、 per-Port、 per-GARP の参加者基準のイ ン ス
タ ン スがあ り ます。 許可されている値は 10 ～ 100 セン
チセカン ド (0.1 ～ 1.0 秒 ) です。 工場出荷時の設定は
20 センチセカン ド (0.2 秒 ) です。 仕様の精度は最高で
1 センチセカン ド (0.01 秒 ) です。 

Leave Timer  属性の登録解除要求を受信し てから、 属性を削除する
までの待ち時間を指定し ます。 現在の属性は VLAN ま
たはマルチキ ャ ス ト グループです。 この時間は、 サー
ビ スの中断を防ぐため、 同じ属性に対し て他のステー
シ ョ ンが登録を主張する ためのバッ フ ァ時間 と考え る
こ と ができ ます。 こ のタ イマーには、 per-Port、 per-
GARP の参加者基準のイ ン ス タ ン スがあ り ます。 許可
されている値は 20 ～ 600 センチセカン ド (0.2 ～ 6.0 秒
) です。 工場出荷時の設定は 60 センチセカン ド (0.6 秒
) です。 

LeaveAll Timer   こ の Leave All Time は、 LeaveAll PDU が生成される頻
度を コ ン ト ロールし ます。 LeaveAll PDU は、 すべての
登録がま も な く 解除される こ と を意味し ます。 参加者
が登録を維持するには、 再度登録し なおす必要があ り
ます。 こ のタ イマーには、 per-Port、 per-GARP の参加
者基準のイ ン ス タ ン スがあ り ます。 Leave All Period 
Timer は、 LeaveAllTime ～ 1.5*LeaveAllTime の範囲内
でラ ンダムに設定する こ と ができ ます。 許可されてい



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

GARP、 GVRP、 GMRP コマン ド 8-7

v1.0, 2006 年 4 月

る値は 200 ～ 6000 センチセカン ド (2 ～ 60 秒 ) です。
工場出荷時の設定は 1000 センチセカン ド (10 秒 ) で
す。 

Port GMRP Mode  ポー ト の GARP Multicast Registration Protocol (GMRP) 
管理モード を示し ます。 有効または無効 ( 既定値 ) に
設定する こ と ができ ます。 このパラ メ ータが無効に設
定されている場合、 Join Time、 Leave Time、 Leave All 
Time はすべて効力を持ちません。

8.3 GMRP コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 GARP Multicast Registration Protocol (GMRP) 情報を構成お
よび表示する コマン ド について説明し ています。 IGMP ス ヌーピングのよ う に、
GMRP はマルチキ ャ ス ト パケ ッ ト の氾濫を制御し ます。 GMRP 対応のス イ ッ チ
は、 同じセグ メ ン ト に接続されている MAC ネ ッ ト ワーキングデバイ ス を使用
し、 グループ メ ンバーシ ッ プ情報を動的に登録または登録解除し ます。 また、
GMRP は、 拡張フ ィ ルタ リ ングサービ スに対応するブ リ ッ ジ LAN 上のすべての
ネ ッ ト ワーキングデバイ スに対し、 グループ メ ンバーシ ッ プ情報を伝搬し ます。 

8.3.1 set gmrp adminmode
こ のコマン ド は、 システムの GARP Multicast Registration Protocol (GMRP) を有効
にし ます。 既定値は "disable" です。

形式  set gmrp adminmode 

モード  Privileged EXEC

8.3.1.1  no set gmrp adminmode

こ のコマン ド は、 システムの GARP Multicast Registration Protocol (GMRP) を無効
にし ます。 

形式  no set gmrp adminmode 

モード  Privileged EXEC

メ モ : GMRP が無効な場合、 システムは GMRP メ ッ セージを転送し ませ
ん。
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8.3.2 set gmrp interfacemode
こ のコマン ド は、 GARP Multicast Registration Protocol を有効にし ます。 GARP が
有効化されている イ ン ターフ ェースで、 ルーテ ィ ングが有効になっているか、 ま
たはこ のイ ン ターフ ェースがポー ト チャ ンネル (LAG) の メ ンバーと なっている
場合、 こ のイ ン ターフ ェースでの GARP 機能は無効化されます。 イ ン ター
フ ェースのルーテ ィ ングが無効化された り 、 ポー ト チャ ンネル (LAG) メ ンバー
シ ッ プがイ ン ターフ ェースから削除される と、 GARP 機能は再度有効化されま
す。

既定値  disabled

形式  set gmrp interfacemode 

モード  Interface Config
Global Config

8.3.2.1  no set gmrp interfacemode

こ のコマン ド は、 GARP Multicast Registration Protocol を無効にし ます。 GARP が
有効化されている イ ン ターフ ェースで、 ルーテ ィ ングが有効になっているか、 ま
たはこ のイ ン ターフ ェースがポー ト チャ ンネル (LAG) の メ ンバーと なっている
場合、 こ のイ ン ターフ ェースでの GARP 機能は無効化されます。 イ ン ター
フ ェースのルーテ ィ ングが無効化された り 、 ポー ト チャ ンネル (LAG) メ ンバー
シ ッ プがイ ン ターフ ェースから削除される と、 GARP 機能は再度有効化されま
す。

形式  no set gmrp interfacemode 

モード  Interface Config
Global Config

8.3.3 show gmrp configuration
こ のコマン ド は、 1 つ、 またはすべてのイ ン ターフ ェースの GARP 情報を表示し
ます。

形式  show gmrp configuration {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Interface  テーブルのこ の行で説明されている イ ン ターフ ェース
の slot/port  を表示し ます。

Join Timer   属性の メ ンバーシ ッ プ登録 ( または再登録 ) を し てい
る GARP PDU の送信間隔を指定し ます。 現在の属性は 
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VLAN またはマルチキ ャ ス ト グループです。 こ のタ イ
マーには、 per-port、 per-GARP の参加者基準のイ ン ス
タ ン スがあ り ます。 許可されている値は 10 ～ 100 セン
チセカン ド (0.1 ～ 1.0 秒 ) です。 工場出荷時の設定は
20 センチセカン ド (0.2 秒 ) です。 仕様の精度は最高で
1 センチセカン ド (0.01 秒 ) です。 

Leave Timer  属性の登録解除要求を受信し てから、 属性を削除する
までの待ち時間を指定し ます。 現在の属性は VLAN ま
たはマルチキ ャ ス ト グループです。 この時間は、 サー
ビ スの中断を防ぐため、 同じ属性に対し て他のステー
シ ョ ンが登録を主張する ためのバッ フ ァ時間 と考え る
こ と ができ ます。 こ のタ イマーには、 per-Port、 per-
GARP の参加者基準のイ ン ス タ ン スがあ り ます。 許可
されている値は 20 ～ 600 センチセカン ド (0.2 ～ 6.0 秒
) です。 工場出荷時の設定は 60 センチセカン ド (0.6 秒
) です。 

LeaveAll Timer   こ の Leave All Time は、 LeaveAll PDU が生成される頻
度を コ ン ト ロールし ます。 LeaveAll PDU は、 すべての
登録がま も な く 解除される こ と を意味し ます。 参加者
が登録を維持するには、 再度登録し なおす必要があ り
ます。 こ のタ イマーには、 per-Port、 per-GARP の参加
者基準のイ ン ス タ ン スがあ り ます。 Leave All Period 
Timer は、 LeaveAllTime ～ 1.5*LeaveAllTime の範囲内
でラ ンダムに設定する こ と ができ ます。 許可されてい
る値は 200 ～ 6000 センチセカン ド (2 ～ 60 秒 ) です。
工場出荷時の設定は 1000 センチセカン ド (10 秒 ) で
す。 

Port GMRP Mode  ポー ト の GMRP 管理モード を示し ます。 有効または無
効に設定する こ と ができ ます。 こ のパラ メ ータが無効
に設定されている場合、 Join Time、 Leave Time、 Leave 
All Time はすべて効力を持ちません。
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8.3.4 show mac-address-table gmrp
こ のコマン ド は、 Multicast Forwarding Database (MFDB) テーブルの GMRP エン ト
リ を表示し ます。 

形式  show mac-address-table gmrp

モード  Privileged EXEC 

Mac Address  ス イ ッチが転送またはフ ィ ルタ リ ング情報を持つ、 ユ
ニキ ャ ス ト の MAC ア ド レ スです。 形式は 6 つ、 また
は 8 つの 2 桁 16 進法数字を コ ロ ンで区切った もので、
01:23:45:67:89:AB のよ う にな り ます。 IVL システムで
は、 MAC ア ド レ スは 8 バイ ト と し て表示されます。 

Type  エン ト リ のタ イプを表示し ます。 静的エン ト リ は、 エ
ン ド ユーザーによ り 構成された ものです。 動的エン ト
リ は、 学習プロセスの結果、 またはプロ ト コル と し て
テーブルに追加された ものです。

Description  こ のマルチキ ャ ス ト テーブルエン ト リ の説明テキス ト
です。 

Interfaces  転送 (Fwd) 用、 およびフ ィ ルタ リ ング (Flt:) 用のイ ン
ターフ ェース リ ス ト です。
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第 9章
ポートベーストラフィックの制御コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能なポー ト ベース ト
ラ フ ィ ッ ク の制御コマン ド について説明し ています。 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 9- 1 ページのセ ク シ ョ ン 9.1 " ポー ト セキ ュ リ テ ィ コマン ド "

･ 9- 5 ページのセクション 9.2 "Storm Control コマンド "

こ の章では、 セキ ュ リ テ ィ コマン ド に関する詳細説明を提供し ています。 コマン
ド は次の機能性グループに分け られます : 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。

9.1 ポー ト セキ ュ リ テ ィ コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチのポー ト セキ ュ リ テ ィ を構成する ために使用する
コマン ド について説明し ています。 ポー ト セキ ュ リ テ ィ  ( ポー ト  MAC ロ ッ キン
グ と も呼ばれます ) は、 指定ポー ト の MAC ア ド レ ス を ロ ッ クする こ と によ り 、
ネ ッ ト ワーク の安全性を高めます。 一致する ソース MAC ア ド レ ス を持つパケ ッ
ト は正常に転送され、 その他のパケ ッ ト は廃棄されます。 

メ モ : ポー ト セキ ュ リ テ ィ 別の SNMP ト ラ ッ プを有効化するには、10- 5
ページのセ ク シ ョ ン 10.1.8 "snmp-server enable traps violation" を参
照し て く ださい。
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9.1.1 port-security
こ のコマン ド は、 システム レベル (Global Config) またはポー ト レベル (Interface 
Config) でのポー ト ロ ッ キングを有効化し ます。

既定値  disabled

形式  port-security

モード  Global Config

Interface Config

9.1.1.1  no port-security

こ のコマン ド は、 システム レベル (Global Config) またはポー ト レベル (Interface 
Config) でのポー ト ロ ッ キングを無効化し ます。

形式  no port-security

モード  Global Config

Interface Config

9.1.2 port-security max-dynamic
こ のコマン ド は、 特定のポー ト において許可されている動的にロ ッ ク された 
MAC ア ド レ スの最大数を設定し ます。

既定値  600

形式  port-security max-dynamic <maxvalue>

モード  Interface Config

9.1.2.1  no port-security max-dynamic

こ のコマン ド は、 特定のポー ト において許可されている動的にロ ッ ク された 
MAC ア ド レ スの最大数を既定値に リ セ ッ ト し ます。

形式  no port-security max-dynamic

モード  Interface Config
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9.1.3 port-security max-static
こ のコマン ド は、 特定のポー ト において許可されている静的にロ ッ ク された 
MAC ア ド レ スの最大数を設定し ます。

既定値  20

形式  port-security max-static <maxvalue>

モード  Interface Config

9.1.3.1  no port-security max-static

こ のコマン ド は、 特定のポー ト において許可されている動的にロ ッ ク された 
MAC ア ド レ スの最大数を既定値に リ セ ッ ト し ます。

形式  no port-security max-static

モード  Interface Config

9.1.4 port-security mac-address
こ のコマン ド は、 静的にロ ッ ク された MAC ア ド レ スの リ ス ト に MAC ア ド レ ス
を追加し ます。 <vid> は VLAN ID です。

形式  port-security mac-address <mac-address> <vid> 

モード  Interface Config

9.1.4.1  no port-security mac-address

こ のコマン ド は、 静的にロ ッ ク された MAC ア ド レ スの リ ス ト から MAC ア ド レ
ス を削除し ます。

形式  no port-security mac-address <mac-address> <vid> 

モード  Interface Config

9.1.5 port-security mac-address move
こ のコマン ド は、 動的にロ ッ ク された MAC ア ド レ ス を静的にロ ッ ク されたア ド
レ スに変換し ます。

形式  port-security mac-address move

モード  Interface Config
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9.1.6 show port-security 
こ のコマン ド はシステム全体のポー ト セキ ュ リ テ ィ 設定を表示し ます。

形式  show port-security 

モード  Privileged EXEC

Admin Mode  システム全体のポー ト ロ ッ キングモー ド です。

9.1.7 show port-security 
こ のコマン ド は、 特定のイ ン ターフ ェース またはすべてのイ ン ターフ ェースの
ポー ト セキ ュ リ テ ィ 設定を表示し ます。

形式  show port-security <interface | all>

モード  Privileged EXEC

Interface Admin 
Mode  イ ン ターフ ェースのポー ト ロ ッ キングモード です。

Dynamic Limit  動的に割 り 当て られた MAC ア ド レ スの最大数です。

Static Limit   静的に割 り 当て られた MAC ア ド レ スの最大数です。

Violation Trap Mode
   バイオレーシ ョ ン ト ラ ッ プが有効かど う かを表示し ま

す。

9.1.8 show port-security dynamic
こ のコマン ド は、 ポー ト に対し動的にロ ッ ク された MAC ア ド レ ス を表示し ま
す。

形式  show port-security dynamic <interface>

モード  Privileged EXEC

MAC Address  動的にロ ッ ク された MAC の MAC ア ド レ スです。

9.1.9 show port-security static
こ のコマン ド は、 ポー ト に対し静的にロ ッ ク された MAC ア ド レ ス を表示し ま
す。

形式  show port-security static <interface>

モード  Privileged EXEC

MAC Address  静的にロ ッ ク された MAC の MAC ア ド レ スです。
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9.1.10 show port-security violation
こ のコマン ド は、 ロ ッ ク されたポー ト において最後に廃棄されたパケ ッ ト のソー
ス MAC ア ド レ ス を表示し ます。

形式  show port-security violation <interface>

モード  Privileged EXEC

MAC Address  ロ ッ ク されたポー ト において廃棄された MAC ア ド レ
スです。

9.2 Storm Control コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス ト ーム制御を構成し、 ス ト ーム制御構成情報を表示する
ために使用する コマン ド について説明し ています。 ス ト ーム制御機能は、 物理
ポー ト の ト ラ フ ィ ッ ク活動を測定し、 ト ラ フ ィ ッ クがし きい値に達し た と きに、
ポー ト の ト ラ フ ィ ッ ク をブロ ッ ク し ます。 ポー ト をブロ ッ クする こ と によ り 、
ネ ッ ト ワークパフ ォーマン ス を維持する こ と ができ ます。

9.2.1 storm-control broadcast 
こ のコマン ド はブロード キ ャ ス ト ス ト ーム･ リ カバ リ モード を有効化し ます。 こ
のモー ド が有効に設定されている場合、 高または低し きい値のブロード キ ャ ス ト
ス ト ーム･ リ カバ リ が実行されます。

し きい値の実施は、 パーセンテージパターンの後に続き ます。 Ethernet ポー ト 上
のブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク が高し きい値パーセンテージ ( 表 9- 1 で提示さ
れた数値 ) を超過し た場合、 ブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク が低し きい値パーセ
ンテージ以下に戻る まで、 ス イ ッチはブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク を廃棄し ま
す。 完全な実施方法については、 表 9- 1 で説明されています。

形式  storm-control broadcast

モード  Global Config

表 9- 1。 ブロー ド キ ャ ス ト ス ト ーム･ リ カバ リ し きい値

リンク速度 高 低

10M 20 10

100M 5 2

1000M 5 2
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9.2.1.1  no storm-control broadcast 

こ のコマン ド はブロード キ ャ ス ト ス ト ーム･ リ カバ リ モード を無効化し ます。 

し きい値の実施は、 パーセンテージパターンの後に続き ます。 Ethernet ポー ト 上
のブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク が高し きい値パーセンテージ ( 表 9- 1 で提示さ
れた数値 ) を超過し た場合、 ブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク が低し きい値パーセ
ンテージ以下に戻る まで、 ス イ ッチはブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク を廃棄し ま
す。 完全な実施方法については、 表 9- 1 で説明されています。

形式  no storm-control broadcast

モード  Global Config

9.2.2 storm-control flowcontrol
こ のコマン ド はス イ ッチの 802.3x フ ロー制御を有効化し、 全二重モード ポー ト
に対し てのみ適用し ます。

既定値  disabled

形式  storm-control flowcontrol

モード  Global Config

9.2.2.1  no storm-control flowcontrol

こ のコマン ド はス イ ッチの 802.3x フ ロー制御を無効化し ます。 

形式  no storm-control flowcontrol

モード  Global Config

メ モ : 802.3x フ ロー制御は、 ポー ト が許容範囲を超えた場合にポー ト を
一時停止し、 混雑時に一時的にすべての ト ラ フ ィ ッ ク を ド ロ ッ プ
し ます。 これによ り 、 高優先度やネ ッ ト ワーク制御 ト ラ フ ィ ッ ク
ロ ス を促し ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 全二重モード のポー ト にのみ適用する こ と がで
き ます。
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9.2.3 show storm-control
こ のコマン ド はス イ ッチ構成情報を表示し ます。

形式  show storm-control

モード  Privileged EXEC

Broadcast Storm 
Recovery Mode  有効または無効にし ます。 工場出荷時は無効です。 

802.3x Flow Control 
Mode  有効または無効にし ます。 工場出荷時は無効です。
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第 10 章
SNMP コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な SNMP コマン ド
について説明し ています。 ス イ ッチが Simple Network Management Protocol 
(SNMP) エージェ ン ト と し て働き、 ネ ッ ト ワーク上で SNMP マネージ ャ と通信す
る よ う 構成する こ と ができ ます。 

SNMP コマン ド のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 10- 1 ページのセクション 10.1 "SNMP 構成可能コマンド "

･ 10- 11 ページのセクション 10.2 "SNMP Show コマンド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

10.1 SNMP 構成可能コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチで SNMP を構成する ために使用する コマン ド に
ついて説明し ています。

10.1.1 snmp-server 
このコマン ド は、 ス イ ッチの名前と物理的な場所を設定し、 またネ ッ ト ワークに
対し責任のあ る機関を指定し ます。 <name>, <loc> と  <con> の範囲は 1 ～ 31 文字
の英数字です。 

既定値  none 

形式  snmp-server {sysname <name> | location <loc> | 
contact <con>}

モード  Global Config
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10.1.2 snmp-server community
こ のコマン ド は、 新規 SNMP コ ミ ュ ニテ ィ を追加 ( および命名 ) し ます。 コ ミ ュ
ニテ ィ  <name> はス イ ッチおよび指定の権限レベルでス イ ッチを管理する SNMP 
マネージ ャのセ ッ ト に関連付け られた名前です。 <name> の長さは最大 16 文字の
英数字で、 大文字 と小文字は区別されます。

既定値  public と  private のいずれかで、 名前変更する こ と がで
き えます。 残 り 4 つのコ ミ ュニテ ィ 名の既定値は空白
です。

形式  snmp-server community <name>

モード  Global Config

10.1.2.1  no snmp-server community 

こ のコマン ド は、 こ のコ ミ ュ ニテ ィ 名をテーブルから削除し ます。 <name> は、
削除される コ ミ ュ ニテ ィ 名です。

形式  no snmp-server community <name>

モード  Global Config

10.1.3 snmp-server community ipaddr
こ のコマン ド は、 SNMP コ ミ ュニテ ィ の ク ラ イ アン ト  IP ア ド レ ス を設定し ます。
ア ド レ スは、 関連付け られたコ ミ ュ ニテ ィ  SNMP パケ ッ ト の送信ア ド レ スです。
また、 ア ド レ スはク ラ イ アン ト  IP マス ク値 と と もに IP ア ド レ スの範囲を表示す
る ために使用されます。 SNMP ク ラ イ アン ト は、 こ のコ ミ ュ ニテ ィ を使用し てデ
バイ スにア ク セスする可能性があ り ます。 0.0.0.0 の値は、 すべての IP ア ド レ ス
からのア ク セス を許可し ます。 その他の場合、 この値はマス ク と AND され、 許
容ク ラ イ アン ト  IP ア ド レ スの範囲を決定し ます。 名前は適用可能な コ ミ ュ ニ
テ ィ 名です。 

既定値  0.0.0.0

形式  snmp-server community ipaddr <ipaddr> <name>

モード  Global Config

メ モ : SNMP コ ミ ュニテ ィ テーブルのコ ミ ュ ニテ ィ 名は一意のものでな
ければな り ません。 同じ コ ミ ュ ニテ ィ 名を使って複数のエン ト リ
を行 う と、 最初のエン ト リ が維持され、 処理されます。 その他す
べての同一名を持つエン ト リ は無視されます。 
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10.1.3.1  no snmp-server community ipaddr

こ のコマン ド は、 SNMP コ ミ ュニテ ィ の ク ラ イ アン ト  IP ア ド レ ス を 0.0.0.0 に設
定し ます。 名前は適用可能な コ ミ ュ ニテ ィ 名です。

形式  no snmp-server community ipaddr <name>

モード  Global Config

10.1.4 snmp-server community ipmask
こ のコマン ド は、 SNMP コ ミ ュニテ ィ の ク ラ イ アン ト  IP マス ク を設定し ます。
ア ド レ スは、 関連付け られたコ ミ ュ ニテ ィ  SNMP パケ ッ ト の送信ア ド レ スです。
また、 ア ド レ スはク ラ イ アン ト  IP マス ク値 と と もに IP マス クの範囲を表示する
ために使用されます。 SNMP ク ラ イ アン ト は、 このコ ミ ュニテ ィ を使用し てデバ
イ スにア ク セスする可能性があ り ます。 255.255.255.255 の値は、 1 つのステー
シ ョ ンからのみのア ク セス を許可し、 こ のマシンの IP ア ド レ ス を ク ラ イ アン ト  
IP ア ド レ ス と し て使用し ます。 0.0.0.0 の値は、 すべての IP ア ド レ スからのア ク
セス を許可し ます。 名前は適用可能な コ ミ ュ ニテ ィ 名です。 

既定値  0.0.0.0

形式  snmp-server community ipmask <ipmask> <name>

モード  Global Config

10.1.4.1  no snmp-server community ipmask

こ のコマン ド は、 SNMP コ ミ ュニテ ィ の ク ラ イ アン ト  IP マス ク を 0.0.0.0 に設定
し ます。 名前は適用可能な コ ミ ュニテ ィ 名です。 コ ミ ュ ニテ ィ 名は最大 16 文字
の英数字です。 

形式  no snmp-server community ipmask <name>

モード  Global Config
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10.1.5 snmp-server community mode
こ のコマン ド は SNMP コ ミ ュ ニテ ィ を有効化し ます。 コ ミ ュ ニテ ィ が有効化さ
れている場合、 このコ ミ ュニテ ィ に関連付け られている SNMP マネージ ャが、
そのア ク セス権限に基づき ス イ ッチを管理し ます。 コ ミ ュ ニテ ィ が無効化されて
いる場合、 SNMP によ る このコ ミ ュ ニテ ィ の使用は許可されません。 こ の場合、
こ のコ ミ ュ ニテ ィ に関連付け られている SNMP マネージ ャは、 ステータ スが 
"Enable" に変更される まで、 ス イ ッチを管理する こ と はでき ません。

既定値  private と  public コ ミ ュ ニテ ィ  ・ enabled、 その他の 4 つ 
- disabled

形式  snmp-server community mode <name>

モード  Global Config

10.1.5.1  no snmp-server community mode

こ のコマン ド は SNMP コ ミ ュ ニテ ィ を無効化し ます。 コ ミ ュ ニテ ィ が無効化さ
れている場合、 SNMP によ る こ のコ ミ ュ ニテ ィ の使用は許可されません。 こ の場
合、 こ のコ ミ ュニテ ィ に関連付け られている SNMP マネージ ャは、 ステータ ス
が "Enable" に変更される まで、 ス イ ッチを管理する こ と はでき ません。

形式  no snmp-server community mode <name>

モード  Global Config

10.1.6 snmp-server community ro
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チ情報へのア ク セス を制限し ます。 ア ク セスモード は読
取専用です ( または Public と も呼ばれます )。

形式  snmp-server community ro <name>

モード  Global Config

10.1.7 snmp-server community rw
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チ情報へのア ク セス を制限し ます。 ア ク セスモード は読
取 / 書込可能です ( または Private と も呼ばれます )。

形式  snmp-server community rw <name>

モード  Global Config
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10.1.8 snmp-server enable traps violation
こ のコマン ド は、 ロ ッ ク されたポー ト で未許可の MAC ア ド レ ス を持つパケ ッ ト
が受信された場合、 新しいバイオレーシ ョ ン ト ラ ッ プの送信を有効にし ます。

既定値  disabled

形式  snmp-server enable traps violation

モード  Interface Config

10.1.8.1  no snmp-server enable traps violation

こ のコマン ド は、 新しいバイオレーシ ョ ン ト ラ ッ プの送信を無効化し ます。

形式  no snmp-server enable traps violation

モード  Interface Config

10.1.9 snmp-server enable traps
こ のコマン ド は、 認証フ ラ グを有効化し ます。

既定値  enabled

形式  snmp-server enable traps 

モード  Global Config

10.1.9.1  no snmp-server enable traps

こ のコマン ド は、 認証フ ラ グを無効化し ます。

形式  no snmp-server enable traps 

モード  Global Config

メ モ : その他のポー ト セキ ュ リ テ ィ コマン ド については、9- 1 ページのセ
ク シ ョ ン 9.1 " ポー ト セキ ュ リ テ ィ コマン ド " を参照し て く ださ
い。
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10.1.10 snmp-server enable traps bcaststorm
こ のコマン ド は、 ブロード キ ャ ス ト ス ト ーム ト ラ ッ プを有効化し ます。 有効に設
定されている と、 ポー ト に関連付け られたブロード キ ャ ス ト ス ト ームの リ カバ リ
モード設定が有効な場合のみ、 ブロード キ ャ ス ト ス ト ーム ト ラ ッ プが送信されま
す。

既定値  enabled

形式  snmp-server enable traps bcaststorm 

モード  Global Config

10.1.10.1  no snmp-server enable traps bcaststorm

こ のコマン ド は、 ブロード キ ャ ス ト ス ト ーム ト ラ ッ プを無効化し ます。 有効に設
定されている と、 ポー ト に関連付け られたブロード キ ャ ス ト ス ト ームの リ カバ リ
モード設定が有効な場合のみ、 ブロード キ ャ ス ト ス ト ーム ト ラ ッ プが送信されま
す。

形式  no snmp-server enable traps bcaststorm 

モード  Global Config

10.1.11 snmp-server enable traps linkmode
こ のコマン ド は、 ス イ ッチ全体の リ ン ク ア ッ プ / ダウ ン ト ラ ッ プを有効化し ま
す。 有効に設定されている場合、 ポー ト に関連付け られた リ ン ク ト ラ ッ プフ ラ グ
の設定が有効な場合のみ、 リ ン ク ト ラ ッ プが送信されます。 10- 9 ページのセ ク
シ ョ ン 10.1.18 "snmp trap link-status"

既定値  enabled

形式  snmp-server enable traps linkmode

モード  Global Config

10.1.11.1  no snmp-server enable traps linkmode

こ のコマン ド は、 ス イ ッチ全体の リ ン ク ア ッ プ / ダウ ン ト ラ ッ プを無効化し ま
す。 

形式  no snmp-server enable traps linkmode

モード  Global Config
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10.1.12 snmp-server enable traps multiusers
こ のコマン ド は、 マルチユーザー ト ラ ッ プを有効化し ます。 ト ラ ッ プが有効に設
定されている と、 ユーザーがター ミ ナルイ ン ターフ ェース (EIA 232 または 
telnet) にロ グ イ ン し た と きに、 既存のター ミ ナルイ ン ターフ ェースセ ッ シ ョ ンが
あ る場合に、 マルチユーザー ト ラ ッ プが送信されます。

既定値  enabled

形式  snmp-server enable traps multiusers

モード  Global Config

10.1.12.1  no snmp-server enable traps multiusers

こ のコマン ド は、 マルチユーザー ト ラ ッ プを無効化し ます。 

形式  no snmp-server enable traps multiusers

モード  Global Config

10.1.13 snmp-server enable traps stpmode
こ のコマン ド は、 新規ルー ト ト ラ ッ プ と ト ポロ ジー変更通知 ト ラ ッ プの送信を有
効にし ます。

既定値  enabled

形式  snmp-server enable traps stpmode 

モード  Global Config

10.1.13.1  no snmp-server enable traps stpmode

こ のコマン ド は、 新規ルー ト ト ラ ッ プ と ト ポロ ジー変更通知 ト ラ ッ プの送信を無
効にし ます。

形式  no snmp-server enable traps stpmode 

モード  Global Config

10.1.14 snmptrap
こ のコマン ド は SNMP ト ラ ッ プ受信者を追加し ます。 <name> の長さは最大 16 文
字の英数字で、 大文字と 小文字を区別し ます。 <snmpversion> は SNMP のバー
ジ ョ ンです。 バージ ョ ンパラ メ ータオプシ ョ ンは snmpv1 または snmpv2 です。
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<name> パラ メ ータは一意であ る必要はあ り ませんが、 <name> と  <ipaddr> のペア
は一意であ る必要があ り ます。 異な る <ipaddr> に関連付け られていれば、 同じ 
<name> に複数のエン ト リ が存在する こ と も でき ます。 . 

逆の場合も可能です。 <name> は、 受信者へ ト ラ ッ プを送信する際に使われる コ
ミ ュ ニテ ィ 名ですが、 <name> は直接 SNMP コ ミ ュニテ ィ テーブルに関連付け ら
れてはいません。 詳し く は 10- 2 ページのセ ク シ ョ ン 10.1.2 "snmp-server 
community" をご覧 く ださい。

既定値  snmpv2

形式  snmptrap <name> <ipaddr> [snmpversion 
<snmpversion>]

モード  Global Config

10.1.14.1  no snmptrap 

こ のコマン ド はコ ミ ュニテ ィ の ト ラ ッ プ受信者を削除し ます。 

形式  no snmptrap <name> <ipaddr> 

モード  Global Config

10.1.15 snmptrap snmpversion
こ のコマン ド は、 ト ラ ッ プの SNMP バージ ョ ンを変更し ます。 <name> の長さは
最大 16 文字の英数字で、 大文字と小文字を区別し ます。 <snmpversion> は 
snmpv1 または snmpv2 とする こ と ができ ます。

既定値  snmpv2

形式  snmptrap snmpversion <name> <ipaddr> <snmpversion>

モード  Global Config

メ モ : こ のコマン ド は "no" をサポー ト し ていません。
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10.1.16 snmptrap ipaddr
こ のコマン ド は、 IP ア ド レ ス を指定のコ ミ ュニテ ィ 名に割 り 当てます。 名前の
長さは最大 16 文字の英数字で、 大文字と小文字を区別し ます。

形式  snmptrap ipaddr <name> <ipaddrold> <ipaddrnew>

モード  Global Config

10.1.17 snmptrap mode
こ のコマン ド は、 SNMP ト ラ ッ プを有効化または無効化し ます。 有効化された ト
ラ ッ プ受信者は ト ラ ッ プを受信する こ と ができ ます。 無効化された ト ラ ッ プ受信
者は ト ラ ッ プを受信する こ と ができ ません。

形式  snmptrap mode <name> <ipaddr>

モード  Global Config

10.1.17.1  no snmptrap mode

こ のコマン ド は SNMP ト ラ ッ プを無効化し ます。 無効化された ト ラ ッ プ受信者
は非ア ク テ ィ ブです。

形式  no snmptrap mode <name> <ipaddr>

モード  Global Config

10.1.18 snmp trap link-status
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースによ り リ ン ク ステータ ス ト ラ ッ プを有効化し
ます。 

形式  snmp trap link-status

メ モ : SNMP ト ラ ッ プ受信者テーブルの IP ア ド レ スは一意でなければな
り ません。 同じ IP ア ド レ スで複数のエン ト リ を作成する と、 最初
のエン ト リ が維持され、 処理されます。 同一名を持つ残 り のエン
ト リ は無視されます。

メ モ : こ のコマン ド は、 リ ン ク ア ッ プ / ダウ ンフ ラ グが有効化されてい
る場合のみ有効です。 "snmp-server enable traps linkmode" コマン ド
をご覧 く ださい。
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モード  Interface Config

10.1.18.1  no snmp trap link-status

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースによ り リ ン ク ステータ ス ト ラ ッ プを無効化し
ます。 

形式  no snmp trap link-status

モード  Interface Config

10.1.19 snmp trap link-status all
こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースに対し リ ン ク ステータ ス ト ラ ッ プを
有効化し ます。 

形式  snmp trap link-status all

モード  Global Config

10.1.19.1  no snmp trap link-status all

こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースに対し リ ン ク ステータ ス ト ラ ッ プを
無効化し ます。 

形式  no snmp trap link-status all

モード  Global Config

メ モ : こ のコマン ド は、 リ ン ク ア ッ プ / ダウ ンフ ラ グが有効化されてい
る場合のみ有効です。 "snmp-server enable traps linkmode" コマン ド
をご覧 く ださい。 )

メ モ : こ のコマン ド は、 リ ン ク ア ッ プ / ダウ ンフ ラ グが有効化されてい
る場合のみ有効です。10- 6 ページのセ ク シ ョ ン 10.1.11 "snmp-
server enable traps linkmode" を参照し て く ださい。

メ モ : こ のコマン ド は、 リ ン ク ア ッ プ / ダウ ンフ ラ グが有効化されてい
る場合のみ有効です。10- 6 ページのセ ク シ ョ ン 10.1.11 "snmp-
server enable traps linkmode" を参照し て く ださい。
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10.2 SNMP Show コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 SNMP の状態や構成に関する情報を表示する ために使用す
る コマン ド について説明し ています。

10.2.1 show snmpcommunity
こ のコマン ド は SNMP コ ミ ュ ニテ ィ 情報を表示し ます。 6 つのコ ミ ュ ニテ ィ に対
応し ています。 コ ミ ュニテ ィ は追加、 変更、 削除する こ と ができ ます。 変更を有
効化する ためにス イ ッチを リ セ ッ ト する必要はあ り ません。

ス イ ッチの SNMP エージェ ン ト は SNMP バージ ョ ン 1、 2、 または 3 に準拠し て
います。 SNMP 仕様に関する詳細は、 SNMP RFC を参照し て く ださい。 SNMP 
エージ ェ ン ト は、 SNMP 構成 ( ト ラ ッ プ受信側 と その他の SNMP コ ミ ュ ニテ ィ パ
ラ メ ータ ) に基づき、 TCP/IP を通し て外部 SNMP マネージ ャに ト ラ ッ プを送信
し ます。

形式  show snmpcommunity

モード  Privileged EXEC

SNMP Community 
Name  こ のエン ト リ がア ク セス を許可する コ ミ ュ ニテ ィ 文字

列です。 有効なエン ト リ は大文字と小文字を区別し た、
最大 16 文字の英数字文字列です。 このテーブルの各行
には一意のコ ミ ュ ニテ ィ 名が含まれます。 

Client IP Address   こ のデバイ スが関連コ ミ ュニテ ィ と と もに SNMP パ
ケ ッ ト を受け入れる IP ア ド レ ス ( またはその一部 ) で
す。 要求エン ト リ の IP ア ド レ スは、 IP ア ド レ ス と比較
する前に、 サブネ ッ ト マス ク と AND されます。 メ モ :
サブネ ッ ト マス クが 0.0.0.0 の場合、 0.0.0.0 の IP ア ド
レ スはすべての IP ア ド レ ス と一致し ます。 既定値は
0.0.0.0 です。

Client IP Mask  IP ア ド レ ス比較の前に要求エン ト リ の IP ア ド レ ス と  
AND されるマス ク です。 結果が IP ア ド レ ス と一致す
る と 、 ア ド レ スは認証された IP ア ド レ ス と な り ます。
た と えば、 IP ア ド レ ス = 9.47.128.0 であ り 、 これに対
応するサブネ ッ ト マス ク = 255.255.255.0 の場合、 受信 
IP ア ド レ スの範囲は一致し ます。 た と えば、 受信 IP ア
ド レ スは 9.47.128.0 - 9.47.128.255 と 等し く な り ます。
既定値は 0.0.0.0 です。

Access Mode  こ のコ ミ ュ ニテ ィ 文字列のア ク セス レベルです。 
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Status  こ のコ ミ ュ ニテ ィ のア ク セスエン ト リ の状態です。

10.2.2 show snmptrap
こ のコマン ド は SNMP ト ラ ッ プ受信者を表示し ます。 ト ラ ッ プ メ ッ セージは
ネ ッ ト ワーク を通し て SNMP ネ ッ ト ワーク マネージ ャに送信されます。 これら
の メ ッ セージは、 マネージ ャに対し、 ス イ ッチまたはネ ッ ト ワーク内部でイベン
ト が発生し ている こ と を伝えます。 6 人の ト ラ ッ プ受信者に同時対応する こ と が
でき ます。

形式  show snmptrap

モード  Privileged EXEC

SNMP Trap Name  ト ラ ッ プマネージ ャに送信された SNMP ト ラ ッ プパ
ケ ッ ト のコ ミ ュ ニテ ィ 文字列です。 文字列は最大 16 文
字の英数字で、 大文字 と小文字は区別されます。

IP Address  こ のデバイ スから SNMP ト ラ ッ プを受信する ための IP 
ア ド レ スです。 

Status  受信者の状態を示し ます (enabled または disabled)。

10.2.3 show trapflags
こ のコマン ド は ト ラ ッ プの状態を表示し ます。 ト ラ ッ プ状態を有効または無効に
し、 ス イ ッチがどの ト ラ ッ プを生成するかを構成し ます。 ト ラ ッ プ状態が有効
で、 状態が検出された場合、 ス イ ッチの SNMP エージェ ン ト はすべての有効な
ト ラ ッ プ受信者に ト ラ ッ プを送信し ます。 変更を実行する ためにス イ ッチを リ
セ ッ ト する必要はあ り ません。 コール ドおよびワーム ス ター ト ト ラ ッ プは常に生
成され、 無効化でき ません。

形式  show trapflags

モード  Privileged EXEC

Authentication Flag  有効または無効にし ます。 工場出荷時は有効です。 認
証エラー ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示し ます。 

Link Up/Down Flag  有効または無効にし ます。 工場出荷時は有効です。 リ
ン ク ステータ ス ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示し
ます。

Multiple Users Flag  有効または無効にし ます。 工場出荷時は有効です。 同
じユーザー ID が同時にス イ ッチにロ グ イ ン し た場合
に、 ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示し ます。 



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

SNMP コマン ド 10-13

v1.0, 2006 年 4 月

Spanning Tree Flag  有効または無効にし ます。 工場出荷時は有効です。 ス
パンニングツ リ ー ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示
し ます。 

Broadcast Storm 
Flag  有効または無効にし ます。 工場出荷時は有効です。 ブ

ロード キ ャ ス ト ス ト ーム ト ラ ッ プが送信されるかど う
かを示し ます。 

DVMRP Traps   有効または無効にし ます。 工場出荷時は無効です。
DVMRP ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示し ます。 

OSPF Traps  有効または無効にし ます。 工場出荷時は無効です。
OSPF ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示し ます。 

PIM Traps  有効または無効にし ます。 工場出荷時は無効です。
PIM ト ラ ッ プが送信されるかど う かを示し ます。 
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第 11 章
ポー ト ベースア ク セスおよび認証コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能なポー ト ベースの
ア ク セスおよび認証コマン ド について説明し ています。

ポー ト ベースア ク セスおよび認証コマン ド のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱
います :

･ 11- 1 ページのセ ク シ ョ ン 11.1 " ポー ト ベースネ ッ ト ワーク ア ク セス コ ン ト
ロールコマン ド "

･ 11- 13 ページのセ ク シ ョ ン 11.2 "RADIUS コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます : 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。

11.1 ポー ト ベースネ ッ ト ワーク ア ク セス コ ン ト ロールコマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ポー ト ベースのネ ッ ト ワーク ア ク セス コ ン ト ロール 
(802.1 ｘ ) を構成する ために使用する コマン ド について説明し ています。 ポー ト
ベースネ ッ ト ワーク ア ク セス コ ン ト ロールは、 認証済みデバイ スのみへのネ ッ ト
ワークサービ スのア ク セス を許可する こ と ができ ます。

11.1.1 authentication login
こ のコマン ド は認証ロ グ イ ン リ ス ト を作成し ます。 <listname> は任意の文字列
で、 大文字 と小文字を区別し ません。 ス イ ッチでは最大 10 個の認証ロ グ イ ン リ
ス ト を構成する こ と ができ ます。 リ ス ト が作成される と、 認証方法 Local が最初
の方法 と し て設定されます。 
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オプシ ョ ナルパラ メ ータ "Option1"、 "Option2" または "Option3" が使用されてい
る場合、 順序付け られた方法の リ ス ト は、 認証ロ グ イ ン リ ス ト で設定されます。
認証ロ グ イ ン リ ス ト が存在し ない場合、 まず新規の認証ロ グ イ ン リ ス ト が作成さ
れ、 認証ロ グ イ ン リ ス ト にて認証方法が設定されます。 認証ロ グ イ ン方法の最大
数は 3 つです。 可能な方法は、 local、radius、 reject の 3 つです。

local は、 ユーザーがローカルに保存し た ID と パス ワード が認証に使われる こ
と を示し ます。 radius は、 ユーザーの ID と パス ワード は RADIUS サーバを使っ
て認証される こ と を示し ます。 reject は、 ユーザーが認証されないこ と を示し
ます。

ユーザーを認証するには、 ユーザーロ グ イ ンの最初の認証方法 ( 認証ロ グ イ ン リ
ス ト ) が試行されます。 7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアは、 ユーザー リ ス
ト での複数エン ト リ ーを利用し ません。 最初のエン ト リ ーがタ イ ムア ウ ト にな る
と、 ユーザー認証試行は失敗し ます。

形式  authentication login <listname> [method1 [method2 
[method3]]]

モード  Global Config

11.1.1.1  no authentication login

こ のコマン ド は、 指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト を削除し ます。 次のいずれかの
状況が本当の場合、 削除試行は失敗し ます :

･ ロ グ イ ン リ ス ト 名が無効であ るか、 または既存の認証ロ グ イ ン リ ス ト と一致
し ません。

･ 指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト は、 すべてのユーザー、 またはすべてのコ ン
ポーネン ト に対し未構成ユーザーに割 り 当て られます。

･ ロ グ イ ン リ ス ト は既定の構成に含まれる ロ グ イ ン リ ス ト であ り 、
'authentication login' を使用し て作成されま し た。 既定のロ グ イ ン リ ス ト は削
除でき ません。

形式  no authentication login <listname>

モード  Global Config

メ モ : 既定の構成に含まれている既定のロ グ イ ン リ ス ト は変更でき ませ
ん。
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11.1.2 clear dot1x statistics
こ のコマン ド は、 指定されたポー ト またはすべてのポー ト の 802.1x 標準 を リ
セ ッ ト し ます。

形式  clear dot1x statistics {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC

11.1.3 clear radius statistics
こ のコマン ド は、 すべての RADIUS 統計を消去する ために使われます。

形式  clear radius statistics

モード  Privileged EXEC

11.1.4 dot1x defaultlogin
こ のコマン ド は、 802.1x ポー ト セキ ュ リ テ ィ に対し未構成のユーザーが使用す
る認証ロ グ イ ン リ ス ト を割 り 当てます。 ユーザーがローカルで構成されている場
合、 こ の設定は特定ユーザーに割 り 当て られた認証ロ グ イ ン リ ス ト によ り 上書き
されます。 こ の値が構成されていない場合､ユーザーはローカル認証のみを使っ
て認証されます。

形式  dot1x defaultlogin <listname>

モード  Global Config

11.1.5 dot1x initialize
こ のコマン ド は、 指定されたポー ト における初期化シーケン ス を開始し ます。 こ
のコマン ド は、 指定されたポー ト の制御モード が 'Auto' の場合のみ有効です。
制御モード が 'auto' でない場合、 エラーが返されます。

形式  dot1x initialize  <slot/port>

モード  Privileged EXEC

11.1.6 dot1x login
こ のコマン ド は、 指定の認証ロ グ イ ン リ ス ト を 802.1x ポー ト セキ ュ リ テ ィ に対
し て指定されたユーザーに割 り 当てます。 <user> パラ メ ータは構成済みユー
ザーであ り 、 <listname> パラ メ ータは構成済み認証ロ グ イ ン リ ス ト であ る必要
があ り ます。

形式  dot1x login <user> <listname>
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モード  Global Config

11.1.7 dot1x max-req
こ のコマン ド は、 要求者を タ イ ムア ウ ト にする前に、 このポー ト の認証マシンが 
EAPOL EAP 要求 /ID フ レームを送信する最大回数を設定し ます。 <count> の値
は 1 ～ 10 の範囲内で設定し ます。

既定値  2

形式  dot1x max-req <count>

モード  Interface Config

11.1.7.1  no dot1x max-req

こ のコマン ド は、 要求者を タ イ ムア ウ ト にする前に、 このポー ト の認証マシンが 
EAPOL EAP 要求 /ID フ レームを送信する最大回数を設定し ます。

形式  no dot1x max-req

モード  Interface Config

11.1.8 dot1x port-control
こ のコマン ド は、 指定されたポー ト で使われる認証モード を設定し ます。 制御
モード は以下のいずれか と な り ます。

force-unauthorized: 認証 PAE は制御ポー ト を無条件で未許可 と設定し ます。

force-authorized: 認証 PAE は制御ポー ト を無条件で許可と設定し ます。

auto: 認証 PAE は、 要求者、 認証者、 認証サーバの間の認証取引の結果に基づ
き、 制御モード を設定し ます。

既定値  auto

形式  dot1x port-control {force-unauthorized | force-
authorized | auto}

モード  Interface Config
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11.1.8.1  no dot1x port-control

こ のコマン ド は、 指定されたポー ト で使われる認証モード を 'Auto' に設定し ま
す。

形式  no dot1x port-control 

モード  Interface Config

11.1.9 dot1x port-control all
こ のコマン ド は、 すべてのポー ト で使われる認証モード を設定し ます。 制御モー
ド は以下のいずれかのモード と な り ます :

･ force-unauthorized: 認証 PAE は制御ポー ト を無条件で未許可 と設定し ます。

･ force-authorized: 認証 PAE は制御ポー ト を無条件で許可 と設定し ます。

･ auto: 認証 PAE は、 要求者、 認証者、 認証サーバの間の認証取引の結果に基
づき、 制御モード を設定し ます。

既定値  auto

形式  dot1x port-control all {force-unauthorized | 
force-authorized | auto}

モード  Global Config

11.1.9.1  no dot1x port-control all

こ のコマン ド は、 すべてのポー ト で使われる認証モード を 'Auto' に設定し ます。

形式  no dot1x port-control all

モード  Global Config

11.1.10 dot1x re-authenticate
こ のコマン ド は、 指定されたポー ト における再認証シーケン ス を開始し ます。 こ
のコマン ド は、 指定されたポー ト の制御モード が 'Auto' の場合のみ有効です。
制御モード が 'auto' でない場合、 エラーが返されます。

形式  dot1x re-authenticate <slot/port>

モード  Privileged EXEC



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

11-6 ポー ト ベースア ク セスおよび認証コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月

11.1.11 dot1x re-authentication
こ のコマン ド は、 指定されたポー ト における要求者の再認証シーケン ス を有効化
し ます。

既定値  disabled

形式  dot1x re-authentication

モード  Interface Config

11.1.11.1  no dot1x re-authentication

こ のコマン ド は、 指定されたポー ト における要求者の再認証シーケン ス を無効化
し ます。

形式  no dot1x re-authentication

モード  Interface Config

11.1.12 dot1x system-auth-control
こ のコマン ド は、 ス イ ッチの dot1x 認証サポー ト を有効化する ために使用されま
す。 既定では、 認証サポー ト は無効と なっています。 無効化されている場合、
dot1x 構成は保留され、 変更する こ と ができ ますが、 ア ク テ ィ ブではあ り ませ
ん。

既定値  disabled

形式  dot1x system-auth-control

モード  Global Config

11.1.12.1  no dot1x system-auth-control

こ のコマン ド は、 ス イ ッチの dot1x 認証サポー ト を無効化する ために使用されま
す。

形式  no dot1x system-auth-control

モード  Global Config

11.1.13 dot1x timeout
こ のコマン ド は、 こ のポー ト の認証マシンによ り 使われる タ イマーの値を秒で設
定し ます。 使用されている ト ーク ン と 経過値 ( 秒 ) によ り 、 様々な タ イ ムア ウ ト
構成パラ メ ータが設定されます。 以下はサポー ト されている ト ーク ンです。
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reauth-period: このポー ト の認証マシンによ って使われる タ イマーの値を秒で設
定し、 要求者の再認証がいつ行われるかを決定し ます。 reauth-period は 1 ～
65535 の範囲で設定し ます。

quiet-period: このポー ト の認証マシンによ って使われる タ イマーの値を秒で設定
し、 要求者を要求し よ う と し ない時間帯を定義し ます。 quiet-period は 0 ～
65535 の範囲で設定し ます。

tx-period: このポー ト の認証マシンによ って使われる タ イマーの値を秒で設定し、
要求者にいつ EAPOL EAP 要求 /ID フ レームを送信するかを決定し ます。 quiet-
period は 1 ～ 65535 の範囲で設定し ます。

supp-timeout: このコマン ド は、 こ のポー ト の認証マシンが要求者のタ イ ムア ウ
ト に使する タ イマーの値を秒で設定し ます。 supp-timeout は 1 ～ 65535 の範囲で
設定し ます。

server-timeout: こ のコマン ド は、 このポー ト の認証マシンが、 認証サーバのタ イ
ムア ウ ト に使する タ イマーの値を秒で設定し ます。 supp-timeout は 1 ～ 65535 の
範囲で設定し ます。

既定値  reauth-period:3600 秒
quiet-period:60 秒

tx-period:30 秒

supp-timeout:30 秒

server-timeout:30 秒

形式  dot1x timeout {{reauth-period <seconds>} | {quiet-
period <seconds>} | {tx-period <seconds>} | {supp-
timeout <seconds>} | {server-timeout <seconds>}}

モード  Interface Config

11.1.13.1  no dot1x timeout

こ のコマン ド は、 こ のポー ト の認証マシンによ り 使われる タ イマーの値を既定値
に設定し ます。 使用されている ト ーク ンによ り 、 対応する値が設定されます。

形式  no dot1x timeout {reauth-period | quiet-period | 
tx-period | supp-timeout | server-timeout}

モード  Interface Config
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11.1.14 dot1x user
こ のコマン ド は、 指定されたユーザーを、 指定のポー ト またはすべてのポー ト へ
のア ク セス権限を持つユーザー リ ス ト に追加し ます。 <user> のパラ メ ータは構
成済みユーザーであ る必要があ り ます。

形式  dot1x user <user> {<slot/port> | all}

モード  Global Config

11.1.14.1  no dot1x user

こ のコマン ド は、 指定のポー ト またはすべてのポー ト へのア ク セス権限を持つ
ユーザー リ ス ト からユーザーを削除し ます。

形式  no dot1x user <user> {<slot/port> | all}

モード  Global Config

11.1.15 users defaultlogin
こ のコマン ド は、 システムにロ グ イ ン し よ う とする際に、 非構成ユーザーに対し
て使用する認証ロ グ イ ン リ ス ト を割 り 当てます。 ユーザーがローカルで構成され
ている場合、 こ の設定は特定ユーザーに割 り 当て られた認証ロ グ イ ン リ ス ト によ
り 上書き されます。 こ の値が構成されていない場合､ユーザーはローカル認証の
みを使って認証されます。

形式  users defaultlogin <listname>

モード  Global Config

11.1.16 users login
こ のコマン ド は、 指定の認証ロ グ イ ン リ ス ト をシステム ロ グ イ ンに対し て指定さ
れたユーザーに割 り 当てます。 <user> は構成済み <user>  であ り 、 <listname> は
構成済みロ グ イ ン リ ス ト であ る必要があ り ます。

ユーザーが、 リ モー ト 認証が必要な ロ グ イ ン リ ス ト に割 り 当て られている場合、
すべての CLI、 Web ､ telnet セ ッ シ ョ ンから イ ン ターフ ェースへのア ク セスは、 認
証が完了する までブロ ッ ク されます。 

admin ユーザーに関連付け られている ロ グ イ ン リ ス ト は、 ス イ ッチの事故的な
ロ ッ ク ア ウ ト を防ぐために変更する こ と はでき ません。

形式  users login <user> <listname>

モード  Global Config
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11.1.17 show authentication
こ のコマン ド は、 すべての認証ロ グ イ ン リ ス ト について、 整理された認証方法を
表示し ます。

形式  show authentication

モード  Privileged EXEC

Authentication Login 
List  認証ロ グ イ ンの リ ス ト 名を表示し ます。

Method 1  指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト の最初の方法を表示し
ます。

Method 2  指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト の 2 つ目の方法を表示
し ます。

Method 3  指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト の 3 つ目の方法を表示
し ます。

11.1.18 show authentication users
こ のコマン ド は、 指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト に割 り 当て られたユーザーに関
する情報を表示し ます。 ロ グ イ ンが未構成ユーザーに割 り 当て られた場合、 ユー
ザー 'default' がユーザー欄に表示されます。

形式  show authentication users <listname>

モード  Privileged EXEC

User  こ のフ ィ ール ド は、 指定された認証ロ グ イ ン リ ス ト に
割 り 当て られたユーザーを表示し ます。

Component  こ のフ ィ ール ド は、 認証ロ グ イ ン リ ス ト が割 り 当て ら
れる コ ンポーネン ト  ( ユーザーまたは 802.1x) を表示し
ます。

11.1.19 show dot1x
こ のコマン ド は、 グ ローバル dot1x 構成の概要、 指定のポー ト またはすべての
ポー ト の dot1x 構成に関する概要情報、 特定ポー ト に関する詳細の dot1x 構成、
指定のポー ト の dot1x 統計など を、 使用されている ト ーク ンに基づき表示し ま
す。

形式  show dot1x [{summary {<slot/port> | all} | {detail 
<slot/port>} | {statistics <slot/port>}]

モード  Privileged EXEC
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オプシ ョ ナルパラ メ ータが何も使われていない場合、 グ ローバル dot1x 構成概要
が表示されます。

Administrative 
mode  ス イ ッチの認証制御が有効か、 無効かを示し ます。

オプシ ョ ナルパラ メ ータ [summary {<slot/port> | all}] が使用されている場
合、 指定のポー ト またはすべてのポー ト の dot1x 構成が表示されます。

Port   構成が表示されている イ ン ターフ ェースです。

Control Mode  こ のポー ト に対する構成済み制御です。 可能な値は 
force-unauthorized  |  force-authorized  |  auto です。

Operating Control 
Mode  こ のポー ト が動作する制御モー ド です。 可能な値は 

authorized  |  unauthorized です。

Reauthentication 
Enabled  こ のポー ト で再認証が有効であ るかど う かを示し ます。

Key Transmission 
Enabled  キーが指定されたポー ト の要求者に送信されたかど う

かを示し ます。

オプシ ョ ナルパラ メ ータ [detail <slot/port>] が使用されている場合、 指定の
ポー ト の dot1x 構成が表示されます。

Port   構成が表示されている イ ン ターフ ェースです。

Protocol Version  こ のポー ト に関連し たプロ ト コルバージ ョ ンです。 唯
一の値は 1 であ り 、 dot1x 仕様の最初のバージ ョ ンに
対応し ています。

PAE Capabilities  こ のポー ト の Port Access Entity (PAE) 機能です。 可能
な値は "Authenticator" または "Supplicant" です。

Authenticator PAE 
State  認証 PAE マシンの現在の状態です。 可能な値は 

Initialize、 Disconnected、 Connecting、 Authenticating、
Authenticated、 Aborting、 Held、 ForceAuthorized、
ForceUnauthorized です。

Backend 
Authentication 
State  バッ ク エン ド認証マシンの現在の状態です。 可能な値

は Request、 Response、 Success、 Fail、 Timeout、 Idle、
Initialize です。
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Quiet Period  こ のポー ト の認証マシンによ って使われる タ イマーで、
要求者を要求し よ う と し ない時間帯を定義し ます。 値
は秒で表示され、 範囲は 0 ～ 65535 です。

Transmit Period  こ のポー ト の認証マシンによ って使われる タ イマーで、
要求者にいつ EAPOL EAP 要求 /ID フ レームを送信す
るかを決定し ます。 パラ メ ータは秒単位で、 1 ～ 65535
秒の範囲です。

Supplicant Timeout  こ のポー ト の認証マシンによ り 、 要求者を タ イ ムア ウ
ト する ために使用される タ イマーです。 パラ メ ータは
秒単位で、 1 ～ 65535 秒の範囲です。

Server Timeout  こ のポー ト の認証によ り 、 認証サーバを タ イ ムア ウ ト
する ために使用される タ イマーです。 パラ メ ータは秒
単位で、 1 ～ 65535 秒の範囲です。

Maximum Requests  要求者を タ イ ムア ウ ト にする前に、 このポー ト の認証
マシンが EAPOL EAP 要求 /ID を再送信する最大回数
を設定し ます。 この値は 1 ～ 10 の範囲です。

Reauthentication 
Period  こ のポー ト の認証マシンによ り 、 いつ要求者の再認証

を実行するかを決定する ために使用される タ イマーで
す。 パラ メ ータは秒単位で、 1 ～ 65535 秒の範囲です。

Reauthentication 
Enabled   こ のポー ト の再認証が有効であ るかど う かを示し ます。

可能な値は True または False です。

Key Transmission 
Enabled  キーが指定されたポー ト の要求者に送信されたかど う

かを示し ます。 可能な値は True または False です。

Control Direction  指定されたポー ト の制御方向を示し ます。 可能な値は、
Both または in です。

オプシ ョ ナルパラ メ ータ [statistics <slot/port>] が使用されている場合、 指
定のポー ト の次の dot1x 統計が表示されます。

Port   統計が表示されている イ ン ターフ ェースです。

EAPOL Frames 
Received  こ の認証コード によ り 受信されたすべてのタ イプの有

効な EAPOL フ レームの数です。 
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EAPOL Frames 
Transmitted  こ の認証コード によ り 送信されたすべてのタ イプの 

EAPOL フ レームの数です。

EAPOL Start Frames 
Received  こ の認証コード によ り 受信された EAPOL 開始フ レー

ムの数です。

EAPOL Logoff 
Frames Received  こ の認証コード によ り 受信された EAPOL ロ グオフ フ

レームの数です。

Last EAPOL Frame 
Version  最近受信された EAPOL フ レームで実行されたプロ ト

コルバージ ョ ン番号です。

Last EAPOL Frame 
Source  最近受信された EAPOL フ レームで実行された ソース 

MAC ア ド レ スです。

EAP Response/Id 
Frames Received  こ の認証コード によ り 受信された EAP レ スポン ス /ID 

フ レームの数です。

EAP Response 
Frames Received  こ の認証コード によ り 受信された有効な EAP レ スポン

ス フ レーム ( レ スポン ス /ID フ レーム以外 ) の数です。

EAP Request/Id 
Frames 
Transmitted  こ の認証コード によ り 送信された EAP 要求 /ID フ レー

ムの数です。

EAP Request Frames 
Transmitted  こ の認証コード によ り 送信された EAP リ ク エス ト フ

レーム ( 要求 /ID フ レーム以外 ) の数です。

Invalid EAPOL 
Frames Received  こ の認証コード によ り 受信された EAPOL フ レームで、

フ レーム タ イプが認識されなかった ものの数です。

EAP Length Error 
Frames Received  こ の認証コード によ り 受信された EAPOL フ レームで、

フ レーム タ イプが認識されなかった ものの数です。
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11.1.20 show dot1x users
こ のコマン ド は、 ローカルで構成されたユーザーの 802.1x ポー ト セキ ュ リ テ ィ
ユーザー情報を表示し ます。 

形式  show dot1x users  <slot/port>

モード  Privileged EXEC

User  指定されたポー ト にア ク セス権限のあ る、 ローカルで
構成されたユーザーです。

11.1.21 show users authentication
こ のコマン ド は、 すべてのユーザーと 認証のロ グ イ ン情報を表示し ます。 また、
既定のユーザーに割 り 当て られている認証ロ グ イ ン リ ス ト を表示し ます。

形式  show users authentication

モード  Privileged EXEC

User  認証ロ グ イ ン リ ス ト が割 り 当て られているすべての
ユーザーを表示し ます。

System Login  システム ロ グ イ ンのためにユーザーに割 り 当て られて
いる認証ロ グ イ ン リ ス ト を表示し ます。

802.1x Port 
Security  802.1x ポー ト セキ ュ リ テ ィ のためにユーザーに割 り 当

て られている認証ロ グ イ ン リ ス ト を表示し ます。

11.2 RADIUS コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 認証やアカ ウ ンテ ィ ングのために、 7300 シ リ ーズス イ ッ
チ が ネ ッ ト ワーク上で Remote Authentication Dial-In User Service (RADIUS) サー
バを構成する ために使用する コマン ド について説明し ています。

11.2.1 radius accounting mode
こ のコマン ド は、 RADIUS アカ ウ ンテ ィ ング機能を有効化し ます。

既定値  disabled

形式  radius accounting mode

モード  Global Config
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11.2.1.1  no radius accounting mode

こ のコマン ド は、 RADIUS アカ ウ ンテ ィ ング機能を無効化し ます。

形式  no radius accounting mode

モード  Global Config

11.2.2 radius server host
こ のコマン ド は、 RADIUS 認証と アカ ウ ンテ ィ ングサーバを構成し ます。 <auth> 
パラ メ ータ を使用する場合、 コマン ド は IP ア ド レ ス を使用し て RADIUS 認証
サーバに接続する よ う 構成し ます。 RADIUS ク ラ イ アン ト ご と に、 最大 3 台の
サーバを構成する こ と ができ ます。 構成サーバの最大数に達し た場合、 "no" 形
式のコマン ド を発行し てサーバを削除する まで、 コマン ド はエラーと な り ます。 

オプシ ョ ナルの <port> パラ メ ータが使用されている場合、 コマン ド は UDP ポー
ト 番号を使って構成済み RADIUS サーバに接続する よ う 構成し ます。 <Port> 番
号は 1 ～ 65535 の範囲で、 1812 が既定値 と なっています。

<acct> パラ メ ータが使用されている場合、 コマン ド は IP ア ド レ ス を使用し て 
RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバに接続する よ う 構成し ます。 1 つのアカ ウ ン
テ ィ ングサーバのみ構成可能です。 現在アカ ウ ンテ ィ ングサーバが構成されてい
る場合、 'no' 形式コマン ド を使って これを構成から削除し ます。 指定された IP 
ア ド レ スは、 前に構成されたアカ ウ ンテ ィ ングサーバの IP ア ド レ ス と一致する
必要があ り ます。 

オプシ ョ ナルの <port> パラ メ ータが使用されている場合、 コマン ド は UDP ポー
ト を使って RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバに接続する よ う 構成し ます。<port> 
がすでにアカ ウ ンテ ィ ングサーバに対し て構成されている場合、 新しい <port> 
が前に構成された <port> に取って代わ り ます。 <port> は 1 ～ 65535 の範囲で、
既定値は 1813 と なっています。

メ モ : RADIUS 認証サーバが既定の UDP <port> を使用する よ う 再構成す
るには、 <port> パラ メ ータ を 1812 に設定し ます。

メ モ : RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバが既定の UDP <port> を使用する
よ う 再構成するには、 <port> パラ メ ータ を 1813 に設定し ます。
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形式  radius server host {auth | acct} <ipaddr> [<port>]

モード  Global Config

11.2.2.1  no radius server host

こ のコマン ド は、 構成済み RADIUS 認証サーバまたは RADIUS アカ ウ ンテ ィ ング
サーバを削除する ために使われます。 'auth' ト ーク ンが使われている場合、 前に
構成された RADIUS 認証サーバは構成から削除されます。 同じ よ う に、 'acct' 
ト ーク ンが使われている場合、 前に構成された RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバ
は構成から削除されます。 <ipaddr> パラ メ ータは、 前に構成された RADIUS 認
証 / アカ ウ ンテ ィ ングサーバの IP ア ド レ ス と一致し ている必要があ り ます。

形式  no radius server host {auth | acct} <ipaddress>

モード  Global Config

11.2.3 radius server key
こ のコマン ド は、 RADIUS ク ラ イ アン ト と RADIUS アカ ウ ンテ ィ ング / 認証サー
バ と の間の共有キーを構成する ために使用されます。 'auth' ト ーク ンが使われて
いるか、 'acct' ト ーク ンが使われているかによ り 、 共有キーは RADIUS 認証また
は RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバに対し て構成されます。 提供された IP ア ド
レ スは、 前に構成されたサーバ と一致し ている必要があ り ます。 こ のコマン ド が
実行される と､キーを入力する よ う 指示されます。 

形式  radius server key {auth | acct} <ipaddr>

モード  Global Config

11.2.4 radius server msgauth
こ のコマン ド は、 指定されたサーバの メ ッ セージ認証属性を有効化し ます。

形式   radius server msgauth <ipaddr>

モード  Global Config

11.2.4.1  no radius server msgauth

こ のコマン ド は、 指定されたサーバの メ ッ セージ認証属性を無効化し ます。

メ モ : キーは、 16 文字以内の英数字 と な り ます。
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形式   no radius server msgauth <ipaddr>

モード  Global Config

11.2.5 radius server primary
こ のコマン ド は、 こ の RADIUS ク ラ イ アン ト のプラ イマ リ  RADIUS 認証サーバを
構成する ために使われます。 プラ イマ リ サーバは、 既定では RADIUS 要求を処理
する ために使われる ものです。 残 り の構成済みサーバは、 プラ イマ リ サーバに接
続でき なかった場合にのみ使用されます。 各ク ラ イ アン ト について、 最大 3 台の
サーバを構成する こ と ができ ます。 この う ち 1 台のサーバだけがプラ イマ リ と し
て構成でき ます。 こ のコマン ド を実行する前に、 すでにプラ イマ リ サーバが構成
されている場合、 こ のコマン ド で IP ア ド レ スによ り 指定されたサーバが新しい
プラ イマ リ サーバ と な り ます。 IP ア ド レ スは、 前に構成された RADIUS 認証
サーバの IP ア ド レ ス と 一致する必要があ り ます。

形式  radius server primary <ipaddr>

モード  Global Config

11.2.6 radius server retransmit
こ のコマン ド は、 RADIUS サーバから レ スポン スが得られない と きに、 要求パ
ケ ッ ト が再送信される最大回数を設定し ます。 読取値は 1 ～ 15 の間の整数です。

既定値   4

形式  radius server retransmit <retries>

モード  Global Config

11.2.6.1  no radius server retransmit

こ のコマン ド は、 要求パケ ッ ト が再転送される最大回数を既定値に設定し ます。

形式  no radius server retransmit

モード  Global Config

11.2.7 radius server timeout
こ のコマン ド は、 RADIUS に要求を再送信し てから レ スポン スが得られなかった
場合のタ イ ムア ウ ト 値を秒で設定し ます。 タ イ ムア ウ ト 値は 1 ～ 30 の間の整数
です。

既定値  5

形式  radius server timeout <seconds> 
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モード  Global Config

11.2.7.1  no radius server timeout

こ のコマン ド は、 タ イ ムア ウ ト 値を既定値に設定し ます。

形式  no radius server timeout

モード  Global Config

11.2.8 show radius
こ のコマン ド は、 ス イ ッチの様々な RADIUS 構成ア イ テムや構成済み RADIUS 
サーバを表示し ます。 形式

show radius [servers]

モード  Privileged EXEC

Primary Server IP 
Address  現在認証用に使用中の構成済みサーバを表示し ます。

Number of configured 
servers  認証サーバの構成済み IP ア ド レ スです。

Max number of 
retransmits  要求パケ ッ ト が送信される最大回数の構成値です。

Max number of 
retransmits  要求再送信の構成済みタ イ ムア ウ ト 値 ( 秒 ) を示し ま

す。

Accounting Mode  はい、 またはいいえ。

オプシ ョ ナルの [servers] パラ メ ータが含まれている場合、 構成済み RADIUS 
サーバに関する次の情報が表示されます。

IP Address  構成された RADIUS サーバの IP ア ド レ スです。

Port   こ のサーバで使用されているポー ト です。

Type  プラ イマ リ またはセカンダ リ 。

Secret Configured  はい / いいえ。

Message 
Authenticator  選択されたサーバの メ ッ セージ認証属性を有効または

無効にし ます。
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11.2.9 show radius accounting
こ のコマン ド は、 構成済み RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングモード、 アカ ウ ンテ ィ ング
サーバ、 構成済みアカ ウ ンテ ィ ングサーバの統計を表示する ために使われます。 

形式  show radius accounting [statistics <ipaddr>]

モード  Privileged EXEC

オプシ ョ ナル ト ーク ンの 'statistics <ipaddr>' が含まれていない場合、 アカ ウ ン
テ ィ ングモード と  RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバの詳細だけが表示されます。

モード  有効または無効。

IP Address  RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバの構成済み IP ア ド レ
スです。

Port   RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバによ り 使用中のポー
ト です。

Secret Configured  はい、 またはいいえ。

オプシ ョ ナルの [statistics <ipaddr>] パラ メ ータが含まれている場合、 構成済
み RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバの統計が表示されます。 IP ア ド レ スパラ
メ ータは、 前に構成された RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバの IP ア ド レ ス と一
致する必要があ り ます。 RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバの統計に関する次の情
報が表示されます。

Accounting Server IP 
Address  構成された RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバの IP ア ド

レ スです。

Round Trip Time  RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバからの最近のアカ ウ
ンテ ィ ングレ スポン ス と アカ ウ ンテ ィ ング要求の間の
間隔を 100 分の 1 秒単位で表示し ます。

Requests  こ のアカ ウ ンテ ィ ングサーバに送信された RADIUS ア
カ ウ ンテ ィ ング要求パケ ッ ト の数です。 この数字に再
送信は含まれません。

Retransmission  こ の RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングサーバに再送信された 
RADIUS アカ ウ ンテ ィ ング要求パケ ッ ト の数です。

Responses  こ のサーバから アカ ウ ンテ ィ ングポー ト へ受信された 
RADIUS パケ ッ ト の数です。

Malformed 
Responses  こ のサーバから受信された不正 RADIUS アカ ウ ンテ ィ

ングレ スポン スパケ ッ ト の数です。 認証エラーパケ ッ
ト には、 無効な長さ のパケ ッ ト も含まれます。 認証エ
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ラーや不明タ イプは、 不正アカ ウ ンテ ィ ングレ スポン
スには含まれません。

Bad Authenticators  こ のアカ ウ ンテ ィ ングサーバから受信された認証エ
ラーを含む RADIUS アカ ウ ンテ ィ ングレ スポン スパ
ケ ッ ト の数です。

Pending Requests  まだタ イ ムア ウ ト になっていない、 またはレ スポン ス
を受信し ていない、 このサーバに送信された RADIUS 
アカ ウ ンテ ィ ング要求パケ ッ ト の数です。

Timeouts  こ のサーバへのアカ ウ ンテ ィ ング タ イ ムア ウ ト 数です。

Unknown Types  こ のサーバから アカ ウ ンテ ィ ングポー ト へ受信された、
不明タ イプの RADIUS パケ ッ ト 数です。

Packets Dropped  こ のサーバから アカ ウ ンテ ィ ングポー ト に受信され、
なんらかの理由で ド ロ ッ プ された RADIUS パケ ッ ト の
数です。

11.2.10 show radius statistics
こ のコマン ド は、 RADIUS または構成済みサーバの統計を表示する ために使われ
ます。 構成済み RADIUS サーバの統計を表示するには、 指定された IP ア ド レ ス
が前に構成し た RADIUS サーバの IP ア ド レ ス と一致し ていなければな り ません。
実行時には、 以下のフ ィ ール ド が表示されます。

形式  show radius statistics [ipaddr]

モード  Privileged EXEC

IP ア ド レ スが指定されていない場合、 無効なサーバア ド レ ス フ ィ ール ド のみが
表示されます。 IP ア ド レ スが指定されている場合、 他の リ ス ト フ ィ ール ド が表
示されます。

Invalid Server 
Addresses  不明なア ド レ スから受信された RADIUS ア ク セス レ ス

ポン スパケ ッ ト の数です。

Server IP Address  サーバの IP ア ド レ スです。

Round Trip Time  RADIUS 認証サーバからの最近のア ク セス レ スポン ス、
ア ク セスチャ レ ンジの間、 およびこれ と一致する ア ク
セス要求の間隔を 100 分の 1 秒単位で表示し ます。

Access Requests  こ のサーバに送信された RADIUS ア ク セス要求パケ ッ
ト の数です。 こ の数字に再送信は含まれません。
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Access 
Rtransmission  こ の RADIUS 認証サーバに再送信された RADIUS ア ク

セス要求パケ ッ ト の数です。

Access Accepts  こ のサーバによ り 受信された RADIUS ア ク セス許可パ
ケ ッ ト  ( 有効と無効パケ ッ ト を含む ) の数です。

Access Rejects  こ のサーバによ り 受信された RADIUS ア ク セス拒否パ
ケ ッ ト  ( 有効と無効パケ ッ ト を含む ) の数です。

Access Challenges  こ のサーバによ り 受信された RADIUS ア ク セスチャ レ
ンジパケ ッ ト  ( 有効と無効パケ ッ ト を含む ) の数です。

Malformed Access 
Responses  こ のサーバから受信された不正 RADIUS ア ク セス レ ス

ポン スパケ ッ ト の数です。 認証エラーパケ ッ ト には、
無効な長さのパケ ッ ト も含まれます。 不良認証や署名
属性、 不明タ イプは、 不正ア ク セス レ スポン スには含
まれません。

Bad Authenticators  こ のサーバから受信された認証エラーや署名属性を含
む RADIUS ア ク セス レ スポン スパケ ッ ト の数です。

Pending Requests  まだタ イ ムア ウ ト になっていない、 またはレ スポン ス
を受信し ていない、 このサーバに向け られた RADIUS 
ア ク セス要求パケ ッ ト の数です。

Timeouts  こ のサーバへの認証タ イ ムア ウ ト 数です。

Unknown Types  こ のサーバから認証ポー ト へ受信された、 不明タ イプ
の RADIUS パケ ッ ト 数です。

Packets Dropped  こ のサーバから認証ポー ト に受信され、 なんらかの理
由で ド ロ ッ プされた RADIUS パケ ッ ト の数です。
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第 12 章
ポー ト チャ ンネル /LAG (802.3ad) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な Link 
Aggregation/ ポー ト チャ ンネル (802.3ad) コマン ド について説明し ています。
ポー ト チャ ンネルは、 リ ン ク アグ リ ゲーシ ョ ングループ (LAG) と し て知られま
す。 リ ン ク アグ リ ゲーシ ョ ンは、 複数の全二重 Ethernet リ ン ク を 1 つの論理 リ
ン クへ結合させます。 ネ ッ ト ワークデバイ スは、 このアグ リ ゲーシ ョ ン ( 集約 ) 
を 1 つの リ ン ク と し て扱 う ため、 優れた耐障害性と 負荷分散を提供する こ と がで
き ます。 LAG 機能は、 ソース と ターゲ ッ ト の MAC ア ド レ スに基づき、 ト ラ
フ ィ ッ ク の初期的な負荷分散を行います。

ポー ト チャ ンネル /LAG コマン ド のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います : 

･ 12- 1 ページのセクション 12.1 " ポートチャンネル構成コマンド "

･ 12- 6 ページのセクション 12.2 " ポートチャンネル表示コマンド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 3 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ 消去コマン ド は一部またはすべての設定を工場出荷時の初期設定に戻し ま
す。

12.1 ポートチャンネル構成コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ポー ト チャ ンネルを構成する ために使用する コマン ド につ
いて説明し ています。 LAG を作成し た後、 LAG VLAN メ ンバーシ ッ プを割 り 当
てます。 VLAN メ ンバーシ ッ プを割 り 当てない場合、 LAG は管理 　 VLAN の メ ン
バー と な り 、 学習および切 り 替えの問題が生じ る可能性があ り ます。
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12.1.1 addport
こ のコマン ド は、 1 つのポー ト をポー ト チャ ンネル (LAG) に追加し ます。 最初の
イ ン ターフ ェースは構成済みポー ト チャ ンネルの論理ユニ ッ ト 、 ス ロ ッ ト 、 ポー
ト 番号です。

形式  addport <logical slot/port>

モード  Interface Config

12.1.2 deleteport (Interface Config)
こ のコマン ド は、 1 つのポー ト をポー ト チャ ンネル (LAG) から削除し ます。 こ の
イ ン ターフ ェースは構成済みポー ト チャ ンネルの論理ス ロ ッ ト およびポー ト 番号
です。 

形式  deleteport <logical slot/port> 

モード  Interface Config

12.1.3 deleteport (Global Config)
こ のコマン ド は、 ポー ト チャ ンネル (LAG) からすべての構成済みポー ト を削除
し ます。 このイ ン ターフ ェースは構成済みポー ト チャ ンネルの論理ス ロ ッ ト およ
びポー ト 番号です。 

形式  deleteport {<logical slot/port> | all}

モード  Global Config

メ モ : ポー ト チャ ンネルにポー ト を追加する前に、 ポー ト の物理モード
を設定し て く ださい。 詳し く は 4- 4 ページのセ ク シ ョ ン 4.1.8 
"speed" をご覧 く ださい。
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12.1.4 port-channel
こ のコマン ド は、 ポー ト チャ ンネルに対し新規ポー ト チャ ンネルを構成し、 論理 
slot/port 番号を生成し ます。 <name> フ ィ ール ド は、 ハイ フン '-' や英数字を含む
文字列です。 show port channel コマン ド を使って こ の番号を表示し ます。

形式  port-channel <name>

モード  Global Config

12.1.4.1  no port-channel

こ のコマン ド はポー ト チャ ンネル (LAG) を削除し ます。

形式  no port-channel {<logical slot/port> | all}

モード  Global Config

12.1.5 clear port-channel
こ のコマン ド を使用し、 構成済みポー ト チャ ンネルをすべて消去し ます。

形式  clear port-channel

モード  Privileged EXEC

12.1.6 port-channel staticcapability
こ のコマン ド は、 デバイ スにおけるポー ト チャ ンネル (static link aggregation) の
サポー ト を有効化し ます。 既定では、 すべてのポー ト チャ ンネルの静的性能は無
効と なっています。

既定値  disabled

形式  port-channel staticcapability

モード  Global Config

メ モ : ポー ト チャ ンネルにポー ト に含める前に、 ポー ト の物理モー ド を
設定し て く だ さい。 詳し く は 4- 4 ページのセ ク シ ョ ン 4.1.8 
"speed" をご覧 く ださい。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

12-4 ポー ト チャ ンネル /LAG (802.3ad) コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月

12.1.6.1  no port-channel staticcapability

こ のコマン ド は、 デバイ スにおける静的ポー ト チャ ンネルのサポー ト を無効化し
ます。

形式  no port-channel staticcapability

モード  Global Config

12.1.7 port lacpmode 
こ のコマン ド はポー ト の Link Aggregation Control Protocol (LACP) を有効化し ま
す。

既定値  enabled 

形式  port lacpmode 

モード  Interface Config

12.1.7.1  no port lacpmode 

こ のコマン ド はポー ト の Link Aggregation Control Protocol (LACP) を無効化し ま
す。 

形式  no port lacpmode  

モード  Interface Config

12.1.8 port lacpmode all 
こ のコマン ド は、 すべてのポー ト の Link Aggregation Control Protocol (LACP) を
有効化し ます。

形式  port lacpmode all

モード  Global Config

12.1.8.1  no port lacpmode all 

こ のコマン ド は、 すべてのポー ト の Link Aggregation Control Protocol (LACP) を
無効化し ます。 

形式  no port lacpmode all  

モード  Global Config
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12.1.9 port-channel adminmode 
こ のコマン ド はポー ト チャ ンネル (LAG) を有効化し ます。 all  のオプシ ョ ンは、
各構成済みポー ト チャ ンネルを同一の管理モード に設定し ます。

形式  port-channel adminmode [all]

モード  Global Config

12.1.9.1  no port-channel adminmode

こ のコマン ド はポー ト チャ ンネル (LAG) を無効化し ます。 all  のオプシ ョ ンは、
各構成済みポー ト チャ ンネルを同一の管理モード に設定し ます。

形式  no port-channel adminmode [all]

モード  Global Config

12.1.10 port-channel name
こ のコマン ド はポー ト チャ ンネル (LAG) の名前を定義し ます。 イ ン ターフ ェー
スは構成済みポー ト チャ ンネルの論理 slot/port  であ り 、 <name> は最大 15 文字
の英数字です。

形式  port-channel name {<logical slot/port> | all | <name>}

モード  Global Config

12.1.11 port-channel linktrap
こ のコマン ド は、 ポー ト チャ ンネル (LAG) の リ ン ク ト ラ ッ プ通知を有効化し ま
す。 イ ン ターフ ェースは構成済みポー ト チャ ンネルの論理 slot/port です。 all  
のオプシ ョ ンは、 各構成済みポー ト チャ ンネルを同一の管理モー ド に設定し ま
す。

既定値  enabled

形式  port-channel linktrap {<logical slot/port> | all}

モード  Global Config

12.1.11.1  no port-channel linktrap

こ のコマン ド は、 ポー ト チャ ンネル (LAG) の リ ン ク ト ラ ッ プ通知を無効化し ま
す。 こ のイ ン ターフ ェースは構成済みポー ト チャ ンネルの論理ス ロ ッ ト および
ポー ト です。 all  のオプシ ョ ンは、 各構成済みポー ト チャ ンネルを同一の管理
モード に設定し ます。

形式  no port-channel linktrap {<logical slot/port> | all}
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モード  Global Config

12.2 ポートチャンネル表示コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ポー ト チャ ンネルの状態や構成に関する情報を表示する た
めに使用する コマン ド について説明し ています。

12.2.1 show port-channel brief
こ のコマン ド は、 デバイ スにおけるすべてのポー ト チャ ンネル (LAG) の静的性
能、 並びに各ポー ト チャ ンネルの概要を表示し ます。

形式  show port-channel brief

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Static Capability  こ のフ ィ ール ド は、 デバイ スの静的性能が有効になっ
ているかど う かを表示し ます。

各ポー ト チャ ンネルについて、 次の情報が表示されます :

Name  こ のフ ィ ール ド には、 ポー ト チャ ンネルの名前が表示
されます。

Link State  リ ン ク がア ッ プか、 またはダウ ンかを示し ます。

Mbr Ports  こ のフ ィ ール ド には、 このポー ト チャ ンネルの メ ン
バーであ るポー ト が、 <slot/port> 注釈付で表示され
ます。

Active Ports  こ のフ ィ ール ド には、 このポー ト チャ ンネルに現在参
加し ているポー ト が リ ス ト されます。

12.2.2 show port-channel 
こ のコマン ド は、 ス イ ッチにおけるすべてのポー ト チャ ンネル (LAG) の概要を
表示し ます。

形式  show port-channel {<logical slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Logical Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。
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Port-Channel Name  こ のポー ト チャ ンネル (LAG) の名前です。 最大 15 文
字の英数字を入力する こ と ができ ます。 

Link State  リ ン ク がア ッ プか、 ダウ ンかを示し ます。 

Admin Mode  有効または無効にし ます。 工場出荷時は有効です。 

Link Trap Mode  リ ン ク オブジェ ク ト は、 リ ン ク状態が変化し た と きに
ト ラ ッ プを送信するかど う かを決定し ます。 工場出荷
時は有効です。 

STP Mode  ポー ト またはポー ト チャ ンネル (LAG) に関連付け られ
ている スパンニングツ リ ープロ ト コル管理モード です。
可能な値 : 

Disable - こ のポー ト のスパンニングツ リ ーは無効で
す。

Enable - このポー ト のスパンニングツ リ ーは有効です。 

Mbr Ports  こ のポー ト チャ ンネルの メ ンバーであ るポー ト が、
slot/port 注釈付で リ ス ト されます。 指定のポー ト チャ
ンネル (LAG) には最大で 8 つのポー ト を割 り 当て る こ
と ができ ます。 

Port Speed  ポー ト チャ ンネルポー ト の速度です。

Type  こ のフ ィ ール ド は、 特定のポー ト チャ ンネル (LAG) が
静的または動的に維持されているかど う かのステータ
ス を表示し ます。 

Static - ポー ト チャ ンネルは静的に維持されています。

Dynamic - ポー ト チャ ンネルは動的に維持されていま
す。 

Active Ports  こ のフ ィ ール ド には、 ポー ト チャ ンネル (LAG) に現在
参加し ているポー ト が リ ス ト されます。
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第 13 章
Quality of Service (QoS) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な Quality of Service 
(QoS) コマン ド について説明し ています。 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 13- 2 ページのセクション 13.1 "Class of Service (CoS) コマンド "

･ 13- 8 ページのセクション 13.2 "Differentiated Services (DiffServ) コ
マンド "

･ 13- 10 ページのセクション 13.3 "DiffServ クラスコマンド "

･ 13- 15 ページのセクション 13.4 "DiffServ ポリシーコマンド "

･ 13- 20 ページのセクション 13.5 "DiffServ サービスコマンド "

･ 13- 22 ページのセクション 13.6 "DiffServ Show コマンド "

･ 13- 28 ページのセクション 13.7 "MAC Access Control List (ACL) コマン
ド "

･ 13- 33 ページのセクション 13.8 "IP Access Control List (ACL) コマンド
"

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ 表示コマン ド は、 デバイ ス設定、 統計、 その他の情報を表示する ために使用
されます。 
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13.1 Class of Service (CoS) コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチの Class of Service (CoS) 設定を表示し、 構成する
ために使用する コマン ド について説明し ています。 こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド
は、 ト ラ フ ィ ッ ク の優先度と転送速度を制御する こ と ができ ます。 

13.1.1 classofservice dot1p-mapping
こ のコマン ド は、 802.1p 優先順位を内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スにマ ッ プし ます。
<userpriority> と  <trafficclass> の値はいずいれも 0 ～ 7 の範囲ですが、 実際
に使用可能な ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スの数はプラ ッ ト フ ォームによ り 異な り ます。
802.1p 優先度に関する詳細は 6- 14 ページのセ ク シ ョ ン 6.3 " プロ ビジ ョ ニング 
(IEEE 802.1p) コマン ド " をご覧 く ださい。

形式  classofservice dot1p-mapping <userpriority> 
<trafficclass>

モード  Global Config
Interface Config

13.1.1.1  no classofservice dot1p-mapping

 こ のコマン ド は、 802.1p 優先順位を既定の内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スにマ ッ プし
ます。 

 形式  no classofservice dot1p-mapping 

 モード  Global Config
Interface Config

13.1.2 classofservice ip-precedence-mapping
こ のコマン ド は、 IP Precedence 値を内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スにマ ッ プし ます。
<ip-precedence> と  <trafficclass> の値はいずいれも 0 ～ 7 の範囲ですが、実際
に使用可能な ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スの数はプラ ッ ト フ ォームによ り 異な り ます。

形式  classofservice ip-precedence-mapping <ip-
precedence> <trafficclass>

モード  Global Config
Interface Config

メ モ : Interface Config モード で発行する コマン ド は、 1 つのイ ン ター
フ ェースのみに影響し ます。 Global Config モー ド で発行する コマン
ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースに影響し ます。 
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13.1.2.1  no classofservice ip-precedence-mapping

 こ のコマン ド は、 IP Precedence 値を既定の内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スにマ ッ プし
ます。

 形式  no classofservice ip-precedence-mapping 

 モード  Global Config
Interface Config

13.1.3 classofservice ip-dscp-mapping
こ のコマン ド は、 IP DSCP 値を内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スにマ ッ プし ます。
<ipdscp>  の値は、0 ～ 63 の整数、即ち以下のいずれかのキーワー ド によ り 象徴さ
れる数字で指定されます :af11、 af12、 af13、 af21、 af22、 af23、 af31、 af32、 af33、 af41、 af42、

af43、 be、 cs0、 cs1、 cs2、 cs3、 cs4、 cs5、 cs6、 cs7、 ef。

<trafficclass> 範囲は 0 ～ -7 です。

形式  classofservice ip-dscp-mapping <ipdscp> 
<trafficclass>

モード  Global Config 

13.1.3.1  no classofservice ip-dscp-mapping

 こ のコマン ド は、 IP DSCP 値を既定の内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スにマ ッ プし ます。 

形式  no classofservice ip-dscp-mapping

モード  Global Config

13.1.4 classofservice trust
こ のコマン ド は、 Class of Service のイ ン ターフ ェース信頼モード を設定し ます。
モード を Dot1p (802.1p)、 IP DSCP、 IP Precedence パケ ッ ト マーキングのいずれ
かを信頼する よ う 設定する こ と ができ ます。 

形式  classofservice trust <dot1p | ip-dscp | ip-
precedence>

モード  Global Config
Interface Config

13.1.4.1  no classofservice trust

こ のコマン ド は、 信頼でき ないイ ン ターフ ェースモード を設定し ます。

形式  no classofservice trust
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モード  Global Config
Interface Config

13.1.5 cos-queue min-bandwidth
こ のコマン ド は、 各イ ン ターフ ェースキ ューの最低転送帯域幅保証を指定し ま
す。 イ ン ターフ ェース ご と に対応可能なキ ューの合計数は、 プラ ッ ト フ ォームに
よ り 異な り ます。 0 ～ 100 の値 ( リ ン ク速度の割合 ) を各ポー ト キ ューに対し て
指定する必要があ り ます。 0 は、 保証された最低帯域幅がないこ と を意味し ま
す。 入力されたすべての値の合計値が 100 を超え る こ と はでき ません。

形式  cos-queue min-bandwidth <bw-0> <bw-1> ﾉ <bw-n>

モード  Global Config

Interface Config

13.1.5.1  no cos-queue min-bandwidth

こ のコマン ド は、 各キ ューの最低帯域幅の既定値を リ セ ッ ト し ます。

形式  no cos-queue min-bandwidth

モード  Global Config

Interface Config

13.1.6 cos-queue strict
こ のコマン ド は、 指定された各キ ューに対し、 厳密な優先順位スケジ ューラモー
ド を有効化し ます。 

形式  cos-queue strict <queue-id-1> [<queue-id-2> ﾉ 
<queue-id-n>]

モード  Global Config
Interface Config

13.1.6.1  no cos-queue strict

こ のコマン ド は、 指定された各キ ューに対し、 既定の加重ス ケジ ューラモード を
復元し ます。

形式  no cos-queue strict <queue-id-1> [<queue-id-2> ﾉ 
<queue-id-n>]

モード  Global Config
Interface Config
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13.1.7 traffic-shape
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース全体の最大転送帯域幅制限を指定し ます。
レー ト 成形 と も呼ばれ、 これには転送 ト ラ フ ィ ッ ク レー ト が抑制されないよ う
に、 一時的に ト ラ フ ィ ッ クバース ト を潤滑化する効果があ り ます。 

形式  traffic-shape <bw>

モード  Global Config
Interface Config

13.1.7.1  no traffic-shape

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース形成レー ト を既定値に リ セ ッ ト し ます。

形式  no traffic-shape

モード  Global Config 

Interface Config

13.1.8 show classofservice dot1p-mapping
こ のコマン ド は、 特定のイ ン ターフ ェースに対し、 内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スへの
現在の Dotlp (802.1p) 優先順位マ ッ ピ ングを表示し ます。 slot/port パラ メ ータは
オプシ ョ ンで、 独立し たポー ト ご と の Class of Service マ ッ ピングに対応し てい
るプラ ッ ト フ ォームでのみ有効です。 指定されている場合、 イ ン ターフ ェースの 
802.1p マ ッ ピングテーブルが表示されます。 省略されている場合、 最近の Global 
Config 設定が表示されます。 詳し く は 6- 14 ページのセ ク シ ョ ン 6.3 " プロ ビ
ジ ョ ニング (IEEE 802.1p) コマン ド " をご覧 く だ さい。

形式  show classofservice dot1p-mapping [slot/port]

モード  Privileged EXEC

以下の情報は、 各ユーザー優先順位に対し て繰 り 返されます。

User Priority  802.1p ユーザー優先順位値です。

Traffic Class  ユーザー優先順位値がマップされているトラフィック
クラスの内部キュー識別子です。
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13.1.9 show classofservice ip-precedence-mapping
こ のコマン ド は、 特定のイ ン ターフ ェースに対し、 内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スへの
現在の IP Precedence マ ッ ピングを表示し ます。 slot/port パラ メ ータはオプシ ョ
ンで、 独立し たポー ト ご と の Class of Service マ ッ ピングに対応し ているプラ ッ
ト フ ォームでのみ有効です。 指定されている場合、 イ ン ターフ ェースの IP 
Precedence マ ッ ピングテーブルが表示されます。 省略されている場合、 最近の 
Global Config 設定が表示されます。

形式  show classofservice ip-precedence-mapping [slot/
port]

モード  Privileged EXEC

以下の情報は、 各ユーザー優先順位に対し て繰 り 返されます。

IP Precedence  IP Precedence 値です。

Traffic Class  IP Precedence 値がマップされているトラフィックク
ラスの内部キュー識別子です。

13.1.10 show classofservice ip-dscp-mapping
こ のコマン ド は、 グ ローバル構成に対する、 内部 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スへの現在の 
IP DSCP マ ッ ピングを表示し ます。 

形式  show classofservice ip-dscp-mapping

モード  Privileged EXEC

以下の情報は、 各ユーザー優先順位に対し て繰 り 返されます。

IP DSCP  IP DSCP 値です。

Traffic Class  IP DSCP 値がマップされているトラフィッククラスの
内部キュー識別子です。

メ モ : IP DSCP コマン ド マ ッ ピングは、 Broadcom 5695 プラ ッ ト フ ォーム
でのみサポー ト されています。
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13.1.11 show classofservice trust
こ のコマン ド は、 特定のイ ン ターフ ェースに関する現在の信頼モード設定を表示
し ます。 slot/port パラ メ ータはオプシ ョ ンで、 独立し たポー ト ご と の Class of 
Service マ ッ ピングに対応し ているプラ ッ ト フ ォームでのみ有効です。 指定され
いる場合、 イ ン ターフ ェースのポー ト 信頼モード が表示されます。 省略されてい
る場合、 最近の Global Config 設定が表示されます。

形式  show classofservice trust [slot/port]

モード  Privileged EXEC

Non-IP Traffic 
Class  非 IP トラフィックで使用されているトラフィックク

ラスです。これは、COS 信頼モードが trust ip-
precedence に設定されている場合のみ表示されます。

Untrusted Traffice 
Class  すべての信頼できないトラフィックで使用されている

トラフィッククラスです。これは、COS 信頼モードが 
'untrusted' に設定されている場合のみ表示されます。

13.1.12 show interfaces cos-queue
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの Class of Service キ ュー構成を
表示し ます。 slot/port パラ メ ータはオプシ ョ ンで、 独立し たポー ト ご と の Class 
of Service マ ッ ピングに対応し ているプラ ッ ト フ ォームでのみ有効です。 指定さ
れている場合、 イ ン ターフ ェースの Class of Service 構成が表示されます。 省略
されている場合、 最近の Global Config 設定が表示されます。

形式  show interfaces cos-queue [slot/port]

モード  Privileged EXEC

Queue Id  インターフェースは n キュー (0 ～ n-1) をサポート
しています。特定の n 値はプラットフォームにより異
なります。

Minimum Bandwidth
  キューに対し保証されている最小転送帯域幅で、パー

セントで表示されます。0 の値は、帯域幅が保証され
ておらず、キューは最善努力式で稼動することを意味
します。これは構成済みの値です。

Scheduler Type  このキューが、厳密な優先順位、または加重スキーム
を使用した転送の対象となっているかどうかを示しま
す。これは構成済みの値です。
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Queue Management 
Type  このキューで使用されているキュー深度管理テクニッ

クです ( テールドロップ ) 

イ ン ターフ ェース を指定する と 、 次の情報が表示されます :

Interface  これは、インターフェースの slot/port を表示しま
す。Global Config が表示されている場合、この出力
行は Global Config の表示で置き換えられます。

Interface Shaping 
Rate  インターフェース全体の最大転送帯域幅制限を指定し

ます。インターフェースで有効な、キューごとの最大
帯域幅値とは無関係です。これは構成済みの値です。

13.2 Differentiated Services (DiffServ) コマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 QOS Differentiated Service (DiffServ) を構成するために使用
する コマン ド について説明し ています。

3 つの DiffServ コ ンポーネンツ を指定する こ と によ り 、 DiffServ を様々な段階で
構成する こ と ができ ます :

1. クラス

･ クラスの作成と削除。

･ クラスの一致基準の定義。 

2. ポリシー

･ ポリシーの作成と削除

･ ポリシーに関連するクラス

･ ポリシー /クラスの組み合わせに対しポリシー命令文を定義。

3. サービス

･ ポリシーを着信インターフェースに追加、または削除。

DiffServ ク ラ スは、 パケ ッ ト フ ィ ルタ リ ング基準を定義し ます。 DiffServ ポ リ
シーの属性は、 ス イ ッチがパケ ッ ト を処理する方法を定義し ます。 ク ラ ス ご と の
イ ン ス タ ン ス基準で、 ポ リ シーの属性を定義する こ と ができ ます。 一致が起き た
場合、 ス イ ッチはこれらの属性を適用し ます。
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パケ ッ ト 処理は、 パケ ッ ト の一致基準をテス ト する と きに始ま り ます。 ポ リ シー
内の ク ラ ス一致が検出される と 、 ス イ ッチはこ のポ リ シーをパケ ッ ト に適用し ま
す。

以下のルールは、 DiffServ ク ラ ス を作成する と きに適用されます :

･ 各ク ラ スには、 最大 1 つの参照 ( ネス ト 化 ) ク ラ ス を含むこ と ができ る。

･ ク ラ ス定義は、 階層サービ スポ リ シーをサポー ト し ていません。

指定された ク ラ スの定義には、 他の ク ラ スへの参照を最大で 1 つ含むこ と ができ
ます。 参照をほかの一致基準と 組み合わせる こ と ができ ます。 参照ク ラ スへの追
加は、 これを参照するすべての ク ラ スに影響する ため、 参照ク ラ スは純粋に参照
であ り 、 コ ピーではあ り ません。 現在他の ク ラ スによ り 参照されている ク ラ ス定
義への変更は、 派生するすべての ク ラ スに対する有効な ク ラ ス定義でなければな
り ません。 そ う でない場合、 ス イ ッチは変更を拒否し ます。 ク ラ ス定義から ク ラ
ス参照を削除する こ と も でき ます。

既存の ク ラ ス定義から個別の一致基準を削除する唯一の方法は、 ク ラ ス を削除
し、 再度作成する こ と です。

13.2.1 diffserv 
こ のコマン ド は、 DiffServ の操作モード をア ク テ ィ ブに設定し ます。 無効化され
ている場合、 DiffServ 構成は保留され、 変更する こ と ができ ますが、 ア ク テ ィ ブ
ではあ り ません。 有効な場合、 DiffServ サービ スはア ク テ ィ ブです。

形式  diffserv

モード  Global Config

13.2.1.1  no diffserv

こ のコマン ド は、 DiffServ の操作モード を非ア ク テ ィ ブに設定し ます。 無効化さ
れている場合、 DiffServ 構成は保留され、 変更する こ と ができ ますが、 ア ク テ ィ
ブではあ り ません。 有効な場合、 DiffServ サービ スはア ク テ ィ ブです。

形式  no diffserv

モード  Global Config

メ モ : ポ リ シーに対するマーク の選択肢には、 CoS、 IP DSCP、 IP 
Precedence が含まれます。 後者の 2 つは IP パケ ッ ト タ イプに対し
てのみ意味を持ちますが、 CoS マークはレ イヤー 2 パケ ッ ト ヘッ
ダの VLAN タ グに含まれる 802.1p ユーザーの優先順位フ ィ ール ド
を更新する ため、 IP と非 IP パケ ッ ト の両方で使用可能です。
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13.3 DiffServ クラスコマンド

DiffServ ク ラ ス コマン ド を使用し、 ト ラ フ ィ ッ ク の分類を定義し ます。 ト ラ
フ ィ ッ ク を分類するには、 DSCP と ト ラ フ ィ ッ ク ( 名前、 一致基準 ) の Multi-
Field (MF) ク ラ スに基づいて Behavior Aggregate (BA) を指定し ます。

こ のコマン ド設置はク ラ ス作成 / 削除 と一致によ り 構成されてお り 、 ク ラ ス一致
コマン ド がレ イヤー 3、 レ イヤー 2、 全般一致基準を指定し ます。 ク ラ ス一致基
準はク ラ スルール と し て知られ、 1 つ、 または複数のルールから成る ク ラ スが ク
ラ スに属する ト ラ フ ィ ッ ク を識別し ます。 

CLI コマン ド ルー ト は class-map です。

13.3.1 class-map
こ のコマン ド は、 type match-all の DiffServ ク ラ ス を定義し ます。 一致条件 と と
もに使用されない場合、 こ のコマン ド は class-map モード に入 り ます。 <class-

map-name> は大文字小文字を区別し ます。 英数字の文字列は 1 ～ 31 文字で、 既存
の DiffServ ク ラ ス を一意的に識別する ものです。 

ク ラ ス タ イプ match-all  は、 ク ラ ス メ ンバー と し て扱われる ためには、 個別一
致条件のすべてがパケ ッ ト に対し て真でなければな ら ないこ と を示し ます。

形式  class-map match-all <class-map-name>

モード  Global Config

メ モ : ク ラ スに対する ク ラ ス一致基準を作成し た後は、 この基準を変更
し た り 、 削除し た り する こ と はでき ません。 ク ラ ス一致基準を変
更または削除するには、 ク ラ ス全体を変更または再作成する必要
があ り ます。

メ モ : ク ラ ス名の 'default' は保留されてお り 、 使用でき ません。

メ モ : CLI モード は、 コマン ド が正常に実行される と Class-Map Config 
に変わ り ます。
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13.3.1.1  no class-map

こ のコマン ド は既存の DiffServ ク ラ ス を排除し ます。<class-map-name> は既存の 
DiffServ ク ラ スマ ッ プの名前です ('default' と い う ク ラ ス名はこ こ では保留されて
お り 、 許可されていません )。 こ のコマン ド は随時発行する こ と ができ ます。 現
在、 1 つ、 または複数のポ リ シーや他の ク ラ スによ って この ク ラ スが参照されて
いる場合、 削除操作は失敗し ます。

形式  no class-map <class-map-name>

モード  Global Config

13.3.2 class-map rename
こ のコマン ド は DiffServ ク ラ スの名前を変更し ます。 <class-map-name>  は既存
の DiffServ ク ラ スの名前です。 <new-class-map-name>  パラ メ ータは大文字小文
字を区別する 1 ～ 31 文字の英数字で、 ク ラ ス を一意的に識別する ものです 
(<class-map-name> 'default' は保留されてお り 、 こ こ では使用でき ません )。

形式  class-map rename <class-map-name> <new-class-map-
name>

モード  Global Config

13.3.3 match any
こ のコマン ド は、 すべてのパケ ッ ト が同じ ク ラ スに属し ている と考え られる よ
う 、 指定された ク ラ ス定義に一致条件を追加し ます。 

形式  match any

モード  Class-Map Config

13.3.4 match class-map
こ のコマン ド は、 別のク ラ スに対し定義された一致条件を、 指定された ク ラ ス定
義に追加し ます。 <refclassname> は既存の DiffServ ク ラ スの名前であ り 、 こ の一
致条件は指定された ク ラ ス定義によ り 参照されています。 

形式  match class-map <refclassname>

モード  Class-Map Config

以下のルールは、 こ のコマン ド に適用されます :

･ パラ メ ータ <refclassname> と  <class-map-name> は同じにはでき ません。 

･ ク ラ ス を も う 1 つだけ、 別の ク ラ スから参照する こ と ができ ます。 
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･ 他の <class-map-name> から参照されている最中に <refclassname> ク ラ ス を
削除し よ う とする と、 失敗し ます。 

･ <class-map-name> と  <refclassname>  の組み合わせの一致基準は、 ク ラ ス タ
イプに基づいて許可されている組み合わせであ る必要があ り ます。 

･ <refclassname> ク ラ ス一致基準に対する後からの変更は、 この妥当性を維持
し なければ失敗し ます。 

･ 完全な参照ク ラ スチェーン ( 先行および後続ク ラ スの両方を含む ) で形成さ
れた ク ラ スルールの合計数は、 プラ ッ ト フ ォーム別の合計を超えてはな り ま
せん。 一部には、 参照ク ラ スルールの削除が、 ク ラ ス定義における利用可能
なルールの最大数を減少させる ケース も あ り ます。

13.3.4.1  no match class-map

こ のコマン ド は、 別のク ラ スに対し定義された一致条件を、 指定された ク ラ ス定
義から削除し ます。 <refclassname> は既存の DiffServ ク ラ スの名前であ り 、 この
一致条件は指定された ク ラ ス定義によ り 参照されています。 

形式  no match class-map <refclassname>

モード  Class-Map Config

13.3.5 match dstip
こ のコマン ド は、 パケ ッ ト のターゲ ッ ト  IP ア ド レ スに基づき、 指定された ク ラ
ス定義に一致条件を追加し ます。 <ipaddr> パラ メ ータは IP ア ド レ ス を指定し ま
す。 <ipmask> パラ メ ータは、 IP ア ド レ ス ビ ッ ト マス ク を指定し ます。 先行 1
ビ ッ ト の隣接セ ッ ト で形成される必要があ り ます。 

形式  match dstip <ipaddr> <ipmask>

モード  Class-Map Config

13.3.6 match dstl4port 
こ のコマン ド は、 指定された ク ラ ス定義に、 単一キーワー ドや数字標記など を使
用し、 パケ ッ ト のターゲ ッ ト レ イヤー 4 ポー ト に基づいた一致条件を追加し ま
す。 
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一致条件を単一キーワード と し て指定するには、 <portkey> の値が対応可能な
ポー ト 名キーワード のひ とつであ る必要があ り ます。 現在サポー ト されている 
<portkey>  値 :domain、echo、ftp、ftpdata、http、smtp, snmp、telnet、tftp、www。これら
はそれぞれ、 等しいポー ト 番号へと変換されます。 数字標記を使用し て一致条件
を指定するには、 レ イヤー 4 ポー ト 番号が 1 つ必要です。 ポー ト 番号は 0 ～
65535 の整数です。

形式  match dstl4port {portkey | <0-65535>} 

モード  Class-Map Config

13.3.7 match ip dscp
こ のコマン ド は、 パケ ッ ト の IP DiffServ Code Point (DSCP) フ ィ ール ド の値に基
づいた一致条件を指定された ク ラ ス定義に追加し ます。 この値は、 IP ヘッ ダで
サービ ス タ イプオ ク テ ッ ト の高位の 6 ビ ッ ト と し て定義されています ( 低位 2
ビ ッ ト はチェ ッ ク されていません )。 <dscpval> の値は、 0 ～ 63 の整数、 即ち以
下のいずれかのキーワード によ り 象徴される数字で指定されます :af11、 af12、 af13、

af21、 af22、 af23、 af31、 af32、 af33、 af41、 af42、 af43、 be、 cs0、 cs1、 cs2、 cs3、 cs4、 cs5、 cs6、

cs7、 ef。

形式  match ip dscp <dscpval>

モード  Class-Map Config

13.3.8 match ip precedence
こ のコマン ド は、 パケ ッ ト の IP Precedence フ ィ ール ド の値に基づいた一致条件
を指定された ク ラ ス定義に追加し ます。 こ の値は、 IP ヘッ ダでサービ ス タ イプ
オ ク テ ッ ト の高位の 6 ビ ッ ト と し て定義されています ( 低位 2 ビ ッ ト はチェ ッ ク
されていません )。 優先順位は 0 ～ 7 の整数です。 

形式  match ip precedence <0-7>

メ モ : IP DSCP、 IP Precedence、 IP TOS の一致条件は、 IP ヘッ ダにおけ
る同じサービ ス タ イプの一致基準を指定する代替的な方法ですが、
わずかに異な る標記があ り ます。

メ モ : IP DSCP、 IP Precedence、 IP TOS の一致条件は、 IP ヘッ ダにおけ
る同じサービ ス タ イプの一致基準を指定する代替的な方法ですが、
わずかに異な る標記があ り ます。
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モード  Class-Map Config

13.3.9 match ip tos
こ のコマン ド は、 パケ ッ ト の IP TOS フ ィ ール ド値に基づいた一致基準を､指定
された ク ラ ス基準に追加し ます。 こ の値は、 IP ヘッ ダにおいてサービ ス タ イプ
オ ク テ ッ ト の 8 ビ ッ ト と し て定義されています。 <tosbits> の値は、 00 ～ ff の 2
桁の 16 進数字です。 < tosmask> の値は、 00 ～ ff の 2 桁の 16 進数字です。
<tosmask> は、 パケ ッ ト の IP TOS フ ィ ール ド に対する比較で使用される 
<tosbits>  のビ ッ ト 位置を否定し ます。た と えば、ビ ッ ト 7 と 5 のセ ッ ト と 1 ク リ
アを持つ IP TOS 値 ( ビ ッ ト 7 が最重要 ) をチェ ッ クするには、 0 (16 進 ) の 
<tosbits> 値と 2 (16 進 ) の <tosmask> を使用し ます。

形式  match ip tos <tosbits> <tosmask>

モード  Class-Map Config

13.3.10 match protocol 
こ のコマン ド は、 指定された ク ラ ス定義に、 単一キーワー ド標記や数字標記を使
用し、 パケ ッ ト の IP プロ ト コルフ ィ ール ド値に基づいた一致条件を追加し ます。

単一キーワード標記を使用し て一致条件を指定するには、 < protocol-name> の値が
対応可能なプロ ト コル名キーワード のひとつであ る必要があ り ます。 現在サポー
ト されている値 :icmp、 igmp、 ip、 tcp、 udp。 ip の値はすべてのプロ ト コル番号の値と
一致し ます。

数字標記を使用し て一致条件を指定するには、 プロ ト コル番号は IANA によ り 割
り 当て られた標準値であ り 、 0 ～ 255 の整数 と し て解釈される必要があ り ます。

メ モ : IP DSCP、 IP Precedence、 IP TOS の一致条件は、 IP ヘッ ダにおけ
る同じサービ ス タ イプの一致基準を指定する代替的な方法ですが、
わずかに異な る標記があ り ます。

メ モ : こ の IP DSCP/Precedence/TOC 一致指定の "free form" バージ ョ ン
は、 IP サービ ス タ イプのフ ィ ール ド で、 どのビ ッ ト がチェ ッ ク さ
れるかについてユーザーが自由に指定する こ と ができ ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 IANA によ り 定義された現在の リ ス ト について、
プロ ト コル番号値の認証を行いません。
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形式  match protocol {protocol-name | <0-255>}

モード  Class-Map Config

13.3.11 match srcip
このコマン ド は、 パケ ッ ト のソース IP ア ド レ スに基づき、 指定された ク ラ ス定
義に一致条件を追加し ます。 <ipaddr> パラ メ ータは IP ア ド レ ス を指定し ます。
<ipmask> パラ メ ータは、 IP ア ド レ ス ビ ッ ト マス ク を指定し ます。 先行 1 ビ ッ ト の
隣接セ ッ ト で形成される必要があ り ます。 

形式  match srcip <ipaddr> <ipmask>

モード  Class-Map Config

13.3.12 match srcl4port
こ のコマン ド は、 指定された ク ラ ス定義に、 単一キーワー ドや数字標記など を使
用し、 パケ ッ ト のソース レ イヤー 4 ポー ト に基づいた一致条件を追加し ます。 

一致条件を単一キーワード標記 と し て指定するには、 <portkey> の値が対応可能
なポー ト 名キーワード のひとつであ る必要があ り ます ( 以下に表示 )。 

現在サポー ト されている <portkey>  値 :domain、 echo、 ftp、 ftpdata、 http、 smtp, snmp、

telnet、 tftp、 www。 これらは、 それぞれポー ト 範囲の最初と 最後に使用される同等
のポー ト 番号に変換されます。 

数字を使用し て一致条件を指定するには、 レ イヤー 4 ポー ト 番号が 1 つ必要で
す。 ポー ト 番号は 0 ～ 65535 の整数です。

形式  match srcl4port {portkey | <0-65535>}

モード  Class-Map Config

13.4 DiffServ ポリシーコマンド

DiffServ ポ リ シーコマン ド を使用し、 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スに適用する ト ラ フ ィ ッ
ク調整ア ク シ ョ ン ( ポ リ シー、 マーク など ) を指定し ます。

こ のポ リ シーコマン ド は、 1 つ、 または複数の QoS ポ リ シー属性を使用し、 ク
ラ ス コマン ド セ ッ ト によ り 定義する ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ ス と関連し て使用されま
す。 ク ラ ス / ポ リ シーの関連を イ ン ターフ ェースに割 り 当て、 サービ ス を形成し
ます。 ポ リ シーを作成する と きは、 ポ リ シー名を指定し ます。
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各 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スは、 ク ラ ス定義 と一致するパケ ッ ト の特定処理を定義し ま
す。 複数の ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ ス を 1 つのポ リ シーと 関連付ける こ と も でき ます。
パケ ッ ト が 1 つ以上の ク ラ スの条件を満た し た場合、 優先順位はク ラ スがポ リ
シーに追加された順序に基づいて決定されます。 追加し た最初の ク ラ スには、 最
高の優先順位が与え られます。」

こ のコマン ド セ ッ ト には、 ポ リ シー作成 / 削除、 ク ラ ス追加 / 削除、 および個別
ポ リ シーの属性が含まれています。 

CLI コマン ド ルー ト は  policy-map です。

13.4.1 assign-queue
こ のコマン ド は、 関連 ト ラ フ ィ ッ ク ス ト リ ームが割 り 当て られている キ ュー ID 
を変更し ます。 キ ュー ID は 0 ～ n-1 の整数で、 n はデバイ スによ り サポー ト さ
れている出口キ ューの数を意味し ます。

形式  assign-queue <queueid>

モード  Policy-Class-Map Config

Incompatibilities  Drop

13.4.2 drop
こ のコマン ド は、 関連 ト ラ フ ィ ッ ク ス ト リ ームのすべてのパケ ッ ト が入口で ド
ロ ッ プされる よ う 指定し ます。

形式  drop

モード  Policy-Class-Map Config

Incompatibilities  Assign Queue、 Mark ( すべての形式 )、 Police

メ モ : ポ リ シー内の ク ラ ス イ ン ス タ ン スから個別のポ リ シー属性を削除
する唯一の方法は、 ク ラ ス イ ン ス タ ン ス を削除し、 再度これをポ
リ シーに追加する方法です。 既存のポ リ シー属性に関連付け られ
た値は、 ク ラ ス イ ン ス タ ン ス を削除せずに変更する こ と ができ ま
す。
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13.4.3 conform-color
こ のコマン ド は、 カ ラー依存 ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ シーを有効化し、 使用される適合
色ク ラ スマ ッ プを定義し ます。 適合レベルが指定されたフ ィ ール ド で、 ポ リ シン
グ コマン ド と併用し て使われます。 <class-map-name> パラ メ ータは、 既存の 
DiffServ ク ラ スマ ッ プの名前です。

形式  conform-color <class-map-name> 

モード  Policy-Class-Map Config

13.4.4 クラス

こ のコマン ド は、 後続のポ リ シー属性命令文を通し て ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ スの処理
を定義する目的で、 指定されたポ リ シー内に ク ラ ス定義イ ン ス タ ン ス を作成し ま
す。 <classname> は既存の DiffServ ク ラ スの名前です。 

形式  class <classname> 

モード  Policy-Map Config

13.4.4.1  no class

こ のコマン ド は、 特定ク ラ スのイ ン ス タ ン ス と定義された処理を指定のポ リ シー
から削除し ます。 <classname> は既存の DiffServ ク ラ スの名前です。 

メ モ : こ のコマン ド は、 ポ リ シーク ラ ス イ ン ス タ ン スのポ リ シング コマ
ン ド を指定し た後でのみ使用する こ と ができ ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 指定されたポ リ シーで ク ラ ス定義の参照を作成
し ます。

メ モ : CLI モード は、 コマン ド が正常に実行される と  Policy-Class Config 
に変わ り ます。

メ モ : こ のコマン ド は、 指定されたポ リ シーについて、 ク ラ ス定義の参
照を削除し ます。
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形式  no class <classname>

モード  Policy-Map Config

13.4.5 mark cos
こ のコマン ド は、 関連 ト ラ フ ィ ッ ク ス ト リ ームのすべてのパケ ッ ト を、 802.1p 
ヘッ ダの優先フ ィ ール ド で指定された Class of Service 値でマーク し ます (1 つの
タ グ付パケ ッ ト の唯一のタ グや、 ダブル VLAN タ グ付パケ ッ ト の最初または外
部 802.1Q タ グ )。 パケ ッ ト にこ のヘッ ダが含まれない場合、 1 つ挿入されます。
CoS 値は 0 ～ 7 の整数です。

既定値  1

形式  mark-cos <0-7>

モード  Policy-Class-Map Config

Incompatibilities  Drop、Mark IP DSCP、IP Precedence、Police

13.4.6 mark ip-dscp
こ のコマン ド は、 関連 ト ラ フ ィ ッ ク ス ト リ ームのすべてのパケ ッ ト を、 指定され
た IP DSCP 値でマーク し ます。 

<dscpval> の値は、 0 ～ 63 の整数、 即ち以下のいずれかのキーワード によ り 象徴
される数字で指定されます :af11、 af12、 af13、 af21、 af22、 af23、 af31、 af32、
af33、 af41、 af42、 af43、 be、 cs0、 cs1、 cs2、 cs3、 cs4、 cs5、 cs6、 cs7、 ef。

形式  mark ip-dscp <dscpval>

モード  Policy-Class-Map Config

Incompatibilities  Drop、Mark CoS、Mark IP Precedence、Police

13.4.7 mark ip-precedence
こ のコマン ド は、 関連 ト ラ フ ィ ッ ク ス ト リ ームのすべてのパケ ッ ト を、 指定され
た IP Precedence 値でマーク し ます。 IP Precedence 値は 0 ～ 7 の整数です。

形式  mark ip-precedence <0-7>

モード  Policy-Class-Map Config

Policy Type  イン

Incompatibilities  Drop、Mark CoS、Mark IP DSCP、Police
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13.4.8 police-simple
こ のコマン ド は、 指定された ク ラ スの ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ シース タ イルを確立する
ために使われます。 ポ リ シング コマン ド のシンプル形式は、 シングルデータ レー
ト と バース ト サイ ズを使用し、 2 つの結果を得られます。 適合 と非適合です。 適
合データ レー ト はキ ロ ビ ッ ト / 秒 (Kbps) で指定され、 1 ～ 4294967295 の間の整
数と な り ます。 適合バース ト サイ ズはキ ロバイ ト  (KB) で、 1 ～ 128 の整数で指
定されます。

それぞれの結果について、 可能なア ク シ ョ ンは drop、 set-cos-transmit、 set-
dscp-transmit、 set-prec-transmit、 または transmit です。 こ の簡易形式のポ リ シ
ング コマン ド では、 適合ア ク シ ョ ンは transmit を既定値に設定し、 バイオレー
シ ョ ンア ク シ ョ ンは drop を既定値に設定し ます。 

set-dscp-transmit については、 <dscpval>  の値が必要です。 こ の値は、 0 ～ 63 の
整数、 即ち以下のいずれかのキーワード によ り 象徴される数字で指定されます
:af11、 af12、 af13、 af21、 af22、 af23、 af31、 af32、 af33、 af41、 af42、 af43、 be、 cs0、 cs1、 cs2、 cs3、

cs4、 cs5、 cs6、 cs7、 ef。 

set-prec-transmit については、 IP Precedence 値が必要です。 0 ～ 7 の整数です。

set-cos-transmit については、 802.1p 優先順位が必要です。 0 ～ 7 の整数です。

形式  police-simple {<1-4294967295> <1-128> conform-
action {drop | set-prec-transmit <0-7> | set-
dscp-transmit <0-63> | set-cos-transmit <0-7> | 
transmit} [violate-action {drop | set-prec-
transmit <0-7> | set-dscp-transmit <0-63> | set-
cos-transmit <0-7> | transmit}]} 

モード  Policy-Class-Map Config

Incompatibilities  Drop、Mark ( すべての形式 )

13.4.9 policy-map
こ のコマン ド は、 新規 DiffServ ポ リ シーを確立し ます。 <policyname>  パラ メ ー
タは大文字小文字を区別し ます。 英数字の文字列は 1 ～ 31 文字で、 ポ リ シーを
一意的に識別する ものです。 ポ リ シーのタ イプは、 パラ メ ータで示す とお り 、 着
信 ト ラ フ ィ ッ ク方向に特有です。

メ モ : ポ リ シータ イプは、 ポ リ シー定義の中でどの個別ポ リ シー属性コ
マン ド が有効であ るかを指示し ます。 
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形式  policy-map <policyname> in

モード  Global Config

13.4.9.1  no policy-map

こ のコマン ド は既存の DiffServ ポ リ シーを排除し ます。 <policyname> パラ メ ータ
は既存の DiffServ ポ リ シーの名前です。 こ のコマン ド は、 随時発行する こ と がで
き ます。 現在、 1 つ、 または複数のイ ン ターフ ェースサービ スによ って こ のポ リ
シーが参照されている場合、 この削除は失敗し ます。

形式  no policy-map <policyname>

モード  Global Config

13.4.10 policy-map rename
こ のコマン ド は DiffServ ポ リ シーの名前を変更し ます。 <policyname> は既存の 
DiffServ ク ラ スの名前です。 <newpolicyname>  パラ メ ータは大文字小文字を区別
し ます。 英数字の文字列は 1 ～ 31 文字で、 ポ リ シーを一意的に識別する もので
す。

形式  policy-map rename <policyname> <newpolicyname>

モード  Global Config

13.5 DiffServ サービスコマンド

DiffServ サービ ス コマン ド を使用し、 ポ リ シーコマン ド を使用し て指定し た 
DiffServ ト ラ フ ィ ッ ク調整ポ リ シーを着信方向のイ ン ターフ ェースに割 り 当てま
す。

こ のサービ ス コマン ド は、 定義されたポ リ シーを指向性イ ン ターフ ェースに追加
し ます。 着信方向で、 1 回に 1 つのポ リ シーだけを割 り 当て る こ と ができ ます。
DiffServ は発信方向では使用されません。

こ のコマン ド セ ッ ト には、 サービ ス追加 / 削除が含まれます。

CLI コマン ド ルー ト は service-policy です。

メ モ : CLI モード は、 コマン ド が正常に実行される と Policy-Map Config 
に変わ り ます。
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13.5.1 service-policy
こ のコマン ド は、 着信方向でイ ン ターフ ェースにポ リ シーを追加し ます。
<policyname> パラ メ ータは既存の DiffServ ポ リ シーの名前です。 こ のコマン ド に
よ り 、 サービ スはポ リ シーに対する参照を作成し ます。

形式  service-policy in <policymapname>

モード  Global Config 

Interface Config 

13.5.1.1  no service-policy

こ のコマン ド は、 着信方向でイ ン ターフ ェースにポ リ シーを切 り 離し ます。
<policyname> パラ メ ータは既存の DiffServ ポ リ シーの名前です。 

形式  no service-policy in <policymapname>

モード  Global Config 

Interface Config 

メ モ : こ のコマン ド は、 着信方向のイ ン ターフ ェースにおける DiffServ 
を効果的に有効化し ます。 DiffServ には個別のイ ン ターフ ェース管
理 'mode' コマン ド はあ り ません。

メ モ : ポ リ シー定義内の属性がイ ン ターフ ェースの性能を上回った場合、
このコマン ド は失敗し ます。 ポ リ シーがイ ン ターフ ェースに正常
に追加される と、 前述のイ ン ターフ ェース性能を違反する結果を
招 く よ う なポ リ シー定義の変更を試みた場合、 この変更は失敗に
終わ り ます。

メ モ : 特定のイ ン ターフ ェースに対し、 1 つのポ リ シーのみを随時追加
する こ と ができ ます。

メ モ : こ のコマン ド によ り 、 サービ スはポ リ シーに対する参照を削除し
ます。 このコマン ド は、 着信方向のイ ン ターフ ェースにおける 
DiffServ を効果的に無効化し ます。 DiffServ には個別のイ ン ター
フ ェース管理 'mode' コマン ド はあ り ません。
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13.6 DiffServ Show コマンド

DiffServ 表示コマン ド を使用し、 ク ラ ス、 ポ リ シー、 サービ スに関する構成と ス
テータ ス を表示する こ と ができ ます。 DiffServ 情報は、 概要または詳細形式で表
示する こ と ができ ます。 ステータ ス情報は、 DiffServ 管理モード が有効な場合の
み表示されます。

13.6.1 show class-map
こ のコマン ド は、 指定された ク ラ スについて、 すべての構成情報を表示し ます。 
<class-name>  は既存の DiffServ ク ラ スの名前です。

形式  show class-map <class-name>

モード  Privileged EXEC 
User EXEC

ク ラ ス名が指定されている場合、 以下のフ ィ ール ド に表示されます :

Class Name  このクラスの名前です。

Class Type  クラスタイプ 'all' は、クラスに対して定義されたす
べての一致基準は同時に評価され、すべてクラス一致
を示すために真でなければなりません。 

Match Criteria  一致基準フィールドは、構成された場合のみ表示され
ます。ユーザーに入力された順で表示されます。これ
らのフィールドは、クラスタイプに基づいて評価され
ます。可能な一致基準フィールドは次の通りです
:Destination IP Address、Destination Layer 4 
Port、Every、IP DSCP、IP Precedence、IP TOS、
Protocol Keyword、Reference Class、 Source IP 
Address、Source Layer 4 Port。

Values  このフィールドには、一致基準の値が表示されます。

ク ラ ス名が指定されていない場合、 このコマン ド は定義された DiffServ ク ラ スの
すべてを表示し ます。 以下のフ ィ ール ド が表示されます。

Class Name  このクラスの名前です。(クラスが表示される順序は、
作成された順序とは限りません。)

Class Type  クラスタイプ 'all' は、クラスに対して定義されたす
べての一致基準は同時に評価され、すべてクラス一致
を示すために真でなければなりません。

Ref Class Name  既存の DiffServ クラスの名前であり、この一致条件
は指定されたクラス定義により参照されています。
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13.6.2 show diffserv
こ のコマン ド は、 現在の管理モード設定や、 メ イ ン DiffServ プラ イベー ト  MIB 
テーブルにおける現在および最大行数など を含む DiffServ 一般ステータ スグルー
プ情報を表示し ます。 このコマン ド はオプシ ョ ンを必要 と し ません。

形式  show diffserv

モード  Privileged EXEC

DiffServ Admin Mode
  DiffServ 管理モードの現在の値です。

Class Table Size  クラステーブルの現在のエントリ ( 行 ) 数です。

Class Table Max  クラステーブルで許可されている最大エントリ ( 行 ) 
です。

Class Rule Table 
Size  クラスルールテーブルの現在のエントリ ( 行 ) 数で

す。

Class Rule Table 
Max  クラスルールテーブルで許可されている最大エントリ 

( 行 ) です。

Policy Table Size  ポリシーテーブルの現在のエントリ ( 行 ) 数です。

Policy Table Max  ポリシーテーブルで許可されている最大エントリ ( 行
) です。

Policy Instance Table 
Size  ポリシーインスタンステーブルの現在のエントリ ( 行

) 数です。

Policy Instance Table 
Max  ポリシーインスタンステーブルで許可されている最大

エントリ ( 行 ) です。

Policy Attribute 
Table Size  ポリシー属性テーブルの現在のエントリ ( 行 ) 数で

す。

Policy Attribute 
Table Max  ポリシー属性テーブルで許可されている最大エントリ 

( 行 ) です。

Service Table Size  サービステーブルの現在のエントリ ( 行 ) 数です。

Service Table Max  サービステーブルで許可されている最大エントリ ( 行
) です。
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13.6.3 show policy-map
こ のコマン ド は、 指定されたポ リ シーについて、 すべての構成情報を表示し ま
す。 <policyname> は既存の DiffServ ポ リ シーの名前です。

形式  show policy-map [policyname]

モード  Privileged EXEC

ポ リ シー名が指定されている場合、 以下のフ ィ ール ド に表示されます :

Policy Name  このポリシーの名前です。

Type  ポリシータイプです ( 着信ポリシーの定義のみが、こ
のプラットフォームでサポートされています )。

以下の情報は、 このポ リ シーに関連付け られた ク ラ スに対し て繰 り 返されます (
実際に構成されているポ リ シー属性のみが表示されます )。

Assign Queue  指定された QoS キューにトラフィックストリームを方
向付けます。これにより、トラフィック分類子は、対
応ハードウェアキューのうちどれが、クラスに属する
パケットの処理に使われるかを指定することができま
す。

Class Name  このクラスの名前です。

Committed Burst 
Size (KB)  このフィールドは､simple policing で使用されている

放出量を表示します。

Committed Rate 
(Kbps)  このフィールドは､simple policing で使用されている

約束されたレートを表示します。

Conform Action  ポリシングパラメータに適合すると考えられるパケッ
トにおいて採られるアクションの現在の設定です。こ
れは、このポリシーのクラスでポリシングが使用され
ていない場合は表示されません。

Conform COS    このフィールドは、適合アクションが set-cos-
transmit の場合、CoS マーク値を示します。

Conform DSCP 
Value  このフィールドは、適合アクションが set-dscp-

transmit の場合、DSCP マーク値を示します。
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Conform IP 
Precedence Value  このフィールドは、適合アクションが set-prec-

transmit の場合、IP Precedence マーク値を示しま
す。

Drop  到着時にパケットをドロップします。これは、特に同
じインターフェースに DiffServ と ACL が共存できな
い場合などに、DiffServ を使用してアクセス制御リス
トの操作をエミュレートする際に便利です。

Mark CoS  発信パケットの 802.1p ヘッダで設定された Class of 
Service 値を示します。これは、Mark COS が指定され
ていない場合は表示されません。

Mark IP DSCP  このクラスと一致するトラフィックの DSCP として使
用されるマーク / 再マークを示します。これは、mark 
ip の説明が指定されていない場合は表示されません。

Mark IP Precedence
  このクラスと一致するトラフィックの IP Precedence 

として使用されるマーク / 再マークを示します。これ
は、mark ip の優先順位が指定されていない場合は表
示されません。。

Non-Conform Action
  ポリシングパラメータに適合しないと考えられるパ

ケットにおいて採られるアクションの現在の設定です。
これは、このポリシーのクラスでポリシングが使用さ
れていない場合は表示されません。

Non-Conform COS  このフィールドは、非適合アクションが set-cos-
transmit の場合、CoS マーク値を示します。

Non-Conform DSCP 
Value  このフィールドは、非適合アクションが set-dscp-

transmit の場合、DSCP マーク値を示します。

Non-Conform IP 
Precedence Value  このフィールドは、非適合アクションが set-prec-

transmit の場合、IP Precedence マーク値を示しま
す。

Policing Style  このフィールドは、もし使用されている場合はポリシ
ングスタイル (simple) を示します。

Redirect  分類されたトラフィックストリームを指定の出口ポー
ト ( 物理ポート ) に強制的に方向付けます。これは、
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すべてのマークまたはポリシングアクションに加えて
実行することができます。また、QoS キュー割り当て
に伴い指定することもできます。

ポ リ シー名が指定されていない場合、 こ のコマン ド は定義された DiffServ ポ リ
シーのすべてを表示し ます。 以下のフ ィ ール ド が表示されます。

Policy Name  このポリシーの名前です。(ポリシーが表示される順
序は、作成された順序とは限りません。)

Policy Type  ポリシータイプ ( 着信のみサポート )。

Class Members  このポリシーに関連付けられたすべてのクラス名リス
トです。

13.6.4 show diffserv service
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェース と方向のポ リ シーサービ ス情報を
表示し ます。 <slot/port> parameter specifies a valid slot/port パラ メ ータは、 シス
テムに対し有効な番号を指定し ます。 

形式  show diffserv service <slot/port> in

モード  Privileged EXEC

DiffServ Admin Mode
  DiffServ 管理モードの現在の設定です。追加されたポ

リシーは、DiffServ が有効モードにある場合のみ、イ
ンターフェースで有効となります。

Interface  有効スロットとポート番号の間をスラッシュで区切り
ます。

Direction  このインターフェースサービスのトラフィックの方向
です。

Operational Status  この DiffServ サービスインターフェースの現在の操
作ステータスです。

Policy Name  指示された方向でインターフェースに追加されたポリ
シーの名前です。

Policy Details  内容がポリシーマップ表示 <policymapname> コマンド
と同様である、追加ポリシーの詳細です ( 内容はここ
では省きます )。 
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13.6.5 show diffserv service brief
こ のコマン ド は、 DiffServ ポ リ シーが追加されたシステムのすべてのイ ン ター
フ ェース を表示し ます。 着信方向のパラ メ ータはオプシ ョ ンです。

形式  show diffserv service brief [in]

モード  Privileged EXEC

DiffServ Mode  DiffServ 管理モードの現在の設定です。追加されたポ
リシーは、DiffServ が有効モードにある場合のみ、イ
ンターフェースで有効となります。

以下の情報は、 イ ン ターフ ェース と方向で繰 り 返されます ( 追加されたポ リ シー
で構成されている イ ン ターフ ェースのみが表示されます )。 

Interface  有効スロットとポート番号の間をスラッシュで区切り
ます。

Direction  このインターフェースサービスのトラフィックの方向
です。

OperStatus  この DiffServ サービスインターフェースの現在の操
作ステータスです。

Policy Name  指示された方向でインターフェースに追加されたポリ
シーの名前です。

13.6.6 show policy-map interface
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェース と方向のポ リ シー本位の統計情報
を表示し ます。 <slot/port> パラ メ ータは、 システムに対し有効な イ ン ター
フ ェース を指定し ます。 

形式  show policy-map interface <slot/port> [in]

モード  Privileged EXEC

Interface  有効スロットとポート番号の間をスラッシュで区切り
ます。

Direction  このインターフェースサービスのトラフィックの方向
です。

メ モ : こ のコマン ド は、 DiffServ 管理モー ド が有効な場合のみ許可されま
す。
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Operational Status  この DiffServ サービスインターフェースの現在の操
作ステータスです。

Policy Name  指示された方向でインターフェースに追加されたポリ
シーの名前です。

以下の情報は、 このポ リ シー内の各ク ラ ス イ ン ス タ ン スに対し繰 り 返されます。

Class Name  このクラスインスタンスの名前です。

In Discarded Packets
  トラフィッククラスの DiffServ 処理のために、何ら

かの理由でこのクラスインスタンスから廃棄されたオ
クテット /パケットのカウントです。 

13.6.7 show service-policy (GSM7248 のみ )
こ のコマン ド は、 指定された方向のすべてのイ ン ターフ ェースについて、 ポ リ
シー本位の統計情報を表示し ます。 

形式  show service-policy in

モード  Privileged EXEC

以下の情報は、 各イ ン ターフ ェース と 方向で繰 り 返されます ( 追加されたポ リ
シーで構成されている イ ン ターフ ェースのみが表示されます )。

Interface  有効スロットとポート番号の間をスラッシュで区切り
ます。

Operational Status  この DiffServ サービスインターフェースの現在の操
作ステータスです。

Policy Name  インターフェースに追加されたポリシーの名前です。

13.7 MAC Access Control List (ACL) コマンド 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 MAC ACL 設定を構成する ために使用する コマン ド につい
て説明し ています。 MAC ACL は、 不確定なネ ッ ト ワーク リ ソースへのア ク セス
を遮断し、 許可のあ るユーザーだけが特定の リ ソースにア ク セスでき る よ う 図 り
ます。 

以下のルールは、 MAC ACL に適用されます :

･ タ イプにかかわらず、 作成する ACL の最大数は 100 です。

･ システムは Ethernet II フ レーム タ イプのみをサポー ト し ています。
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･ IP ACL ご と のルールの最大数は、 ハード ウ ェアによ り 異な り ます。

･ イ ン ターフ ェースで IP ACL を構成し た場合、 同じ イ ン ターフ ェースでは 
MAC ACL を構成でき ません。

13.7.1 mac access-list extended 
こ のコマン ド は、 <name> によ り 識別される MAC Access Control List (ACL) を作
成し ます。 これは、 Ethernet フ レームのレ イヤー 2 ヘッ ダに対し定義された分類
フ ィ ール ド から形成されています。 <name> パラ メ ータは大文字小文字を区別し
ます。 英数字の文字列は 1 ～ 31 文字で、 MAC ア ク セス リ ス ト を一意的に識別す
る ものです。

こ の名前の MAC ACL がすでに存在する場合、 このコマン ド は Mac-Access-List 
Config モード に入 り 、 既存の MAC ACL を更新し ます。

形式  mac access-list extended <name>

モード  Global Config

13.7.1.1  no mac access-list extended 

こ のコマン ド は、 <name> によ り 識別された MAC ACL をシステムから削除し ま
す。

形式  no mac access-list extended <name>

モード  Global Config

13.7.2 mac access-list extended rename 
こ のコマン ド は、 MAC Access Control List (ACL) の名前を変更し ます。 <name> パ
ラ メ ータは既存の MAC ACL の名前です。< newname> パラ メ ータは大文字小文字
を区別し ます。 英数字の文字列は 1 ～ 31 文字で、 MAC ア ク セス リ ス ト を一意的
に識別する ものです。

<newname> と い う 名前の MAC ACL  がすでに存在する場合、 こ のコマン ド はエ
ラー と な り ます。

形式  mac access-list extended rename <name> <newname>

モード  Global Config

メ モ : CLI モード は、 コマン ド が正常に実行される と Mac-Access-List 
Config モード に変わ り ます。
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13.7.3 {deny|permit} 
こ のコマン ド は、 現在の MAC ア ド レ ス リ ス ト に対し新しいルールを作成し ま
す。 各ルールは、 構成済みルールの リ ス ト に追加されます。 

ルールは、 指定された分類フ ィ ール ド に基づき、 ト ラ フ ィ ッ ク を拒否または許可
し ます。 最低でも、 ソース と ターゲ ッ ト の MAC 値を指定する必要があ り ます。
それぞれの MAC 値 と マス クペアは、 こ のフ ィ ール ド の値 と 一致する キーワー ド
を使用し て置換する こ と ができ ます。 残 り のコマン ド パラ メ ータはすべてオプ
シ ョ ンですが、 最も よ く 使われるパラ メ ータはコマン ド形式と同じ順序で示され
ます。

キーワード、 または 4 桁の 16 進法値 と し て、 0x0600-0xFFFF から Ethertype を
指定する こ と ができ ます。 現在サポー ト されている <ethertypekey> 値
:appletalk、 arp、 ibmsna、 ipv4、 ipv6、 ipx、 mplsmcast、 mplsucast、 netbios、 novell、
pppoe、 rarp。 これらはそれぞれ、 等しい Ethertype 値へと変換されます。
表 13- 1 を参照し て く ださい。

メ モ : MAC ACL 内のルールは個別に削除でき ないため、こ のコマン ド の 
'no' 形式はサポー ト されていません。 代わ り に、 MAC ACL 全体を
削除し、 再指定する必要があ り ます。

メ モ : ただし、 絶対的な 'deny all' MAC ルールは、 常にア ク セス リ ス ト
を終了し ます。

表 13- 1。 Ethertype キーワードと 4 桁の 16 進法値

Ethertype キーワード 対応する値

appletalk 0x809B

arp 0x0806

ibmsna 0x80D5

ipv4 0x0800

ipv6 0x86DD

ipx 0x8037

mplsmcast 0x8848

mplsucast 0x8847

netbios 0x8191

novell 0x8137, 0x8138
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vlan と  cos パラ メ ータは、 それぞれ VLAN タ グの VLAN 識別子 と 802.1p ユー
ザー優先度フ ィ ール ド を参照し ています。 ダブル VLAN タ グを含んでいるパ
ケ ッ ト については、 これが最初 ( または外部 ) タ グです。 

キ ュー割 り 当てパラ メ ータは、 特定のハード ウ ェアキ ューの仕様で、 このルール
に合致する ト ラ フ ィ ッ ク を処理する こ と を許可し ます。 許可された <queue-id> 
値は 0-(n-1)、 n はハード ウ ェ アプラ ッ ト フ ォームで使用でき る、 ユーザー構成
可能なキ ューの数です。 割 り 当てキ ュー と パラ メ ータは、 'permit' ルールに対し
てのみ有効です。 

形式  {deny|permit} {<srcmac> | any} {<dstmac> | any} 
[<ethertypekey> | <0x0600-0xFFFF>] [vlan {eq <0-
4095>}] [cos <0-7>] [assign-queue <queue-id>]

モード  Mac-Access-List Config

13.7.4 mac access-group 
こ のコマン ド は、 <name> によ り 識別された MAC Access Control List (ACL) を指
定の方向のイ ン ターフ ェースに追加し ます。 <name> パラ メ ータは既存の MAC 
ACL の名前でなければな り ません。

オプシ ョ ナルの連続番号を指定し、 すでにこのイ ン ターフ ェース と方向に割 り 当
て られた他の mac ア ク セス リ ス ト と相対し て、 こ の mac ア ク セス リ ス ト の順序
を示すこ と ができ ます。 番号が低いほど、 優先順位が高いこ と を意味し ます。 連
続番号がすでにこのイ ン ターフ ェース と方向で使用されている場合、指定された 
mac ア ク セス リ ス ト は、 こ の連続番号を使用し て現在接続されている mac ア ク
セス リ ス ト を上書き し ます。 このコマン ド で連続番号が指定されていない場合、
現在こ のイ ン ターフ ェース と方向で使用中の最高の連続番号よ り も 1 つ大き な連
続番号が使用されます。

pppoe 0x8863, 0x8864

rarp 0x8035

メ モ : 特殊コマン ド形式 {deny|permit} any any は、 すべての Ethernet 
レ イヤー 2 パケ ッ ト と一致する ために使用されます。 IP ア ク セス
リ ス ト  "match every" ルール と同様です。

表 13- 1。 Ethertype キーワードと 4 桁の 16 進法値 ( 続き )

Ethertype キーワード 対応する値
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'Interface Config' モード で指定された こ のコマン ド は、 シングルイ ン ターフ ェー
スのみに影響し ます。 'Global Config' モー ド設定はすべてのイ ン ターフ ェースに
影響し ます。'Interface Config' モード コマン ド は、独立し たポー ト ご と の Class of 
Service キ ュー構成に対応し ているプラ ッ ト フ ォームでのみ使用可能です。

形式  mac access-group <name> in [sequence <1-
4294967295>]

モード  Global Config

Interface Config

13.7.4.1  no mac access-group 

こ のコマン ド は <name> によ り 識別された MAC ACL を指定方向のイ ン ター
フ ェースから削除し ます。

形式  no mac access-list <name> in

モード  Global Config

Interface Config

13.7.5 show mac access-lists 
こ のコマン ド は MAC ア ク セス リ ス ト および MAC ACL に対し定義されているす
べてのルールを表示し ます。 [name] パラ メ ータは特定の MAC ACL を識別し、 表
示する ために使用し ます。

形式  show mac access-lists [name]

モード  Privileged EXEC

Rule Number  MAC ACL 内部で定義されている順序ルール番号の識別
子です。

Action  各ルールに関連したアクションを表示します。可能な
値は "Permit" または "Deny" です。

Source MAC 
Address  このルールのソース MAC アドレスを表示します。

Destination MAC 
Address  このルールのターゲット MAC アドレスを表示します。

Ethertype  このルールの Ethertype キーワードまたはカスタム値
を表示します。

VLAN ID  このルールの VLAN 識別子の値または範囲を表示しま
す。
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COS  このルールの COS (802.1p) 値を表示します。

Assign Queue  このルールに合致するパケットが割り当てられている
キュー識別子を表示します。

Redirect Interface  このルールに合致するパケットが転送されている 
slot/port を表示します。

13.8 IP Access Control List (ACL) コマンド 

こ のセ ク シ ョ ンでは、 IP ACL 設定を構成する ために使用する コマン ド について
説明し ています。 IP ACL は、 不確定なネ ッ ト ワーク リ ソースへのア ク セス を遮
断し、 許可のあ るユーザーだけが特定の リ ソースにア ク セスでき る よ う 図 り ま
す。 

以下のルールは、 IP ACL に適用されます :

･ 7300 シ リ ーズス イ ッ チ は、 IP パケ ッ ト フ ラ グ メ ン ト の IP ACL 構成をサポー
ト し ていません。 

･ タ イプにかかわらず、 作成可能な ACL の最大数は 100 です。

･ IP ACL ご と のルールの最大数は、 ハード ウ ェアによ り 異な り ます。

･ イ ン ターフ ェースで MAC ACL を構成し た場合、 同じ イ ン ターフ ェースでは 
IP ACL を構成でき ません。

･ ACL のワ イル ド カード マスキングは、 サブネ ッ ト マス ク と は異なって作動し
ます。 ワ イル ド カード マス クは、 本質的にサブネ ッ ト マス ク の逆 と な り ま
す。 サブネ ッ ト マス ク では、 マス クはネ ッ ト ワーク ア ド レ スに使用する ビ ッ
ト ポジシ ョ ンに 1 (1's) があ り 、 使用されていないビ ッ ト ポジシ ョ ンにはゼロ 
(0's) があ り ます。 一方、 ワ イル ド カー ド マス クは、 チェ ッ ク される必要のあ
る ビ ッ ト ポジシ ョ ンには (0's) があ り ます。 ACL マス ク のビ ッ ト ポジシ ョ ン
にあ る '1' は、 対応する ビ ッ ト が無視される こ と を示し ます。 

13.8.1 access-list
こ のコマン ド は、 ACL 番号 により定義される IP Access Control List (ACL) を作

成します。 

IP ACL 番号は、 IP 標準 ACL については 1 ～ 99 の整数、 IP 拡張 ACL について
は 100 ～ 199 の整数です。 

IP ACL ルールは permit or deny  ア ク シ ョ ンで指定されます。 
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IP ACL ルールをフ ィ ルタ リ ングするプロ ト コルは、 icmp,igmp,ip,tcp,udp のよ う
にし て使用されるプロ ト コルで指定し ます。 

コマン ド は、 srcip と  srcmask  パラ メ ータによ り 指定された IP ACL ルールの一
致条件に対し、 ソース IP ア ド レ ス と ソースマス ク を指定し ます。

IP ACL ルールに対する ソース レ イヤー 4 ポー ト の一致条件は、 port value パラ
メ ータによ り 指定されます。 値の範囲は 0 ～ 65535 です。

<portvalue> パラ メ ータは単一キーワード標記を使用し、 現在 domain、echo、ftp、

ftpdata、http、smtp、snmp、telnet、tftp、www の値があ り ます。 これら値は、 それぞ
れポー ト 範囲の最初と最後に使用される同等のポー ト 番号に変換されます。 

コマン ド は、 dstip と  dstmask パラ メ ータによ り 指定された IP ACL ルールの一致
条件に対し、 ターゲ ッ ト  IP ア ド レ ス と ターゲ ッ ト マス ク を指定し ます。

コマン ド は、 dscp、 precedence、 tos/tosmask のパラ メ ータ を使用し て、 優先順位
または DSCP 値の一致に基づき、 IP ACL ルールの TOS を指定し ます。

コマン ド は、 こ のルール と一致するパケ ッ ト が割 り 当て られている キ ュー識別子
であ る、 割 り 当てキ ューを指定し ます。

既定値  none 

IP 標準 ACL:

形式  access-list <1-99> {deny | permit} {every | 
<srcip> <srcmask>} [assign-queue <queue-id>]

モード  Global Config

IP 拡張 ACL:

形式  access-list <100-199> {deny | permit} {every | 
{{icmp | igmp | ip | tcp | udp | <number>} <srcip> 
<srcmask>[{eq {<portkey> | <portvalue>} <dstip> 
<dstmask> [{eq {<portkey>| <portvalue>}] 
[precedence <precedence> | tos <tos> <tosmask> | 
dscp <dscp>] [assign-queue <queue-id>]

モード  Global Config

13.8.1.1  no access-list

こ のコマン ド は、 パラ メ ータ <accesslistnumber> によ り 識別された IP ACL を
システムから削除します。

形式  no access-list <accesslistnumber>

モード  Global Config
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13.8.2 ip access-group
こ のコマン ド は指定された IP ACL を 1 つのイ ン ターフ ェース、 またはすべての
イ ン ターフ ェースに追加し ます。

オプシ ョ ナルの連続番号を指定し、 すでにこのイ ン ターフ ェース と方向に割 り 当
て られた他の IP ア ク セス リ ス ト と相対し て、 この IP ア ク セス リ ス ト の順序を示
すこ と ができ ます。 番号が低いほど、 優先順位が高いこ と を意味し ます。 連続番
号がすでにこ のイ ン ターフ ェース と方向で使用されている場合、 指定されたア ク
セス リ ス ト は、 この連続番号を使用し て現在接続されている IP ア ク セス リ ス ト
を上書き し ます。 こ のコマン ド で連続番号が指定されていない場合、 現在このイ
ン ターフ ェース と 方向で使用中の最高の連続番号よ り も 1 つ大き な連続番号が使
用されます。

既定値  none 

形式  ip access-group <accesslistnumber> in [sequence 
<1-4294967295>]

モード  Interface Config
Global Config

13.8.2.1  no ip access-group

こ のコマン ド はイ ン ターフ ェースから指定された IP ACL を削除し ます。

既定値  none 

形式  no ip access-group <accesslistnumber> in 

モード  Interface Config

13.8.3 show ip access-lists
こ のコマン ド は、 IP ACL を識別する ために使われる番号 IP ACL 
<accesslistnumber> を表示し ます。

形式  show ip access-lists <accesslistnumber>

モード  Privileged EXEC

Rule Number  これは、IP ACL に対し定義されている各ルールの番号
識別子を表示します。

Action  これは、各ルールに関連したアクションを表示します。
可能な値は "Permit" または "Deny" です。

Protocol  これは、このルールのフィルタリングを行うプロトコ
ルを表示します。
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Source IP Address  このルールのソース IP アドレスを表示します。

Source IP Mask  このフィールドは、このルールのソース IP マスクを
表示します。

Source Ports  このフィールドは、このルールのソースポートを表示
します。

Destination IP 
Address  このルールのターゲット IP アドレスを表示します。

Destination IP 
Mask  このフィールドは、このルールのターゲット IP マス

クを表示します。

Destination Ports  このフィールドは、このルールのターゲットポートを
表示します。

Service Type Field 
Match  このフィールドは、このルールに対し IP DSCP、IP 

Precedence、または IP TOS 一致状況が指定されてい
るかどうかを示します。

Service Type Field 
Value  このフィールドは、サービスタイプフィールド一致 

(IP DSCP、IP Precedence、IP TOS) に対し指定された
値を示します。
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13.8.4 show access-lists
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェース と方向に関する IP ACL および 
MAC ア ク セス制御 リ ス ト 情報を表示し ます。

形式  show access-lists interface <slot/port> in 

モード  Privileged EXEC

ACL Type  アクセスリストのタイプです (IP または MAC)。

ACL ID  MAC アクセスリストに対するアクセスリスト名、また
は IP アクセスリストに対する番号識別子です。

Sequence Number  オプショナルの連続番号を指定し、すでにこのイン
ターフェースと方向に割り当てられた他のアクセスリ
ストと相対して、このアクセスリストの順序を示すこ
とができます。番号が低いほど、優先順位が高いこと
を意味します。連続番号がすでにこのインターフェー
スと方向で使用されている場合、指定されたアクセス
リストは、この連続番号を使用して現在接続されてい
るアクセスリストを上書きします。ユーザーにより連
続番号が指定されていない場合、現在このインター
フェースと方向で使用中の最高の連続番号よりも 1 つ
大きな連続番号が使用されます。有効範囲は (1 ～
4294967295) です。 
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第 14 章
ルーテ ィ ング コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能なルーテ ィ ング コ
マン ド について説明し ています。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 14- 1 ページのセ ク シ ョ ン 14.1 "Address Resolution Protocol (ARP) コマン ド "

･ 14- 7 ページのセ ク シ ョ ン 14.2 "IP ルーテ ィ ング コマン ド "

･ 14- 20 ページのセ ク シ ョ ン 14.3 " ルータデ ィ ス カバ リ プロ ト コルコマン ド "

･ 14- 23 ページのセ ク シ ョ ン 14.4 "Virtual LAN (VLAN) ルーテ ィ ング コマン ド "

･ 14- 25 ページのセ ク シ ョ ン 14.5 "Virtual Router Redundancy Protocol (VRRP) コ
マン ド "

･ 14- 31 ページのセ ク シ ョ ン 14.6 "Open Shortest Path First (OSPF) コマン ド "

･ 14- 59 ページのセ ク シ ョ ン 14.7 "Routing Information Protocol (RIP) コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

14.1 Address Resolution Protocol (ARP) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッ チで ARP を構成し、 ARP 情報を表示する ために使
用する コマン ド について説明し ています。 ARP は IP ア ド レ ス と MAC ア ド レ ス
を関連付け、 その情報を ARP エン ト リ と し て ARP キ ャ ッ シ ュに保存し ます。

14.1.1 arp 
こ のコマン ド は ARP エン ト リ を作成し ます。 <ipaddress> の値は既存のルー
テ ィ ング イ ン ターフ ェースに接続されたサブネ ッ ト 上のデバイ スの IP ア ド レ ス
です。 <macaddr> はこのデバイ スのユニキ ャ ス ト  MAC ア ド レ スです。 
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形式は 6 つの 2 桁 16 進法数字を コ ロ ンで区切った もので、 00:06:29:32:81:40 の
よ う にな り ます。

形式  arp <ipaddress> <macaddr> 

モード  Global Config

14.1.1.1  no arp 

こ のコマン ド は ARP エン ト リ を削除し ます。 <arpentry> の値はイ ン ターフ ェー
スの IP ア ド レ スです。 <ipaddress> の値は既存のルーテ ィ ング イ ン ターフ ェース
に接続されたサブネ ッ ト 上のデバイ スの IP ア ド レ スです。 <macaddr> はこ のデバ
イ スのユニキ ャ ス ト  MAC ア ド レ スです。

形式  no arp <ipaddress> <macaddr> 

モード  Global Config

14.1.2 ip proxy-arp
こ のコマン ド は、 ルータ イ ン ターフ ェースの プロ キシ ARP を有効化し ます。 プ
ロ キシ ARP がない場合、 デバイ スは、 ターゲ ッ ト  IP ア ド レ スが ARP 要求が到
着し た イ ン ターフ ェースで構成されたア ド レ スであ る場合のみ、 ARP 要求に応
答し ます。 プロ キシ ARP があ る場合、 ターゲ ッ ト  IP ア ド レ スが到達可能であれ
ば、 デバイ スは応答し ます。 目的地へのルー ト 上にあ るネ ク ス ト ホ ッ プすべて
が、 ARP 要求を受信し た イ ン ターフ ェース以外のイ ン ターフ ェース を経由し て
いる場合のみ、 デバイ スは応答し ます。

既定値  enabled

形式  ip proxy-arp

モード  Interface Config

14.1.2.1  no ip proxy-arp

こ のコマン ド は、 ルータ イ ン ターフ ェースの プロ キシ ARP を無効化し ます。 

形式  no ip proxy-arp

モード  Interface Config

14.1.3 arp cachesize
こ のコマン ド は、 ARP キ ャ ッ シ ュサイ ズを構成し ます。 <cachesize> の値は、 プ
ラ ッ ト フ ォーム固有の整数です。

形式  arp cachesize <Platform specific integer value>
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モード  Global Config

14.1.3.1  no arp cachesize

こ のコマン ド は、 既定の ARP キ ャ ッ シ ュサイ ズを構成し ます。

形式  no arp cachesize

モード  Global Config

14.1.4 arp dynamicrenew
こ のコマン ド は、 ダ イナ ミ ッ ク ARP エン ト リ がエージア ウ ト し た場合、 ARP コ
ンポーネン ト によ り 自動的にこれを更新する ためのものです。

形式  arp dynamicrenew

モード  Privileged EXEC

14.1.4.1  no arp dynamicrenew

こ のコマン ド は、 ダ イナ ミ ッ ク ARP エン ト リ がエージア ウ ト し た場合、 更新で
きな く するためのものです。

形式  no arp dynamicrenew

モード  Privileged EXEC

14.1.5 arp purge
こ のコマン ド は、 指定された IP ア ド レ ス を ARP キ ャ ッ シ ュから削除し ます。 タ
イプダ イナ ミ ッ ク またはゲー ト ウ ェ イのエン ト リ のみが、 こ のコマン ド の影響を
受けます。

形式  arp purge <ipaddr>

モード  Privileged EXEC

14.1.6 arp resptime
こ のコマン ド は、 ARP 要求のレ スポン ス タ イ ムア ウ ト を構成し ます。 <seconds> 
の値は有効な正の整数であ り 、 IP ARP エン ト リ のレ スポン ス タ イ ムア ウ ト 時間
を秒で表し ます。 <seconds>  の範囲は 1 ～ 10 秒です。 

既定値  l 

形式  arp resptime <1-10>

モード  Global Config
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14.1.6.1  no arp resptime

こ のコマン ド は、 既定の ARP 要求のレ スポン ス タ イ ムア ウ ト を構成し ます。 

形式  no arp resptime

モード  Global Config

14.1.7 arp retries
こ のコマン ド は、 ARP カ ウ ン ト の再試行要求回数の上限を構成し ます。
<retries> の値は整数で、 再試行要求回数の上限を表し ます。 <retries> の範囲
は 0 ～ 10 の整数です。 

既定値  4 

形式  arp retries <0-10>

モード  Global Config

14.1.7.1  no arp retries

こ のコマン ド は、 既定の ARP カ ウ ン ト の再試行要求回数の上限を構成し ます。 

形式  no arp retries

モード  Global Config

14.1.8 arp timeout
こ のコマン ド は、 ARP エン ト リ のタ イ ムア ウ ト 時間を構成し ます。 <seconds> の
値は有効な正の整数であ り 、 IP ARP エン ト リ のエージア ウ ト 時間を秒で表し ま
す。 <seconds> の範囲は 15 ～ 21600 秒です。 

既定値  1200 

形式  arp timeout <15-21600>

モード  Global Config

14.1.8.1  no arp timeout

こ のコマン ド は、 既定の ARP エン ト リ のエージア ウ ト 時間を構成し ます。 

形式  no arp timeout

モード  Global Config
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14.1.9 clear arp-cache
こ のコマン ド は、 タ イプダ イナ ミ ッ クのすべての ARP エン ト リ を ARP キ ャ ッ
シ ュから削除し ます。 gateway パラ メ ータが指定されている場合、 タ イプゲー ト
ウ ェ イの動的エン ト リ も消去されます。

形式  clear arp-cache [gateway]

モード  Privileged EXEC

14.1.10 show arp
こ のコマン ド は、 ARP キ ャ ッ シ ュ を表示し ます。 表示された結果は ARP エン ト
リ の合計ではあ り ません。 ARP エン ト リ の合計を表示するには、 show arp 結果
と show arp 結果を合わせます。

形式  show arp

モード  Privileged EXEC

Age Time (seconds)  これは、 ARP エン ト リ のエージングにかかる時間で
す。 こ の値は単位に構成されます。 エージング時間は
秒で計算されます。 

Response 
Time(seconds)  これは、 ARP 要求がタ イ ムア ウ ト する時間です。 こ の

値は単位に構成されます。 レ スポン ス時間は秒で計算
されます。 

Retries  これは、 APR 要求が再試行される最高回数です。 こ の
値は単位に構成されます。

Cache Size  これは ARP テーブルの最大エン ト リ 数です。 こ の値は
単位に構成されます。 

Dynamic Renew 
Mode  APR エン ト リ がエージア ウ ト し た と きに、 ARP コ ン

ポーネン ト が動的 ARP エン ト リ を自動的に更新し よ う
とするかど う かを表示し ます。 

Total Entry Count 
Current / Peak  ARP テーブルの合計エン ト リ と APR テーブルのピーク

エン ト リ カ ウ ン ト を表示する フ ィ ール ド です。 

Static Entry Count 
Current / Max  APR テーブルの静的エン ト リ カ ウ ン ト と APR テーブル

の最大静的エン ト リ カ ウ ン ト を表示する フ ィ ール ド で
す。 
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各 APR エン ト リ に以下のフ ィ ール ド が表示されます。

IP Address  既存のルーテ ィ ング イ ン ターフ ェースに接続されたサ
ブネ ッ ト 上のデバイ スの IP ア ド レ スです。 

MAC Address  こ のデバイ スのハード ウ ェア MAC ア ド レ スです。 

Interface  デバイ ス APR エン ト リ に関連付け られたルーテ ィ ング 
slot/port です。 

Type  単位に構成された タ イプです。 可能な値には、 ローカ
ル、 ゲー ト ウ ェ イ、 動的、 静的があ り ます。 

Age  こ のフ ィ ール ド は、 前回更新されて以降の APR エン ト
リ の現在の経過時間を表示し ます (hh:mm:ss 形式 )

14.1.11 show arp brief
こ のコマン ド は簡易的な Address Resolution Protocol (ARP) テーブル情報を表示し
ます。

形式  show arp brief

モード  Privileged EXEC

Age Time (seconds)  これは、 ARP エン ト リ のエージングにかかる時間で
す。 こ の値は単位に構成されます。 エージング時間は
秒で計算されます。 

Response 
Time(seconds)  これは、 ARP 要求がタ イ ムア ウ ト する時間です。 こ の

値は単位に構成されます。 レ スポン ス時間は秒で計算
されます。 

Retries  これは、 APR 要求が再試行される最高回数です。 こ の
値は単位に構成されます。

Cache Size  これは ARP テーブルの最大エン ト リ 数です。 こ の値は
単位に構成されます。 

Dynamic Renew 
Mode  APR エン ト リ がエージア ウ ト し た と きに、 ARP コ ン

ポーネン ト が動的 ARP エン ト リ を自動的に更新し よ う
とするかど う かを表示し ます。 

Total Entry Count 
Current / Peak  ARP テーブルの合計エン ト リ と APR テーブルのピーク

エン ト リ カ ウ ン ト を表示する フ ィ ール ド です。 
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Static Entry Count 
Current / Max  APR テーブルの静的エン ト リ カ ウ ン ト と APR テーブル

の最大静的エン ト リ カ ウ ン ト を表示する フ ィ ール ド で
す。 

14.2 IP ルーテ ィ ング コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッチで IP ルーテ ィ ングを有効化し、 構成する ために
使用する コマン ド について説明し ています。 

14.2.1 routing 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースに対するルーテ ィ ングを有効化し ます。 

こ の機能の現在の値は、 show ip brief コマン ド で表示する こ と ができ ます。 こ
の値は、 "Routing Mode" と し て表示されます。

既定値  disabled

形式  routing 

モード  Interface Config

14.2.1.1  no routing 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースに対するルーテ ィ ングを無効化し ます。 

こ の機能の現在の値は、 show ip brief コマン ド で表示する こ と ができ ます。 こ
の値は、 "Routing Mode" と し て表示されます。

形式  no routing  

モード  Interface Config

14.2.2 ip routing 
こ のコマン ド は、 マス タース イ ッチに対し IP ルータ管理モード を有効化し ます。

形式  ip routing

モード  Global Config

14.2.2.1  no ip routing 

こ のコマン ド は、 マス タース イ ッチに対し IP ルータ管理モード を無効化し ます。

形式  no ip routing 
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モード  Global Config

  
14.2.3 ip address

こ のコマン ド はイ ン ターフ ェースの IP ア ド レ ス を構成し ます。 こ のコマン ド を
使用し、 イ ン ターフ ェース上の 1 つ、 または複数の IP ア ド レ ス を構成する こ と
も でき ます。

< ipaddr> の値はイ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スです。 

<subnetmask> の値は 4 桁のピ リ オ ド で区切られた 10 進法数字で、イ ン ターフ ェー
スのサブネ ッ ト マス ク を表し ます。 こ の設定は、 show ip interface の IP ア ド レ
ス ラベルを変更し ます。 

形式  ip address <ipaddr> <subnetmask> [secondary]

モード  Interface Config

14.2.3.1  no ip address

こ のコマン ド はイ ン ターフ ェースから IP ア ド レ ス を削除し ます。 < ipaddr> の値
はイ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スです。 <subnetmask> の値は 4 桁のピ リ オ ド で
区切られた 10 進法数字で、 イ ン ターフ ェースのサブネ ッ ト マス ク を表し ます。 

形式  no ip address <ipaddr> <subnetmask> [secondary]

モード  Interface Config

14.2.4 ip route
こ のコマン ド は静的ルー ト を構成し ます。 <ipaddr> は有効な IP ア ド レ スです。
<subnetmask> は有効なサブネ ッ ト マス ク です。 <nextHopRtr> は、 ネ ク ス ト ホ ッ
プルータの有効な IP ア ド レ スです。 

The <preference> は 1 ～ 255 の整数です。 ユーザーは個別の静的ルー ト の優先
値 (" 管理デ ィ ス タ ン ス " と呼ばれる こ と も あ り ます ) を指定する こ と ができ ま
す。 同じ目的地へのルー ト の中で、 最低の優先値を持つルー ト は転送データベー
スへ追加されます。 静的ルー ト の優先値を指定する こ と で、 ユーザーは静的ルー
ト を動的ルーテ ィ ングプロ ト コルからのルー ト よ り も優先するか、 後回しにする
かを管理する こ と ができ ます。 優先順は、 静的ルー ト が、 同じ距離にあ る別の静
的ルー ト と 比べ、 よ り 優先されるか、 後回しに されるかを管理する こ と ができ ま
す。

静的ルー ト を利用する前に、 以下が達成されている必要があ り ます。

･ IP ルーテ ィ ングを世界的に有効化する こ と。
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･ イ ン ターフ ェースの IP ルーテ ィ ングを有効化する こ と。 

･ 関連 リ ン ク も設定する こ と。

既定値  preference - 1

形式  ip route <ipaddr> <subnetmask> <nextHopRtr> 
[<preference>]

モード  Global Config

14.2.4.1  no ip route

こ のコマン ド は、 ターゲ ッ ト 静的ルー ト までのネ ク ス ト ホ ッ プをすべて削除し ま
す。 <nextHopRtr> パラ メ ータ を利用する と、 ネ ク ス ト ホ ッ プは削除されます。
<preference> 値を使用する場合、 静的ルー ト の優先値は既定値に リ セ ッ ト され
ます。

形式  no ip route <ipaddr> <subnetmask> [{<nextHopRtr> | 
<preference>}]

モード  Global Config

14.2.5 ip route default
こ のコマン ド はデフ ォル ト ルー ト を構成し ます。 <nextHopRtr> の値は、 ネ ク ス
ト ホ ッ プルータの有効な IP ア ド レ スです。 <preference> は 1 ～ 255 の整数です。

既定値  preference - 1

形式  ip route default <nextHopRtr> [<preference>]

モード  Global Config

14.2.5.1  no ip route default

こ のコマン ド は構成されたすべてのデフ ォル ト ルー ト を削除し ます。 オプシ ョ ナ
ルの <nextHopRtr> パラ メ ータが指定されている場合、 特定の次ホ ッ プは構成さ
れたデフ ォル ト ルー ト から削除されます。 オプシ ョ ナルの優先値が指定されてい
る場合、 構成されたデフ ォル ト ルー ト の優先値が既定値に リ セ ッ ト されます。

形式  no ip route default [{<nextHopRtr> | <preference>}]

モード  Global Config
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14.2.6 ip route distance 
こ のコマン ド は、 静的ルー ト の既定デ ィ ス タ ン ス を設定し ます。 最適ルー ト を決
定する際は、 低いルー ト 優先値を推奨し ます。 ip route と  ip route default コ
マン ド は、 個別静的ルー ト のデ ィ ス タ ン ス をオプシ ョ ンで設定する こ と ができ ま
す。 これらのコマン ド でデ ィ ス タ ン スが指定されない場合、 既定のデ ィ ス タ ン ス
が使われます。 既定のデ ィ ス タ ン ス を変更し て も、 既存の静的ルー ト のデ ィ ス タ
ン スは更新されません。 これは、 オ リ ジナルの既定デ ィ ス タ ン スが割 り 当て られ
ていた場合でも同様です。 新しい既定のデ ィ ス タ ン スは、 ip route distance を
実行し た後に作成された静的ルー ト にのみ適用されます。

既定値  1

形式  ip route distance <1-255>

モード  Global Config

14.2.6.1  no ip route distance 

こ のコマン ド は、 ルータの既定静的ルー ト 優先値を設定し ます。 最適ルー ト を決
定する際は、 低いルー ト 優先値を推奨し ます。

形式  no ip route distance 

モード  Global Config

14.2.7 ip forwarding
こ のコマン ド は IP フ レームの転送を有効化し ます。 

既定値  enabled

形式  ip forwarding

モード  Global Config

14.2.7.1  no ip forwarding

こ のコマン ド は IP フ レームの転送を無効化し ます。 

形式  no ip forwarding

モード  Global Config



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

ルーテ ィ ング コマン ド 14-11

v1.0, 2006 年 4 月

14.2.8 ip netdirbcast 
こ のコマン ド は、 ネ ッ ト ワーク ダ イ レ ク ト ブロード キ ャ ス ト の転送を有効化し ま
す。 有効に設定されている と、 ネ ッ ト ワーク ダ イ レ ク ト ブロード キ ャ ス ト が転送
されます。 無効に設定されている と、 ブロード キ ャ ス ト は ド ロ ッ プ されます。 

既定値  disabled

形式  ip netdirbcast

モード  Interface Config

14.2.8.1  no ip netdirbcast 

こ のコマン ド は、 ネ ッ ト ワーク ダ イ レ ク ト ブロード キ ャ ス ト の転送を無効化し ま
す。 無効に設定されている と、 ネ ッ ト ワーク ダ イ レ ク ト ブロード キ ャ ス ト が ド
ロ ッ プされます。 

形式  no ip netdirbcast 

モード  Interface Config
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14.2.9 ip mtu
こ のコマン ド は、 ルーテ ィ ング イ ン ターフ ェースの IP 最大送信ユニ ッ ト  (MTU) 
を設定し ます。 IP MTU は、 断片化する こ と な く イ ン ターフ ェース上で転送可能
な最大の IP パケ ッ ト サイ ズです。7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェ アは、 現在 
IP パケ ッ ト を断片化する こ と はでき ません。

･ ハード ウ ェ アで転送されたパケ ッ ト は IP MTU を無視し ます。 

･ ソ フ ト ウ ェ アで転送されたパケ ッ ト は、 送信イ ン ターフ ェースの IP MTU を
超える と ド ロ ッ プ されます。 

OSPF パケ ッ ト など、 ルータで発生するパケ ッ ト は IP ス タ ッ クによ り 断片化さ
れる場合があ り ます。 IP ス タ ッ クは既定の IP MTU を使用し、 ip mtu コマン ド で
設定された値を無視し ます。

OSPF は、 データ交換中に隣接するデータベースへ送信するデータベース説明パ
ケ ッ ト で IP MTU を広告し ます。 2 つの OSPF 近隣者が異な る IP MTU を広告し
た場合、 これらは隣接し ません ( ただし、 ip ospf mtu-ignore コマン ド によ り 、
OSPF が IP MTU における差異を無視する よ う 指示されている場合を除き ます )。

最低の IP MTU は 68 バイ ト です。 最大の IP MTU は 1500 バイ ト です。

既定値  1500 バイ ト

形式  ip mtu <mtu>

モード  Interface Config

14.2.9.1  no ip mtu

こ のコマン ド は、 ip mtu を既定値に リ セ ッ ト し ます。

形式  no ip mtu <mtu>

モード  Interface Config

メ モ: IP MTU サイ ズは IP パケ ッ ト の最大サイ ズを参照し ます (IP ヘッ ダ 
+ IP ペイ ロード )。 これには、 レ イヤー 2 ヘッ ダで必要 と される可
能せのあ る余分なバイ ト は含まれていません。 パケ ッ ト を受信し、
処理するには、Ethernet MTU ( 4- 3 ページのセ ク シ ョ ン 4.1.5 "mtu" 
を参照 )  が Ethernet ヘッ ダのサイ ズを考慮する必要があ り ます。
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14.2.10 encapsulation 
こ のコマン ド は、 パケ ッ ト に対する リ ン ク レ イ ヤーのカプセル化タ イプを構成し
ます。 <encapstype> の利用可能な値は Ethernet と  SNAP です。 既定値は 
Ethernet です。 

形式  encapsulation {ethernet | snap}

モード  Interface Config

14.2.11 clear ip route all
こ のコマン ド は、 ネ ッ ト ワーク上で学習し たすべてのルー ト エン ト リ を削除し ま
す。

形式  clear ip route all

モード  Privileged EXEC

14.2.12 clear ip route bgp
こ のコマン ド は、 ほかの BGP パー ト ナーから ネ ッ ト ワーク上で学習し たすべて
の BGP ルー ト エン ト リ を削除し ます。

形式  clear ip route bgp

モード  Privileged EXEC

14.2.13 clear ip route bgp <ip-address>
こ のコマン ド は、 ルー ト テーブルから BGP ルー ト エン ト リ  <ip-address> のみを
削除し ます。

形式  clear ip route bgp <ip-address>

モード  Privileged EXEC

メ モ : ルー ト フ レームは、 フ レームが VLAN にルー ト される場合、 常に 
Ethernet カプセル化 と な り ます。
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14.2.14 clear ip route mpls
こ のコマン ド は、 ほかの MPLS パー ト ナーから ネ ッ ト ワーク上で学習し たすべて
のルー ト エン ト リ を削除し ます。

形式  clear ip route mpls

モード  Privileged EXEC

14.2.15 clear ip route mpls <ip-address>
こ のコマン ド は、 ルー ト テーブルから <ip-address> に関連する MPLS ルー ト エン
ト リ のみを削除し ます。

形式  clear ip route mpls <ip-address>

モード  Privileged EXEC

14.2.16 clear ip route ospf
こ のコマン ド は、 ほかの OSPF プロ ト コルパー ト ナーから ネ ッ ト ワーク上で学習
し たすべてのルー ト エン ト リ を削除し ます。

形式  clear ip route ospf

モード  Privileged EXEC

14.2.17 clear ip route ospf <ip-address>
こ のコマン ド は、 OSPF プロ ト コルを とおし て学習し た <ip-address> に関連する
ルー ト エン ト リ のみを削除し ます。

形式  clear ip route ospf <ip-address>

モード  Privileged EXEC

14.2.18 clear ip route rip
こ のコマン ド は、 OSPF プロ ト コルから ネ ッ ト ワーク上で学習し たすべてのルー
ト エン ト リ を削除し ます。

形式  clear ip route rip

モード  Privileged EXEC
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14.2.19 clear ip route rip <ip-address>
こ のコマン ド は、 ネ ッ ト ワーク上で RIP プロ ト コルから学習し た <ip-address> に
関連するルー ト エン ト リ のみを削除し ます。

形式  clear ip route rip <ip-address>

モード  Privileged EXEC

14.2.20 show ip brief
こ のコマン ド は、 IP のすべての概要情報を表示し ます。 こ のコマン ド はオプ
シ ョ ンを必要と し ません。

形式  show ip brief

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Default Time to 
Live  パケ ッ ト を ローカルルータから最終目的地へ

転送する計算済みの TTL ( 有効期限 ) です。

Routing Mode  ルーテ ィ ングモード が有効か、 無効化を示し ます。

IP Forwarding 
Mode  IP フ レームの転送が有効か、 無効化を示し ます。 これ

は構成済みの値です。

Maximum Next 
Hops  パケ ッ ト が移動する こ と のでき るネ ク ス ト ホ ッ プの最

大数を表示し ます。

14.2.21 show ip interface 
こ のコマン ド は、 IP イ ン ターフ ェースに関するすべての付属情報を表示し ます。 

形式  show ip interface <slot/port>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Primary IP Address  イ ン ターフ ェースのプラ イマ リ  IP ア ド レ ス と サブネ ッ
ト マス ク を表示し ます。 構成し た場合のみ、 値が表示
されます。
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Secondary IP 
Address  イ ン ターフ ェースの 1 つ、 または複数のセカンダ リ  IP 

ア ド レ ス と サブネ ッ ト マス ク を表示し ます。 構成し た
場合のみ、 値が表示されます。

Routing Mode  これは、 ルータ イ ン ターフ ェース参加の管理モード で
す。 可能な値は "enable" または "disable" です。 この値
は単位に構成されます。 

Administrative 
Mode  これは、 指定された イ ン ターフ ェースの管理モード で

す。 こ のフ ィ ール ド の可能な値は "enable" または 
"disable" です。 こ の値は単位に構成されます。

Forward Net 
Directed 
Broadcassts  ネ ッ ト ワーク ダ イ レ ク ト ブロー ド キ ャ ス ト の転送が有

効か、 無効化を示し ます。 この値は単位に構成されま
す。

Proxy ARP  システムでプロ キシ ARP が有効であ るか、 無効であ る
かを表示し ます。

Active State  イ ン ターフ ェースがア ク テ ィ ブか、 非ア ク テ ィ ブかを
示し ます。 リ ン クがア ッ プであ り 、 転送状態にあ る場
合、 イ ン ターフ ェースはア ク テ ィ ブであ る と考え られ
ます。

Link Speed Data 
Rate  指定された イ ン ターフ ェースの物理 リ ン クデータ レー

ト を示す整数です。 これは メ ガビ ッ ト / 秒 (Mbps) で計
算されます。 

MAC Address  指定された イ ン ターフ ェースの Burned In 物理ア ド レ
スです。 形式は 6 つの 2 桁 16 進法数字で、 コ ロ ンで区
切られます。 

Encapsulation Type  指定された イ ン ターフ ェースのカプセル化タ イプです。
タ イプは以下の通 り :Ethernet または SNAP。

IP MTU  フ レームの最大送信単位 (MTU) サイ ズをバイ ト で表示
し ます。

14.2.22 show ip interface brief
こ のコマン ド は、 ルータのすべてのポー ト の IP 構成に関する概要情報を表示し
ます。
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形式  show ip interface brief

モード  Privileged EXEC

User EXEC

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

IP Address  ルーテ ィ ング イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スは、 32
ビ ッ ト のピ リ オ ド で区切られた 10 進法数字形式です。

IP Mask  ルーテ ィ ング イ ン ターフ ェースの IP マス クは、 32
ビ ッ ト のピ リ オ ド で区切られた 10 進法数字形式です。 

Netdir Bcast  IP が、 このイ ン ターフ ェースでネ ッ ト ワーク ダ イ レ ク
ト ブロード キ ャ ス ト を転送するかど う かを示し ます。
可能な値は "enable" または "disable" です。 

MultiCast Fwd  こ のイ ン ターフ ェースのマルチキ ャ ス ト 転送管理モー
ド を示し ます。 可能な値は "enable" または "disable" で
す。 

14.2.23 show ip route 
こ のコマン ド はルー ト テーブル全体を表示し ます。 こ のコマン ド はオプシ ョ ンを
必要 と し ません。 

形式  show ip route 

モード  Privileged EXEC

Network Address  指定された イ ン ターフ ェース上のネ ッ ト ワーク を識別
する IP ア ド レ スです。

Subnet Mask  これは、 ルータ イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スのネ ッ
ト ワークおよびホス ト 部分のマス ク です。

Protocol  指定されたルー ト に追加されたプロ ト コルを知らせま
す。 オプシ ョ ンは以下の通 り :Local, Static, OSPF, RIP。

Total Number of 
Routes  ルータの合計数です。

ネクストホップにつ
いて  

Next Hop Intf  ネ ク ス ト ホ ッ プへ ト ラ フ ィ ッ ク を転送する際に使用す
る送信ルータ イ ン ターフ ェースです。
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Next Hop IP 
Address  目的地へ向か う パスで、 次のルータ ( あれば ) に ト ラ

フ ィ ッ ク を送信する際に使用する送信ルータ IP ア ド レ
スです。

14.2.24 show ip route bestroutes 
こ のコマン ド はルー ト テーブル全体を表示し ます。 こ のコマン ド はオプシ ョ ンを
必要 と し ません。

形式  show ip route bestroutes

モード  Privileged EXEC

Network Address  送信先に対する IP ルー ト のプ リ フ ィ ッ ク スです。

Subnet Mask  これは、 指定された イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スの
ネ ッ ト ワークおよびホス ト 部分のマス ク です。

Protocol  指定されたルー ト に追加されたプロ ト コルを知らせま
す。 オプシ ョ ンは以下の通 り :Local, Static, OSPF, RIP。

Total Number of 
Routes  ルー ト テーブルに含まれるルー ト の合計数です。

  
各ネ ク ス ト ホ ッ プについて、 次の情報が表示されます。

Next Hop Intf  ネ ク ス ト ホ ッ プへ ト ラ フ ィ ッ ク を転送する際に使用す
る送信ルータ イ ン ターフ ェースです。

Next Hop IP 
Address  目的地へ向か う パスで、 次のルータ ( あれば ) に ト ラ

フ ィ ッ ク を送信する際に使用する送信ルータ IP ア ド レ
スです。 次のルータは常に隣接し た う ちの 1 つであ る
か、 または直結型ネ ッ ト ワークのローカルイ ン ター
フ ェースの IP ア ド レ スです。
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14.2.25 show ip route entry 
こ のコマン ド はルー ト テーブル全体を表示し ます。 

形式  show ip route entry 

モード  Privileged EXEC

Network Address  指定された イ ン ターフ ェース上のネ ッ ト ワーク を識別
する有効なネ ッ ト ワーク ア ド レ スです。

Subnet Mask  これは、 接続されたネ ッ ト ワーク の IP ア ド レ スのネ ッ
ト ワークおよびホス ト 部分のマス ク です。

Protocol  指定されたルー ト に追加されたプロ ト コルを知らせま
す。 オプシ ョ ンは以下の通 り :Local, Static, OSPF, RIP。

各ネ ク ス ト ホ ッ プについて、 次の情報が表示されます。

Next Hop Interface  ネ ク ス ト ホ ッ プへ ト ラ フ ィ ッ ク を転送する際に使用す
る送信ルータ イ ン ターフ ェースです。

Next Hop IP 
Address  目的地へ向か う パスで、 次のルータ ( あれば ) に ト ラ

フ ィ ッ ク を送信する際に使用する送信ルータ IP ア ド レ
スです。

Metric  こ のルー ト に関連し たコ ス ト です。

Preference  こ のルー ト に関連し た管理デ ィ ス タ ン スです。

14.2.26 show ip route preferences 
こ のコマン ド は、 ルー ト 優先値に関する詳細情報を表示し ます。 ルー ト 優先値は
最適ルー ト の決定に使用されます。 高いルータ優先値よ り も、 低いルータ優先値
の方が推奨されます。

形式  show ip route preferences

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Local  こ のフ ィ ール ド は、 ローカルルー ト の優先値を表示し
ます。

Static  こ のフ ィ ール ド は、 静的ルー ト の優先値を表示し ます。

OSPF Intra  こ のフ ィ ール ド は、 OSPF Intra ルー ト の優先値を表示
し ます。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

14-20 ルーティングコマンド

v1.0, 2006 年 4 月

OSPF Inter  こ のフ ィ ール ド は、 OSPF Inter ルー ト の優先値を表示
し ます。

OSPF Type-1  こ のフ ィ ール ド は、 OSPF Type-1 ルー ト の優先値を表
示し ます。

OSPF Type-2  こ のフ ィ ール ド は、 OSPF Type-2 ルー ト の優先値を表
示し ます。

RIP  こ のフ ィ ール ド は、 RIP ルー ト の優先値を表示し ます。

BGP4  こ のフ ィ ール ド は、 BGP-4 ルー ト の優先値を表示し ま
す。

14.2.27 show ip stats
こ のコマン ド は IP 統計情報を表示し ます。 表示される フ ィ ール ド について、 詳
し く は RFC 1213 をご覧 く だ さい。 

形式  show ip stats

モード  Privileged EXEC

User EXEC

  

14.3 ルータデ ィ スカバ リ プロ ト コルコマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ス イ ッ チでルータデ ィ ス カバ リ プロ ト コル設定を表示し、
構成する ために使用する コマン ド について説明し ています。 ルータデ ィ ス カバ リ
プロ ト コルは、 ホス ト によ るサブネ ッ ト のルータ IP ア ド レ ス検出を有効にし ま
す。

14.3.1 ip irdp 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースにおけるルータ検出を有効化し ます。 

既定値  disabled

形式  ip irdp 

モード  Interface Config

14.3.1.1  no ip irdp 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースにおけるルータ検出を無効化し ます。

形式  no ip irdp 

モード  Interface Config
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14.3.2 ip irdp address 
このコマンドは、ルータディスカバリ広告を送信するためにインターフェースが
使用するアドレスを構成します。<ipaddr> の有効値は 224.0.0.1 ( すべてのホス
ト のマルチキ ャ ス ト ア ド レ ス ) と  255.255.255.255 ( 有限ブロード キ ャ ス ト ア ド レ
ス ) です。

既定値  224.0.0.1

形式  ip irdp address <ipaddr>

モード  Interface Config

14.3.2.1  no ip irdp address 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースのルータ を広告する ために使われる既定ア ド
レ ス を構成し ます。 

形式  no ip irdp address

モード  Interface Config

14.3.3 ip irdp holdtime 
こ のコマン ド は、 こ のイ ン ターフ ェースから送信されるルータ広告の保留フ ィ ー
ル ド値を秒で構成し ます。 保留範囲は <maxadvertinterval> の値から 9000 秒ま
でです。 

既定値  3 * 最長間隔

形式  ip irdp holdtime <maxadvertinterval-9000>

モード  Interface Config

14.3.3.1  no ip irdp holdtime 

こ のコマン ド は、 こ のイ ン ターフ ェースから送信されるルータ広告の保留フ ィ ー
ル ド既定値を秒で構成し ます。

形式  no ip irdp holdtime

モード  Interface Config
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14.3.4 ip irdp maxadvertinterval 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースからルータ広告を送信する間に許可される最
長時間を秒で構成し ます。 最長間隔の範囲は 4 ～ 1800 秒です。 

既定値  600

形式  ip irdp maxadvertinterval <4-1800>

モード  Interface Config

14.3.4.1  no ip irdp maxadvertinterval 

こ のコマン ド は、 既定の最長時間を秒で構成し ます。 

形式  no ip irdp maxadvertinterval

モード  Interface Config

14.3.5 ip irdp minadvertinterval 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースからルータの広告を送信する間に許可される
最短時間を秒で構成し ます。 最短間隔の範囲は 3 ～最長間隔です。 

既定値  0.75 * 最長間隔

形式  ip irdp minadvertinterval <3-maxadvertinterval>

モード  Interface Config

14.3.5.1  no ip irdp minadvertinterval 

こ のコマン ド は、 既定の最短時間をを既定値に設定し ます。 

形式  no ip irdp minadvertinterval

モード  Interface Config

14.3.6 ip irdp preference 
こ のコマン ド は、 同じサブネ ッ ト の他のルータ ア ド レ ス と比較し、 既定ルータ ア
ド レ ス と し てのア ド レ スの高感度を構成し ます。 範囲は -2147483648 ～ -1 ～ 0
～ 1 ～ 2147483647 です。

既定値  0

形式  ip irdp preference <-2147483648-2147483647>

モード  Interface Config
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14.3.6.1  no ip irdp preference 

こ のコマン ド は、 同じサブネ ッ ト の他のルータ ア ド レ ス と比較し、 既定ルータ ア
ド レ ス と し てのア ド レ スの既定の高感度を構成し ます。 

形式  no ip irdp preference

モード  Interface Config

14.3.7 show ip irdp 
こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェース、 または指定された イ ン ターフ ェー
スに対し、 ルータ検出情報を表示し ます。

形式  show ip irdp {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC

User EXEC

Interface  <slot/port> を表示し ます。

Ad Mode  こ のイ ン ターフ ェースでルー ト 検出が有効か、 無効化
を示す広告モード を表示し ます。

Advertise Address  イ ン ターフ ェースが広告を送信する IP ア ド レ ス を表示
し ます。

Max Int   最長広告間隔を表示し ます。 これは、 イ ン ターフ ェー
スからルータ広告を送信する最長時間を秒で示し た も
のです。

Min Int   最短広告間隔を表示し ます。 これは、 イ ン ターフ ェー
スからルータ広告を送信する最短時間を秒で示し た も
のです。

Hold Time   ルータ広告を放棄する までに、 システムがルータ広告
を保留する時間を秒で表示し ます。

Preference  同じサブネ ッ ト の他のルータ ア ド レ ス と比較し、 既定
ルータ ア ド レ ス と し てのア ド レ スの優先権を構成し ま
す。

14.4 Virtual LAN (VLAN) ルーテ ィ ング コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 VLAN ルーテ ィ ングを表示および構成し、 VLAN ルーテ ィ
ングステータ ス情報を表示する ために使用する コマン ド について説明し ていま
す。
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14.4.1 vlan routing 
こ のコマン ド は VLAN にルーテ ィ ングを作成し ます。 <vlanid> の値は 1 ～ 4094
の範囲です。 

形式  vlan routing <vlanid>

モード  VLAN Config

14.4.1.1  no vlan routing 

こ のコマン ド は VLAN のルーテ ィ ングを削除し ます。 <vlanid> の値は 1 ～ 4094
の範囲です。 

形式  no vlan routing <vlanid>

モード  VLAN Config

14.4.2 show ip vlan 
こ のコマン ド は、 ルーテ ィ ングが有効にされているすべての VLAN について、
VLAN ルーテ ィ ング情報を表示し ます。

形式  show ip vlan 

モード  Privileged EXEC

User EXEC

MAC Address used 
by Routing VLANs  これは、 内部ブ リ ッ ジルータ イ ン ターフ ェース (IBRI) 

に関連付け られた MAC ア ド レ スです。 同じ MAC ア ド
レ スがすべての VLAN ルーテ ィ ング イ ン ターフ ェース
で使用されています。 上記の VLAN ご と の情報が表示
されます。 

VLAN ID  VLAN の識別子です。

Logical Interface  VLAN ルーテ ィ ング イ ン ターフ ェースに関連付け られ
た論理 slot/port を表示し ます。

IP Address  こ の VLAN に関連付け られた IP ア ド レ ス を表示し ま
す。

Subnet Mask  こ の VLAN に関連付け られたサブネ ッ ト マス ク を示し
ます。
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14.5 Virtual Router Redundancy Protocol (VRRP) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 VRRP を表示および構成し、 VRRP ステータ ス情報を表示
する ために使用する コマン ド について説明し ています。 VRRP は、 2 つのデバイ
ス を VRRP ペア と し て構成する際に、 フ ェ イルオーバーと負荷分散を提供し ま
す。

14.5.1 ip vrrp 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースにおける VRRP プロ ト コルを有効化し、 構成
済み仮想ルータ IP ア ド レ ス を イ ン ターフ ェースのセカンダ リ  IP ア ド レ ス と し て
指定し ます。 <vrID> パラ メ ータは、 1 ～ 255 の整数値の仮想ルータ ID です。

既定値  な し

形式  ip vrrp <vrID> <ipaddress> [secondary]

モード  Interface Config

14.5.1.1  no ip vrrp 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースにおける VRRP プロ ト コルを無効化し ます。
また、 こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースにおけるセカンダ リ  IP ア ド レ ス と し
ての仮想ルータ IP ア ド レ ス を削除し ます。 <vrID> パラ メ ータは、 1 ～ 255 の整
数値の仮想ルータ ID です。

形式  no ip vrrp <vrID> <ipaddress> [secondary]

モード  Interface Config

14.5.2 ip vrrp 
こ のコマン ド は、 ルータの VRRP 管理モー ド を有効化し ます。 また、 このコマン
ド は、 イ ン ターフ ェースにおいて、 構成済み仮想ルータ IP ア ド レ ス をセカンダ
リ  IP ア ド レ ス と し て指定し ます。

既定値  enabled

形式  ip vrrp <vrid> <ipaddress> [secondary]

モード  Global Config

14.5.2.1  no ip vrrp 

こ のコマン ド は、 ルータの VRRP 既定管理モー ド を無効化し ます。

形式  no ip vrrp
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モード  Global Config

14.5.3 ip vrrp mode
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの仮想ルータ を有効化し ます。 ス
テータ ス フ ィ ール ド を有効化する と、 仮想ルータが開始し ます。 <vrID> パラ
メ ータは、 1 ～ 255 の整数値の仮想ルータ ID です。

既定値  disabled

形式  ip vrrp <vrID> mode 

モード  Interface Config

14.5.3.1  no ip vrrp mode

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの仮想ルータ を無効化し ます。 ス
テータ ス フ ィ ール ド を無効化する と、 仮想ルータが停止し ます。

形式  no ip vrrp <vrID> mode 

モード  Interface Config

14.5.4 ip vrrp ip
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースの仮想ルータ ipaddress 値を設定し ます。 < 

ipaddr> の値は、 VRRP のためにこ のイ ン ターフ ェースで構成される IP ア ド レ ス
です。 <vrID> パラ メ ータは、 1 ～ 255 の整数値の仮想ルータ ID です。

既定値  な し

形式  ip vrrp <vrID> ip <ipaddr>

モード  Interface Config

14.5.5 ip vrrp authentication
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータの権限詳
細を設定し ます。 {none | simple} のパラ メ ータは、 指定された イ ン ターフ ェー
スで構成された仮想ルータの権限タ イプを指定し ます。 パラ メ ータ [key] はオプ
シ ョ ンです。 権限タ イプがシンプルテキス ト パス ワード の場合にのみ必要と な り
ます。 <vrID> パラ メ ータは、 1 ～ 255 の整数値の仮想ルータ ID です。

既定値  no authorization

形式  ip vrrp <vrID> authentication {none | simple <key>}

モード  Interface Config
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14.5.5.1  no ip vrrp authentication

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータの既定の
権限詳細を設定し ます。 

形式  no ip vrrp <vrID> authentication

モード  Interface Config

14.5.6 ip vrrp preempt
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータの先買
モード を設定し ます。 <vrID> パラ メ ータは、 1 ～ 255 の整数値の仮想ルータ ID 
です。

既定値  enabled

形式  ip vrrp <vrID> preempt

モード  Interface Config

14.5.6.1  no ip vrrp preempt

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータの既定先
買モー ド を設定し ます。

形式  no ip vrrp <vrID> preempt

モード  Interface Config

14.5.7 ip vrrp priority
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータの優先値
を設定し ます。 イ ン ターフ ェースの優先権は、 1 ～ 254 の優先整数です。 <vrID> 
パラ メ ータは、 1 ～ 255 の整数値の仮想ルータ ID です。

既定値  100

形式  ip vrrp <vrID> priority <1-254>

モード  Interface Config

14.5.7.1  no ip vrrp priority

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータの既定優
先値を設定し ます。 

形式  no ip vrrp <vrID> priority

モード  Interface Config
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14.5.8 ip vrrp timers advertise
こ のコマン ド は、 指定された仮想ルータのイ ン ターフ ェースが仮想ルータ広告を
送信する頻度を秒で設定し ます。

既定値  1

形式  ip vrrp <vrID> timers advertise <1-255>

モード  Interface Config

14.5.8.1  no ip vrrp timers advertise

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースの既定仮想ルータ広告値を設定し ます。

形式  no ip vrrp <vrID> timers advertise

モード  Interface Config

14.5.9 show ip vrrp interface stats
こ のコマン ド は、 7300 シ リ ーズス イ ッチ ス イ ッチで構成された各仮想ルータに
関する統計情報を表示し ます。 

形式  show ip vrrp interface stats <slot/port> <vrID>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Uptime  仮想ルータが起動し てからの日数、 時間、 分、 秒を表
示し ます。

Protocol  イ ン ターフ ェースで構成されたプロ ト コルを表し ます。

State Transitioned to 
Master   仮想ルータ状態が MASTER に変更と なった合計回数を

示し ます。                

Advertisement 
Received   こ の仮想ルータによ り 受信された VRRP 広告の合計数

を示し ます。

Advertisement 
Interval Errors   こ の仮想ルータで構成された値 と は異な る広告間隔で

受信された VRRP 広告の合計数を示し ます。 

Authentication 
Failure   受信された VRRP パケ ッ ト の う ち、 認証チェ ッ ク に合

格し なかった ものの合計数を示し ます。              
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IP TTL errors  IP TTL ( 有効期限 ) が 255 ではない仮想ルータによ り
受信された VRRP パケ ッ ト の合計数を示し ます。

Zero Priority Packets 
Received   仮想ルータによ り 受信された、 優先値が "0" の VRRP 

パケ ッ ト の合計数を示し ます。                                                            

Zero Priority Packets 
Sent  仮想ルータによ り 送信された、 優先値が "0" の VRRP 

パケ ッ ト の合計数を示し ます。

Invalid Type Packets 
Received   仮想ルータによ り 受信された、 無効な " タ イプ " 

フ ィ ール ド の VRRP パケ ッ ト の合計数を示し ます。                

Address List Errors   仮想ルータでローカル構成された リ ス ト と一致し ない
ア ド レ ス リ ス ト に対し受信された VRRP パケ ッ ト の合
計数を示し ます。 

Invalid 
Authentication 
Type  受信された不明な認証タ イプの VRRP パケ ッ ト 合計数

を示し ます。 

Authentication Type 
Mismatch   受信し た VRRP 広告の う ち、 この仮想ルータでローカ

ル構成された値と は "auth type" が異な る ものの合計数
を示し ます。

Packet Length 
Errors  受信し た VRRP パケ ッ ト の う ち、 パケ ッ ト の長さ が 

VRRP ヘッ ダの長さ よ り も短いものの合計数を示し ま
す。

14.5.10 show ip vrrp 
こ のコマン ド は、 7300 シ リ ーズス イ ッチ で VRRP 機能が有効であ るか、 無効で
あ るかを表示し ます。 また、 監視に必要なグ ローバルパラ メ ータ も表示し ます。
こ のコマン ド にオプシ ョ ンはあ り ません。

形式  show ip vrrp

モード  Privileged EXEC
User EXEC

VRRP Admin Mode  ス イ ッチの VRRP 機能の管理モー ド を表示し ます。 
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Router Checksum 
Errors   受信された VRRP パケ ッ ト の う ち、 無効な VRRP 

チェ ッ ク サム値のパケ ッ ト 合計数を示し ます。 

Router Version 
Errors  受信された VRRP パケ ッ ト の う ち、 不明または未対応

バージ ョ ン番号パケ ッ ト の合計数を示し ます。 

Router VRID Errors  受信された VRRP パケ ッ ト の う ち、 この仮想ルータに
は無効な VRID を持つパケ ッ ト の合計数を示し ます。 

  
14.5.11 show ip vrrp interface 

こ のコマン ド は、 特定イ ン ターフ ェースで構成された仮想ルータに関するすべて
の構成情報および VRRP ルータ統計を表示し ます。 

形式  show ip vrrp interface <slot/port> <vrID>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

IP Address  こ のフ ィ ール ド は、 仮想ルータに対し構成された IP ア
ド レ ス を示し ます。

VMAC address  これは、 指定されたルータの VMAC ア ド レ ス を示し ま
す。

Authentication type  特定の仮想ルータに対する認証タ イプを示し ます。

Priority  特定の仮想ルータに対する優先値値を示し ます。

Advertisement 
interval  特定の仮想ルータに対する広告間隔を示し ます。

Pre-Empt Mode  指定された仮想ルータで構成された先買いモード です。

Administrative 
Mode  特定ルータのステータ ス ( 有効または無効 ) を示し ま

す。

State  仮想ルータの状態 ( マス ター / バッ ク ア ッ プ ) を示し
ます。

14.5.12 show ip vrrp interface brief 
こ のコマン ド は、 7300 シ リ ーズス イ ッチ で構成された各仮想ルータに関する情
報を表示し ます。 こ のコマン ド はオプシ ョ ンを必要 と し ません。 各仮想ルータに
関する情報を表示し ます。
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形式  show ip vrrp interface brief 

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

VRID  仮想ルータのルータ ID を示し ます。

IP Address  仮想ルータ IP ア ド レ スです。

モード  仮想ルータが有効か、 無効化を示し ます。

State  仮想ルータの状態 ( マス ター / バッ ク ア ッ プ ) を示し
ます。

14.6 Open Shortest Path First (OSPF) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 OSPF を表示または構成する ためのコマン ド について説明
し ます。 OSPF はネ ッ ト ワーク内で ト ラ フ ィ ッ ク を送信する ための リ ン ク状態プ
ロ ト コルです。

14.6.1 router ospf
こ のコマン ド を使い、 ルータ OSPF モー ド に入 り ます。

形式  router ospf

モード  Global Config

14.6.2 enable (OSPF)
こ のコマン ド は、 ルータ ( ア ク テ ィ ブ ) の OSPF の既定管理モード を リ セ ッ ト し
ます。

既定値  enabled

形式  enable

モード  Router OSPF Config

14.6.2.1  no enable (OSPF)

こ のコマン ド は、 ルータの OSPF の管理モード を非ア ク テ ィ ブに設定し ます。

形式  no enable

モード  Router OSPF Config
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14.6.3 ip ospf
こ のコマン ド は、 ルータ イ ン ターフ ェースの OSPF を有効化し ます。

既定値  disabled

形式  ip ospf

モード  Interface Config

  
14.6.3.1  no ip ospf

こ のコマン ド は、 ルータ イ ン ターフ ェースの OSPF を無効化し ます。

形式  no ip ospf

モード  Interface Config

14.6.4 1583compatibility
こ のコマン ド は、 OSPF 1583 互換性を有効化し ます。 

既定値  enabled

形式  1583compatibility

モード  Router OSPF Config

14.6.4.1  no 1583compatibility

こ のコマン ド は、 OSPF 1583 互換性を無効化し ます。

形式  no 1583compatibility

モード  Router OSPF Config

14.6.5 area default-cost
こ のコマン ド は、 ス タブエ リ アの通貨上のデフ ォル ト コ ス ト を構成し ます。 オペ
レータは、 1-16777215 の間のエ リ ア ID と整数値を指定する必要があ り ます。

形式  area <areaid> default-cost <1-16777215>

モード  Router OSPF Config

メ モ : 1583 互換モード は、 既定では有効になっています。 ルーテ ィ ング
ド メ イ ンにあ るすべての OSPF ルータが RFC 2328 に基づき操作可
能な場合、 OSPF 1583 の互換モード は無効にし て く ださい。
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14.6.6 area nssa 
こ のコマン ド は、 指定し た areaid が NSSA と し て機能する よ う 構成し ます。

形式  area <areaid> nssa 

モード  Router OSPF Config

14.6.6.1  no area nssa 

こ のコマン ド は、 指定された area id から nssa を無効化し ます。

形式  no area <areaid> nssa

モード  Router OSPF Config

14.6.7 area nssa default-info-originate
こ のコマン ド は、 NSSA に広告された既定経路の数値 と タ イプを構成し ます。 オ
プシ ョ ンの メ ト リ ッ クパラ メ ータは既定経路の メ ト リ ッ ク を指定し、 1-16777215
の範囲 と な り ます。 メ ト リ ッ クが指定されていない場合、 既定値は **** と な り
ます。 メ ト リ ッ ク タ イプは比較可能 (nssa-external) または比較不能 (nssa-external 
2) です。

形式  area <areaid> nssa default-info-originate [<metric>] 
[{comparable | non-comparable}]

モード  Router OSPF Config

14.6.8 area nssa no-redistribute (OSPF)
こ のコマン ド は、 NSSA ABR を構成し、 学習し た外経路が NSSA へ再配布される
よ う 図 り ます。

形式  area <areaid> nssa no-redistribute

モード  Router OSPF Config

14.6.9 area nssa no-summary (OSPF)
こ のコマン ド は、 NSSA ABR を構成し、 サマ リ  LSA が NSSA へ広告されないよ う
図 り ます。

形式  area <areaid> nssa no-summary

モード  Router OSPF Config



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

14-34 ルーティングコマンド

v1.0, 2006 年 4 月

14.6.10 area nssa translator-role (OSPF)
こ のコマン ド は、 NSSA の変換機能を設定し ます。 always の値に設定する と 、 ルータ
は変換機の役割を想定し、 瞬時に境界ルータにな り ます。 candidate の値に設定す
る と、 ルータは境界ルータ ステータ スに移行する前に、 変換機の選択プロセスに
参与し ます。

形式  area <areaid> nssa translator-role {always | candidate}

モード  Router OSPF Config

14.6.11 area nssa translator-stab-intv
こ のコマン ド は、 NSSA の変換機能 <stabilityinterval> を設定し ます。
<stabilityinterval> は、 変換機のステータ スが別のルータによ り 終了された後
も、 選択された変換機がその役割を継続し て実行する期間です。

形式  area <areaid> nssa translator-stab-intv <stabilityinterval>

モード  Router OSPF Config

14.6.12 area range 
このコマンドは、指定された NSSA に対し、指定されたエリア範囲を作成しま
す。<ipaddr> は有効な IP ア ド レ スです。 <subnetmask> は有効なサブネ ッ ト マス
ク です。 LSDB タイプは、summarylink または nssaexternallink によ り 指定され
る必要があ り 、 エ リ ア範囲の通知は許可または省略されます。

形式  area <areaid> range <ipaddr> <subnetmask> {summarylink 
| nssaexternallink} [advertise | not-advertise]

モード  Router OSPF Config
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14.6.12.1  no area range 

こ のコマン ド は、 指定されたエ リ ア範囲を削除し ます。

形式  no area <areaid> range <ipaddr> <subnetmask>

モード  Router OSPF Config

14.6.13 area stub 
こ のコマン ド は、 指定されたエ リ ア ID に対し、 ス タブエ リ アを作成し ます。 ス
タブエ リ アは、 AS External LSA がこ のエ リ アに伝搬されていない と い う 特徴を
持っています。 AS External LSA と  サマ リ  LSA を削除する と、 ス タブエ リ ア内に
おけるルータの リ ン ク状態のデータベース を大幅に下げる こ と ができ ます。

形式  area <areaid> stub

モード  Router OSPF Config

14.6.13.1  no area stub 

こ のコマン ド は、 指定されたエ リ ア ID に対し、 ス タブエ リ アを削除し ます。

形式  no area <areaid> stub

モード  Router OSPF Config

14.6.14 area stub summarylsa
こ のコマン ド は、 <areaid> によ り 識別されたス タブエ リ アに対し、 サマ リ  LSA 
モード を構成し ます。 サマ リ  LSA モー ド は、 有効に構成されています。

既定値  disabled

形式  area <areaid> stub summarylsa

モード  Router OSPF Config

14.6.14.1  no area stub summarylsa

こ のコマン ド は、 <areaid> によ り 識別されたス タブエ リ アに対し、 既定のサマ リ  
LSA モード を構成し ます。 

形式  no area <areaid> stub summarylsa

モード  Router OSPF Config
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14.6.15 area virtual-link 
こ のコマン ド は、 指定された <areaid>  と  <neighbor> に対し、 OSPF 仮想イ ン
ターフ ェース を作成し ます。 <neighbor> パラ メ ータは隣接のルータ ID です。

形式  area <areaid> virtual-link <neighbor>

モード  Router OSPF Config

14.6.15.1  no area virtual-link 

こ のコマン ド は、 <areaid>  と  <neighbor> によ り 識別された OSPF 仮想イ ン ター
フ ェース を指定のイ ン ターフ ェースから削除し ます。 <neighbor> パラ メ ータは隣
接のルータ ID です。

形式  no area <areaid> virtual-link <neighbor> 

モード  Router OSPF Config

14.6.16 area virtual-link authentication
こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された OSPF 仮想イ ン ター
フ ェースに対する認証タ イプ と キーを構成し ます。 <neighbor> パラ メ ータは隣接
のルータ ID です。 <type> の値は、 none、 simple、 または encrypt のいずれか と な
り ます。 [key] は標準の、 標準 101/102 キーボード からの表示可能な、 非制御
キース ト ローク で構成されます。 認証タ イプがシンプルな場合、 認証キーは 8 バ
イ ト 以下であ る必要があ り ます。 

タ イプが encrypt の場合、 キーは最大 256 バイ ト です。 未認証のイ ン ターフ ェー
スでは認証キーは必要あ り ません。 タ イプの値が encrypt であ る場合、 0 ～ 255
の範囲でキー ID を指定する必要があ り ます。 認証タ イプの既定値は none です。
既定のパス ワード キーも、 既定キー ID も構成されません。

既定値  none 

形式  area <areaid> virtual-link <neighbor> authentication {none 
| {simple <key>} | {encrypt <key> <keyid>}}

モード  Router OSPF Config
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14.6.16.1  no area virtual-link authentication

こ のコマン ド は、 <areaid> と   <neighbor> によ り 識別された OSPF 仮想イ ン ター
フ ェースに対する既定の認証タ イプを構成し ます。。 <neighbor> パラ メ ータは隣
接のルータ ID です。

形式  no area <areaid> virtual-link <neighbor> authentication

モード  Router OSPF Config

14.6.17 area virtual-link dead-interval
こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの dead 間隔を構成し ます。 <neighbor> パ
ラ メ ータは隣接のルータ ID です。 <seconds> の範囲は 1 ～ 65535 秒です。

既定値  40

形式  area <areaid> virtual-link <neighbor> dead-interval <1-
65535>

モード  Router OSPF Config

14.6.17.1  no area virtual-link dead-interval

こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの既定の dead 間隔を構成し ます。
<neighbor> パラ メ ータは隣接のルータ ID です。

形式  no area <areaid> virtual-link <neighbor> dead-interval

モード  Router OSPF Config

14.6.18 area virtual-link hello-interval
こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの hello 間隔を構成し ます。 <neighbor> パ
ラ メ ータは隣接のルータ ID です。 <seconds> の範囲は 1 ～ 65535 秒です。

既定値  10

形式  area <areaid> virtual-link <neighbor> hello-interval <1-
65535>

モード  Router OSPF Config
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14.6.18.1  no area virtual-link hello-interval

こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの既定の hello 間隔を構成し ます。
<neighbor> パラ メ ータは隣接のルータ ID です。

形式  no area <areaid> virtual-link <neighbor> hello-interval

モード  Router OSPF Config

14.6.19 area virtual-link retransmit-interval
こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェー
スにおける OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの再送信間隔を構成し ます。<neighbor> 
パラ メ ータは隣接のルータ ID です。 <seconds> の範囲は 0 ～ 3600 秒です。

既定値  5

形式  area <areaid> virtual-link <neighbor> retransmit-interval 
<0-3600>

モード  Router OSPF Config

14.6.19.1  no area virtual-link retransmit-interval

こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの既定の再送信間隔を構成し ます。
<neighbor> パラ メ ータは隣接のルータ ID です。 

形式  no area <areaid> virtual-link <neighbor> retransmit-
interval

モード  Router OSPF Config

14.6.20 area virtual-link transmit-delay
こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの再送信遅延を構成し ます。 <neighbor> パ
ラ メ ータは隣接のルータ ID です。 <seconds> の範囲は 0 ～ 3600 秒 (1 時間 ) で
す。

既定値  1

形式  area <areaid> virtual-link <neighbor> transmit-delay <0-
3600>

モード  Router OSPF Config
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14.6.20.1  no area virtual-link transmit-delay

こ のコマン ド は、 <areaid> と  <neighbor> によ り 識別された仮想イ ン ターフ ェース
における OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの既定再送信遅延を構成し ます。
<neighbor> パラ メ ータは隣接のルータ ID です。 

形式  no area <areaid> virtual-link <neighbor> transmit-delay

モード  Router OSPF Config

14.6.21 default-information originate (OSPF)
こ のコマン ド は、 既定の経路の広告を制御する ために使われます。 

既定値  metric - unspecified; type - 2

形式  default-information originate [always] [metric <0-
16777215>] [metric-type {1 | 2}]

モード  Router OSPF Config

  
14.6.21.1  no default-information originate (OSPF)

こ のコマン ド は、 既定の経路の広告を制御する ために使われます。 

形式  no default-information originate [metric] [metric-
type]

モード  Router OSPF Config

14.6.22 default-metric (OSPF)
こ のコマン ド は、 配布経路の メ ト リ ッ ク の既定値を設定し ます。 

形式  default-metric <1-16777215>

モード  Router OSPF Config

14.6.22.1  no default-metric (OSPF)

こ のコマン ド は、 配布経路の メ ト リ ッ ク の既定値を設定し ます。 

形式  no default-metric

モード  Router OSPF Config
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14.6.23 distance ospf 
こ のコマン ド は、 ルータの OSPF 経路優先順位を設定し ます。 最適経路を決定す
る際は、 低い経路優先順位を推奨し ます。 OSPF のタ イプには、 intra、 inter、
type-1、 type-2 があ り ます。 OSPF の仕様 (RFC 2328) では、 次の順序で OSPF か
ら取得し た経路に優先順位が付け られている必要があ り ます :intra < inter < type-
1 < type-2。 < 優先順位 > は 1 から 255 の間です。

既定値  intra - 8; inter - 10; type-1, 13; type-2, 50.

形式  distance ospf {intra | inter | type1 | type2} <preference>

モード  Router OSPF Config

14.6.23.1  no distance ospf 

こ のコマン ド は、 ルータの既定 OSPF 経路優先順位を設定し ます。 

形式  no distance ospf {intra | inter | type1 | type2}

モード  Router OSPF Config

14.6.24 distribute-list out
こ のコマン ド は、 ソースプロ ト コルから受信される フ ィ ルタ経路へのア ク セス リ
ス ト を指定し ます。 

形式  distribute-list <1-199> out {rip | bgp | static | 
connected}

モード  Router OSPF Config

14.6.24.1  no distribute-list out

こ のコマン ド は、 ソースプロ ト コルから受信される フ ィ ルタ経路へのア ク セス リ
ス ト を指定し ます。 

形式  no distribute-list <1-199> out {rip | bgp | static | 
connected}

モード  Router OSPF Config



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

ルーテ ィ ング コマン ド 14-41

v1.0, 2006 年 4 月

14.6.25 exit-overflow-interval 
こ のコマン ド は、 OSPF の出口オーバーフ ロー間隔を制御し ます。 ルータがオー
バーフ ロー状態に入ってから、 オーバーフ ロー状態を終了し よ う とする までに待
機する時間を秒数で示し ます。 これによ り 、 ルータは再度、 非既定の AS 外部 
LSA を発行する こ と ができ ます。 0 に設定されている場合、 ルータは再起動まで
オーバーフ ロー状態を終了し ません。 <seconds> の範囲は 0 ～ 2147483647 秒で
す。 

既定値  0

形式  exit-overflow-interval <0-2147483647>

モード  Router OSPF Config

14.6.25.1  no exit-overflow-interval 

こ のコマン ド は、 OSPF の既定の出口オーバーフ ロー間隔を制御し ます。 

形式  no exit-overflow-interval

モード  Router OSPF Config

14.6.26 external-lsdb-limit 
こ のコマン ド は、 OSPF の外部 LSDB 制限を制御し ます。 値が・ の場合、 制限は
あ り ません。 ルータの リ ン ク状態データベースにおける非既定の AS 外部 LSA 
数が外部 LSDB 制限に達する と、 ルータはオーバーフ ロー状態に入 り ます。 ルー
タは外部 LSDB 制限の非既定 AS 外部 LSA 数以上は、 データベースに保持し ませ
ん。 外部 LSDB 制限は、 OSPF バッ ク ボーン または通常の OSPF エ リ アに接続さ
れたすべてのルータに理想的に設定されている必要があ り ます。 <limit> の範囲
は -1 ～ 2147483647 秒です。 

既定値  -1

形式  external-lsdb-limit <-1-2147483647> 

モード  Router OSPF Config

14.6.26.1  no external-lsdb-limit 

こ のコマン ド は、 OSPF の既定外部 LSDB 制限を制御し ます。 

形式  no external-lsdb-limit

モード  Router OSPF Config



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

14-42 ルーティングコマンド

v1.0, 2006 年 4 月

14.6.27 ip ospf areaid 
こ のコマン ド は、 指定されたルータ イ ン ターフ ェースが帰属する OSPF エ リ アを
設定し ます。 <areaid> の値は 4 桁のピ リ オ ド で区切られた 10 進法数字で、 イ ン
ターフ ェースが接続するエ リ アを一意に識別し ます。 イ ン ターフ ェースに存在し
ないエ リ ア ID を割 り 当て る と、 既定値でそのエ リ アが作成されます。 

形式  ip ospf areaid <areaid>

モード  Interface Config

14.6.28 ip ospf authentication 
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 認証タ イプ と キーを設定
し ます。 <type> の値は、 none、 simple、 または encrypt のいずれか と な り ます。
[key] は標準の、 標準 101/102 キーボード からの表示可能な、 非制御キース ト
ローク で構成されます。 認証タ イプがシンプルな場合、 認証キーは 8 バイ ト 以下
であ る必要があ り ます。 タ イプが encrypt の場合、 キーは最大 256 バイ ト です。
タ イプが encrypt であ る場合、 0 ～ 255 の範囲で <keyid> を指定する必要があ り
ます。 未認証のイ ン ターフ ェースでは、 認証キーや認証 ID は必要あ り ません。

既定値  none 

形式  ip ospf authentication {none | {simple <key>} | {encrypt 
<key> <keyid>}}

モード  Interface Config

14.6.28.1  no ip ospf authentication 

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの既定の OSPF タ イプを設定し ま
す。 

形式  no ip ospf authentication 

モード  Interface Config

14.6.29 ip ospf cost 
こ のコマン ド は、 OSPF イ ン ターフ ェースにおける コ ス ト を構成し ます。 <cost> 
のパラ メ ータは 1 ～ 65535 の範囲です。

既定値  10

形式  ip ospf cost <1-65535>

モード  Interface Config
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14.6.29.1  no ip ospf cost 

こ のコマン ド は、 OSPF イ ン ターフ ェースにおける既定のコ ス ト を構成し ます。 

形式  no ip ospf cost 

モード  Interface Config

14.6.30 ip ospf dead-interval
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 故障間隔を設定し ます。
こ の間隔は、 隣接ルータが、 このルータがダウ ン し た こ と を宣言する前に、 ルー
タの Hello パケ ッ ト が見られな く なってから経過し た時間の長さ ( 秒 ) と な り ま
す。 間隔は、 共通ネ ッ ト ワークに接続されたすべてのルータで同じでなければな
り ません。 こ の値は、 Hello 間隔の倍数でなければな り ません ( 例 : 4)。

既定値  40 

形式  ip ospf dead-interval <1-2147483647>

モード  Interface Config

  
14.6.30.1  no ip ospf dead-interval

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの 既定の OSPF 故障間隔を設定
し ます。 

形式  no ip ospf dead-interval

モード  Interface Config

14.6.31 ip ospf hello-interval 
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF hello 間隔を設定し ます。
間隔は、 時間の長さ ( 秒 ) です。 間隔は、 共通ネ ッ ト ワーク に接続されたすべて
のルータで同じでなければな り ません。 有効な値は 1 ～ 65535 の範囲内です。

既定値  10

形式  ip ospf hello-interval <1-65535>

モード  Interface Config
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14.6.31.1  no ip ospf hello-interval 

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの既定の OSPF hello 間隔を設定
し ます。 

形式  no ip ospf hello-interval 

モード  Interface Config

14.6.32 ip ospf priority 
こ のコマン ド は、 指定されたルータ イ ン ターフ ェースの OSPF 優先順位を設定し
ます。 イ ン ターフ ェースの優先権は、 0 ～ 255 の優先整数です。 0 の値は、 ルー
タがこ のネ ッ ト ワーク上で代表ルータにはなれないこ と を意味し ます。

既定値  1 ( 優先順位の高い方 ) 

形式  ip ospf priority <0-255>

モード  Interface Config

14.6.32.1  no ip ospf priority 

こ のコマン ド は、 指定されたルータ イ ン ターフ ェースの既定の OSPF 優先順位を
設定し ます。 

形式  no ip ospf priority 

モード  Interface Config

14.6.33 ip ospf retransmit-interval 
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 再送信間隔を設定し ま
す。 再送信間隔は秒で指定し ます。 <seconds> の値は、 こ のルータ イ ン ター
フ ェースに属する隣接の リ ン ク状態の広告再送信に関する秒数です。 この値は、
データベースの説明や リ ン ク状態の要求パケ ッ ト を再送信する際に使用し ます。
有効な値は 0 ～ 3600 (1 時間 ) の範囲内です。 

既定値  5

形式  ip ospf retransmit-interval <0-3600>

モード  Interface Config
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14.6.33.1  no ip ospf retransmit-interval 

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの既定の OSPF 再送信間隔を設定
し ます。 

形式  no ip ospf retransmit-interval 

モード  Interface Config

14.6.34 ip ospf transmit-delay 
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 送信遅延を設定し ます。
送信遅延は秒で指定し ます。 また、 このイ ン ターフ ェースで リ ン ク状態の更新パ
ケ ッ ト を送信する ために必要な見積秒数も設定し ます。 <seconds> 値の範囲は 1
～ 3600 秒 (1 時間 ) です。

既定値  1

形式  ip ospf transmit-delay <1-3600>

モード  Interface Config

14.6.34.1  no ip ospf transmit-delay 

こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの既定の OSPF 送信遅延を設定し
ます。 

形式  no ip ospf transmit-delay 

モード  Interface Config

14.6.35 ip ospf mtu-ignore
こ のコマン ド は、 OSPF 最大転送単位 (MTU) の不一致検出を無効化し ます。
OSPF データベース記述パケ ッ ト は、 断片化する こ と な く イ ン ターフ ェース上で
転送可能な最大の IP パケ ッ ト サイ ズを指定し ます。 ルータがデータベース記述
パケ ッ ト を受信する と、 隣接によ り 広告された MTU を検査し ます。 既定では、
MTU がルータの受け入れ可能数値よ り も大きい場合、 データ説明パケ ッ ト は拒
否され、 OSPF の隣接は確立し ません。 

既定値  enabled

形式  ip ospf mtu-ignore

モード  Interface Config
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14.6.35.1  no ip ospf mtu-ignore

こ のコマン ド は、 OSPF MTU 不一致検出を有効化し ます。

形式  no ip ospf mtu-ignore

モード  Interface Config

14.6.36 router-id
こ のコマン ド は、 ルータの ospfid を一意に識別する 4 つのピ リ オ ド で区切られた
番号です。 <ipaddress> は構成済みの値です。

形式  router-id <ipaddress>

モード  Router OSPF Config

14.6.37 redistribute 
こ のコマン ド は、 指定のソースプロ ト コル / ルータからの OSPF プロ ト コル再配
布経路を構成し ます。 

既定値  metric - unspecified; type - 2; tag - 0

形式  redistribute {rip | bgp | static | connected} [metric <0-
16777215>] [metric-type {1 | 2}] [tag <0-4294967295>] 
[subnets]

モード  Router OSPF Config

  
14.6.37.1  no redistribute 

こ のコマン ド は、 指定のソースプロ ト コル / ルータからの OSPF プロ ト コルによ
る経路再配布禁止を構成し ます。 

形式  no redistribute {rip | bgp | static | connected} [metric] 
[metric-type] [tag] [subnets]

モード  Router OSPF Config

14.6.38 maximum-paths
こ のコマン ド は、 maxpaths がプラ ッ ト フ ォーム依存型の場合、 指定の目的地に
対し OSPF がレポー ト でき るパスの数を設定し ます。

既定値  4

形式  maximum-paths <maxpaths>

モード  Router OSPF Config
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14.6.38.1  no maximum-paths

こ のコマン ド は、 指定の目的地に対する OSPF のレポー ト 可能なパスの数を既定
値に リ セ ッ ト し ます。

形式  no maximum-paths

モード  Router OSPF Config

14.6.39 trapflags 
こ のコマン ド は、 OSPF ト ラ ッ プを有効化し ます。 

既定値  enabled

形式  trapflags 

モード  Router OSPF Config

14.6.39.1  no trapflags 

こ のコマン ド は、 OSPF ト ラ ッ プを無効化し ます。 

形式  no trapflags  

モード  Router OSPF Config

14.6.40 show ip ospf 
こ のコマン ド は OSPF ルータに関連する情報を表示し ます。 

形式  show ip ospf

モード  Privileged EXEC

Router ID  32 ビ ッ ト の整数がピ リ オ ド で区切られた形式で、 ルー
タ を識別し、 どの情報が表示されるかを設定し ます。
これは構成済みの値です。

OSPF Admin Mode   ルータで OSPF の管理モー ド が有効になっているか、
無効になっているかを示し ます。 これは構成済みの値
です。 

メ モ : OSPF を有効化し、 特定の機能を構成し た場合、 次のよ う な情報
が表示される こ と があ り ます。
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ASBR Mode   ASBR モード が有効か、 無効化を示し ます。 有効な場
合、 ルータは自律システム境界ルータであ る こ と を意
味し ます。 ルータは、 他のプロ ト コルから取得し た経
路を再配布 s う る よ う 構成されている場合、 自動的に 
ASBR と な り ます。 ASBR ステータ スの有効値には 
enabled ( ルータが他のプロ ト コルから取得し た経路を
再配布する よ う 構成されている場合 ) と  disabled ( ルー
タが同じ よ う に構成されていない場合 ) があ り ます。

RFC 1583 
Compatibility  1583 互換性が有効か、 無効化を表示し ます。 これは構

成済みの値です。

ABR Status  ルータが OSPF エ リ ア境界ルータかど う かを示し ます。

Exit Overflow 
Interval  ルータがオーバーフ ロー状態に入ってから、 オーバー

フ ロー状態を終了し よ う とする までの時間を秒数で示
し ます。

External LSA 
Count  リ ン ク状態データベースにおける、 外部 (LS type 5) リ

ン ク状態の広告数を示し ます。 

External LSA 
Checksum  リ ン ク状態データベースに含まれる、 外部 リ ン ク状態

の広告の LS チェ ッ クサム合計を示し ます。 

New LSAs 
Originated  発生し た新しい リ ン ク状態広告の数を示し ます。

LSAs Received  新たな イ ン ス タ ン ス化 と な る こ と が決定し ている、 受
信し た リ ン ク状態広告の数を示し ます。 

External LSDB 
Limit  リ ン ク状態データベースに保存可能な、 非既定 AS 外

部 LSA エン ト リ ーの最大数を示し ます。

Default Metric  再配布経路の既定値です。

Default Route 
Advertise  他のソースプロ ト コルから受信し た既定経路が広告さ

れたかど う かを示し ます。

Always  既定経路が常に広告されているかど う かを示し ます。
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Metric  広告された既定経路に対する メ ト リ ッ ク を示し ます。
メ ト リ ッ クが構成されていない場合、 こ のフ ィ ール ド
は空欄にな り ます。

Metric Type  経路が外部タ イプ 1 か、 外部タ イプ 2 かを示し ます。

Maximum Paths  OSPF が指定の目的地に対し てレポー ト 可能なパスの
最大数を示し ます。

Redistributing  こ のフ ィ ール ド は見出しであ り 、 非 OSPF ソースから
経路を取得し、 これを ピアに広告する よ う システムを
設定し た場合のみ表示されます。 

Source  再配布されている ソースプロ ト コル / 経路を示し ます。
可能な値は static、 connected、 BGP、 RIP です。

Metric  再配布されている経路の メ ト リ ッ ク を示し ます。

Metric Type  経路が外部タ イプ 1 か、 外部タ イプ 2 かを示し ます。

Tag  各外部経路に追加された 10 進法数値を示し ます。 

Subnets  経路を OSPF に再配布する際に、 指定されたプロ ト コ
ルの再配布範囲を示し ます。

Distribute-List  再配布経路をフ ィ ルタ リ ングする ためのア ク セス リ ス
ト を示し ます。

  
14.6.41 show ip ospf area 

こ のコマン ド は、 エ リ アに関する情報を表示し ます。 <areaid> は、 表示されて
いる OSPF エ リ アを識別し ます。

形式  show ip ospf area <areaid>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

AreaID   要求された OSPF エ リ アのエ リ ア ID です。

Aging Interval  こ のエ リ アのエイ ジング間隔を示す数字です。

External Routing  こ のエ リ アの外部ルーテ ィ ング能力を示す数字です。

Authentication 
Type  こ のエ リ アで使用する構成済み認証タ イプです。

Spf Runs  こ のエ リ アの リ ン ク状態データベース を使用し てエ リ
ア内経路テーブルが計算された回数です。
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Area Border Router 
Count  こ のエ リ アで到達可能なエ リ ア境界ルータの合計数で

す。

Area LSA Count  こ のエ リ アの リ ン ク状態データベース (AS 外部 LSA を
除 く ) における リ ン ク状態広告の合計数です。

Area LSA 
Checksum  外部 (LS type 5) リ ン ク状態広告を除 く 、 指定されたエ

リ ア ID のエ リ ア LSA チェ ッ ク サムを示す数です。

Stub Mode   指定されたエ リ アがス タブエ リ アであ るかど う かを示
し ます。 可能な値は "enable" または "disable" です。 こ
れは構成済みの値です。

Import Summary 
LSAs  サマ リ  LSA から ス タブエ リ アへのイ ンポー ト を制御し

ます。 可能な値は "enable" または "disable" です。

Metric Value  指定されたエ リ アの メ ト リ ッ ク値を示す数字です。 

Metric Type  指定されたエ リ アの既定 メ ト リ ッ ク タ イプです。 エ リ
アがス タブエ リ アの場合、 このフ ィ ール ド は表示され
ません。

14.6.42 show ip ospf database 
こ のコマン ド は、 リ ン ク状態データベース を表示し ます。 OSPF データベース情
報は、 リ ン ク タ イプ と エ リ アによ り 、 セ ク シ ョ ンにグループ化されます。 グルー
プは次の と お り です :

･ ルータ リ ン ク状態

･ ネ ッ ト ワーク リ ン ク状態

･ ネ ッ ト ワーク概要状態

･ 概要 ASBR 状態
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AS-Externals は、 エ リ アによ り グループ化されません。

形式  show ip ospf database

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Link Id  ルータが発生し た LSA を、 同じ LS タ イプの自己発生 
LSA から識別する ための一意の数字です。

Adv Router  広告ルータです。 32 ビ ッ ト のピ リ オ ド で区切られた 10
進法数で、 LSDB イ ン ターフ ェース を示し ます。

Age  リ ン ク状態広告の年齢を秒で示す数字です。

Sequence  どの LSA がよ り 最近のものかを示す数字です。

Checksum  LSA チェ ッ ク サムの合計数です。 

Options  これは整数です。 LSA がルーテ ィ ング計算中に特殊処
理を受信する こ と を意味し ます。

Rtr Opt  ルータオプシ ョ ンはルータ リ ン ク のみで有効です。

  
14.6.43 show ip ospf interface 

こ のコマン ド は、 IFO オブジェ ク ト または仮想イ ン ターフ ェーステーブルの情報
を表示し ます。

形式  show ip ospf interface <slot/port>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

IP Address  指定された イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ ス を示し ま
す。

Subnet Mask  OSPF イ ン ターフ ェースの IP ア ド レ スのネ ッ ト ワーク
およびホス ト 部分のマス ク です。 

OSPF Admin Mode   こ のポー ト で OSPF が有効であ るか、 無効であ るかを
表示し ます。 

OSPF Area ID  指定された イ ン ターフ ェースの OSPF エ リ ア ID を示し
ます。

メ モ : 以下の情報は、 OSPF が有効な場合のみ表示されます。
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Router Priority   数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 優先権
を示し ます。

Retransmit Interval   数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 再送信
間隔を示し ます。 

Hello Interval  数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF Hello 間
隔を示し ます。 

Dead Interval   数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 故障間
隔を示し ます。

LSA Ack Interval  数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF LSA 確
認間隔を示し ます。 

Transit Delay 
Interval  数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 送信遅

延を示し ます。 

Authentication 
Type  指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 認証タ イプ ：

none、 simple、 encrypt。 

以下の情報は、 OSPF が有効な場合のみ表示されます。

OSPF Interface 
Type  Ethernet や IEEE 802.5 などのブロード キ ャ ス ト  LAN 

で、 broadcast の値を取得し ます。 OSPF イ ン ター
フ ェース タ イプは "broadcast" と な り ます。 

State  OSPF イ ン ターフ ェース状態には、 ダウ ン、 ループ
バッ ク、 待機中、 ポイ ン ト ･ツー･ポ イ ン ト 、 代表ルー
タ、 バッ ク ア ッ プ代表ルータ などがあ り ます。 

Designated Router   代表ルータ を示すルータ ID です。 

Backup Designated 
Router   バッ ク ア ッ プの代表ルータ を示すルータ ID です。 

Number of Link 
Events  リ ン ク イベン ト 数です。 

Metric Cost  OSPF イ ン ターフ ェースのコ ス ト です。 
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14.6.44 show ip ospf interface brief
こ のコマン ド は、 IFO オブジェ ク ト または仮想イ ン ターフ ェーステーブルの簡単
な情報を表示し ます。 

形式  show ip ospf interface brief

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

OSPF Admin Mode   こ のポー ト で OSPF が有効であ るか、 無効であ るかを
表示し ます。 

OSPF Area ID  指定された イ ン ターフ ェースの OSPF エ リ ア ID を示し
ます。 

Router Priority   数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 優先権
を示し ます。

Hello Interval  数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF Hello 間
隔を示し ます。 

Dead Interval   数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 故障間
隔を示し ます。 

Retransmit Interval   数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 再送信
間隔を示し ます。 

Transit Delay 
Interval  数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 送信遅

延を示し ます。 

LSA Ack Interval  数字は、 指定された イ ン ターフ ェースの OSPF LSA 確
認間隔を示し ます。 

14.6.45 show ip ospf interface stats 
こ のコマン ド は特定イ ン ターフ ェースの統計を表示し ます。 以下の情報は、
OSPF が有効な場合のみ表示されます。

形式  show ip ospf interface stats <slot/port>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

OSPF Area ID  OSPF イ ン ターフ ェースのエ リ ア ID です。
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Spf Runs  こ のエ リ アの リ ン ク状態データベース を使用し てエ リ
ア内経路テーブルが計算された回数です。 

Area Border Router 
Count  こ のエ リ アで到達可能なエ リ ア境界ルータの合計数で

す。 これは初期にはゼロ と なっていますが、 各 SPF パ
ス ご と に計算されます。 

AS Border Router 
Count  こ のエ リ アで到達可能な自律システム境界ルータの合

計数です。

Area LSA Count  こ のエ リ アの リ ン ク状態データベース (AS 外部 LSA を
除 く ) における リ ン ク状態広告の合計数です。 

IP Address  こ の OSPF イ ン ターフ ェースに関連付け られた IP ア ド
レ スです。

OSPF Interface 
Events   指定された OSPF イ ン ターフ ェースがその状態を変更

し た り 、 エラーが発生し た回数です。 

Virtual Events  こ の仮想 リ ン ク で発生し た状態変更やエラーの数です。 

Neighbor Events   こ の隣接関係が状態を変更し た り 、 エラーが発生し た
回数です。 

External LSA 
Count  リ ン ク状態データベースにおける、 外部 (LS type 5) リ

ン ク状態の広告数です。 

LSAs Received  受信し た LSA 数です。

Originate New 
LSAs   発生し た LSA 数です。 

14.6.46 show ip ospf neighbor 
こ のコマン ド は OSPF 隣接テーブル全体を表示し ます。 特定の隣接 ID を指定し
た場合、 隣接に関する詳細が提示されます。 以下の情報は、 OSPF が有効で、 イ
ン ターフ ェースに隣接があ る場合のみ表示されます。 <ipaddr> パラ メ ータは隣
接の IP ア ド レ スです。

形式  show ip ospf neighbor <ipaddr> <slot/port>

モード  Privileged EXEC
User EXEC
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Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。 .

Router Id  4 つのピ リ オ ド で区切られた 10 進法数で、 隣接ルータ
を識別し ます。

Options  隣接がオプシ ョ ンの OSPF 機能に対応し ている こ と を
示し ます。 隣接のオプシ ョ ン OSPF 機能は、 Hello パ
ケ ッ ト と し て も表示されます。 これによ り 、 特定の重
要 OSPF 機能に不一致があった場合、 受信し た Hello 
パケ ッ ト を拒否する こ と にな り ま す ( 隣接関係は形成
されません )。

Router Priority   指定された イ ン ターフ ェースの OSPF 優先権を表示し
ます。 イ ン ターフ ェースの優先権は、 0 ～ 255 の優先
整数です。 "0" の値は、 ルータがこ のネ ッ ト ワーク上
で代表ルータにはなれないこ と を意味し ます。

State  隣接し ているルータの状態を示し ます。 可能な値 :

  Down- 隣接変換の初期段階です。 隣接から最近の情報
は受信し ていません。 

  Attempt ・ 隣接から最近の情報は受信し ていませんが、
隣接 と接触する ためのよ り 高い努力が必要です。 

  Init ・ Hello パケ ッ ト は最近、 隣接から見られますが、
双方向通信がまだ確立されていません。 

  2 way ・ 2つのルータ間の双方向通信が確立し ています。 

  Exchange start ・ 2 つの隣接するルータの間で隣接性を
作成する最初のステ ッ プです。 こ こ での目標は、 どち
らのルータがマス ターにな るかを決定し、 初期 DD 連
続番号を決定する こ と です。 

  Exchange ・ ルータはデータベース記述パケ ッ ト を隣接
に送信する こ と で、 その リ ン ク状態データベース全体
を説明し ます。 

  Loading ・ リ ン ク状態要求パケ ッ ト が隣接に送信され、
Exchange 段階で発見された ( ただし まだ受信し ていな
い )、 よ り 最近の LSA を求めます。

  Full ・ 隣接ルータは完全に隣接し、 ルータ -LSA と ネ ッ
ト ワーク -LSA に表示されます。

Events  こ の隣接関係が状態を変更し た り 、 エラーが発生し た
回数です。
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Permanence  エン ト リ の状態 ( 動的または永久 ) を表示し ます。 こ
れは、 ルータがどのよ う にし て知られる よ う になった
かに関連し ています。 

Hellos Suppressed  Hello が隣接に対し抑制されているかど う かを示し ま
す。

Retransmission 
Queue Length   指定された イ ン ターフ ェースにおいて、 指定された隣

接ルータ ID の再送信キ ューの現在の長さ を示す整数で
す。

14.6.47 show ip ospf neighbor brief 
こ のコマン ド は OSPF 隣接テーブル全体を表示し ます。 以下の情報は、 OSPF が
有効な場合のみ表示されます。

形式  show ip ospf neighbor brief {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Router ID  4 桁のピ リ オ ド で区切られた 10 進法数で、 隣接イ ン
ターフ ェース を示し ます。

IP Address  隣接イ ン ターフ ェース を表す IP ア ド レ スです。

Neighbor Interface 
Index  隣接イ ン ターフ ェース イ ンデッ ク ス を識別する slot/

port です。

State  隣接ルータの現在の状態を示し ます。 可能な値 : 

  Down- 隣接変換の初期段階です。 隣接から最近の情報
は受信し ていません。 

  Attempt ・ 隣接から最近の情報は受信し ていませんが、
隣接 と接触する ためのよ り 高い努力が必要です。 

  Init ・ Hello パケ ッ ト は最近、 隣接から見られますが、
双方向通信がまだ確立されていません。 

  2 way ・ 2つのルータ間の双方向通信が確立し ています。 



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

ルーテ ィ ング コマン ド 14-57

v1.0, 2006 年 4 月

  Exchange start ・ 2 つの隣接するルータの間で隣接性を
作成する最初のステ ッ プです。 こ こ での目標は、 どち
らのルータがマス ターにな るかを決定し、 初期 DD 連
続番号を決定する こ と です。 

  Exchange ・ ルータはデータベース記述パケ ッ ト を隣接
に送信する こ と で、 その リ ン ク状態データベース全体
を説明し ます。 

  Loading ・ リ ン ク状態要求パケ ッ ト が隣接に送信され、
Exchange 段階で発見された ( ただし まだ受信し ていな
い )、 よ り 最近の LSA を求めます。

  Full ・ 隣接ルータは完全に隣接し、 ルータ -LSA と ネ ッ
ト ワーク -LSA に表示されます。

14.6.48 show ip ospf range
こ のコマン ド は、 <areaid> で指定されたエ リ ア範囲に関する情報を表示し ます。
<areaid> は、 範囲が表示されている OSPF エ リ アを識別し ます。

形式  show ip ospf range <areaid>

モード  Privileged EXEC

User EXEC

Area ID   要求された OSPF エ リ アのエ リ ア ID です。

IP Address  こ のエ リ ア範囲を示す IP ア ド レ スです。

Subnet Mask  こ のエ リ ア範囲の有効なサブネ ッ ト マス ク です。

Lsdb Type  こ のエ リ ア範囲に関連し ている リ ン ク広告タ イプです。

Advertisement  広告の状態です。 可能な値は "enabled" または 
"disabled" です。

14.6.49 show ip ospf stub table
こ のコマン ド は OSPF ス タブテーブルを表示し ます。 以下の情報は、 OSPF がス
イ ッチで起動し た場合のみ表示されます。

形式  show ip ospf stub table

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Area ID   ス タブエ リ アに対し て作成される、 32 ビ ッ ト の識別子
です。
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Type of Service  ス タブ メ ト リ ッ クに関連し ているサービ ス タ イプです。
7300 シ リ ーズス イ ッ チ は通常の TOS のみサポー ト し
ています。

Metric Val  TOS に基づき メ ト リ ッ ク値が適用されます。 他のエ リ
アへのイ ン ターフ ェースの中で、 サービ ス タ イプの最
小 メ ト リ ッ ク に戻 り ます。 経路に対する OSPF コ ス ト
は、 メ ト リ ッ ク値の機能です。

Metric Type  既定の経路 と し て広告されている メ ト リ ッ ク タ イプで
す。

Import Summary 
LSA  サマ リ  LSA から ス タブエ リ アへのイ ンポー ト を制御し

ます。

14.6.50 show ip ospf virtual-link 
こ のコマン ド は、 特定のエ リ ア と隣接に対する OSPF 仮想イ ン ターフ ェース情報
を表示し ます。 <areaid> パラ メ ータはエ リ アを識別し、 <neighbor> パラ メ ータ
は隣接のルータ ID を識別し ます。

形式  show ip ospf virtual-link <areaid> <neighbor>

モード  Privileged EXEC
User EXEC

Area ID   要求された OSPF エ リ アのエ リ ア ID です。

Neighbor Router ID  入力された隣接ルータ ID です。

Hello Interval  OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み hello 間隔で
す。

Dead Interval   OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み故障間隔です。

Iftransit Delay 
Interval   OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成送信遅延です。

Retransmit Interval   OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み送信間隔です。

Authentication 
Type  OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み認証タ イプで

す。
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State  OSPF イ ン ターフ ェース状態には、 ダウ ン、 ループ
バッ ク、 待機中、 ポイ ン ト ･ツー･ポ イ ン ト 、 代表ルー
タ、 バッ ク ア ッ プ代表ルータ などがあ り ます。 OSPF 
イ ン ターフ ェースの状態です。

Neighbor State  隣接の状態です。

14.6.51 show ip ospf virtual-link brief
こ のコマン ド は、 システム内のすべてのエ リ アの OSPF 仮想イ ン ターフ ェース情
報を表示し ます。

形式  show ip ospf virtual-link brief

モード  Privileged EXEC

User EXEC

Area Id  要求された OSPF エ リ アのエ リ ア ID です。

Neighbor  OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの隣接イ ン ターフ ェース
です。

Hello Interval  OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み hello 間隔で
す。

Dead Interval   OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み故障間隔です。

Retransmit Interval   OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み送信間隔です。

Transit Delay  OSPF 仮想イ ン ターフ ェースの構成済み送信遅延です。

  

14.7 Routing Information Protocol (RIP) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 RIP を表示または構成する ためのコマン ド について説明し
ます。 RIP は小規模ネ ッ ト ワーク内で ト ラ フ ィ ッ ク を送信する ための距離 - ベク
ト ルルーテ ィ ングプロ ト コルです。 

14.7.1 router rip
こ のコマン ド を使い、 ルータ RIP モード に入 り ます。 

形式  router rip

モード  Global Config
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14.7.2 enable (RIP)
こ のコマン ド は、 ルータ ( ア ク テ ィ ブ ) の RIP の既定管理モード を リ セ ッ ト し ま
す。 

既定値  enabled

形式  enable

モード  Router RIP Config

14.7.2.1  no enable (RIP)

こ のコマン ド は、 ルータの RIP の管理モード を非ア ク テ ィ ブに設定し ます。

形式  no enable

モード  Router RIP Config

14.7.3 ip rip
こ のコマン ド は、 ルータ イ ン ターフ ェースの RIP を有効化し ます。

既定値  disabled

形式  ip rip

モード  Interface Config

14.7.3.1  no ip rip

こ のコマン ド は、 ルータ イ ン ターフ ェースの RIP を無効化し ます。

形式  no ip rip

モード  Interface Config

14.7.4 auto-summary
こ のコマン ド は、 RIP オー ト 概要モード を有効化し ます。

既定値  disabled

形式  auto-summary

モード  Router RIP Config
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14.7.4.1  no auto-summary

こ のコマン ド は、 RIP オー ト 概要モード を無効化し ます。

形式  no auto-summary

モード  Router RIP Config

14.7.5 default-information originate (RIP)
こ のコマン ド は、 既定ルー ト の広告を制御する ために使われます。 

形式  default-information originate 

モード  Router RIP Config

14.7.5.1  no default-information originate (RIP)

こ のコマン ド は、 既定ルー ト の広告を制御する ために使われます。 

形式  no default-information originate 

モード  Router RIP Config

14.7.6 default-metric (RIP)
こ のコマン ド は、 配布ルー ト の メ ト リ ッ ク の既定値を設定し ます。 

形式  default-metric <0-15>

モード  Router RIP Config

14.7.6.1  no default-metric (RIP)

こ のコマン ド は、 配布ルー ト の既定 メ ト リ ッ ク を既定値に リ セ ッ ト し ます。 

形式  no default-metric

モード  Router RIP Config

14.7.7 distance rip
こ のコマン ド は、 ルータの RIP ルー ト 優先値を設定し ます。 最適ルー ト を決定
する際は、 低いルー ト 優先値を推奨し ます。

既定値  15

形式  distance rip <1-255>

モード  Router RIP Config
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14.7.7.1  no distance rip

こ のコマン ド は、 ルータの RIP 既定ルー ト 優先値を設定し ます。 

形式  no distance rip

モード  Router RIP Config

14.7.8 distribute-list out
こ のコマン ド は、 ソースプロ ト コルから受信される フ ィ ルタルー ト へのア ク セス
リ ス ト を指定し ます。 

既定値  0

形式  distribute-list <1-199> out {ospf | bgp | static | 
connected}

モード  Router RIP Config

14.7.8.1  no distribute-list out

こ のコマン ド は、 ソースプロ ト コルから受信される フ ィ ルタルー ト へのア ク セス
リ ス ト を指定し ます。 

形式  no distribute-list <1-199> out {ospf | bgp | static | 
connected}

モード  Router RIP Config

14.7.8.2  no default-information originate

こ のコマン ド は、 既定ルー ト の広告を制御する ために使われます。 

形式  no default-information originate 

モード  Router RIP Config
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14.7.9 ip rip authentication 
こ のコマン ド は、 指定された イ ン ターフ ェースの RIP バージ ョ ン 2 認証タ イプ と
キーを設定し ます。 <type> の値は、 none、 simple、 または  encrypt のいずれか と な
り ます。 認証キー [key] の値は 16 バイ ト 以内です。 [key] は標準の、 標準 101/
102 キーボー ド からの表示可能な、 非制御キース ト ローク で構成されます。
<type> の値が encrypt であ る場合、 0 ～ 255 の範囲でキー ID を指定する必要があ
り ます。 未認証のイ ン ターフ ェースでは、 認証キーや認証 ID は必要あ り ません。

既定値  none 

形式  ip rip authentication {none | {simple <key>} | {encrypt 
<key> <keyid>}}

モード  Interface Config

14.7.9.1  no ip rip authentication 

こ のコマン ド は既定の イ ン ターフ ェースに対し RIP バージ ョ ン 2 認証タ イプを
設定し ます。

形式  no ip rip authentication

モード  Interface Config

14.7.10 ip rip receive version 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースが指定されたバージ ョ ンの RIP 制御パケ ッ
ト を受信でき る よ う にし ます。 

<mode> の値は次のいずれかです :rip1 は RIP バージ ョ ン 1 形式のパケ ッ ト のみを
受信し ます。 rip2 は RIP バージ ョ ン 2 で、 , 両方 の形式のパケ ッ ト を受信し ます。
none は RIP 制御パケ ッ ト の受信を許可し ません。 

既定値  both

形式  ip rip receive version {rip1 | rip2 | both | none}

モード  Interface Config

14.7.10.1  no ip rip receive version 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースが既定バージ ョ ンの RIP 制御パケ ッ ト を受
信でき る よ う にし ます。 

形式  no ip rip receive version

モード  Interface Config
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14.7.11 ip rip send version 
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースが指定されたバージ ョ ンの RIP 制御パケ ッ
ト を送信でき る よ う にし ます。 

<mode> の値は次のいずれかです :rip1  は RIP バージ ョ ン 1 形式のパケ ッ ト をブ
ロード キ ャ ス ト し ます。 rip1c  (RIP バージ ョ ン 1 互換モード ) はブロード キ ャ ス
ト を通し て RIP バージ ョ ン 2 形式のパケ ッ ト を送信し ます。 rip2  はマルチキ ャ ス
ト で RIP バージ ョ ン 2 を送信し ます。 または、 none は RIP 制御パケ ッ ト を送信
し ません。 

既定値  rip2

形式  ip rip send version {rip1 | rip1c | rip2 | none}

モード  Interface Config

14.7.11.1  no ip rip send version 

こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェースが既定バージ ョ ンの RIP 制御パケ ッ ト を送
信でき る よ う にし ます。 

形式  no ip rip send version

モード  Interface Config

14.7.12 hostroutesaccept
こ のコマン ド は、 RIP hostroutesaccept モード を有効化し ます。

既定値  enabled

形式  hostroutesaccept

モード  Router RIP Config

14.7.12.1  no hostroutesaccept

こ のコマン ド は、 RIP hostroutesaccept モード を無効化し ます。

形式  no hostroutesaccept

モード  Router RIP Config
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14.7.13 split-horizon
こ のコマン ド は RIP スプ リ ッ ト ホ ラ イ ズンモード を設定し ます。

既定値  simple

形式  split-horizon {none | simple | poison}

モード  Router RIP Config

14.7.13.1  no split-horizon

こ のコマン ド は既定の RIP スプ リ ッ ト ホ ラ イ ズンモード を設定し ます。

形式  no split-horizon

モード  Router RIP Config

14.7.14 redistribute 
こ のコマン ド は、 指定のソースプロ ト コル / ルータからの RIP プロ ト コル再配布
ルー ト を構成し ます。 5 つのオプシ ョ ンがあ り ます。 再配布 ospf コマン ド が 
<match-type> と一致する と、 一致タ イプまたは指定された タ イプは、 間も な く
再配布される一致タ イプに追加されます。 既定では、 内部ルー ト が再配布されま
す。

既定値  metric - not-configured; match - internal

Format for OSPF as 
source protocol  

redistribute ospf [metric <0-15>] [match [internal] 
[external 1] [external 2] [nssa-external 1] [nssa-external-
2]]

Format for other 
source protocol  

redistribute {bgp | static | connected} [metric <0-15>]

モード  Router RIP Config
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14.7.14.1  no redistribute 

こ のコマン ド は、 指定のソースプロ ト コル / ルータからの RIP プロ ト コル再配布
ルー ト を構成解除し ます。 

形式  no redistribute {ospf | bgp | static | connected} [metric] 
[match [internal] [external 1] [external 2] [nssa-external 1] 
[nssa-external-2]]

モード  Router RIP Config

  
14.7.15 show ip rip 

こ のコマン ド は RIP ルータに関連する情報を表示し ます。

形式  show ip rip

モード  Privileged EXEC 

User EXEC

RIP Admin Mode  有効または無効です。 

Split Horizon Mode  None、 simple、 または poison reverse です。 スプ リ ッ ト
ホ ラ イ ズンは、 ルー ト が本来学習された場所から、 別
のルータへの更新にルー ト を含める こ と によ り 発生す
る問題を避ける技術です。 オプシ ョ ンは以下の通 り
:None - この場合の特別処理はあ り ません。 Simple -
ルー ト は、 学習された場所から別のルータへの更新に
含まれません。 Poisoned reverse - ルー ト は本来学習さ
れた場所から、 別のルータへの更新に含まれますが、
メ ト リ ッ クが無限に設定されます。 既定値は simple で
す。

Auto Summary 
Mode  有効または無効です。 有効と なっている場合、 エン ト

リ の合計数を削減する ため、 ルー ト はシングルエン ト
リ にま と められます。 既定値は "enable" です。 

Host Routes Accept 
Mode  有効または無効です。 有効と なっている場合、 ルータ

はホス ト ルー ト を受け入れます。 既定値は "enable" で
す。 

Global Route 
Changes   RIP によ り  IP ルー ト データベースに加え られたルー ト

変更回数です。 これにはルー ト エージの更新は含まれ
ません。 
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Global queries -  他のシステムから RIP ク エ リ に送信されたレ スポン ス
の数です。

Default Metric  再配布ルー ト の メ ト リ ッ ク の既定値を設定し ます。 こ
のフ ィ ール ド には、 すでに設定済みの場合は既定の メ
ト リ ッ ク が表示され、 構成されていない場合は空白 と
な り ます。 有効値は 1 ～ 15 です。

Default Route 
Advertise  既定のルー ト です。

14.7.16 show ip rip interface brief
こ のコマン ド は各 RIP イ ン ターフ ェースの全般情報を表示し ます。 このコマン
ド が結果を表示する ためには、 イ ン ターフ ェース ご と のルーテ ィ ング
(ip rip など ) が有効に設定されている必要があ り ます。 

形式  show ip rip interface brief

モード  Privileged EXEC

User EXEC

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

IP Address  指定の RIP イ ン ターフ ェースによ り 使われる IP ソース
ア ド レ スです。

Send Version   指定のイ ン ターフ ェースで更新を送信する際に使われ
る RIP バージ ョ ンです。 タ イプは none、 RIP-1、 RIP-
1c、 RIP-2 です。

Receive Version  指定のイ ン ターフ ェースから更新を受信する際に許可
されている RIP バージ ョ ンです。 タ イプは none、 RIP-
1、 RIP-1c、 RIP-2、 Both です。

RIP Mode  ルータ RIP 操作の RIP 管理モード です。 ア ク テ ィ ブ化、
非ア ク テ ィ ブ化が可能です。

Link State  イ ン ターフ ェースのモード です ( ア ッ プまたはダウ ン
)。

14.7.17 show ip rip interface 
こ のコマン ド は、 特定の RIP イ ン ターフ ェースに関する情報を表示し ます。

形式  show ip rip interface <slot/port>

モード  Privileged EXEC
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User EXEC

Interface  有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。 これは構成済みの値です。

IP Address  指定の RIP イ ン ターフ ェースによ り 使われる IP ソース
ア ド レ スです。 これは構成済みの値です。

Send version  指定のイ ン ターフ ェースで更新を送信する際に使われ
る RIP バージ ョ ンです。 タ イプは none、 RIP-1、 RIP-
1c、 RIP-2 です。 これは構成済みの値です。

Receive version  指定のイ ン ターフ ェースから更新を受信する際に許可
されている RIP バージ ョ ンです。 タ イプは none、 RIP-
1、 RIP-1c、 RIP-2、 Both です。 これは構成済みの値で
す。

Both RIP Admin 
Mode  ルータ RIP 操作の RIP 管理モード です。 ア ク テ ィ ブ化、

非ア ク テ ィ ブ化が可能です。 これは構成済みの値です。

Link State  RIP イ ン ターフ ェースがア ッ プか、 ダウ ンかを示し ま
す。 これは構成済みの値です。

Authentication 
Type  指定された イ ン ターフ ェースの RIP 認証タ イプです。

タ イプは none、 simple、 encrypt です。 これは構成済み
の値です。

Default Metric  特定のイ ン ターフ ェースからの RIP 更新において、 既
定のルー ト で使用されている メ ト リ ッ ク を示す番号で
す。 これは構成済みの値です。

リ ン ク状態がダウ ンの場合、 次の情報は無効 と な り ます。

Bad Packets 
Received   RIP プロセスによ り 受信され、 なんらかの理由で廃棄

された RIP レ スポン スパケ ッ ト の数です。

Bad Routes 
Received   なんらかの理由で無視された、 有効 RIP パケ ッ ト に含

まれるルー ト 数です。

Updates Sent  こ のイ ン ターフ ェースに実際に送信された、 実行済み 
RIP 更新の数です。
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第 15 章
IGMP ス ヌーピング コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能な Internet Group 
Management Protocol (IGMP) ス ヌーピング コマン ド について説明し ています。 

7300 シ リ ーズス イ ッチ は、 IGMP バージ ョ ン 1、 2、 3 に対応し ています。 IGMP 
ス ヌーピング機能は、 マルチキ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク を要求し た接続済みホ ス ト に
対し てのみス イ ッチ IP マルチキ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク を転送する こ と ができ る た
め、 バン ド幅を節約する こ と ができ ます。 IGMPv3 では、 IGMP バージ ョ ン 1 と 2
にソース フ ィ ルタ リ ング機能が追加されています。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います :

･ 15- 1 ページのセ ク シ ョ ン 15.1 "IGMP ス ヌーピング構成コマン ド "

･ 15- 6 ページのセ ク シ ョ ン 15.2 "IGMP ス ヌーピング表示コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 2 つの う ち、 いずれかのグループに属し ま
す :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

15.1 IGMP ス ヌーピング構成コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 IGMP ス ヌーピングを構成する ために使用する コマン ド に
ついて説明し ています。

15.1.1 set igmp
こ のコマン ド は、 システム (Global Config) またはイ ン ターフ ェース (Interface 
Mode) での IGMP ス ヌーピングを有効化し ます。 こ のコマン ド は、 特定の VLAN 
で IGMP ス ヌーピング も有効化し、 VLAN に参加し ているすべてのイ ン ター
フ ェースの IGMP ス ヌーピングを有効化する こ と ができ ます。
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イ ン ターフ ェースで IGMP ス ヌーピングが有効化されてお り 、 こ のイ ン ター
フ ェース をルーテ ィ ング有効と 設定するか、 またはポー ト チャ ンネル (LAG) の
メ ンバーと し た場合、 このイ ン ターフ ェースでの IGMP ス ヌーピング機能は無効
化されます。 ルーテ ィ ングが無効化された り 、 ポー ト チャ ンネル (LAG) メ ン
バーシ ッ プが IGMP ス ヌーピング有効のイ ン ターフ ェースから削除された り する
と、 IGMP ス ヌーピング機能は再度有効化されます。

IGMP アプ リ ケーシ ョ ンは以下のア ク テ ィ ビテ ィ をサポー ト し ています : 

･ IP ヘッ ダチェ ッ クサム ( および IGMP ヘッ ダチェ ッ ク サム ) の認証 と、
チェ ッ ク サムエラーの際のフ レームの廃棄。

･ MAC ア ド レ ス vs IP ア ド レ スに基づ く 転送テーブルエン ト リ の メ ンテナン
ス。

･ VLAN のすべてのポー ト に対する未登録マルチキ ャ ス ト データパケ ッ ト の氾
濫。 

既定値  disabled

形式  set igmp <vlanId>

モード  Global Config
Interface Config
VLAN モード

15.1.1.1  no set igmp

こ のコマン ド は、 システムの IGMP ス ヌーピ ングを無効化し ます。 

形式  no set igmp <vlanId>

モード  Global Config
Interface Config
VLAN モード

15.1.2 set igmp interfacemode 
こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースの IGMP ス ヌーピングを有効化し ま
す。 イ ン ターフ ェースで IGMP ス ヌーピングが有効化されてお り 、 こ のイ ン ター
フ ェース をルーテ ィ ング有効と 設定するか、 またはポー ト チャ ンネル (LAG) の
メ ンバーと し た場合、 このイ ン ターフ ェースでの IGMP ス ヌーピング機能は無効
化されます。 ルーテ ィ ングが無効化された り 、 ポー ト チャ ンネル (LAG) メ ン
バーシ ッ プが IGMP ス ヌーピング有効のイ ン ターフ ェースから削除された り する
と、 IGMP ス ヌーピング機能は再度有効化されます。
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既定値  disabled

形式  set igmp interfacemode 

モード  Global Config

15.1.2.1  no set igmp interfacemode 

こ のコマン ド は、 すべてのイ ン ターフ ェースの IGMP ス ヌーピングを無効化し ま
す。 

形式  no set igmp interfacemode  

モード  Global Config

15.1.3 set igmp fast-leave
こ のコマン ド は、 選択された イ ン ターフ ェース または VLAN の IGMP ス ヌーピ
ング fast-leave 管理モー ド を有効または無効にし ます。 Fast-leave を有効化する
と、 マルチキ ャ ス ト グループの IGMP 放置 メ ッ セージを受信し た際に、 ス イ ッ チ
はすぐにレ イヤー 2  LAN イ ン ターフ ェース を転送テーブルエン ト リ から削除す
る こ と ができ、 最初にイ ン ターフ ェースに MAC ベースの一般ク エ リ を送信する
必要があ り ません。

fast-leave admin モード は、 1 つのホス ト のみが各レ イヤー 2 LAN ポー ト に接続さ
れている VLAN でのみ有効化し て く ださい。 これによ り 、 同じ レ イヤー 2 LAN 
ポー ト に接続されていた他のホス ト で、 こ のグループに対するマルチキ ャ ス ト ト
ラ フ ィ ッ ク の受信を希望する ホス ト を不注意で ド ロ ッ プし て し ま う こ と がな く な
り ます。 また、 fast-leave プロセスは、 IGMP バージ ョ ン 2 のホス ト でのみサポー
ト されています。

既定値  disabled

形式  set igmp fast-leave <vlanId>

モード  Interface Config
VLAN モード

15.1.3.1  no set igmp fast-leave

こ のコマン ド は、 選択された イ ン ターフ ェースの IGMP ス ヌーピング fast-leave 
管理モード を無効にし ます。

形式  no set igmp fast-leave <vlanId>

モード  Interface Config
VLAN モード
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15.1.4 set igmp groupmembership-interval
こ のコマン ド は、 1 つのイ ン ターフ ェース、 またはすべてのイ ン ターフ ェースの 
VLAN における IGMP グループ メ ンバーシ ッ プ間隔を設定し ます。 グループ メ ン
バーシ ッ プ間隔は、 エン ト リ から イ ン ターフ ェース を削除する前に、 ス イ ッ チが
特定イ ン ターフ ェースの特定グループからのレポー ト を待つ時間を秒で示し た も
のです。 この値は IGMPv3 最大応答時間よ り も大き く なければな り ません。 範囲
は 2 ～ 3600 秒です。

既定値  260 秒

形式  set igmp groupmembership-interval <vlanId> <2-
3600>

モード  Interface Config
Global Config
VLAN モード

15.1.4.1  no set igmp groupmembership-interval

こ のコマン ド は、 IGMPv3 グループ メ ンバーシ ッ プ間隔を既定値に設定し ます。

形式  no set igmp groupmembership-interval

モード  Interface Config
Global Config
VLAN モード

15.1.5 set igmp maxresponse
こ のコマン ド は、 特定イ ン ターフ ェース または VLAN において、 システムの 
IGMP 最大応答時間を設定し ます。 最大応答時間と は、 イ ン ターフ ェースの特定
グループに関する レポー ト が受信されなかったために、 ス イ ッ チが ク エ リ を送信
し た後のス イ ッチの待ち時間を秒で示し た ものです。 この値は IGMP ク エ リ 間隔
よ り も少な く なければな り ません。 範囲は 1 ～ 3599 秒です。

既定値  10 秒

形式  set igmp maxresponse <1-3599>

モード  Global Config
Interface Config
VLAN モード
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15.1.5.1  no set igmp maxresponse

こ のコマン ド は、 IGMP 最大応答時間 ( イ ン ターフ ェース または VLAN) を既定値
に設定し ます。

形式  no set igmp maxresponse

モード  Global Config
Interface Config
VLAN モード

15.1.6 set igmp mcrtexpiretime
こ のコマン ド は、 Multicast Router Present Expiration を設定し ます。 特定イ ン
ターフ ェース または VLAN において、 システムの時刻が設定されます。 

これは、 マルチキ ャ ス ト ルータが接続された イ ン ターフ ェース リ ス ト から イ ン
ターフ ェースが削除される までに、 ス イ ッ チがイ ン ターフ ェースでの ク エ リ 受信
を待つ時間を秒で示し た ものです。 範囲は 0 ～ 3600 秒です。 値が 0 の場合、 タ
イ ムア ウ ト 無限、 つま り 期限な し を意味し ます。

既定値  0 

形式  set igmp mcrtexpiretime <vlanId> <0-3600>

モード  Global Config
Interface Config

15.1.6.1  no set igmp mcrtexpiretime

こ のコマン ド は、 VLAN の Multicast Router Present Expiration 時間を 0 に設定し
ます。 こ の時間はシステムの特定イ ン ターフ ェース または VLAN に対し て設定
されます。 

形式  no set igmp mcrtexpiretime <vlanId> 

モード  Global Config

Interface Config

15.1.7 set igmp mrouter 
こ のコマン ド は、 マルチキ ャ ス ト ルータモード が有効と なっている VLAN ID 
(<vlanId>) を構成し ます。

形式  set igmp mrouter <vlanId>

モード  Interface Config
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15.1.7.1  no set igmp mrouter 

こ のコマン ド は、 特定の VLAN ID (<vlanId>) のマルチキ ャ ス ト ルータモード を
無効化し ます。

形式  no set igmp mrouter <vlanId>

モード  Interface Config

15.1.8 set igmp mrouter interface
こ のコマン ド は、 イ ン ターフ ェース をマルチキ ャ ス ト ルータ イ ン ターフ ェース と
し て構成し ます。 マルチキ ャ ス ト ルータ イ ン ターフ ェース と し て構成される と、
イ ン ターフ ェースはすべての VLAN においてマルチキ ャ ス ト ルータ イ ン ター
フ ェース と し て扱われます。

既定値  disabled

形式  set igmp mrouter interface

モード  Interface Config

15.1.8.1  no set igmp mrouter interface

こ のコマン ド は、 静的に構成されたマルチキ ャ ス ト ルータ イ ン ターフ ェースの状
態を無効化し ます。

形式  no set igmp mrouter interface

モード  Interface Config

15.2 IGMP ス ヌーピング表示コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 IGMP ス ヌーピ ングのステータ スや情報を表示する ために
使用する コマン ド について説明し ています。

15.2.1 show igmpsnooping
こ のコマン ド は IGMP ス ヌーピング情報を表示し ます。 IGMP ス ヌーピングが有
効かど う かを示す構成情報が表示されます。

形式  show igmpsnooping [<slot/port> | <vlanId>]

モード  Privileged EXEC 
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オプシ ョ ンの引数 <slot/port> または <vlanId> が使用されていない と き、 コマ
ン ド は次の情報を表示し ます :

Admin Mode  これは、 ス イ ッ チの IGMP ス ヌーピングが有効であ る
かど う かを示し ます。

 Interfaces Enabled 
for IGMP Snooping  これは、 IGMP ス ヌーピングが有効化されている イ ン

ターフ ェースの リ ス ト です。

 Multicast Control 
Frame Count  これは、 CPU によ り 処理されるマルチキ ャ ス ト コ ン ト

ロールフ レームの数です。

 VLANS Enabled for 
IGMP Snooping  これは、 IGMP ス ヌーピングが有効化されている 

VLANS の リ ス ト です。

<slot/port> 値を指定する と、 次の情報が表示されます :

IGMP Snooping 
Admin Mode  これは、 IGMP ス ヌーピングがイ ン ターフ ェースにお

いて有効であ るかど う かを示し ます。

Fast Leave Mode  これは、 VLAN の IGMP ス ヌーピング Fast-leave が有
効であ るかど う かを示し ます。

 Group Membership 
Interval  エン ト リ から イ ン ターフ ェース を削除する前に、 ス

イ ッチが VLAN に参加し ている特定イ ン ターフ ェース
の特定グループからのレポー ト を待つ時間を秒で示し
た ものです。 こ の値は構成可能です。

Max Response Time  ス イ ッチが特定イ ン ターフ ェースの特定グループに関
する レポー ト を受信し なかったために、 この VLAN に
参加し ている イ ン ターフ ェースに関する ク エ リ を送信
し、 その後のス イ ッチの待ち時間を示し ま し う 。 この
値は構成可能です。

Multicast Router 
Present Expiration 
Time  マルチキ ャ ス ト ルータが接続されている イ ン ター

フ ェースの リ ス ト から、 VLAN に参加し ている イ ン
ターフ ェース を削除する までに待機する時間を表示し
ます。 ク エ リ が受信されない場合、 イ ン ターフ ェース
は削除されます。 こ の値は構成可能です。
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<vlanid> の値を指定する と、 次の情報が表示されます :

VLAN Admin Mode  これは、 VLAN の IGMP ス ヌーピングが有効であ るか
ど う かを示し ます。

15.2.2 show igmpsnooping mrouter interface
こ のコマン ド は、 静的に構成されたポー ト に関する情報を表示し ます。

形式  show igmpsnooping mrouter interface <slot/port>

モード  Privileged EXEC 

Interface  マルチキ ャ ス ト ルータ情報が表示されているポー ト を
表示し ます。

Multicast Router 
Attached  こ のイ ン ターフ ェースで、 マルチキ ャ ス ト ルータが静

的に有効化されているかど う かを示し ます。

VLAN ID  イ ン ターフ ェースが メ ンバー と なっている VLAN の リ
ス ト を表示し ます。

15.2.3 show igmpsnooping mrouter vlan
こ のコマン ド は、 静的に構成されたポー ト に関する情報を表示し ます。

形式  show igmpsnooping mrouter vlan <slot/port>

モード  Privileged EXEC 

Interface  マルチキ ャ ス ト ルータ情報が表示されているポー ト を
表示し ます。

VLAN ID  イ ン ターフ ェースが メ ンバー と なっている VLAN の リ
ス ト を表示し ます。
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15.2.4 show mac-address-table igmpsnooping
こ のコマン ド は、 MFDB テーブルの IGMP ス ヌーピングエン ト リ を表示し ます。 

形式  show mac-address-table igmpsnooping

モード  Privileged EXEC 

MAC Address  ス イ ッチが転送またはフ ィ ルタ リ ング情報を持つ、 マ
ルチキ ャ ス ト の MAC ア ド レ スです。 形式は 2 桁 16 進
法数字を コ ロ ンで区切った もので、 01:23:45:67:89:AB 
のよ う にな り ます。 IVL システムでは、 MAC ア ド レ ス
は MAC ア ド レ ス と VLAN ID の組み合わせで、 8 バイ
ト で表示されます。 

Type  エン ト リ タ イプを表示し ます。 静的 ( ユーザーによ り
追加 ) または動的 ( 学習プロセス またはプロ ト コルの
結果 と し てテーブルに追加 ) のいずれか と な り ます。

説明  こ のマルチキ ャ ス ト テーブルエン ト リ の説明テキス ト
です。 

Interfaces  転送 (Fwd) 用、 およびフ ィ ルタ リ ング (Flt:) 用のイ ン
ターフ ェース リ ス ト です。
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第 16 章
Power Over Ethernet コマン ド

こ の章では、 FSM7326P ス イ ッチソ フ ト ウ ェアで利用可能な Power Over Ethernet 
コマン ド に関する情報を提供し ています。 

IEEE 802.3 Ethernet 規格には 802.3af と呼ばれる タ ス ク フ ォースがあ り 、 LAN 上
でパワーを送る方法を指定し ています。 802.3af は "Power over Ethernet" と も呼
ばれてお り 、 Ehternet 上の給電装置 と電源を確立する方法を定義し ています。 こ
の仕様には、 48V の AC 電源をアンシール ド ツ イ ス ト ペア (UTP/FTP) 配線で送
信する技術が含まれます。

Power over Ethernet (PoE) は、 データ、 ボイ ス、 電源を LAN 上に集結させる こ と
のでき る技術なのです。 PoE は信頼性の高い、 連続し た電源を、 既存の Cat5 
ケーブルを使用し て イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル (IP) 電話、 ワ イヤレ ス LAN ア ク
セスポイ ン ト 、 その他の Ethernet デバイ スなどに提供する こ と ができ ます。

Power over Ethernet を無停電電源装置 (UPT) と併用する こ と で、 電源が故障し た
と きにも継続し た操作を続行する こ と ができ ます。 PoE は、 個別の電源ケーブル
や AC コ ンセン ト を取 り 付ける時間やコ ス ト を省いて く れます。

Ethernet ケーブルを通し て運ばれた電源は、 対応デバイ スが認識される と自動的
に稼動し ます。 電源は、 新しい世代の Ethernet ス イ ッ チ ( エン ド スパン ) や、 通
常の Ethernet ス イ ッチやハブ と ター ミ ナルの間にあ る専用のパッチ盤のよ う な
デバイ ス ( ミ ッ ド スパン ) から提供されます。 ミ ッ ド スパンデバイ スは、 1、 6、
12、 24 ポー ト のものがあ り ます。 PoE 技術は、 ネ ッ ト ワーク上のデータ通信パ
フ ォーマン ス を劣化させた り 、 ネ ッ ト ワークの性能を低下させた り する こ と はあ
り ません。

ワ イヤレ スア ク セスポ イ ン ト は、 通常、 天上などの高い場所など、 必要な配線や
データ ア ク セスが届きに く い場所に設置する と こ と が理想的です。 統合型パワー
･データネ ッ ト ワークは、 ワ イヤレ スネ ッ ト ワーク における問題を解決し、 高い
柔軟性 と範囲を提供し ます。

ネ ッ ト ワーク上で電源を伝達する ためには、 電源装置 (PSE) を追加する必要があ
り ます。 これは電源の元 と な り 、 電源をネ ッ ト ワーク と統合させる方法 と な り ま
す。 PSE は、 ケーブルの反対側に存在する Ethernet デバイ ス ― Powered Device 
(PD) が、 802.3af に対応し ているかど う かを判断する検出方法も提供し ています。
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ほ と んどのベンダーでは、 PSE 技術を既存のス イ ッチの外部に設置し た、 ミ ッ ド
スパン ソ リ ューシ ョ ン と 呼ばれる方法を採っています。 AVAYA および Cisco は、
こ の技術を ス イ ッチ内部に搭載し たエン ド スパン ソ リ ューシ ョ ンを採用し ていま
す。

PSE に接続されるのは UPS です。 UPS は、 代替電源の必要な各デバイ スに接続
されます。 PoE 技術によ り 、 この機能は PSE に接続された UPS に集約されます。
こ の UPS 機能を必要 とする室内の環境状況に、 電源や冷却などに関連し た更な
る変更が要求される場合も あ り ます。

現在、 各 ノ ード における到達電源は 350 ミ リ アンプに制限されています。 各
ノ ード に伝達可能な継続電源の合計量は、 一部の電源がケーブルから失われる こ
と も考慮し た上で、 12.95 ワ ッ ト と なっています。 IP 電話やワ イヤレ ス LAN ア
ク セスポ イ ン ト は、 通常 3.5 ～ 10 ワ ッ ト を消耗し ます。 安全基準と既存のケー
ブルの制限などに対応する ため、 電源は 2 本のワ イヤーペアに伝達されます。

さ らに、 PSE を監視および制御する ために、 管理機能が加え られる こ と も あ り ま
す。 こ の管理機能は、 Simple Network Management Protocol (SNMP) またはカ ス タ
ムプラ ッ ト フ ォームを通し て、 標準ネ ッ ト ワーク管理プラ ッ ト フ ォームへと統合
されます。 PSE の基本管理だけでな く 、 管理ステーシ ョ ンはさ らに、 電源停止時
には主要ユーザーが電源に対する優先権を持つこ と のでき る Power Quality of 
Service (QoS) などの電源管理機能も提供し ます。

Voice-over IP (VoIP) は、 イ ン ターネ ッ ト を構成するその他のネ ッ ト ワーク と同じ
よ う に、 データネ ッ ト ワーク上で通話を転送するサービ スです。 

7300 シ リ ーズス イ ッチ と併用可能なその他の NETGEAR 製品 : 

･ WG302

･ WG602

･ WAG302 

16.1 Power Over Ethernet (POE) コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Power-over-Ethernet (PoE) 機能に管理イ ン ターフ ェース を
提供する ための追加 CLI コマン ド をご紹介し ます。 こ のコマン ド は、 FSM7326P 
モデルにのみ適用する こ と ができ ます。 

メ モ : メ モ :FSM7326P については、 0.1-0.24 ポー ト が PoE 機能に参与す
る こ と ができ ます。 
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16.1.1 poe 
こ のコマン ド は、 特定ポー ト で Power over Ethernet 機能を有効または無効化し
ます。 

既定値  enable

形式  poe  

モード  Global Config

16.1.2 poe priority
こ のコマン ド は、 接続されたデバイ スへの電源伝達の優先レベルを設定し ます。
ス イ ッチは接続されたすべてのデバイ スに給電でき ない場合があ る ため、 すべて
のポー ト に充分な電源が行き渡ら ない場合、 ポー と の優先権を使用し て給電する
ポー と を決定し ます。 同じ優先レベルを持つポー ト については、 番号の若いポー
ト が高い優先権を持つこ と にな り ます。 

既定値  low 

形式  poe priority <high/medium/low> 

モード  Global Config

16.1.3 poe limit
こ のコマン ド は、 ポー ト の電源制限 ( ワ ッ ト ) を設定し ます。 ポー ト は、 指定さ
れた値以上の電源を供給し ません。

FSM7326P については、 有効範囲は 3 ～ 18 です。

既定値  18

形式  poe limit 

モード  Global Config
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16.1.4 poe usagethreshold
こ のコマン ド は、 ト ラ ッ プが生成される電源し きい値レベルを設定し ます。 消耗
電力の合計が、 指定された利用可能電源の割合と等しい、 またはそれ以上の場
合、 ト ラ ッ プが送信されます。 ス イ ッチは、 し きい値を超過し て も電源を供給し
続けます。 し きい値は警告のために設定されていますが、 実際に給電を中断する
こ と はあ り ません。 有効範囲は 0 ～ 100 です。

既定値  80

形式  poe usagethreshold <0-100> 

モード  Global Config

16.1.5 show poe port info
こ のコマン ド は、 PoE 機能に対応し ているポー ト の概要を表示し ます。

形式  show poe port <slot/port, All> 

モード  Privilege

各 ポー ト について、 以下のフ ィ ール ド が表示されます。 ポー ト に リ ン クがない
場合、 または PoE が有効化されていない場合、 次のフ ィ ール ド は "N/A" と い う
値を表示し ます。 

16.1.5.1  ク ラ ス

ク ラ ス フ ィ ール ド は、 IEEE802.3af 定義に基づいた給電デバイ スの ク ラ ス を示し
ます。 

表 16- 1。 給電デバイ スの ク ラ ス

クラス 用途 最大電源

0 既定値 0.44-12.95

1 オプシ ョ ン 0.44-3.84

2 オプシ ョ ン 3.84-6.49

3 オプシ ョ ン 6.49-12.95

4 未許可 保留
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16.1.5.2  出力

出力フ ィ ール ド は、 給電デバイ スへの給電量を ワ ッ ト で示し ます。 

16.1.5.3  制限

制限フ ィ ール ド は、 "config poe port limit" コマン ド で定義された既定の制限です。
こ の値はワ ッ ト で表示されます。 

16.1.5.4  ステータ ス

ステータ ス フ ィ ール ド には、 関連ポー ト への給電状態が表示されます。 可能な値
: 

･ Disabled - POE 機能は、 このポー ト では無効 と なっています。

･ Searching - このポー ト は POE デバイ ス を検出し ています。

･ Delivering Power - このポー ト は POE デバイ スに給電し ています。

･ Fault - POE デバイ スは IEEE に対応し ていないため、 給電でき ません。

･ Test - このポー ト はテス ト 状態にあ り ます。 

･ Other Fault - こ のポー ト には、 互換性問題以外の問題があ り ます。 

ポー ト からの給電が始ま る と、 ト ラ ッ プがそのよ う に知らせます。 ポー ト からの
給電が呈しする と 、 ト ラ ッ プがそのよ う に知らせます。 

16.1.6 show poe 
こ のコマン ド は、 利用可能な電源の合計と システムでの消耗電力の合計を示し ま
す。 

形式  show poe  

モード  Privilege
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第 17 章
システム メ ンテナン ス コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 7300 シ リ ーズス イ ッチ CLI で利用可能なシステム メ ンテ
ナン ス コマン ド について説明し ています。

システム メ ンテナン ス コマン ド のセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ ク を扱います : 

･ 17- 2 ページのセ ク シ ョ ン 17.1 " システム情報 と統計コマン ド "

･ 17- 18 ページのセ ク シ ョ ン 17.2 " システムユーテ ィ リ テ ィ コマン ド "

･ 17- 22 ページのセ ク シ ョ ン 17.3 " ロ グ コマン ド "

･ 17- 27 ページのセ ク シ ョ ン 17.4 "CLI Command Logging コマン ド "

･ 17- 28 ページのセ ク シ ョ ン 17.5 " 構成ス ク リ プ ト コマン ド "

こ のセ ク シ ョ ンのコマン ド には、 次の 4 つの う ち、 いずれかの機能グループに属
し ます :

･ 表示コマン ド は、 ス イ ッチ設定、 統計、 その他の情報を表示し ます。 

･ 構成コマン ド は、 ス イ ッチの機能やオプシ ョ ンを構成し ます。 各構成コマン
ド について、 構成設定を表示する表示コマン ド が存在し ます。

･ コ ピーコマン ド は構成や情報フ ァ イルを ス イ ッチへ、 またはス イ ッチから コ
ピーし た り 、 保存し た り し ます。 

･ 消去コマン ド は一部またはすべての設定を工場出荷時の初期設定に戻し ま
す。 
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17.1 システム情報と統計コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 システム機能、 コ ンポーネンツ、 構成などに関する情報を
表示する ために使用する コマン ド について説明し ています。 

17.1.1 show arp switch 
こ のコマン ド は、 ス イ ッチ と その他のデバイ ス と の間の接続を表示し ます。
Address Resolution Protocol (ARP) キ ャ ッ シ ュは、 ス イ ッチ と通信し ている IP ス
テーシ ョ ンの MAC ア ド レ ス を識別し ます。

形式  show arp switch

モード  Privileged EXEC

MAC Address  ス イ ッチが転送またはフ ィ ルタ リ ング情報を持つ、 ユ
ニキ ャ ス ト の MAC ア ド レ スです。 形式は 6 つの 2 桁
16 進法数字を コ ロ ンで区切った もので、
01:23:45:67:89:AB のよ う にな り ます。

IP Address  各イ ン ターフ ェースに割 り 当て られた IP ア ド レ スで
す。

イ ン ターフ ェース   有効ス ロ ッ ト と ポー ト 番号の間を ス ラ ッ シ ュで区切 り
ます。

17.1.2 show eventlog
こ のコマン ド は、 システムからのエラー メ ッ セージを含むイベン ト ロ グを表示し
ます。 イベン ト ロ グは、 システムを リ セ ッ ト し て も消去されません。 [unit]  は
任意のス イ ッチポー ト です。

形式  show eventlog [unit]

モード  Privileged EXEC

File  イベン ト が発生し たフ ァ イル。 

Line  イベン ト の行数です。

Task Id  イベン ト のタ ス ク ID です。 

Code  イベン ト コード です。 

Time  イベン ト が発生し た時刻です。 
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Unit  イベン ト の単位です。

17.1.3 show hardware
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チのイ ンベン ト リ 情報を表示し ます。

形式  show hardware 

モード  Privileged EXEC

Switch Description  ス イ ッチの製品名を識別する ために使われる テキス ト
です。

Machine Type  Vital Product Data で定義された とお り のマシンモデル
を指定し ます。

Machine Model  Vital Product Data で定義された とお り のマシンモデル
を指定し ます。

Serial Number  こ のス イ ッ チの唯一のボ ッ ク スシ リ アルナンバーです。

FRU Number  フ ィ ール ド交換ユニ ッ ト ナンバーです。

Part Number  製造パー ト ナンバーです。

Maintenance Level  ソ フ ト ウ ェ アに と って重要なハード ウ ェアの変更を示
し ます。

Manufacturer  製造元記述欄です。

Burned in MAC 
Address  一般的に割 り 当て られるネ ッ ト ワーク ア ド レ スです。

Software Version  現在ス イ ッチで実行されている コード の リ リ ース、
バージ ョ ン、 改訂ナンバーです。

Operating System  現在ス イ ッチで実行中の OS です。

Network Processing 
Device  プロセ ッ サのマ イ ク ロ コード タ イプです。 

Additional 
Packages  こ こ では、 こ のシステムに組み込まれた追加パッ ケー

ジを表示し ます。

メ モ : イベン ト ロ グ情報はス イ ッチが リ セ ッ ト されて も維持されます。



7300 シ リ ーズ レ イ ヤー 3 ス イ ッ チ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 用コマン ド ラ イ ン イ ン ター

17-4 システム メ ンテナン ス コマン ド

v1.0, 2006 年 4 月

17.1.4 show interface 
こ のコマン ド は、 引数に基づき特定イ ン ターフ ェースの統計、 またはすべての 
CPU ト ラ フ ィ ッ ク のカ ウ ン ト を表示し ます。

形式  show interface {<slot/port> | switchport | ethernet}

モード  Privileged EXEC

引数が <slot/port> の場合、 表示パラ メ ータは以下の とお り です :

Packets Received 
Without Error  プロセ ッ サによ り 受信されたパケ ッ ト  ( ブロード キ ャ

ス ト パケ ッ ト やマルチキ ャ ス ト パケ ッ ト を含む ) の合
計数です。 

Packets Received 
With Error  パケ ッ ト が上位レ イヤープロ ト コルへ配信されるのを

遮断するエラーが含まれていた着信パケ ッ ト 数です。 

Broadcast Packets 
Received  ブロード キ ャ ス ト ア ド レ スに向け られ、 受信されたパ

ケ ッ ト の合計数です。 これにはマルチキ ャ ス ト パケ ッ
ト は含まれません。 

Packets Transmitted 
Without Error  イ ン ターフ ェースから送信されたパケ ッ ト の合計数で

す。 

Transmit Packets 
Errors   エラーのために送信されなかった送信パケ ッ ト 数です。 

Collisions Frames  こ の Ethernet セグ メ ン ト における コ リ ジ ョ ン合計数の
推定量です。 

Time Since Counters 
Last Cleared  こ のポー ト の統計が前回ク リ ア されてからの経過時間

を日数、 時間数、 分数、 秒数で表し ます。

switchport パラ メ ータ を使用する と、 次の情報が表示されます :

メ モ : show interface ethernet の形式および出力に関する情報
は、17- 5 ページのセ ク シ ョ ン 17.1.5 "show interface ethernet" を
参照し て く だ さい。
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Packets Received 
Without Error  プロセ ッ サによ り 受信されたパケ ッ ト  ( ブロード キ ャ

ス ト パケ ッ ト やマルチキ ャ ス ト パケ ッ ト を含む ) の合
計数です。 

Broadcast Packets 
Received  ブロード キ ャ ス ト ア ド レ スに向け られ、 受信されたパ

ケ ッ ト の合計数です。 これにはマルチキ ャ ス ト パケ ッ
ト は含まれません。 

Packets Received 
With Error  パケ ッ ト が上位レ イヤープロ ト コルへ配信されるのを

遮断するエラーが含まれていた着信パケ ッ ト 数です。 

Packets Transmitted 
Without Error  イ ン ターフ ェースから送信されたパケ ッ ト の合計数で

す。 

Broadcast Packets 
Transmitted  上位レベルのプロ ト コルがブロード キ ャ ス ト ア ド レ ス

に送信する よ う 要求し たパケ ッ ト の合計数です。 廃棄
された ものや送信されなかった ものを含みます。 

Transmit Packet 
Errors  エラーのために送信されなかった送信パケ ッ ト 数です。 

Address Entries 
Currently In Use  ス イ ッチで現在有効と なっている転送データベースア

ド レ ステーブルのエン ト リ の合計数です。 学習および
静的エン ト リ を含みます。 

VLAN Entries 
Currently In Use  現在 VLAN テーブルを占有し ている VLAN エン ト リ 数

です。 

Time Since Counters 
Last Cleared  こ のス イ ッチの統計が前回ク リ ア されてからの経過時

間を日数、 時間数、 分数、 秒数で表し ます。 

17.1.5 show interface ethernet
こ のコマン ド は、 引数に基づき、 特定イ ン ターフ ェース またはすべての CPU ト
ラ フ ィ ッ ク の詳細統計を表示し ます。
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形式  show interface ethernet {<slot/port> | switchport}

モード  Privileged EXEC

引数が <slot/port> の場合、 表示パラ メ ータは以下の とお り です :

Packets Received   Octets Received - ネ ッ ト ワーク上で受信されたデータ 
( 不良パケ ッ ト を含む ) の合計オ ク テ ッ ト 数です ( フ
レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 Frame Check 
Sequence (FCS) オ ク テ ッ ト を含みます )。 このオブジェ
ク ト は Ethernet 活用の合理的な見積も り と し て使用す
る こ と ができ ます。 よ り 高い精度を希望する場合、 共
通間隔の前後で etherStatsPkts と  etherStatsOctets オブ
ジェ ク ト をサンプ リ ングする必要があ り ます。 この数
式の結果は、 Ethernet セグ メ ン ト の利用割合であ る利
用値を、 0 から 100 パーセン ト で表し た ものです。 

 Packets Received<64 Octets - 受信された、 長さが < 64 
オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト  ( 不良パケ ッ ト を含む ) の合計
数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク
テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received 64 Octets - 受信された、 長さ が 64 オ
ク テ ッ ト のパケ ッ ト  ( 不良パケ ッ ト を含む ) の合計数
です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク
テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received 65-127 Octets - 受信された、 長さが 
65 ～ 127 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良パ
ケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は
除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received 128-255 Octets - 受信された、 長さ が 
128 ～ 255 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良パ
ケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は
除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received 256-511 Octets - 受信された、 長さ が 
256 ～ 511 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良パ
ケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は
除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received 512-1023 Octets - 受信された、 長さ
が 512 ～ 1023 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良
パケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト
は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 
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Packets Received 1024-1518 Octets - 受信された、 長さ
が 1024 ～ 1518 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良
パケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト
は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received 1519-1522 Octets - 受信された、 長さ
が 1519 ～ 1522 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良
パケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト
は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Received > 1522 Octets - 受信された、 長さ が 
1522 オ ク テ ッ ト 以上のパケ ッ ト  ( フ レー ミ ングビ ッ ト
は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含む ) およびその他
の適切なパケ ッ ト の合計数です。 

Packets Received 
Successfully  Total - エラーな し て受信されたパケ ッ ト の合計数で

す。 

 Unicast Packets Received - 上位レ イヤープロ ト コルに
配信されたサブネ ッ ト ･ユニキ ャ ス ト パケ ッ ト の数で
す。 

Multicast Packets Received - マルチキ ャ ス ト ア ド レ スに
向け られ、 受信された良好パケ ッ ト の合計数です。 こ
の数値には、 ブロード キ ャ ス ト ア ド レ スに向け られた
パケ ッ ト は含まれません。 

Broadcast Packets Received - ブロード キ ャ ス ト ア ド レ
スに向け られ、 受信された良好パケ ッ ト の合計数です。
これにはマルチキ ャ ス ト パケ ッ ト は含まれません。 

Packets Received 
with MAC Errors  Total - パケ ッ ト が上位レ イヤープロ ト コルへ配信され

るのを遮断するエラーが含まれていた着信パケ ッ ト の
合計数です。 

Jabbers Received - 1518 オ ク テ ッ ト よ り も長 く  ( フ レー
ミ ングビ ッ ト を含むが、 FCS オ ク テ ッ ト を含まず )、
且つ整数オ ク テ ッ ト 数の不良 Frame Check Sequence 
(FCS)( 即ち FCS エラー ) または非整数オ ク テ ッ ト 数の
不良 FCS ( 配置エラー ) を含む受信されたパケ ッ ト の
合計数です。 こ のジ ャバの定義は、 IEEE-802.3 セ ク
シ ョ ン 8.2.1.5 (10BASE5) と セ ク シ ョ ン 10.3.1.4 
(10BASE2) では異な り ますので、 ご注意 く ださい。 こ
れらの文書は、 20ms を超えたパケ ッ ト 状況をジ ャバ と
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定義し ています。 ジ ャバ検出の許容範囲は 20ms ～
150ms です。

Fragments/Undersize Received - 受信された、 長さが 64 オ
ク テ ッ ト 以下のパケ ッ ト の合計数です ( フ レー ミ ング
ビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Alignment Errors - 64 ～ 1518 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) の長
さ ( フ レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ
ト を含む ) で受信されたパケ ッ ト で、 非整数のオ ク
テ ッ ト 数の不良 FCS のあ るパケ ッ ト の合計数です。 

Rx FCS Errors - 64 ～ 1518 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) の長さ (
フ レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を
含む ) で受信されたパケ ッ ト で、 整数のオ ク テ ッ ト 数
の不良 FCS のあ るパケ ッ ト の合計数です。 

Overruns - イ ンフ ローに対応し きれず、 こ のポー ト が
受信パケ ッ ト でいっぱいになった と きに廃棄されたフ
レームの合計数です。

Received Packets 
Not Forwarded  Total - 転送プロセスの際に廃棄された ( つま り フ ィ ル

タ リ ングなど )、 有効な受信フ レームのカ ウ ン ト です。 

Local Traffic Frames - ターゲ ッ ト ア ド レ スがこのポー ト
の外に位置し ていたため、 転送プロセスにおいて ド
ロ ッ プされたフ レームの合計数です。 

802.3x Pause Frames Received - PAUSE ( 一時停止 ) を示
すオペコード と と もに、 こ のイ ン ターフ ェースで受信
された MAC コ ン ト ロールフ レームのカ ウ ン ト です。
こ のカ ウ ン タは、 イ ン ターフ ェースが半二重モード で
作動し ている と きは増加し ません。 

Unacceptable Frame Type - 受入不能なフ レーム タ イプ
のため、 こ のポー ト から廃棄されたフ レームの数です。 

VLAN Membership Mismatch - 入口のフ ィ ルタ リ ングの
ため、 こ のポー ト で廃棄されたフ レームの下図です。 

VLAN Viable Discards - VLAN テーブルのエン ト リ が変
更されている最中、 または VLA ｎ  が構成されていない
う ちに、 特定の VLAN  で検索が実行され、 このポー ト
で廃棄されたフ レームの数です。 

Multicast Tree Viable Discards - マルチキ ャ ス ト ツ リ ー
が変更されている最中に、 マルチキ ャ ス ト ツ リ ーで 
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VLAN の検索が実行され、 廃棄されたフ レームの数で
す。 

Reserved Address Discards - IEEE 802.1 予約済みア ド レ
ス と し て指定され、 システムにサポー ト されていない、
廃棄されたフ レームの数です。 

Broadcast Storm Recovery - ブロード キ ャ ス ト ス ト ーム
リ カバ リ が有効な と きに FF:FF:FF:FF:FF:FF と し て指
定されてお り 、 廃棄されたフ レームの数です。 

CFI Discards - CFI ビ ッ ト セ ッ ト を持ち、 RIF のア ド レ
スが非標準的な形式な、廃棄されたフ レームの数です。 

Upstream Threshold - パケ ッ ト の優先レベルで利用可能
なセル記述が不足し ていたために廃棄されたフ レーム
の数です。 

Packets Transmitted 
Octets  Total Bytes - ネ ッ ト ワーク上で受信されたデータ ( 不

良パケ ッ ト を含む ) の合計オ ク テ ッ ト 数です ( フ レー
ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みま
す )。 このオブジェ ク ト は Ethernet 活用の合理的な見
積も り と し て使用する こ と ができ ます。 よ り 高い精度
を希望する場合、 共通間隔の前後で etherStatsPkts と  
etherStatsOctets オブジェ ク ト をサンプ リ ングする必要
があ り ます。 ----- 

Packets Transmitted 64 Octets - 受信された、 長さ が 64 
オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト  ( 不良パケ ッ ト を含む ) の合計
数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク
テ ッ ト を含みます )。 

Packets Transmitted 65-127 Octets - 受信された、 長さ
が 65 ～ 127 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良パ
ケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は
除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Transmitted 128-255 Octets - 受信された、 長さ
が 128 ～ 255 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良パ
ケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は
除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Transmitted 256-511 Octets - 受信された、 長さ
が 256 ～ 511 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不良パ
ケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は
除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 
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Packets Transmitted 512-1023 Octets - 受信された、 長
さ が 512 ～ 1023 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不
良パケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ
ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Transmitted 1024-1518 Octets - 受信された、 長
さ が 1024 ～ 1518 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不
良パケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ
ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Packets Transmitted 1519-1522 Octets - 受信された、 長
さ が 1519 ～ 1522 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) のパケ ッ ト  ( 不
良パケ ッ ト を含む ) の合計数です ( フ レー ミ ングビ ッ
ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

Max Info - こ のポー ト が受信または送信する Info ( 非 
Mac) フ ィ ール ド の最大サイ ズです。 

Packets Transmitted 
Successfully  Total - こ のポー ト から セグ メ ン ト に送信されたフ レー

ムの数です。 

Unicast Packets Transmitted  - 上位レベルのプロ ト コル
がサブネ ッ ト ワーク･ユニキ ャ ス ト ア ド レ スに送信する
よ う 要求し たパケ ッ ト の合計数です。 廃棄された もの
や送信されなかった ものを含みます。 

Multicast Packets Transmitted  - 上位レベルのプロ ト コ
ルがマルチキ ャ ス ト ア ド レ スに送信する よ う 要求し た
パケ ッ ト の合計数です。 廃棄された ものや送信されな
かった ものを含みます。 

Broadcast Packets Transmitted- 上位レベルのプロ ト コ
ルがブロード キ ャ ス ト ア ド レ スに送信する よ う 要求し
たパケ ッ ト の合計数です。 廃棄された ものや送信され
なかった ものを含みます。 

Transmit Errors  Total Errors - シングル、 マルチ、 超過コ リ ジ ョ ンの合
計です。 

Tx FCS Errors - 64 ～  1518 オ ク テ ッ ト  ( を含む ) の長
さ ( フ レー ミ ングビ ッ ト は除き ますが、 FCS オ ク テ ッ
ト を含む ) で送信されたパケ ッ ト で、 整数のオ ク テ ッ
ト 数の不良 FCS のあ るパケ ッ ト の合計数です。 

Oversized - 許容フ レームサイ ズを超過し たフ レームの
合計数です。 こ のカ ウ ン タは、 10 Mb/s で 1 秒あた り  
815 カ ウ ン ト の最大増加率を持ちます。 
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Underrun Errors - フ レーム送信中に送信 FIFO バッ
フ ァが空になったため、 廃棄されたフ レームの合計数
です。 

Transmit Discards  Total Discards - 廃棄されたシングルコ リ ジ ョ ンフ レー
ム、 マルチコ リ ジ ョ ンフ レーム、 超過フ レームの合計
です。 

Single Collision Frames - ち ょ う ど 1 つのコ リ ジ ョ ンに
よ り 転送が制御されている特定のイ ン ターフ ェース上
で、 正常に転送されたフ レームのカ ウ ン ト 数です。 

Multiple Collision Frames - 1 つ以上のコ リ ジ ョ ンによ り
転送が制御されている特定のイ ン ターフ ェース上で、
正常に転送されたフ レームのカ ウ ン ト 数です。 

Excessive Collisions - 超過コ リ ジ ョ ンが原因で、 特定の
イ ン ターフ ェースにおける送信ができ なかったフ レー
ムのカ ウ ン ト です。 

Port Membership - 出口のフ ィ ルタ リ ングが有効になっ
ている ため、 こ のポー ト 出口で廃棄されたフ レームの
数です。 

VLAN Viable Discards - VLAN テーブルのエン ト リ が変
更されている最中、 または VLAN が構成されていない
う ちに、 特定の VLAN  で検索が実行され、 このポー ト
で廃棄されたフ レームの数です。 

Protocol Statistics  BPDU's received - スパンニングツ リ ーレ イヤーで受信
された BPDU (Bridge Protocol Data Units) のカ ウ ン ト で
す。 

BPDU's Transmitted - スパンニングツ リ ーレ イヤーで
送信された BPDU (Bridge Protocol Data Units) のカ ウ ン
ト です。 

802.3x Pause Frames Received - PAUSE ( 一時停止 ) を示
すオペコード と と もに、 こ のイ ン ターフ ェースで受信
された MAC コ ン ト ロールフ レームのカ ウ ン ト です。
こ のカ ウ ン タは、 イ ン ターフ ェースが半二重モード で
作動し ている と きは増加し ません。 

GVRP PDU's Received - GARP レ イヤーで受信された 
GVRP PDU のカ ウ ン ト です。

GVRP PDU's Transmitted - GARP レ イヤーで送信され
た GVRP PDU のカ ウ ン ト です。 
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GVRP Failed Registrations - 完了でき なかった GVRP 登
録の試行回数です。 

GMRP PDU's received - GARP レ イヤーで受信された 
GMRP PDU のカ ウ ン ト です。 

GMRP PDU's Transmitted - GARP レ イヤーで送信され
た GMRP PDU のカ ウ ン ト です。 

GMRP Failed Registrations - 完了でき なかった GMRP 登
録の試行回数です。 

STP BPDUs Transmitted - 送信された Spanning Tree 
Protocol Bridge Protocol Data Units (STP BPDU) です。

STP BPDUs Received - 受信された Spanning Tree 
Protocol Bridge Protocol Data Units (STP BPDU) です。

ST BPDUs Transmitted - 送信された Rapid Spanning Tree 
Protocol Bridge Protocol Data Units  (RST BPDU) です。

RSTP BPDUs Received - 受信された Rapid Spanning Tree 
Protocol Bridge Protocol Data Units (RSTP BPDU) です。

MSTP BPDUs Transmitted - 送信された Multiple 
Spanning Tree Protocol Bridge Protocol Data Units (MSTP 
BPDU) です。

MSTP BPDUs Received - 受信された Multiple Spanning 
Tree Protocol Bridge Protocol Data Units (STP BPDU) で
す。

Dot1x Statistics   EAPOL Frames Received - こ の認証コー ド によ り 受信
されたすべてのタ イプの有効な EAPOL フ レームの数
です。  

 EAPOL Frames Transmitted - こ の認証コード によ り 送
信されたすべてのタ イプの EAPOL フ レームの数です。

Time Since Counters 
Last Cleared  こ のポー ト の統計が前回ク リ ア されてからの経過時間

を日数、 時間数、 分数、 秒数で表し ます。 
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switchport 値を指定する と、 次の情報が表示されます :

 Octets Received - プロセ ッ サによ り 受信されたデータ
の合計オ ク テ ッ ト 数です ( フ レー ミ ングビ ッ ト は除き
ますが、 FCS オ ク テ ッ ト を含みます )。 

 Total Packets Received Without Error- プロセ ッ サによ
り 受信されたパケ ッ ト  ( ブロード キ ャ ス ト パケ ッ ト や
マルチキ ャ ス ト パケ ッ ト を含む ) の合計数です。 

 Unicast Packets Received - 上位レ イヤープロ ト コルに
配信されたサブネ ッ ト ･ユニキ ャ ス ト パケ ッ ト の数で
す。 

 Multicast Packets Received - マルチキ ャ ス ト ア ド レ ス
に向け られ、 受信されたパケ ッ ト の合計数です。 この
数値には、 ブロード キ ャ ス ト ア ド レ スに向け られたパ
ケ ッ ト は含まれません。 

 Broadcast Packets Received - ブロード キ ャ ス ト ア ド レ
スに向け られ、 受信されたパケ ッ ト の合計数です。 こ
れにはマルチキ ャ ス ト パケ ッ ト は含まれません。 

 Receive Packets Discarded  - パケ ッ ト を上位レ イヤー
プロ ト コルへ配信する こ と を遮断するエラーは検出さ
れなかった ものの、 廃棄対象 と し て選択された着信パ
ケ ッ ト の数です。 パケ ッ ト 廃棄の理由 と し ては、 バッ
フ ァ領域を解放する ため と考え られます。 

Octets Transmitted - イ ン ターフ ェースから送信された
オ ク テ ッ ト の合計数で、 フ レー ミ ング文字を含みます。 

Packets Transmitted without Errors - イ ン ターフ ェース
から送信されたパケ ッ ト の合計数です。 

Unicast Packets Transmitted  - 上位レベルのプロ ト コル
がサブネ ッ ト ワーク･ユニキ ャ ス ト ア ド レ スに送信する
よ う 要求し たパケ ッ ト の合計数です。 廃棄された もの
や送信されなかった ものを含みます。 

Multicast Packets Transmitted  - 上位レベルのプロ ト コ
ルがマルチキ ャ ス ト ア ド レ スに送信する よ う 要求し た
パケ ッ ト の合計数です。 廃棄された ものや送信されな
かった ものを含みます。 

Broadcast Packets Transmitted- 上位レベルのプロ ト コ
ルがブロード キ ャ ス ト ア ド レ スに送信する よ う 要求し
たパケ ッ ト の合計数です。 廃棄された ものや送信され
なかった ものを含みます。 
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Transmit Packets Discarded - パケ ッ ト を上位レ イヤー
プロ ト コルへ配信する こ と を遮断するエラーは検出さ
れなかった ものの、 廃棄対象 と し て選択された送信パ
ケ ッ ト の数です。 パケ ッ ト 廃棄の理由 と し ては、 バッ
フ ァ領域を解放する ため と考え られます。 

Most Address Entries Ever Used- 最近の起動以降、 この
ス イ ッチによ り 学習された転送データベースア ド レ ス
テーブルエン ト リ の最大数です。 

Address Entries in Use - このス イ ッチに対する、 転送
データベースア ド レ ステーブルの学習または静的エン
ト リ 数です。 

Maximum VLAN Entries - このス イ ッチで許可されてい
る LANs (VLANs) の最大数です。 

Most VLAN Entries Ever Used - 前回の起動以降、 こ の
ス イ ッチで有効と なっていた VLAN の最大数です。 

Static VLAN Entries- 現在このス イ ッチで有効であ り 、
静的に作成された VLAN エン ト リ の数です。 

Dynamic VLAN Entries - 現在このス イ ッチで有効であ
り 、 GVRP 登録によ り 作成された VLAN エン ト リ の数
です。 

VLAN Deletes- 前回の起動以降、 このス イ ッチで作成
され、 削除された VLAN の数です。 

Time Since Counters 
Last Cleared  こ のス イ ッチの統計が前回ク リ ア されてからの経過時

間を日数、 時間数、 分数、 秒数で表し ます。 

17.1.6 show logging
こ のコマン ド は、 ス イ ッチが維持し ている ト ラ ッ プロ グを表示し ます。 ト ラ ッ プ
ロ グには、 最大 256 エン ト リ が含まれます。 

メ モ : ト ラ ッ プロ グ情報はス イ ッチが リ セ ッ ト される と維持されません。
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形式  show logging

モード  Privileged EXEC

Number of Traps 
since last reset  前回 リ セ ッ ト されてから発生し た ト ラ ッ プ数です。 

Number of Traps 
since log last 
displayed  ト ラ ッ プが前回表示されて以降に発生し た ト ラ ッ プ数

です。 いずれかの方法 ( ター ミ ナルイ ン ターフ ェース
表示、 ウ ェブ表示、 ス イ ッチから フ ァ イルをア ッ プ
ロード など ) で ト ラ ッ プを取得する と、 カ ウ ン タが 0 
にな り ます。

Log  こ の ト ラ ッ プの連続番号です。 

System Up Time  こ の ト ラ ッ プが発生し たス イ ッチが前回再起動されて
以降の相対的時間です。 

Trap  こ の ト ラ ッ プの関連情報です。 

17.1.7 show mac-addr-table
こ のコマン ド は転送データベースエン ト リ を表示し ます。 パラ メ ータ な しでコマ
ン ド が入力された場合、 テーブル全体が表示されます。 これは、 オプシ ョ ナルの 
all  パラ メ ータ を入力するの と 同じです。 代わ り に、 管理者は MAC ア ド レ ス を
入力し て要求された MAC ア ド レ スのテーブルエン ト リ および要求された MAC 
ア ド レ スに続 く すべてのエン ト リ を表示する こ と ができ ます。

形式  show mac-addr-table [<macaddr> | all]

モード  Privileged EXEC

Mac Address  ス イ ッチが転送またはフ ィ ルタ リ ング情報を持つ、 ユ
ニキ ャ ス ト の MAC ア ド レ スです。 形式は 6 つ、 また
は 8 つの 2 桁 16 進法数字を コ ロ ンで区切った もので、
01:23:45:67:89:AB のよ う にな り ます。 IVL システムで
は、 MAC ア ド レ スは 8 バイ ト と し て表示されます。

イ ン ターフ ェース  こ のア ド レ スが学習し たポー ト です。

イ ン ターフ ェース 
Index  こ のオブジェ ク ト は、 このポー ト に関連する イ ン ター

フ ェーステーブルエン ト リ の ifIndex を示し ます。

Status  こ のエン ト リ の状態です。 値の意味 :
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Static  静的 MAC ア ド レ スが定義された と き、 システム また
はユーザによ り 対応する イ ン ス タ ン スの値が追加され
ま し た。 再学習はでき ません。

Learned  受信 ト ラ フ ィ ッ クの ソース MAC ア ド レ ス を観察する
こ と によ って学習された対応イ ン ス タ ン スの値で、 現
在使用中です。

Management  対応イ ン ス タ ン スの値 ( システム MAC ア ド レ ス ) は、
dot1dStaticAddress の既存のイ ン ス タ ン ス値でも あ り ま
す。 ポー ト 番号 1  で識別され、 ルーテ ィ ングのため 
VLAN が有効な場合は使用中です。

Self  対応イ ン ス タ ン スの値はス イ ッチの物理イ ン ター
フ ェースの 1 つのア ド レ スです ( システム独自の MAC 
ア ド レ ス )。

GMRP Learned   値は GMRP を通し て学習され、 マルチキ ャ ス ト に適用
されます。

Other  イ ン ス タ ン スの値はその他のカテゴ リ には属し ません。

17.1.8 clear mac-addr-table
こ のコマン ド は、 ポー ト の学習済み MAC ア ド レ ス を動的に消去し ます。

形式  clear mac-addr-table 

モード  Privileged EXEC

17.1.9 show running-config
コマン ド を使い、 ス イ ッチでサポー ト されている様々なプロ ト コルパッ ケージの
現在の設定を表示 / 取得し ます。 こ のコマン ド は、 既定値 と は異な る値を持つ設
定 / 構成のコマン ド を表示 / 取得し ます。 既定値と同じ設定 / 構成のコマン ド を
表示 / 取得するには、 [all] オプシ ョ ンを含みます。 

出力はス ク リ プ ト 形式で表示され、 同じ構成を持つ別のス イ ッ チを構成する際に
使用する こ と ができ ます。 オプシ ョ ン <scriptname> が拡張子 ".scr" のフ ァ イル
名と と もに提供されている場合、 出力はス ク リ プ ト フ ァ イルに転換されます。

形式  show running-config [all | <scriptname>]

モード  Privileged EXEC
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17.1.10 terminal length
こ のコマン ド は、 show running-config コマン ド を実行中に表示される行数を制
御し ます。

形式  terminal length <1-24>

モード  Privileged EXEC

17.1.10.1  terminal no length

こ のコマン ド は、 show running-config コマン ド を実行中に表示される行数を既
定値 (18) に リ セ ッ ト し ます。

形式  terminal no length

モード  Privileged EXEC

17.1.11 show sysinfo
こ のコマン ド はス イ ッチの情報を表示し ます。 

形式  show sysinfo 

モード  Privileged EXEC

Switch Description  こ のス イ ッチを識別する ためのテキス ト です。

System Name  こ のス イ ッチを識別する ための名前です。 既定値は空
白です。 システム名を構成するには、10- 1 ページのセ
ク シ ョ ン 10.1.1 "snmp-server" を参照し て く ださ い。

System Location  ス イ ッチの場所を識別する ためのテキス ト です。 工場
出荷時は空白です。 システムの場所を構成するに
は、10- 1 ページのセ ク シ ョ ン 10.1.1 "snmp-server" を
参照し て く ださ い。

System Contact  こ のス イ ッチに関する連絡先を識別する ためのテキス
ト です。 工場出荷時は空白です。 システムの場所を構
成するには、10- 1 ページのセ ク シ ョ ン 10.1.1 "snmp-
server" を参照し て く ださい。

System ObjectID  ス イ ッチのエン タープラ イ ズ MIB のベースオブジ ェ ク
ト  ID です。

System Up Time  ス イ ッチが前回再起動し てからの時間を日数、 時間数、
分数で表し ます。

MIBs Supported  こ のエージェ ン ト によ り サポー ト されている MIB の リ
ス ト です。
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17.2 システムユーテ ィ リ テ ィ コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 接続に関する問題を解決する ためのコマン ド と、 様々な構
成を工場出荷時の既定値に戻すための方法を説明し ています。

17.2.1 traceroute 
traceroute コマン ド を使用し、 パケ ッ ト がネ ッ ト ワーク を通し て、 中継点を経
由し ながら目的地へと たど り 着 く 実際のルー ト を検出し ます。 <ipaddr> の値は
有効な IP ア ド レ スでなければな り ません。 [port] の値は有効な 10 進法整数で、
その範囲は 0 ( ゼロ ) ～ 65535 の間と な り ます。 既定値は 33434 です。

オプシ ョ ナルポー ト パラ メ ータは、 ト レースルー ト の一部 と し て、 送信されるパ
ケ ッ ト の目的地と し て使用される UDP ポー ト です。 こ のポー ト は目的地のシス
テムでは未使用のポー ト です。

形式            traceroute <ipaddr> [port]

モード    Privileged EXEC

17.2.2 clear config
こ のコマン ド は、 ス イ ッチの電源を切らずに、 構成を工場出荷時の初期設定に戻
し ます。 このコマン ド を発行する と、 リ セ ッ ト を実行するかど う か、 確認 メ ッ
セージが表示されます。 y を入力する と、 ス イ ッチは自動的に リ セ ッ ト し ます。

形式  clear config 

モード  Privileged EXEC

17.2.3 clear counters
こ のコマン ド は、 引数に基づき、 指定された <slot/port> の統計、 またはすべて
やス イ ッチ全体の統計を消去し ます。

形式  clear counters {<slot/port> | all}

モード  Privileged EXEC

17.2.4 clear igmpsnooping 
こ のコマン ド は、 IGMP Snooping 機能によ り 管理されたテーブルを消去し、
Multicast Forwarding Database から これらのエン ト リ を削除し よ う と し ます。 

形式  clear igmpsnooping

モード  Privileged EXEC
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17.2.5 clear pass
こ のコマン ド は、 ス イ ッ チの電源を切らずに、 すべてのユーザーパス ワード を工
場出荷時の初期設定に戻し ます。 パス ワード の リ セ ッ ト を実行するかど う か、 確
認 メ ッ セージが表示されます。

形式  clear pass

モード  Privileged EXEC

17.2.6 enable passwd
こ のコマン ド は Privileged EXEC のパス ワード変更を試みます。 

形式  enable passwd

モード  User EXEC

17.2.7 clear port-channel
こ のコマン ド は、 すべてのポー ト チャ ンネル (LAG) を消去し ます。

形式  clear port-channel

モード  Privileged EXEC

17.2.8 clear traplog
こ のコマン ド は ト ラ ッ プロ グを消去し ます。

形式  clear traplog 

モード  Privileged EXEC

17.2.9 clear vlan
こ のコマン ド は VLAN 構成パラ メ ータ を工場出荷時の設定に リ セ ッ ト し ます。

形式  clear vlan

モード  Privileged EXEC

17.2.10 copy
copy コマン ド はス イ ッチへのフ ァ イルア ッ プロード、 またはダウ ン ロード を行
います。 TFTP、 Xmodem、 Ymodem、 または Zmodem を使用し、 フ ァ イルをア ッ
プロー ド またはダウ ン ロードする こ と ができ ます。 
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形式  copy <source> <destination>

モード  Global Config

<source> と  <destination> パラ メ ータ を 表 17- 1 のオプシ ョ ンで置き換えます。
<url> ソース または目的地については、 以下のいずれかの値を使用し て く ださい
:

xmodem | ymodem | zmodem | tftp://<ipaddr>/<filepath>/<filename>

TFTP については、 <ipaddr> パラ メ ータはサーバの IP ア ド レ スであ り 、
<filepath> はフ ァ イルへのパスであ り 、 <filename>  はア ッ プロー ド またはダウ
ン ロー ドする フ ァ イルの名前です。

表 17- 1。 パラメータのコピー

ソース 目的地 説明

nvram:clibanner <url> CLI バナーをサーバへコピーします。

nvram:errorlog <url> エラーログファイルをサーバへコ
ピーします。

nvram:log <url> ログファイルをサーバへコピーしま
す。

nvram:script 
<scriptname>

<url> 指定された構成スクリプトファイル
をサーバへコピーします。

nvram:startup-config <url> スタートアップ構成をサーバへコ
ピーします。

nvram:traplog <url> トラップログファイルをサーバへコ
ピーします。

system:running-config nvram:startup-config 実行中の構成を nvram へ保存しま
す。

<url> nvram:clibanner CLI バナーをシステムへダウンロー
ドします。

<url> nvram:script 
<destfilename>

構成スクリプトファイルをシステム
へダウンロードします。構成スクリ
プトのダウンロード中、コピーコマ
ンドがスクリプトの認証を行います。
エラーがある場合、コマンドは認証
プロセスの最後にすべてのラインを
表示し、スクリプトファイルをコ
ピーする前にユーザーから確認を取
ります。

<url> nvram:sshkeydsa SSH キーファイルをダウンロードし
ます。詳しくは 3- 12 ページのセク
ション 3.4 "Secure Shell (SSH) コ
マンド " をご覧ください。 
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17.2.11 logout
こ のコマン ド は、 現在の telnet 接続を終了、 または現在のシ リ アル接続を リ セ ッ
ト し ます。 

形式  logout

モード  Privileged EXEC

<url> nvram:sshkeyrsa1 SSH キーファイルをダウンロードし
ます。

<url> nvram:sshkeyrsa1 SSH キーファイルをダウンロードし
ます。

<url> nvram:sslpemroot HTTP セキュア･サーバ証明書をダウ
ンロードします。詳しくは 3- 14
ページのセクション 3.5 "Hypertext 
Transfer Protocol (HTTP) コマンド
" をご覧ください。

<url> nvram:sslpemserver HTTP セキュア･サーバ証明書をダウ
ンロードします。

<url> nvram:sslpemdhweak HTTP セキュア･サーバ証明書をダウ
ンロードします。

<url> nvram:sslpemdhstron
g

HTTP セキュア･サーバ証明書をダウ
ンロードします。

<url> nvram:startup-config スタートアップ構成ファイルをシス
テムへダウンロードします。

<url> system:image コードイメージをシステムへダウン
ロードします。

メ モ : ロ グア ウ ト 前に構成の変更を保存し ます。

表 17- 1。 パラメータのコピー ( 続き )

ソース 目的地 説明
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17.2.12 ping
こ のコマン ド は、 ネ ッ ト ワーク上に他のコ ンピ ュータがあ るかど う かをチェ ッ ク
し、 接続を確認し ます。 こ のコマン ド を使 う には、 ネ ッ ト ワーク ( イ ンバン ド ) 
接続のス イ ッチを構成し ます。 TCP/IP に加え、 ソースおよびターゲ ッ ト デバイ
スの ping ユーテ ィ リ テ ィ が有効であ り 、 実行されている必要があ り ます。 既定
の VLAN (VLAN 1) を通し てすべての IP ワーク ステーシ ョ ンから ス イ ッ チを ping 
する こ と ができ ます。 ただし、 ス イ ッチ と ワーク ステーシ ョ ンに物理パスがあ る
場合に限 り ます。 ター ミ ナルイ ン ターフ ェースは 3 つの ping を ターゲ ッ ト ス
テーシ ョ ンに送信し ます。

形式  ping <ipaddr>

モード  Privileged EXEC、 User EXEC

17.2.13 reload
こ のコマン ド は、 ス イ ッチの電源を切る こ と な く ス イ ッ チを リ セ ッ ト し ます。 リ
セ ッ ト と は、 すべてのネ ッ ト ワーク接続が切断され、 起動コード が実行される こ
と を意味し ます。 ス イ ッチは保存された構成を使ってス イ ッチを初期化し ます。
リ セ ッ ト を実行するかど う か、 確認 メ ッ セージが表示されます。 ス イ ッチの 
LED は リ セ ッ ト が成功し た こ と を意味し ます。

形式  reload 

モード  Privileged EXEC

17.3 ロ グ コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 システム ロ グの構成 と ロ グやロ グ設定の表示に使用する コ
マン ド について説明し ています。

17.3.1 logging buffered
こ のコマン ド は、 最大で 128 のロ グが維持される イ ン メ モ リ ロ グを記録し ます。 

既定値  disabled; critical

形式  logging buffered 

モード  Global Config

17.3.1.1  no logging buffered

こ のコマン ド は、 イ ン メ モ リ ロ グを無効にし ます。
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形式  no logging buffered

モード  Global Config

17.3.2 logging buffered wrap
こ のコマン ド は、 ロ グフ ァ イルが規定の容量に達し た と き、 イ ン メ モ リ ロ グの
ラ ッ ピングを有効化し ます。 そ う でなければ、 ロ グフ ァ イルが容量に達し た と き
に、 ロ グが停止し ます。

既定値  enabled

形式  logging buffered wrap

モード  Privileged EXEC

17.3.2.1  no logging wrap

こ のコマン ド は、 イ ン メ モ リ ロ グのラ ッ ピングを無効化し、 ロ グフ ァ イルの容量
がいっぱいになった時にロ グを停止する よ う 構成し ます。

形式  no logging buffered wrap

モード  Privileged EXEC

17.3.3 logging console
こ のコマン ド は、 コ ン ソールへのロ グを有効化し ます。 <severitylevel> の値
は、 0 ～ 7 の整数、 即ち以下のいずれかのキーワード によ り 象徴される数字で指
定する こ と ができ ます : 緊急  (0)、注意  (1)、重要  (2)、エラー  (3)、警告  (4)、
通知  (5)、情報  (6)、デバッグ  (7)。 

既定値  disabled; critical

形式  logging console [severitylevel]

モード  Global Config

17.3.3.1  no logging console

こ のコマン ド は、 コ ン ソールへのロ グを無効化し ます。

形式  no logging console

モード  Global Config
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17.3.4 logging host
こ のコマン ド はホス ト へのロ グを有効化し ます。 最大 8 台までのホス ト を構成す
る こ と ができ ます。 <ipaddr> ロ グホ ス ト の IP ア ド レ スです。 <port> の値は 1 ～
65535 のポー ト 番号です。 <severitylevel> の値は、 0 ～ 7 の整数、 即ち以下の
いずれかのキーワード によ り 象徴される数字で指定する こ と ができ ます : 緊急  
(0)、注意  (1)、重要  (2)、エラー  (3)、警告  (4)、通知  (5)、情報  (6)、デバッ

グ  (7)。

既定値    port - 514; level - critical; 

形式  logging host <ipaddr> [<port>][<severitylevel>]

モード  Global Config

  
17.3.5 logging host remove

このコマン ド はホス ト へのロ グを無効化し ます。 ホス ト イ ンデッ ク スの リ ス ト に
ついては、17- 27 ページのセ ク シ ョ ン 17.3.11 "show logging hosts" をご覧 く ださ
い。

形式  logging host remove <hostindex>

モード  Global Config

17.3.6 logging port
こ のコマン ド は、 メ ッ セージ ロ グのための LOG ク ラ イ アン ト のローカルポー ト
番号を設定し ます。 <portid> は 1 ～ 65535 の範囲内で設定し ます。 

既定値  514

形式  logging port <portid>

モード  Global Config

17.3.6.1  no logging port

こ のコマン ド は、 ローカルロ グポー ト を既定値に リ セ ッ ト し ます。 

形式  no logging port

モード  Global Config
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17.3.7 logging syslog
こ のコマン ド は syslog ロ グを有効化し ます。 

既定値  disabled; local0

形式  logging syslog 

モード  Global Config

17.3.7.1  no logging syslog

こ のコマン ド は syslog ロ グを無効化し ます。

形式  no logging syslog

モード  Global Config

  
17.3.8 show logging

こ のコマン ド はロ グを表示し ます。

形式  show logging

モード  Privileged EXEC

Client Local Port  syslog メ ッ セージが送信される コ レ ク ター / リ レー上
のポー ト です。

Console Logging 
Administrative 
Mode  コ ン ソールロ グのモード です。 

Console Logging 
Severity Filter  コ ン ソールロ グに対する最低重要度のロ グです。 同等

または低い重要度の メ ッ セージが記録されます。

Buffered Logging 
Administrative 
Mode  バッ フ ァ ロ グのモード です。

Buffered Logging 
Severity Filter  バッ フ ァ ロ グに対する最低重要度のロ グです。 同等ま

たは低い重要度の メ ッ セージが記録されます。

 Historical Logging 
Administrative 
Mode  履歴ロ グのモード です。
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Historical Logging 
Severity Filter  履歴ロ グに対する最低重要度のロ グです。 同等または

低い重要度の メ ッ セージが記録されます。

Syslog Logging 
Administrative 
Mode  構成済み syslog ホス ト へのロ グのモー ド です。 無効に

設定する と 、 すべての syslog ホス ト が停止し ます。 

Log Messages 
Received  ロ グプロセスによ り 受信された メ ッ セージ数です。 こ

れには、 ド ロ ッ プまたは無視された メ ッ セージ も含ま
れます。

Log Messages 
Dropped  処理されなかった メ ッ セージ数です。

17.3.9 show logging buffered
こ のコマン ド はバッ フ ァ ロ グを表示し ます ( システム ス ター ト ア ッ プ と システム
操作ロ グ )。

形式  show logging buffered

モード  Privileged EXEC

Admin Status  イ ン メ モ リ ロ グの現在の状態です。

Component Filter  受信された メ ッ セージから メ モ リ ロ グに記録される コ
ンポーネン ト です。シングルコ ンポーネン ト  ID または 
"all components" と指定する こ と ができ ます。

Wrapping Behavior  ロ グがいっぱいになった場合の、 イ ン メ モ リ ロ グの動
作です。

Log Count  バッ フ ァ ロ グの有効エン ト リ のカ ウ ン ト です。 

17.3.10 clear logging buffered
こ のコマン ド は、 システム ロ グに保存されている メ ッ セージ ロ グを消去し ます。

形式  clear logging buffered

モード  Privileged EXEC
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17.3.11 show logging hosts
こ のコマン ド は構成済みのロ グホス ト を表示し ます。

形式  show logging hosts

モード  Privileged EXEC

Host Index   ( ホス ト 削除に使用 )

Severity Level  指定されたア ド レ スに対する最低重要度のロ グです。

Port   サーバポー ト 番号を表示し ます。 これは、 syslog メ ッ
セージが送信された ローカルホス ト のポー ト です。

Host Status  構成済み syslog ホス ト へのロ グの状態です。 ステータ
スが無効の場合、 ロ グは発生し ません。

17.3.12 show logging traplogs
このコマン ド は SNMP ト ラ ッ プのイベン ト と統計を表示し ます。

形式  show logging traplogs

モード  Privileged EXEC

Number of Traps 
Since Last Reset  前回の起動からの ト ラ ッ プ数を表示し ます。

Trap Log Capacity  システムが維持でき る ト ラ ッ プ数を表示し ます。

Number of Traps 
Since Log Last 
Viewed  最後にコマン ド が実行されて以降の新しい ト ラ ッ プ数

を表示し ます。

  Log  ロ グ番号を表示し ます。

System Time Up  ト ラ ッ プが送信された時点でシステムが実行されてい
た時間を示し ます。

Trap  ト ラ ッ プ メ ッ セージのテキス ト を示し ます。

17.4 CLI Command Logging コマン ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 CLI Command Logging を構成する ために使用する コマン ド
について説明し ています。
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17.4.1 logging cli-command
こ のコマン ド は、 CLI Command Logging 機能を有効にし、 システムで発行される
すべての CLI コマン ド を記録する 7300 シ リ ーズス イ ッチ ソ フ ト ウ ェアを有効化
し ます。 

既定値  enabled

形式  logging cli-command

モード  Global Config

17.4.1.1  no logging cli-command

こ のコマン ド は、 CLI Command Logging 機能を無効化し ます。

形式  no logging cli-command

モード  Global Config

17.5 構成ス ク リ プ ト コマン ド

構成ス ク リ プ ト は、 現在のシステム構成を示すテキス ト 形式のス ク リ プ ト フ ァ イ
ルの作成を可能にし ます。 これらの構成ス ク リ プ ト フ ァ入 り ウは、 PC や UNIX 
システムへア ッ プロード し、 編集する こ と ができ ます。 その後、 編集済みフ ァ イ
ルをシステムへダウ ン ロード し、 新しい構成を適用する こ と ができ ます。 構成ス
ク リ プ ト は 1 つ、 または複数のス イ ッチに変更な し、 またはわずかな変更のみで
適用する こ と ができ ます。 

show running-config コマン ド 17- 16 ページのセ ク シ ョ ン 17.1.9 "show running-
config" 参照 ) を使って実行中の構成を ス ク リ プ ト に取得し ます。 copy コマン ド 
( 17- 19 ページのセ ク シ ョ ン 17.2.10 "copy" ) を使って、 構成ス ク リ プ ト を ス イ ッ
チへ、 またはス イ ッチから転送し ます。

システムでは既定の構成でス ク リ プ ト を使用し て く だ さい。 ただし、 既定の構成
ではないス ク リ プ ト をシステムで適用する こ と も禁じ られていません。 

ス ク リ プ ト は以下の規則に基づいている必要があ り ます :

･ ス ク リ プ ト フ ァ イルは別のス タ ッ ク に配布し てはな らず、 フ ァ イルダウ ン
ロード時点でマス ターユニ ッ ト であ るユニ ッ ト 内でのみ生存可能です。

･ フ ァ イルの拡張子は ".scr" と な り ます。

･ ス イ ッチでは、 最大 10 のス ク リ プ ト が許可されています。

･ すべてのス ク リ プ ト フ ァ イルの合計サイ ズは 2048KB 以内と し ます。
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･ 構成フ ァ イルの最大コマン ド ラ イ ン数は 2000 です。

書き込みテス ト や構成ス ク リ プ ト の信頼性を高める ために、 コマン ド プロ ンプ ト
で一行の注釈を入力でき る よ う になっています。 コ メ ン ト の前に感嘆符 (!) のフ
ラ グが付き ます。 コ メ ン ト フ ラ グはコマン ド ラ イ ンのど こ から でも開始する こ と
ができ、 このフ ラ グの後の入力はすべて無視されます。 '!' 符号で始ま る コマン
ド ラ イ ンはコ メ ン ト ラ イ ン と し て認識され、 構文解析ツールでは無視されます。 

以下の行は、 ス ク リ プ ト の例を示し ます :
! Script file for displaying the ip interface
! Display information about interfaces
show ip interface 1/0/1 !Displays the information about the first 
interface
! Display information about the next interface
show ip interface 1/0/2
! End of the script file

17.5.1 script apply
こ のコマン ド は、 ス ク リ プ ト のコマン ド を ス イ ッチに適用し ます。 <scriptname> 
パラ メ ータは適用する ス ク リ プ ト の名前です。

形式  script apply <scriptname>

モード  Global Config

  
17.5.2 script delete

こ のコマン ド は、 <scriptname> パラ メ ータが削除対象のス ク リ プ ト 名であ る場
合、 指定されたス ク リ プ ト を削除し ます。 <all> オプシ ョ ンは、 ス イ ッチに存在
するすべてのス ク リ プ ト を削除し ます。

形式  script delete {<scriptname> | all} 

モード  Global Config
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17.5.3 script list
こ のコマン ド は、 ス イ ッチに存在するすべてのス ク リ プ ト 、 残 り の容量を表示し
ます。 

形式  script list

モード  Global Config

Configuration 
Script  ス ク リ プ ト 名です。

Size  ス ク リ プ ト サイ ズです。

17.5.4 script show
こ のコマン ド は、 <scriptname> と 呼ばれる ス ク リ プ ト フ ァ イルの内容を表示し
ます。 

形式  script show <scriptname>

モード  Global Config

出力形式  line <number>:<line contents>

17.5.5 script validate
こ のコマン ド は <scriptname> が認証対象のス ク リ プ ト 名であ る ス ク リ プ ト フ ァ
イルについて、 その各行を解析し、 ス ク リ プ ト フ ァ イルを認証し ます。 認証オプ
シ ョ ンはス ク リ プ ト 開発のツール と し て使用する ためのものです。 認証は、 潜在
的な問題を検出し ます。 指定のデバイ スにおける指定のス ク リ プ ト に関するすべ
ての問題を検出でき るわけではあ り ません。 

形式  script validate <scriptname> 

モード  Global Config
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